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千の祈り、一つの山。アルメニアを読む

金京鎮

『千の祈り、一つの山。アルメニアを読む』は金京鎮がAI書房で公開するオンライン書籍です。世

界初のキリスト教国家アルメニアの古代王国から虐殺、ディアスポラ、現代の課題まで、信仰と苦

難の歴史を辿ります。
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序文

全章を見る

次の章 →

背負った一つのカバンを携え、アルメニアへと向かった。エレバン空港に足を踏み入れた瞬間、ア

ルメニアは特別だった。入国審査の列で対面した職員のかしこい対応から、私はこの国の本質を読

み取ることができた。小さな国だが決して小さくない、長い歴史の重みを背負いながらもなお温か

さを失わない人々の姿がそこにはあった。

標高1,000メートルを超える高原地帯。アルメニアの第一印象は「開けた広がり」だった。高いハ

イランドに広がる広大な平野は、日常に閉じ込められていた視界を一気に開き放った。

ホル・ヴィラップから望むアララト山の荘厳さ、タテヴ修道院へ向かうケーブルカーから見下ろす

ボロタンの渓谷の深さ、ガールニ神殿のヘレニズム様式の柱が生み出す均衡の美、セバノヴァンク

で迎えたセヴァン湖の青い静寂まで。旅の途中で訪れたホル・ヴィラップ、タテヴ、ガールニ神殿、

セバノヴァンク、ノラバンク、ゲガルドなど主要な遺跡のすべてで、私は観光客ではなく巡礼者の

心を持っていた。

アダムとイブが滞在したという伝説に彩られた平野に立ったとき、言葉にできない何かを感じた。

宗教の問題ではなかった。人類文明の源流、信仰の根幹、生存と希望への原初的な渇望が凝縮され

た空間がもたらす響きだった。世界で初めてキリスト教を国教とした国、千年を超える歳月、異民

族の侵略と迫害の中でも信仰とアイデンティティを守り抜いた強固な魂が、この土地のあちこちに

染み込んでいた。

アルメニアは依然として未知の名前である。ヨーロッパでもアジアでもない、コーカサスの小さな

内陸国。本書を通じて、アルメニアが単なる旅行先ではなく、人間文明への理解を深める学びの場

であることを発見していただければと願う。アルメニアの古代王国からソビエト時代、そして独立

後の現在に至る歴史を扱いながらも、実際の旅行者が求める実用的な情報も併せて盛り込んだ。歩

んだ道、感じた感動を鮮やかに伝えようとした。

2025年11月 金京珍

全章を見る

次の章 →
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第1章 アルメニアの大地と始まり

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. アルメニア高原、文明の十字路に咲き誇る古代王国

アルメニアはコーカサス山脈の南に位置する小さな国です。面積は約29,743平方キロメートルで、

日本の京都府と大阪府を合わせた程度の広さです。この小さな土地が抱える地理的特徴と自然環境

は、非常に独特で美しいものです。以下の地図でエレバンと記された場所がアルメニアの首都です。

アルメニアは高原地帯に位置しています。アルメニア高原と呼ばれる地域は、現在のアルメニア共

和国のみを指すわけではありません。歴史的にこの高原は、現在のアルメニアを中心に、トルコ東

部、イラン北西部、ジョージア南部、アゼルバイジャンの一部を含む広大な地域を指します。古代

から高原地帯はアルメニア民族の生活の場であり、彼らの文化とアイデンティティが形成された空

間でした。

高原の平均標高は海抜1,500メートルから2,000メートルに及びます。日本の雪岳山・大青峰が海

抜1,708メートルであることを考えれば、アルメニアの人々は私たちが登るような高い山頂で日常

生活を送っていることになります。実際、アルメニアの首都エレバンも海抜約1,000メートルの高

地に位置しています。このような高い標高のため、アルメニアは「空に近い国」という別名を持っ

ています。

アルメニア高原は地質学的に非常にダイナミックな地域です。ここはアフリカプレートとユーラシ

アプレートが交わる場所で、長い年月にわたり地殻変動が活発に起こってきました。その結果、高

い山脈と深い峡谷が形成され、火山活動も盛んでした。現在でもこの地域では occasionally 地震が

発生します。1988年にアルメニア北部スピタク地域を襲った大規模な地震は、25,000人以上の命

を奪う悲劇を残しました。

このような火山活動の痕跡は、アルメニアの至る所で見られます。地面には黒い火山岩が散在し、

多くの建物がこの火山岩で建てられています。アルメニアの象徴であるアララト山も、実は巨大な

火山です。現在はトルコ領内ですが、アルメニアの人々にとってこの山は、なおも魂が宿る聖なる

山です。

アルメニア高原の気候は、典型的な大陸性気候です。夏は暑く乾燥し、冬は寒く雪が多く降ります。

標高が高いため、夏でも夜になると涼しくなり、地域によって気候の差が大きいです。エレバンが

あるアララト平野は比較的穏やかですが、北部の山岳地帯は冬が非常に寒く長く、6ヶ月以上も雪に

覆われることもあります。

高原を横断する複数の河川があります。アラス川はアルメニアの生命線ともいえる川です。トルコ

東部で源を発し、アルメニアの南側国境に沿って流れ、アゼルバイジャンとの国境を形成してカス

ピ海へと注ぎます。歴史的にアラス川流域は肥沃な農地であり、アルメニア文明の中心地でした。
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もう一つの川はフラズダン川です。この川はアルメニア最大の湖であるセヴァン湖から源を発し、

エレバンを経てアラス川へと流れ込みます。セヴァン湖は標高1,900メートルに位置する巨大な淡

水湖で、面積は約1,240平方キロメートルに達します。これは日本の小養湖の約18倍の大きさです。

セヴァン湖はアルメニアの人々にとって生命の源ともいえる場所で、飲料水の供給だけでなく、灌

漑用水や発電用水としても利用されています。

セヴァン湖周辺の風景は絶景です。青い波が揺れる湖の向こうには、雪に覆われた山々が屏風のよ

うに広がり、湖畔には古代の修道院が時の重みを抱えて佇んでいます。セヴァナヴァンク修道院は9

世紀に建てられたもので、湖を見下ろす丘の上でアルメニアの歴史を見守り続けています。

アルメニア高原の自然は季節ごとに異なる顔を見せてくれます。春になると高原全体が野花に覆わ

れます。赤いケシ、黄色のタンポポ、紫色のアイリスが緑の絨毯に刺繍のように美しく咲き誇りま

す。夏には強い日差しの下で麦や大麦が黄金色に実り、ぶどう畑や杏の果樹園からは甘い果物の香

りが強く漂います。

秋が来ると高原は赤や黄色の紅葉で彩られます。ディリジャン国立公園の森の風景は童話の世界の

ようです。鬱蒼とした樫やブナの間を小川がせせらぎ、野生の鹿が静かに草を食む姿を見ることが

できます。ディリジャンは「アルメニアのスイス」と呼ばれるほど美しい場所です。

冬になると高原は白い雪に覆われます。厳しい冬もアルメニアの人々にとっては日常です。彼らは

雪に覆われた山でスキーを楽しみ、温かい家の中で家族と囲んで語り合います。冬の夕方には暖炉

に火を焚き、伝統料理であるハリサ（ハリス）を煮て食べます。ハリサは麦と肉を長時間煮込んだ

粥のような料理で、厳しい冬を乗り切るために欠かせない食べ物です。

アルメニア高原の動植物相も多様です。この地域はヨーロッパ、アジア、そして中東の交差点に位

置しているため、三つの地域の生物種がすべて発見されます。山羊、野生の猪、狼、クマ、イタチ

などの哺乳類が生息しており、ワシ、タカ、コウノトリなどの猛禽類も多数います。アルメニアの

象徴動物であるムフロン（ムフロン）は野生の羊の一種で、大きな角を持つ美しい動物です。

植物は約3,500種以上が生育しており、そのうち約10%がアルメニア高原にのみ見られる固有種で

す。アルメニアの国花であるマサオ（マサオ）と呼ばれる黄色の水仙も、この地域の特産植物です。

また、この地域は野生麦の原産地の一つであり、人類が農耕を始めた最初の地域の一つでもありま

す。

アルメニア高原には豊富な鉱物資源も埋蔵されています。銅、モリブデン、金、銀などが発見され、

銅は古代から採掘され、アルメニア経済の重要な部分を占めてきました。アルメニアという国名自

体が、銅を意味するラテン語「アエラメン」に由来するという説もあります。美しい火山岩である

トゥフはアルメニア建築の主要な材料であり、ピンクがかったこの石で建てられた建物は、アルメ

ニア独自の建築美を創り出しています。

地政学的にも極めて重要な位置にあります。ヨーロッパとアジアを結ぶ古代の貿易路であるシルク

ロードがここを通り、南のペルシャ、西のローマ、東の中央アジア、北のロシアを結ぶ交差点の役

割を果たしました。このような地理的位置のため、アルメニアは多様な文化の影響を受けましたが、

同時に絶え間ない侵略と戦争に悩まされなければなりませんでした。
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アルメニア高原の地理的特質は、アルメニア人たちの性格や文化にも深い影響を与えました。険し

い山岳地形は彼らを強靭にし、外部の侵略に立ち向かう不屈の精神を育みました。同時に、高い山々

と深い谷に分かれた地形は、各地域ごとに独自の方言や文化を発展させました。厳しい自然環境の

中でも、互いに助け合いながら生きる共同体意識は強かったのです。

現代のアルメニアでは、国土の90%以上が標高1,000メートル以上の高地です。平野地域は非常に

限られており、農業には多くの困難があります。アルメニアの人々はこうした厳しい環境を克服し、

段々畑を造成してブドウ、杏、桃などの果物を栽培してきました。アルメニアのコニャックは世界

的に有名ですが、アララト平原のブドウ畑で栽培されたブドウから作られています。

アルメニア高原の自然は、アルメニア民族のアイデンティティと歴史、文化が息づく空間です。険

しい山脈と深い渓谷、青い湖と澄んだ川、そしてその中で咲き誇る野生の花々一つひとつが、すべ

てアルメニアの物語を包んでいます。数千年にわたりこの土地を見守ってきたアルメニアの人々に

とって、この高原は単なる居住地ではなく、彼らの魂が宿る聖なる地です。

2. アララト山 ― 神話に刻まれた民族の聖山

アララト山は、アルメニアの魂が宿る山です。標高5,137メートルの大アララト（Greater Ararat）

と3,896メートルの小アララト（Lesser Ararat）からなるこの巨大な火山は、エレバンからどこか

ら見ても見ることができます。朝日を受けて赤く染まるアララト山の姿は、アルメニアの人々にとっ

て一日の始まりを告げる神聖な合図です。

胸が痛みを覚える歴史があります。アララト山は現在、トルコ領土に属しています。1921年、ソ連

邦がモスクワ条約とカルス条約によってこの山の領有権をトルコに譲渡した以降、アルメニアの人々

は自らの魂の山を眺めることしかできず、自由に訪れることができなくなりました。アルメニアの

人々は「アララト山は見ることができるが、触れることはできない」という悲しい言葉を残してい

ます。

山はアルメニア民族の象徴であり、彼らのアイデンティティそのものです。アルメニアの国章には

中央にアララト山が描かれ、その上にはノアの箱舟が置かれています。アララト山がアルメニアの

人々にとっていかに重要であるかをよく示しています。

アララト山の歴史は聖書の時代までさかのぼります。旧約聖書の創世記には、ノアの箱舟が大洪水

の後に「アララト山」に留まったと記されています。この「アララト」がまさにアララト山を指す

と、古くから信じられてきました。聖書における「アララト」は山の名前ではなく、ウラルトゥ王

国が存在した地域全体を指す言葉でしたが、人々はこの巨大な山をノアの箱舟が留まった場所と考

えるようになりました。

アルメニアの伝承によれば、ノアの箱舟は洪水が終った後、アララト山の頂上に着陸し、ノアの末

裔たちがここから降りて文明を興したとされています。ノアの曾孫にあたるハイク（Hayk）がアル

メニア民族の祖となったという伝説があります。ハイクは巨人であり勇猛な戦士で、バビロンの暴

君ベルに立ち向かって勝利し、アルメニアの地に定住したと伝えられています。アルメニアの人々

は、自らを「ハイクの子孫」という意味の「ハイエール（Hayer）」と呼んでいます。
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神話ゆえに、アララト山はアルメニアの人々にとって単なる山ではなく、神聖な山、そして命が再

び始まった場所として崇められています。中世のアルメニア歴史家の記録には、アララト山に登ろ

うとする試みが数多く残されています。伝説によれば、神は人間が箱舟の残骸に到達することを許

さなかったといいます。山に登る人々は、不思議な力によって再び下方へ落とされたり、道に迷っ

て彷徨ったりしたという話が伝えられています。

近代に入り、アララト山に登頂する人々が現れました。1829年、ドイツ人のフリードリヒ・パロッ

ト博士が初めて登頂に成功し、その後多くの探検家たちがこの山に登りました。彼らは箱舟の残骸

を探しましたが、科学的に認められる証拠は見つかりませんでした。今日に至るまで、箱舟の残骸

を探し求める探検は続いています。

アララト山は地質学的にも興味深い山です。360万年前から250万年前の間に形成された成層火山

です。数回の噴火によって溶岩や火山灰が積み重なり、現在の巨大な姿が作られました。最後の噴

火は1840年に起こり、この時大きな地震とともに山崩れが発生し、山麓のアフリ村と修道院が破壊

されました。

大アララト山の頂上は一年中万年雪に覆われています。頂上付近の気温は夏でも氷点下であり、冬

には氷点下30度以下に下がります。強い風と低い酸素濃度のために登山は非常に困難です。天候の

良い日に頂上から眺める景色は壮観です。東にはセヴァン湖、西にはトルコの広大な平原、南には

イランの山脈が見えます。

アララト山はアルメニアの文学や芸術においても重要な題材です。多くの詩人がこの山を歌い、画

家が描き、作曲家が曲を作りました。19世紀のアルメニアのロマン派詩人、ホヴァンネス・トゥマ

ニヤンの詩にもアララト山が登場します。

（アララト山とノアの方舟伝説）

彼は「アララト山は私たちの母であり父であり、私たちの過去と未来である」と歌いました。

20 世紀に入りアルメニアがソ連の一部となり、アララト山がトルコ領土として確定したことで、こ

の山はアルメニア人にとって喪失と郷愁の象徴となりました。1915 年にオスマン帝国によって行

われたアルメニア虐殺により、150 万人を超えるアルメニア人が命を落とし、数十万人が故郷を離

れて世界各地に散らばりました。ディアスポラ（離散）のアルメニア人にとって、アララト山はい

つか帰るべき故郷の象徴となりました。

アルメニアの著名な作曲家アラム・ハチャトゥリアンの音楽にも、アララト山のイメージが込めら

れています。彼のバレエ音楽『ガヤーネ』に登場する『サーベルの踊り』は、アルメニアの情熱と

ともに、アララト山への郷愁を表現しています。

現代のアルメニアにおいて、アララト山は依然として最も重要な国家的象徴です。アルメニアの国

営航空会社は「アルメニア・エアウェイズ」から「アルメニア」へと名称を変更し、最近では再び

民営化されて名称が変わりましたが、依然として多くの企業や製品が「アララト」という名称を使

用しています。世界的に有名なアルメニアのコニャックブランドも『アララト』です。
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アルメニアの人々の感情は複雑です。毎日この山を見ながら生活していますが、自由に登ることは

できません。1990 年にアルメニアがソ連から独立した後でも、トルコとの国境は閉ざされたまま、

両国間には依然として緊張関係が続いています。アルメニア虐殺に対するトルコの認否問題も解決

されていません。

首都エレバンの街のどこからでもアララト山が見えます。カフェでコーヒーを飲みながら、バルコ

ニーで夕焼けを眺めながら、アルメニアの人々は自然とアララト山を見つめます。夕暮れ時に赤く

染まるアララト山の姿はまるで燃えているかのようであり、人々はその瞬間を写真に収めようとし

ます。

アララト山は、アルメニア正教会（アルメニア使徒教会）にとって重要な精神的象徴でもあります。

アルメニアは301年、世界で初めてキリスト教を国教とした国です。アルメニアの人々は、自分た

ちがノアの末裔であり、自らの土地が洪水の後に新たな生命が始まった祝福された地であると信じ

ています。アララト山は、そのような信仰とアイデンティティの核心です。

アルメニアの多くの教会や修道院からは、アララト山を望むことができます。ホーア・ヴィラプ修

道院は、アララト山に最も近い場所に位置する修道院で、アルメニアにキリスト教を伝えた聖グレ

ゴリオス（聖グレゴリオス・イルミネーター）が13年間投獄されていた地下の牢獄があります。こ

こから眺めるアララト山の姿は、まさに荘厳そのものです。修道院の石垣の向こうに、巨大な山が

空を突き抜けるようにそびえ立ち、その姿はまるで天と地を結ぶ橋のようです。

（エレバン市内のどこからでも見えるアララト山）

現代のアルメニアの人々は、いつかアララト山を再び自由に登れることを夢見ています。それが政

治的に実現されなくても、アララト山は永遠に彼らの心の中にあり続けるでしょう。この山はアル

メニアの過去であり、現在であり、未来です。数千年にわたりこの土地の歴史を見守ってきたアラ

ラト山は、これからもなおアルメニア民族の魂の灯台であり続けるでしょう。

3. ウラルトゥ王国と古代文明のルーツ

ウラルトゥ王国は、紀元前9世紀から6世紀にかけてアルメニア高原に存在した強力な古代国家でし

た。この王国はアルメニア文明の直接的な前身と見なされ、アルメニアの歴史の根幹をなす重要な

文明です。

ウラルトゥという名前はアッシリアの文献に初めて現れます。アッシリア人はアルメニア高原に住

む強力な部族を「ウラルトゥ」と呼びました。ウラルトゥの人々は自らを「ビアイニの地」または

「ヴァンの国」と呼びました。彼らの言語はフルリ語と関連があり、現代アルメニア語とは直接的

な言語的連続性はありませんが、文化的な連続性は確かに存在します。

ウラルトゥ王国の中心地はヴァン湖周辺でした。ヴァン湖はアルメニア高原で最も大きな湖で、現

在はトルコ東部に位置しています。この湖の面積は約3,755平方キロメートルでセヴァン湖の約3倍

に及び、塩湖です。ウラルトゥの首都トゥシュパは、まさにこのヴァン湖の東岸に建設されました。

ウラルトゥ王国の歴史は大きく三つの時期に分けることができます。初期ウラルトゥ（紀元前9世紀）

は複数の部族連合体として始まりました。アラム王やサルドゥリ1世のような初期の王たちは、アッ
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シリアの圧力に対抗しながら部族を統合し始めました。サルドゥリ1世はトゥシュパを首都とし、ヴァ

ンの岩に巨大な要塞を建設しました。

ヴァンの岩要塞はウラルトゥ文明の代表的な遺跡です。巨大な岩山を削って作られたこの要塞の高

さは約100メートルに達し、岩の至る所には楔形文字で刻まれた碑文があります。これらの碑文は

ウラルトゥの王たちの業績を記録したもので、ウラルトゥの歴史を研究する重要な資料です。サル

ドゥリ1世の碑文は「サルドゥリ、偉大な王、強力な王、宇宙の王、ビアイニの地の王」という雄大

な言葉で始まります。

ウラルトゥ王国の全盛期は、紀元前8世紀の半ばから後半にかけてでした。この時期の代表的な王に

は、メヌア王、アルギシュティ1世、そしてサルドゥリ2世がいます。メヌア王は領土を大幅に拡大

し、多くの都市と要塞を建設しました。また、ウラルトゥの灌漑システムを大規模に発展させまし

た。メヌア運河は全長80キロメートルを超え、山から水を引いて農地へと供給しました。この運河

の一部は現在も使用されています。

楔形文字碑文

アルギシュティ1世は多くの新しい都市を建設しました。その中で有名なのがエレブニ要塞です。紀

元前782年に建設されたこの要塞は、現在のアルメニアの首都エレバンの起源となりました。エレ

バンという名称もエレブニに由来するという説が有力です。エレブニ要塞跡から発見された楔形文

字碑文には、「アルギシュティが語る：私はこの偉大な要塞を建設し、これをエレブニと名付けた」

と記されています。この発見により、エレバンは世界最古の都市の一つとして認められるようにな

りました。

サルドゥリ2世の時代、ウラルトゥは最大領土を誇りました。北はジョージア地方まで、南はシリア

北部まで、東は現在のイラン北西部まで、西はユーフラテス川まで領土が拡大されました。ウラル

トゥはこの時期にアッシリアと対等な強国となり、時にはアッシリアをも凌ぐ力を示すこともあり

ました。

ウラルトゥの経済は、農業、牧畜、そして金属細工を基盤としていました。アルメニア高原の肥沃

な土壌と灌漑システムのおかげで、麦、大麦、果物の栽培が盛んに行われました。ブドウ栽培とワ

イン生産も発達しており、ウラルトゥは世界最古のワイン生産地の一つです。牧畜業も重要であり、

羊、牛、馬が飼育されました。

有名だったのは金属細工でした。ウラルトゥの職人たちは、青銅、金、銀で精巧な工芸品を制作し

ました。青銅製の鎧、兜、盾は当時の最高品質を誇り、金や銀で作られた装飾品や器は芸術作品の

水準にありました。これらの工芸品は、周辺諸国との貿易において重要な交易品でした。

ウラルトゥの建築技術は非常に優れていました。彼らは巨大な石を精巧に切り刻んで積み上げる技

術を持っていました。

サイクロプス式石積み（Cyclopean Masonry）と呼ばれるこの建築様式は、モルタルを用いなくて

も石々が完璧に嵌まり合い、数千年が経過した現在もなお堅固に残っています。この技術は、後の

アルメニア建築にも継承されました。
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ウラルトゥの宗教は多神教でした。最高神はハルディ（Haldi）で、戦争と空の神でした。そのほか、

太陽神のシビニ（Shivini）、嵐の神のテイシェバ（Teisheba）などが崇拝されました。ウラルトゥ

の人々はこれらの神々のために巨大な神殿を建設しました。ムサシール（Musasir）神殿はウラルトゥ

の最も重要な宗教的中心地でしたが、アッシリア王サルゴン2世（Sargon II）が同神殿を略奪した

場面がアッシリアの浮き彫りに詳細に描かれています。

「サイクロプス式石積み（Cyclopean Masonry）」

ウラルトゥの衰退は紀元前7世紀末から始まりました。複数の要因が複合的に作用しましたが、まず

北からスキタイやキムメリアといった遊牧民族の侵入がありました。彼らの騎馬戦術は、ウラルトゥ

の伝統的な戦闘方式では防ぐことができませんでした。また紀元前612年にアッシリア帝国が滅亡

したことで、地域の勢力均衡が崩れました。

決定的な打撃はメディア帝国の侵攻でした。紀元前590年頃、メディアはウラルトゥ王国を完全に

征服しました。トゥシュパをはじめとする主要都市が破壊され、ウラルトゥは歴史から姿を消しま

した。しかし、ウラルトゥの文化や伝統が完全に消えたわけではありません。この地域に住んでい

た人々はそのまま残り、新しい征服者たちと混じり合いながら新たな文化を築いていきました。

多くの歴史学者は、ウラルトゥ王国が滅亡した後にこの地域にアルメニア民族が形成されたと考え

ています。古代ギリシアの歴史家ヘロドトスは、アルメニア人たちがフリギアから移住してきた人々

だと記録しています。彼らがウラルトゥの旧地に定住し、ウラルトゥの文化を吸収しながら、新た

なインド＝ヨーロッパ語族の言語を持ち込んだのです。

ウラルトゥ時代にもインド＝ヨーロッパ語族の人々がこの地域に住んでおり、ウラルトゥ滅亡後に

彼らが主導権を握りながらアルメニア民族が形成されたという見方もあります。確かに言えるのは、

ウラルトゥ文明がアルメニア文明の重要な土台となった点です。

ウラルトゥの遺産は、今日でもアルメニアのあちこちで発見されています。エレバンのエレブニ博

物館にはウラルトゥ時代の遺物が展示されています。精巧に刻まれた青銅のベルト、美しい金の耳

飾り、楔形文字が刻まれた粘土板が、3,000年前のウラルトゥの輝かしい文明を証言しています。

巨大な青銅の釜は、ウラルトゥの金属工芸の優れた技術を示しています。

エレブニ要塞の遺跡も、現在なおエレバンの南東の丘に残っています。多くの部分が破壊されまし

たが、復元された城壁や神殿の跡からはウラルトゥの雄大さを感じることができます。要塞から発

見された壁画は、ウラルトゥの芸術の水準を示しています。幾何学模様や動物の絵、神々の姿が鮮

やかな色彩で描かれています。

ウラルトゥのもう一つの遺跡は、アルメニア北部のガルニ要塞です。現在残っている建物は後世に

建てられたものですが、要塞の基礎はウラルトゥ時代から使用されていました。ガルニには1世紀に

建てられたヘレニズム様式の神殿があり、その場所ももともとはウラルトゥの神殿があった場所で

した。

ウラルトゥの遺産は物理的な遺跡だけではありません。ウラルトゥの灌漑技術、農業の方式、金属

工芸の伝統はアルメニアの文化に深く根付きました。ウラルトゥ時代から始まったワイン造りの伝

統は、今日のアルメニアのワイン産業の基礎となっています。2011年にアルメニア南部のアレニの
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洞窟で発見された6,100年前のワイナリーの遺跡は、この地域が世界で最も古いワイン生産地の一

つであることを証明しました。

アルメニアの人々は、ウラルトゥを自らの歴史の重要な一部と捉えています。言語は異なりますが、

ウラルトゥはアルメニア高原に最初に築かれた強力な国家であり、この土地の文明を一段階引き上

げました。ウラルトゥがなければ、アルメニアの文明も現在とは異なる姿であったでしょう。

アルメニアではウラルトゥの研究が活発に進められています。考古学者たちは新たな遺跡を次々と

発掘しており、言語学者たちはウラルトゥ文字の解読に取り組んでいます。こうした研究を通じて、

ウラルトゥ文明に対する私たちの理解はますます深まっています。ウラルトゥは単に消えた古代の

王国ではなく、今日へと続くアルメニアの生きた歴史です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第2章 古代アルメニア王国の興亡

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. ティグラネス大王、大アルメニア帝国の黄金時代

ティグラネス2世（Tigran II、������ � ���）は、アルメニア史上最も偉大な王として評

価されています。「大王（the Great）」という称号を授けられた数少ない君主の一人である彼は、

紀元前95年から紀元前55年まで約40年にわたりアルメニアを統治しました。彼の治世中、アルメ

ニアは史上最大の領土を確保し、東の強大な帝国として君臨しました。

ティグラネスが王位に就く前、アルメニアは困難な時期を過ごしていました。彼の父アルタバスデ

ス1世（Artavasdes I）の時代、アルメニアは東の強大なパルティア（Parthia、

��������� ������������）帝国に隷属していました。若き日のティグラネス

はパルティアに人質として捕らえられていました。この屈辱的な経験が強い動機となり、後に偉大

な征服者となる礎となりました。

紀元前95年、ティグラネスはパルティア王ミトリダテス2世（Mithridates II）との交渉を通じて自

由を勝ち取りました。その代償は甚大でした。彼はアルメニアの70の渓谷をパルティアに譲渡しな

ければなりませんでした。しかしティグラネスはこれを屈辱ではなく機会と捉えました。自由を得

た彼はアルメニアに戻り王位に就くと、失われた土地を取り戻すための壮大な計画を策し始めまし

た。

ティグラネスの目標はアルメニアを統一し、強化することでした。当時アルメニアは大アルメニア

（Greater Armenia、��� ����）と小アルメニア（Lesser Armenia、���� ����）に

分かれており、各地の貴族たちが半独立した勢力を維持していました。ティグラネスは強力な中央

集権体制を構築し、貴族たちの私兵を解体して王直属の強力な軍隊を創設しました。

軍は最強でした。重装騎兵であるカタフラクティ（Cataphracts、������������）が

中核戦力でした。全身を鉄甲で武装した騎士と馬が一体となって突撃する姿は、敵にとって恐怖そ

のものでした。ティグラネスは弓兵部隊と歩兵部隊を効果的に組み合わせ、多様な戦術を駆使する

ことができました。

軍事力を備えたティグラネスは本格的な領土拡大に乗り出しました。最初の征服地は東と北の複数

の小王国たちでした。現在のジョージアとアゼルバイジャン地域の多くの国々が彼の支配下に入り

ました。カスピ海沿岸まで進出したティグラネスの軍は、そこにある豊かな都市を征服しました。

ティグラネスの成功は南で成し遂げられました。紀元前83年、彼は弱体化したセレウコス（

Seleucid）帝国を攻撃しました。セレウコス帝国はアレクサンドロス大王の継承者の一人が建国し

た国で、かつて中東全域を支配していた強大国でした。この時、内紛と外圧によって衰えていた状

態でした。
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ティグラネスの軍は破竹の勢いで南進しました。シリアの首都アンティオキア（Antioch、

������）が陥落し、レバノンとパレスチナの一部までが彼の領土となりました。地中海沿岸

まで進出したアルメニアはもはや内陸国家ではなく、海洋強国となりました。フェニキア（

Phoenicia）の港湾都市もティグラネスに貢ぎ物を捧げました。

この時期、ティグラネスの帝国は現在のアルメニア、ジョージア、アゼルバイジャン、トルコ東部、

イラン北西部、シリア、レバノン、イラク北部、イスラエルの一部を含む広大な領土を誇りました。

東西に約1,500キロメートル、南北に約1,000キロメートルに及ぶこの帝国は、当時の中東におい

て最も強力な国家の一つでした。

ティグラネスは征服者ではありませんでした。彼は優れた行政家でもありました。征服した土地を

効率的に統治するため、彼は新たな首都を建設することを決意しました。こうして誕生した都市が

ティグラナケルタ（�����������）です。この都市は現在、トルコ南東部に位置してい

たと推定されています。

ティグラナケルタは古代世界における驚異の都市でした。ティグラネスは征服した各地から最高の

職人、学者、芸術家たちをここに移住させました。ギリシア劇場、図書館、体育館を備えたこの都

市は、ヘレニズム文化の中心地となりました。ティグラネスはギリシア文化を尊重し、多くのギリ

シアの哲学者や詩人を宮廷に招きました。

都市の中心には王宮がそびえ立ち、その周囲には貴族たちの邸宅が連なっていました。広大な広場

と庭園、噴水があり、街路には店舗が並んでいました。東から届いた絹や香辛料、西から届いたワ

インやオリーブオイル、南から届いた香水や宝石が取引されました。ティグラナケルタは国際貿易

の中心地でした。

ティグラネスはまた、文化と芸術のパトロンでもありました。彼の宮廷には歴史家、詩人、哲学者

が集まりました。その中には有名なギリシアの劇作家アンピクラテス（Amphicrates）も含まれて

いました。ティグラネスのために書かれた多くの作品は、当時のギリシア世界でも上演されたと伝

えられています。

ティグラネスの成功は新たな敵を生みました。西から台頭した新たな超大国ローマ（����）が

彼を注視し始めました。ティグラネスはポントス王国のミトリダテス6世（������� ��）

と同盟を結びました。ミトリダテスはティグラネスの義父でもあり、その娘クレオパトラ（

Cleopatra）がティグラネスの王妃でした。

ミトリダテス6世はローマの強力な敵でした。彼は3度にわたりローマと戦い、これをミトリダテス

戦争と呼びます。当初、ティグラネスはこの戦争に直接介入していませんでした。紀元前73年、ロー

マ軍に追われたミトリダテスがアルメニアへ亡命してきたことで状況は一変しました。

ローマはミトリダテスの引き渡しを要求しましたが、ティグラネスはこれを拒否しました。義理の

父を保護することは名誉の問題であり、ローマの脅威に屈することは自らの権威を損なうことでし

た。この決断は、ティグラネスとローマとの戦争へと発展しました。

紀元前69年、ローマの名将ルクルス（Lucullus、����������）が率いる軍がアルメニア

へ侵攻しました。ティグラネスは当初、ローマ軍を過小評価していました。彼は約10万人に及ぶ大
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軍を率いてティグラナケルタ付近でローマ軍を迎え撃ちました。一方、ローマ軍はわずか1万人程度

でした。

ティグラナケルタの戦いはティグラネスにとって衝撃的な敗北でした。ローマ軍の優れた戦術と規

律の前で、アルメニアの大軍は崩壊しました。ルクルスの軍はティグラネスの中軍を突破し、混乱

に陥ったアルメニア軍を撃破しました。数万のアルメニア兵が戦死し、ティグラネスは辛うじて脱

出しました。

ティグラナケルタはローマ軍に陥落し、略奪されました。強制移住させられていた多くのギリシア

人をはじめとする他の民族の人々が故郷へと帰還しました。ティグラネスの宝物庫もローマ軍の手

に渡りました。この戦いはティグラネス帝国の転換点となりました。

ティグラネスは諦めませんでした。彼は軍を再編成し、より慎重な戦略を採用しました。翌年の紀

元前68年、アルタシャタ（アルタシャト）の近くで再びローマ軍と対峙しました。今回は地形を利

用した防御戦を展開し、ローマ軍に大きな損害を与えました。決定的な勝利ではありませんでした

が、ローマ軍の進撃を遅らせることには成功しました。

より重要なのはローマ国内の情勢でした。ルクルスは長年の遠征で疲弊した兵士たちの反乱に直面

し、結局本国へ召還されました。後任として来た将軍も大きな成果を上げることができませんでし

た。戦争は小競り合いの状態に陥りました。

紀元前66年、新たなローマ司令官が到着しました。その人物こそポンペイウス（ポンペイオス）で

した。ローマ史上有数の名将であるポンペイウスは、迅速かつ効率的に戦争を遂行しました。彼は

まずミトリダテス6世を撃破した後、アルメニアへと進軍しました。

今回ティグラネスは異なる選択をしました。長期間の戦争により国力が枯渇した状態で、ポンペイ

ウスの大軍を防ぐことは困難でした。さらに、彼の息子ティグラネス3世が反乱を起こし、ローマ側

に付きました。内憂外患に陥ったティグラネスは交渉を選びました。

紀元前66年、ティグラネスはポンペイウスに会い降伏しました。歴史家の記録によれば、老いたティ

グラネスは王冠を脱いでポンペイウスの前に置いたといいます。ポンペイウスはティグラネスの勇

気と功績を認め、彼を厚遇しました。王冠を再び被せさせ、アルメニアの王として認めたのです。

その代わり、ティグラネスは征服したすべての領土を放棄しなければなりませんでした。シリア、

レバノン、メソポタミア北部のすべての土地がローマに奪われ、アルメニアは再び高原地帯の王国

へと縮小されました。さらに、6,000タレント（約155トン）の銀を賠償金として支払い、ローマ

の同盟国としての地位を受け入れなければなりませんでした。

それは完全な敗敗ではありませんでした。ティグラネスは王位を維持し、アルメニアの独立も保証

されました。ポンペイウスはティグラネスを「ローマの友人かつ同盟者」として認めました。これ

は、アルメニアがローマの属国ではなく独立した同盟国であることを意味していました。

ティグラネスは紀元前55年まで10年間、さらに統治を続けました。この期間中、彼は戦争で疲弊し

た国の再建に尽力しました。かつての栄光は失われましたが、アルメニアは依然として地域におけ

る重要な国家として残りました。ティグラネスは85歳という高齢で、穏やかにこの世を去りました。
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ティグラネス大王の遺産はアルメニアの歴史に深く刻まれています。アルメニアが偉大な帝国とな

り得ることを証明したのです。栄光は長くは続きませんでしたが、ティグラネスの時代はアルメニ

アの人々にとって誇りの源となりました。今日でもアルメニアでは、ティグラネス大王を記念する

像や記念碑を容易に見つけることができます。

（ティグラネス王、ローマのポンペイウス将軍に降伏する場面）

2. ローマとペルシア、大国の狭間で生きる戦略

ティグラネス大王の時代を経て、アルメニアは新たな現実と向き合うことになりました。西には強

大なローマ帝国が、東には復活したペルシアのサーサーン朝（ササン朝、��������

������������）が君臨していました。アルメニアは、この二つの超大国の間に挟まれ

た緩衝地帯となりました。その後の約600年間、アルメニアの歴史は、この二つの帝国の間で生き

残りをかけた闘争の連続でした。

なぜローマとペルシアは、アルメニアをこれほどまでに重要視したのでしょうか？

アルメニアは戦略上の要衝でした。アルメニア高原を掌握すれば、相手の心臓部を脅かすことが可

能でした。ローマにとってアルメニアは東方の辺境を守る盾であり、ペルシアにとっては西方への

進出の足がかりでした。

アルメニアは豊かな資源を有する国でした。銅、金、銀などの鉱物資源に恵まれ、農業や牧畜業も

発達していました。二つの帝国はいずれも、こうした経済的な利益を望んでいました。

アルメニアは交易路の中心地でした。東西貿易を結ぶ交易路がアルメニアを通過していました。こ

の交易路を掌握することは、莫大な経済的利益を意味しました。

ティグラネス大王の孫であるアルタバスデス2世（アルタバスデス2世、�������� �）の時

代から、こうしたジレンマが本格化しました。紀元前53年、ローマのクラッスス（クラッスス）が

率いる大軍がパルティアを侵攻しました。クラッススはローマの三頭政治の一人であり、ポンペイ

ウスやカエサルと共にローマを支配していた人物です。彼は東方での軍事的栄光を夢見ていました。

アルタバスデスは困難な選択に直面しました。ローマは同盟国でしたが、パルティアとも良好な関

係を維持していました。彼はクラッススにアルメニアを通って進軍するよう助言しました。険しい

道でしたが安全なルートでした。クラッススはこれを無視し、メソポタミア平原を直進しました。

カルハエ（カルハエ、現在のトルコ・ハラン）の戦いで、クラッススの軍勢はパルティアの騎兵隊

に完全に包囲され、全滅しました。クラッスス自身も戦死しました。この敗北はローマ史上 worst

の惨事の一つでした。7つの軍団、約4万人のローマ兵が戦死または捕虜となりました。

その後、アルタバスデスはパルティア側に傾きました。これがローマの怒りを買いました。紀元前

34年、ローマのマルクス・アントニウス（マルクス・アントニウス、������

��������）がアルメニアを侵攻しました。アントニウスはエジプトのクレオパトラとの同

盟を通じて東方支配を夢見ていた人物です。
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アルタバスデスはアントニウスの策略によって捕らえられました。アントニウスは和平交渉を提案

し、疑いもなく現れたアルタバスデスをそのまま拘束しました。彼は鎖に繋がれアレクサンドリア

へと連行され、アントニウスとクレオパトラの凱旋行進で晒し者にされました。ほどなくして処刑

されました。

アルメニアの人々は屈しませんでした。アルタバスデスの息子アルタクシアス2世（アルタシェス2

世）がパルティアの支援を得て王位に就きました。ローマが擁立した傀儡の王たちを次々と排除し、

アルメニアの独立を回復したのです。

1世紀から3世紀にかけて、アルメニアの王位は絶えず入れ替わりました。親ローマの王が即位すれ

ばペルシアが干渉し、親ペルシアの王が即位すればローマが干渉しました。時には両帝国が直接軍

を送り、戦いを繰り広げることもありました。アルメニアの大地は、まさにその戦場となったので

す。

西暦63年、ローマとパルティアはランデヤ条約を結びました。この条約により、アルメニアの王位

にはパルティアのアールサケス朝出身者が就くこと、ただしその即位にはローマ皇帝の正式な承認

が必要であるという条件が付けられました。これは、二大強国がアルメニアを巡る長年の対立を妥

協によって解決したものでした。

ティリダテス1世（トロードト1世）がこの条約に基づき王位に就きました。彼はパルティアの王族

出身でしたが、西暦66年にローマを訪れ、ネロ皇帝から直接王冠を受け取りました。ローマで行わ

れた戴冠式は最大級の祝祭であったと言われています。ネロはティリダテスを厚くもてなし、莫大

な贈り物を贈りました。

この条約は、アルメニアが緩衝国家として二つの帝国の間に位置することになったことを意味して

いました。アルメニアは形式的には王国の地位を維持していましたが、実際にはローマとパルティ

アの両国の影響下におかれていました。王はパルティアの血統から出ましたが、ローマの承認なし

には正統性を認められることはできませんでした。この二重の従属構造は、その後の数世紀にわた

りアルメニア王国の運命を規定する枠組みとなりました。

ティリダテスはローマからの帰路に多くのローマの技術者や建築家たちを連れて帰りました。その

助力により、アルメニアにはローマ式の建築物が建設されました。ガールニ神殿はこの時期に建設

されました。イオニア式の柱が並ぶこの神殿は、アルメニアに残る唯一のヘレニズム・ローマ様式

の建築物です。

（ローマ・パルティアのランダイア条約により王位に就いたティリダテス1世）

平和は長く続きませんでした。2世紀には再びローマとパルティアの間で戦争が勃発しました。トラ

ヤヌス帝は114年にアルメニアを征服し、ローマの属州としました。アルメニアの独立は一時消滅

しました。

トラヤヌスが死去した後、その継承者ハドリアヌスは東方政策を変更しました。アルメニアを直接

統治するよりも、友好的な属国としておく方がよいと判断しました。アルメニアは再び独立を回復

しました。



16

3世紀初頭、新たな変数が現れました。パルティアが崩壊し、サーサーン朝ペルシアが台頭したので

す。サーサーン朝はパルティアよりもはるかに強力かつ中央集権的でした。彼らは古代アケメネス

朝の栄光を蘇らせようとし、より攻撃的な対外政策を展開しました。

サーサーン朝の創始者アルダシール1世は、アルメニアをペルシアの勢力圏に収めようとしました。

彼はアルメニア王コスロエス1世を暗殺し、親ペルシアの王を擁立しようとしたのです。アルメニア

の貴族たちは抵抗し、コスロエスの幼い息子ティリダテスをローマへ亡命させました。

のちにティリダテス3世としてアルメニア史において最も重要な王の一人となるティリダテスは、ロー

マ皇帝ディオクレティアヌスの支援を得て、紀元287年にアルメニアの王位を回復しました。約15

年後の301年、彼は世界史を変える決断を下します。

聖グレゴリオス enlightenerの説教を聴いて感銘を受けたティリダテス3世は、キリスト教をアルメ

ニアの国教と宣言しました。

国家が公式にキリスト教を受容した世界史上初の出来事でした。ローマ帝国がキリスト教を公認し

たのは313年ですから、アルメニアは12年も先行していたのです。

この決定はアルメニアのアイデンティティを根本から変えました。キリスト教は単なる宗教ではな

く、アルメニア民族の核心となりました。ペルシアがゾロアスター教を、ローマが当初は多神教を、

後にキリスト教を信仰したのに対し、アルメニアは世界で最初のキリスト教国家であるという誇り

を持っていました。

（405年、メスロプ・マシュトツがアルメニア文字を創案）

アルメニアはさらに重要な発展を遂げました。405年、メスロプ・マシュトツ（Mesrop Mashtots、

������ ������）がアルメニア文字を創案しました。36文字からなるアルメニア文字は、

アルメニア語のすべての音を正確に表現できるように設計されています。

文字の創案はアルメニア文化の黄金時代を開きました。聖書がアルメニア語に翻訳され、数多くの

宗教文献が作成されました。歴史書、哲学書、科学書もまたアルメニア語で記されました。文字を

持つ民族は、自らの文化とアイデンティティをより確固たるものとして守ることができました。

5世紀はまた、大きな試練の時期でもありました。387年、ローマとペルシアはアルメニアを分割す

る条約を結びました。アルメニアの大部分（約4/5）はペルシアの影響下に、残りの一部（約1/5）

はローマの影響下に入りました。統一された独立アルメニア王国は姿を消しました。

ペルシア支配下のアルメニアは、より一層の抑圧に直面しました。ペルシアのシャープール2世とそ

の継承者たちは、アルメニアを完全にペルシア化しようとしたのです。宗教的な圧迫は甚だしく、

ペルシアはゾロアスター教を強要し、キリスト教を弾圧しました。

抑圧に抗し、アルメニアの人々は立ち上がりました。451年、バルダン・マミコニアン将軍が率い

るアルメニア軍がアヴァライル平原でペルシアの大軍と激突しました。この戦いはアルメニアの歴

史において最も重要な戦いの一つとして記憶されています。
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劣勢にあったアルメニア軍は勇敢に戦いました。バルダンとその兵士たちは「死は自覚あるもので

あり、自覚なき死は死に過ぎない」というスローガンのもとに戦いに臨みました。信仰を守るため

には死さえも恐れないという意味でした。

戦いは一日中続きました。アルメニアの騎馬隊はペルシア大軍の中央を突破しようとしましたが、

激しい白兵戦が繰り広げられました。数の劣勢を克服することはできませんでした。日没頃、バル

ダンと1,000名を超えるアルメニアの戦士たちが戦死しました。ペルシア軍も甚大な被害を被りま

したが、戦術的にはペルシアの勝利でした。

戦争での敗北は予期せぬ結果をもたらしました。アルメニアの人々が命を賭けた抵抗を目撃したペ

ルシアは、宗教の強要を諦め、一部の妥協を行いました。484年、ペルシアはアルメニア人に対し

て宗教の自由を認める条約を結んだのです。バルダンとその戦士たちの犠牲は決して無駄にはなり

ませんでした。

現在、バルダン・マミコニアンはアルメニアの英雄として崇められています。エレバンには彼の銅

像が立ち、アバライルの戦いを記念する日もあります。この戦いは、アルメニアの人々にとって信

仰と自由のために戦う精神の象徴となりました。

（バルダン・マミコニアン将軍らの命がけの抵抗により、宗教の自由が維持された）

6世紀から7世紀にかけても、アルメニアはローマ（この時代にはビザンツ帝国と呼ばれる）とペル

シアの間で苦難を味わい続けました。両帝国は数十回にわたりアルメニアの地で戦いを繰り広げま

した。アルメニアの人々は時としてどちらか一方を支援し、時として自らの道を進もうとしました。

この長い苦難の時期にアルメニアが完全に消滅しなかったことは奇跡に近いと言えます。キリスト

教の信仰、独自の文字と文化、そして不屈の精神がアルメニアを守り抜きました。二つの超大国の

狭間で生き残ることは容易ではありませんでしたが、アルメニアは自らのアイデンティティを失い

ませんでした。

3. シルクロードの要衝 ― 交易と文化が交差するユーラシアのハブ地域

アルメニアの地理的位置は呪いであると同時に祝福でもありました。強大な帝国の間に挟まれ戦争

の被害をたびたび被りましたが、同時に東西を結ぶ交易路の中心として繁栄を享受することもあり

ました。シルクロード（シルクロード、������� ��������）は単に絹を運ぶ道では

ありませんでした。それは文化、宗教、技術、思想が行き交う文明の大動脈でした。

「シルクロード」という名称は、19世紀のドイツの地理学者フェルディナント・フォン・リヒトホー

フェン（Ferdinand von Richthofen）によって初めて用いられました。この名称があろうとなかろ

うと、この交易路は紀元前2世紀からすでに存在していました。中国の漢王朝が西域へ進出し、ロー

マ帝国が東方の奢侈品を渇望するようになると、この道は本格的に発展しました。

シルクロードは一つの道ではなく、複数の道が複雑に絡み合ったネットワークでした。中国の長安

（現在の西安）を出発した商人たちは、中央アジアの砂漠やオアシスの都市を経て西へと向かいま

した。道は複数の分岐に分かれていましたが、その一つがアルメニアを経由する道でした。
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アルメニアを通るシルクロードは大きく分けて二つのルートがありました。北ルートはカスピ海の

南側を通りアルメニア北部を経て黒海へと向かいました。南ルートはペルシアを経由しアルメニア

南部とメソポタミアを経て地中海沿岸へとつながりました。両方のルートはアルメニア高原を越え

るか、その境界に沿って進みました。

なぜ商人たちは険しいアルメニア高原を経由したのでしょうか？

第一に、アルメニアルートは中国と地中海を結ぶ最短経路の一つであったからです。

第二に、比較的安全でした。砂漠の盗賊や遊牧民の襲撃よりも、山岳地帯を通過する方がより安全

でした。

第三に、アルメニア自体が重要な市場でした。ここでは物品の売買が行われました。

アルメニアの都市たちは、こうした交易路に沿って発展しました。

アルタクサタ（アルタシャト）はアラス川沿いに位置する重要な交易の中心地でした。紀元前2世紀

に建設されたこの都市はかつてアルメニアの首都であり、「アルメニアのカルタゴ」と呼ばれるほ

ど繁栄しました。ギリシアの歴史家プルタルコスは、この都市を「美しく壮大な都市」と描写しま

した。

もう一つの重要な都市は、ドヴィン（����）でした。5世紀から13世紀にかけてアルメニアの

首都であり主要な商業の中心地であったこの地には、世界中から商人が集まりました。ペルシャの

商人、アラブの商人、ギリシアの商人、さらにはインドや中国から来た商人たちもいました。ドヴィ

ンの市場では、あらゆる珍品が取引されました。

東からは絹（シルク）がもたらされました。中国産の絹は当時最も高価な商品の一つでした。ロー

マの貴族たちは、この柔らかく華やかな布を手に入れるために金を惜しみませんでした。絹だけで

なく、陶磁器、茶、紙、火薬の原料なども東からやって来ました。

香辛料（スパイス）はインドや東南アジアから届きました。コショウ、シナモン、クローブ、ナツ

メグなどの香辛料は、料理に味を加え、肉を保存するために不可欠でした。香辛料は重量に対する

価値が非常に高いため、商人たちに好まれる商品でした。

西からはガラス製品、ワイン、オリーブオイル、金属製品がもたらされました。ローマやビザンツ

のガラス工芸品は東洋で大きな人気を博しました。また、ローマの金貨や銀貨もシルクロードを東

へと流れていきました。

アルメニア自体も重要な交易品を生産していました。アルメニアの銅は古代から有名でした。青銅

器を作るために不可欠なこの金属は、アルメニアの主要な輸出品でした。アルメニア産の馬はその

品質の高さで知られていました。丈夫で持久力に優れたアルメニアの馬は、多くの国の騎兵隊で使

用されました。

アルメニアのワインやコニャックもシルクロードを通じて広まりました。アルメニアは世界で最も

古いワイン生産地の一つです。古代ギリシャやローマの文献にもアルメニアのワインに関する言及

が見られます。アララト平原のブドウ畑で生産されたワインは甘く香りがよく、大変人気がありま
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した。

皮革製品や絨毯もアルメニアの特産品でした。アルメニアの職人たちは繊細な模様が刻まれた皮革

製品を作り、美しい色彩の絨毯を織り上げました。これらの製品はシルクロードを辿って遠くまで

輸出されました。

シルクロードを通じて行き来したのは商品だけではありません。文化や思想、宗教の交流でした。

シルクロードを介して仏教が中国へ伝わり、イスラム教が中央アジアへ広がりました。キリスト教

のネストリウス派もこの道を通じてペルシアや中国まで到達しました。

アルメニアはこうした文化交流の中心にありました。ギリシャ・ローマ文化、ペルシア文化、後に

アラブ・イスラム文化がここで交わりました。アルメニアの人々はこうした多様な文化を受け入れ

ながらも、独自のアイデンティティを維持しました。

アルメニアの建築にも文化の融合を見ることができます。アルメニアの教会建築はビザンティン様

式の影響を受けつつも、独自のアルメニア様式を発展させました。円錐形の屋根、十字型の平面、

精巧な石の彫刻はアルメニアの教会特有の特徴です。ペルシアの影響も認められます。一部の装飾

模様や建築技法はペルシア由来のものです。

アルメニアの文学もまた、多様な影響を受けました。5世紀以降、アルメニア語で書かれた数多くの

作品が生まれました。聖書注釈書、歴史書、哲学書、詩集などが創作され、その多くはギリシア、

シリア、ペルシアの文献の影響を受けつつも、アルメニア独自の視点を示しました。

7世紀、アルメニアの偉大な歴史家モブセス・コレンナチ（Movses Khorenatsi、������

��������）は『アルメニア史（History of Armenia、����� �����������）

』を著しました。この書はアルメニアの起源から5世紀までの歴史を扱い、伝説と歴史を織り交ぜて

アルメニア民族のアイデンティティを確立する上で大きな役割を果たしました。ギリシアやローマ

の歴史叙述の形式を踏襲しつつも、アルメニア的な視点を失いませんでした。

シルクロードを通じた技術の伝播も重要でした。中国の製紙術が西方へ伝えられ、8世紀頃にはアル

メニアにも到達しました。それまでは羊皮紙に文字を記していましたが、紙が導入されることで書

籍の制作が格段に容易になりました。これは知識の普及に大きな影響を与えました。

アルメニアの商人たちはシルクロード貿易において重要な役割を果たしました。彼らは複数の言語

を操り、多様な文化を理解していました。アルメニア語だけでなく、ギリシア語、ペルシア語、ア

ラビア語、後にトルコ語も話せるアルメニア商人が多くいました。こうした言語能力と文化的理解

が、彼らを優れた仲介者たらしめました。

アルメニアの商人共同体はシルクロード沿いの複数の都市に形成されました。ペルシアのイスファ

ハンには、大規模なアルメニア人居住区である「ノル・ジュラ（New Julfa、��� �����）」

がありました。17世紀、ペルシアのシャー・アッバス1世がアルメニア商人を強制移住させて創設

したこの都市は、国際貿易の中心地となりました。

インド、中国、東南アジアにもアルメニア商人が進出しました。インドのカルカッタ（コルカタ）

やマドラス（現在のチェンナイ）にはアルメニア教会が建てられました。中国の広州（広州）にも
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アルメニア商人がいたという記録があります。彼らは商売だけでなく、文化の伝播者としての役割

も果たしました。

アルメニア商人は情報の伝達者でした。彼らは遠くからの知らせを伝え、新しい思想や技術を紹介

しました。中世ヨーロッパが東洋について知ったのも、かなりの部分がアルメニア商人のおかげで

した。

シルクロードはまた、芸術と音楽の交流にもつながりました。中国の楽器が西へ伝えられ、ペルシ

アやアラブの音楽が東へ広がりました。アルメニア音楽もこうした交流の中で発展しました。アル

メニアの伝統楽器であるドゥドゥク（duduk、�������）は、スモモの木で作られた木管楽

器で、切なくも深い音色を奏でます。この楽器の音色は、アルメニアの人々の悲しみと郷愁を表現

するものと言われています。

料理文化もシルクロードを通じて交流されました。東洋の香辛料が西洋の料理に取り入れられ、西

洋の調理法が東洋へ伝えられました。アルメニア料理はこうした交流の産物です。中東の影響を受

けたケバブ（kebab）、ペルシアの影響を受けたピラフ（pilaf、����）、ギリシャの影響を受

けたドルマ（dolma）といった料理が、アルメニアの食卓に並ぶようになりました。

シルクロードが伝えたのは良いものだけではありませんでした。病気も一緒に移動しました。6世紀

にユスティニアヌス瘟疫（Justinian Plague）がシルクロードに沿って広がりました。伝染病はビザ

ンツ帝国、ペルシア、そしてアルメニアに大きな被害をもたらしました。数百万人が命を落とし、

経済は大きな打撃を受けました。

7世紀にイスラムが台頭すると、シルクロードは新たな局面を迎えました。アラブ帝国の急速な拡大

によりペルシャが崩壊し、中東全域がイスラムの支配下に入りました。アルメニアもアラブの侵攻

を受けました。アルメニアはキリスト教信仰を守り、アラブの支配下にあっても相当な自治権を維

持しました。

アラブ支配の時代にも貿易は続けられました。むしろイスラム世界が統一されたことで貿易がより

活発になった面もありました。バグダード、ダマスカス、カイロのような大都市が新たな貿易の中

心地となり、アルメニアの商人たちはこれらの都市と活発に交易を行いました。

9世紀から11世紀にかけては、アルメニア史において第二の黄金期と呼ばれます。バグラトゥニ朝

とアルツルニ朝がアルメニアの一部を統治し、相対的な独立を享受しました。この時期、アルメニ

アの文化芸術は大きく発展し、交易も繁栄しました。

アニー市はこの時期アルメニアの首都として、「千の教会がある都市」と呼ばれるほど華やかでし

た。シルクロード上の重要な拠点であったアニーには世界中から商人が集まりました。人口が10万

人を超えたという記録もあり、当時としては巨大な都市でした。

11世紀末、新たな勢力が現れました。中央アジアから来たセルジュク・トルコがアルメニアを侵攻

しました。1071年のマンジケルトの戦いでビザンツ帝国がセルジュクに大敗し、アルメニアはトル

コの支配下に入りました。
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多くのアルメニア人が故郷を離れ、南のキリキア地方へ移住しました。そこで彼らは新たなアルメ

ニア王国、キリキア・アルメニア王国（1198-1375年）を建国しました。地中海沿岸に位置するこ

の王国は十字軍時代において重要な役割を果たし、ヨーロッパと東洋を結ぶ貿易の中心地となりま

した。

シルクロードの黄金期は、13世紀にモンゴル帝国が台頭したことで訪れました。モンゴルはユーラ

シア大陸の大半を征服し、巨大な帝国を築きました。「パクス・モンゴリカ」と呼ばれるこの時代、

シルクロードは史上最も安全で活発な時期を迎えました。

マルコ・ポーロに代表されるヨーロッパの冒険家たちが東洋へ旅できたのもこの時期です。アルメ

ニアの商人たちもこの時代に大いに活躍しました。モンゴル宮廷にはアルメニア出身の官吏がおり、

モンゴルのカンたちの妃にもアルメニア出身者がいました。

14世紀後半、モンゴル帝国が分裂し崩壊すると、シルクロードも衰退し始めました。ティムールの

侵攻、黒死病の蔓延、オスマン帝国の台頭などが複合的に作用し、陸上シルクロードは次第にその

重要性を失いました。

15世紀末、ヨーロッパ人が海上ルートを開拓したことで、シルクロードの時代は事実上幕を閉じま

した。バスコ・ダ・ガマがインドへの航路を発見し、コロンブスがアメリカ大陸に到達したことで、

世界貿易の中心は陸地から海へと移りました。

シルクロードの遺産は消え去っていません。数千年にわたりこの道を通じて形成された文化交流の

伝統は、今日まで続いています。アルメニアが東西の架け橋として果たした経験は、アルメニア人

のDNAに刻まれています。今日でもアルメニアの人々は世界各地にディアスポラ共同体を形成し、

異なる文化をつなぐ役割を果たしています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第3章 世界初のキリスト教国家、信仰で武装したアルメニア

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. 聖グレゴリオスとティリダテス3世- 国教化の二大主役

アルメニアが世界で初めてキリスト教を国教と宣言した301年の物語は、単なる宗教的な出来事で

はありません。国のアイデンティティを根本から変えた歴史的転換点であり、個人の復讐心と許し、

そして信仰の力が生み出したドラマでした。

物語は257年に遡ります。アルメニアの王コスロエス2世（Khosrov II）は、ペルシアのササン朝の

シャープール1世と同盟を結んでいました。しかし、政治的な利害は複雑で、アルメニアの貴族家出

身のアナク（Anak）という人物がペルシアの唆しによってコスロエス王を襲撃・殺害するという恐

ろしい事件が発生しました。アルメニア王家はほぼ全滅し、反乱を起こしたアナクの家族たちも王

家の反撃によって処刑されました。

アナクの幼い息子一人が生き残りました。その名はグレゴリオス（������

����������、Grigor Lusavorich）でした。

グレゴリオスはキリスト教徒の乳母に連れられ、ローマ帝国領のカパドキア地方へと身を寄せまし

た。そこでキリスト教の信仰の中で育ち、霊性と学識を備えた青年へと成長しました。

コスロブ王の幼い息子トリダテス（�����, Trdat）もローマへ亡命し、そこで育ちました。敵

対する家柄の二人は互いの正体を知らぬまま、運命的に再会することになります。

280年代前半、ローマの支援を受けたトリダテスはアルメニアの王位に就きました。彼がトリダテ

ス3世です。彼は強力な軍事力と政治力を備えた王であり、ローマのディオクレティアヌス皇帝と緊

密な関係を維持していました。

グレゴリウスはトリダテスの家臣となり、宮廷で働くようになりました。

しかし、彼の正体が明らかになる瞬間が訪れます。トリダテスがグレゴリウスに異教の神への祭祀

を命じた際、グレゴリウスはキリスト教徒であることを明かして拒否しました。さらに、彼の父親

がアナクであったという事実も露見しました。王の父を殺した暗殺者の息子。

トリダテス王の怒りは極限に達しました。彼はグレゴリウスを「コル・ヴィラプ（���

�����, Khor Virap）」という深い穴に投げ込みました。「コル・ヴィラプ」とはアルメニア語

で「深い穴」を意味します。この穴はアルタシャトの宮殿地下にあり、深さ約6メートルに達する暗

く湿った牢獄でした。ここでグレゴリウスは13年間を閉じ込められて過ごしました。

普通の人間であれば、数週間で耐えられないような環境でした。しかし、ある女性がこっそり穴に

パンのかけらを投げ入れ、グレゴリウスは祈りと瞑想によって耐え抜きました。13年という歳月は
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彼をより深い霊性の世界へと導き、肉体的な苦痛の中でも精神的な平和を維持する聖人の境地に至

らしめました。

一方、ティリダテス王は次第に残忍かつ暴力的になっていきました。王はリプシメ（Rhipsime）と

いう美しいキリスト教の処女を妻にしようとしました。リプシメはローマでの迫害を逃れてきた修

道女で、彼女と仲間の修道女たちは王の結婚の要求を拒否しました。怒りに燃えたティリダテスは、

リプシメとその仲間の修道女たち、そして彼らの師であるガヤネ（Gayane）を残酷に処刑しました。

伝説によれば、この無慈悲な行為の後、ティリダテスは深刻な精神疾患に陥りました。一部の記録

では、彼が猪のように振る舞い、野原をさまよっていたとも伝えられています。

王の妹のコスロビドゥフト（Khosrovidukht）は夢を見ました。夢の中で天使が現れ、「グレゴリ

ウスだけが王を治すことができる」と告げました。家臣たちは当初信じませんでした。13年間もあ

の恐ろしい穴に閉じ込められていたのですから、当然死んでいるだろうと考えたからです。しかし、

監禁していた洞窟の門を開けてみると、驚くべきことにグレゴリウスは生きていました。痩せ細り

弱ってはいましたが、彼の瞳はなおも輝いていました。

グレゴリウスは宮殿へと連行されました。彼は狂乱する王のために祈るためでした。彼は王の父を

殺した政敵の息子でしたが、復讐心ではなく、許しと癒やしの心で祈りました。祈りが終わると、

奇跡が起こりました。ティリダテスは精神を取り戻し、健康を回復したのです。

この出来事はティリダテス王の考えと人生を根本から変えました。13年間も彼を穴に閉じ込めてい

た人物が、いかなる恨みも抱かず、彼のために祈ってくれたという事実は、王に大きな衝撃を与え

ました。王はグレゴリウスに膝をつき、信仰について教えを乞いました。グレゴリウスは王にキリ

スト教の教義を説き、愛と許し、そして救いのメッセージを伝えました。

301年、ティリダテス3世は公式にキリスト教に改宗しました。そして同年、彼はアルメニア全土に

キリスト教を国教とする歴史的な宣言を行いました。これは世界史上、一国が公式にキリスト教を

国教として採用した最初の瞬間でした。

（301年、ティリダテス3世、キリスト教を国教と宣言）

ローマ帝国がキリスト教を公認したのが313年のミラノ勅令であり、国教としたのが380年のテッ

サロニカ勅令であったことを考慮すれば、アルメニアはローマより10年以上も早くこの決断を下し

たことになります。

ティリダテスの改宗は、単なる個人的な信仰告白ではありませんでした。それは国家政策の根本的

な転換でした。王は全国にある異教の神殿を破壊するか、教会へと改修するよう命じました。バガー

ルシャパトにあったアナヒト女神の神殿は完全に破壊され、その跡地にキリスト教の教会堂が建て

られました。

これが後にエチミアジン大聖堂となる建物の始まりでした。

グレゴリウスはアルメニアの初代大主教（カトリコス）に任命されました。彼はカイサリアへ赴い

て正式に叙階を受け、帰国後はアルメニア全土に教会を建て、司祭を育成する事に献身しました。

その情熱と献身は並外れたものでした。自ら山々や渓谷を巡って福音を宣べ伝え、数多くの人々に



24

洗礼を授けました。伝説によれば、彼は一日に数千人もの人々に洗礼を授けたそうです。

グレゴリウスの宣教方法は実用的かつ戦略的でした。異教の神殿があった場所に教会を建て、異教

の祭日をキリスト教の祭日に改めました。このような手法は人々がキリスト教へ容易に改宗するの

を助けるものでした。同時に、彼はキリスト教の教義をアルメニアの文化と調和させようと努めま

した。アルメニアの人々の伝統や慣習を尊重しつつ、それらをキリスト教的に再解釈したのです。

グレゴリウスの家族たちもアルメニア教会の発展に重要な役割を果たしました。彼の二人の息子、

ヴルタネスとアリスタケスはともに大主教となり、その子孫たちは数世紀にわたりアルメニア教会

を率いました。こうしてアルメニア教会は初めから世襲的な性格を帯びることになり、これは東方

キリスト教の独特な伝統の一つです。

グレゴリウスは『闇を照らす聖人（ルサボリチ、光をもたらす者）』という称号を授けられました。

この称号は、単に彼がアルメニアにキリスト教の光をもたらしたという意味だけではありません。

それは、彼が暗闇の中で13年間を過ごした後も霊的な光を失わず、むしろその光で国家全体を照ら

したという、より深い意味を込めたものです。彼の人生そのものが、暗闇から光へ、死から生命へ、

復讐から赦しへと至るキリスト教のメッセージの完全な具現化でした。

グレゴリウスは紀元328年頃、世を去りました。晩年はダラナラク山の洞窟で隠者として過ごした

と伝えられています。彼の死後、彼はアルメニア使徒教会の最も重要な聖人となり、彼の祭日であ

る9月30日は、アルメニアで最も重要な宗教的祭日の一つとなりました。

ティリダテス3世も紀元330年頃、亡くなりました。在位期間中、アルメニアを強力なキリスト教国

家へと変え、ペルシアとローマの間で独立を維持することに成功しました。彼の墓はアグツァマー

ル島にあると伝えられていますが、正確な場所は不明です。

聖グレゴリオとティリダテス3世の物語は、単なる歴史的事実を超え、アルメニア人たちのアイデン

ティティを形成する根本的な神話となりました。この物語は、赦しの力、信仰の勝利、そして個人

の献身が、いかに国家全体を変革し得るかを示しています。ホロル・ビラップの深い穴は、今日で

はアルメニアで最も重要な巡礼地の一つとなり、そこから遠くに見える雪に覆われたアララト山の

峰は、アルメニア民族の永遠の希望と信仰を象徴しています。

2. エチミアジン大聖堂 - 建築と信仰の聖地

エチミアツィン大聖堂は、単なる古い建物ではありません。アルメニアのキリスト教信仰の生ける

心臓であり、アルメニア民族のアイデンティティの象徴です。その名自体が深い意味を込めていま

す。「エチミアツィン」とはアルメニア語で「独り子なる方が降り立たれた場所」という意味です。

イエス・キリストが幻の中でこの地に降り立ち、聖堂を建てる場所を指示されたという伝説に由来

しています。

301年、ティリダテス3世がキリスト教を国教と宣言した直後、聖グレゴリウスは新たな信仰の中心

となる聖堂を建てる場所を探していました。ある夜、祈りを捧げていた時、彼は幻を見ました。天

が開き、黄金の光の筋が大地を照らしました。そしてその光の中でイエス・キリストが降り立ち、

黄金の槌を持って地面を三度打ち据えました。キリストは「ここに我が家を建てよ」と言われまし
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た。目覚めたグレゴリウスは直ちにその場所へ赴き、そこで聖堂の建設を開始しました。

この場所はヴァガールシャパトという都市にありました。ヴァガールシャパトは2世紀にアルメニア

の王ヴァガールシュ1世によって建設された古代都市であり、当時はアルメニアの首都でした。この

都市はアララト平原の中心部に位置し、四方を山々に囲まれて天然の要塞を成していました。何よ

りも、ここからはアララト山が荘厳に望めました。これはアルメニアの人々にとって特別な意味を

持っていました。アララト山はノアの箱舟が留まった聖書の山であり、アルメニアの人々は自分た

ちがノアの末裔であると信じていたからです。

最初のエチミアツィン大聖堂は、303年から304年の間に建設されたと推定されています。当時の

建物は、学術的には木造のバシリカ様式であったと考えられています。バシリカは初期キリスト教

建築の典型的な様式で、長い長方形の本堂と半円形のアプシスを備えた構造です。これはローマの

公共建築様式から借用されたものでした。

現在ご覧になっているエチミアツィン大聖堂の基本的な構造は、483年から484年の間に再建され

たものです。当時の大司教であったバハン1世（バハン・イ・マミコニアン）が主導したこの再建事

業は、アルメニア建築史における革命的な瞬間でした。木造建築を石造建築へと変えただけでなく、

建築様式そのものを完全に新たに創造したからです。

新しいエチミアツィン大聖堂は、中央集中型平面（セントラライズド・プラン）を採用しました。

これは、正方形に近い本堂の上にドームを載せる方式です。四本の大きな柱が中央のドームを支え、

その周囲には四つのアプシスが十字型に配置されています。この構造を「クポラ（ドーム）上の四

角形本堂」と呼び、これはアルメニア教会建築の独自の特徴となりました。

この建築様式には、さまざまな象徴的意味が込められています。正方形は大地を象徴し、円形のドー

ムは空を象徴します。したがって、この建物自体が大地と空の出会い、つまり神と人間の出会いを

表現しているのです。十字型の平面は当然ながらキリストの十字架を象徴し、四つのアプシスは四

方へと広がっていく福音を意味します。中央のドーム下の空間は宇宙の中心を示し、そこがまさに

神が現存する聖なる場所であることを示しています。

建築技術の面でも、エチミアツィン大聖堂は驚異的な達成でした。当時のアルメニアの建築家たち

は、現地で採掘された火山岩であるトゥフを主要な建築材料として使用しました。トゥフは加工が

容易で断熱効果に優れ、独特のピンク色とオレンジ色を帯びて美しい外観を創り出します。石材は

精巧に加工され、互いに完璧に嵌まるように組み立てられ、この技術により、数世紀が経過しても

建物が堅牢に保たれることができました。

ドームの建設は困難な挑戦でした。アルメニアの建築家たちは、ペンダント（pendentive）と呼ば

れる技術を用いました。これは正方形の上に円形のドームを載せるために、隅に三角形の構造体を

作る技術です。この技術により、重量を効果的に分散させることができ、同時に内部空間に高さと

開放感を与えることができました。

エチミアツィン大聖堂は、建立以来、数度の改修と拡張を経てきました。618年、大司教コミタス1

世（Komitas I）は、大聖堂に付属建築物を追加しました。7世紀には外壁が強化され、内部装飾が

より豊かになりました。しかし、最も重要な変化は1654年から1658年の間に起こりました。当時、

大司教フィリポス（Philippos）の指示により大規模な再建築が行われ、この時に現在の姿の鐘楼と
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外部構造が完成しました。

17世紀の再建築では、3段の鐘楼が追加されました。この鐘楼は典型的なアルメニア様式に従いな

がらも、当時流行していたバロック的な要素を部分的に取り入れています。鐘楼の各階はアーチ型

の窓で飾られており、頂上には円錐形の尖塔が載っています。この鐘楼には複数の鐘が設置されて

おり、その中で最も大きな鐘は数キロ先でも聞こえるほど雄大な音を響かせます。

大聖堂の内部はフレスコ画と彫刻で豊かに装飾されています。ドームの内部には、イエス・キリス

トのパンタクラトール（Pantocrator、全能者）の像が描かれています。これはビザンティンの伝統

に従ったもので、キリストが片手で祝福を授け、もう片手で聖書を持っている姿です。壁面には聖

人たちの肖像や聖書の場面が描かれており、アプシスには聖母マリアと幼子イエスの像があります。

祭壇部分は特に神聖な空間とされています。伝統的にここは司祭のみが入ることのできる空間であ

り、一般の信者たちとはイコノスタシスと呼ばれる壁によって隔てられていました。しかしアルメ

ニア正教会のイコノスタシスは東方正教会のものよりもはるかに低く開放的であり、信者たちが祭

壇で行われる儀式を見ることができました。

エチミアジン大聖堂には聖なる遺物が収められています。最も有名なのは「聖槍」の破片です。伝

説によれば、これはイエス・キリストが十字架に釘付けになった際、ローマ兵がその脇腹を刺した

槍の一部です。この聖遺物は6世紀にエルサレムから持ち込まれたと伝えられ、大聖堂の宝物庫には

特別に作られた銀製のケースに収められて保管されています。

もう一つの聖遺物は「ノアの箱舟の破片」です。アルメニアの伝統によれば、これはアララト山の

頂上から持ち込まれたノアの箱舟の破片であるとされています。実際にこれが箱舟の一部であるか

は科学的に検証されていませんが、アルメニアの人々にとっては自分たちがノアの末裔であるとい

う信念を確認させる象徴的な意味を持っています。

大聖堂の宝物庫にはまた、数多くの古代写本、貴重な聖体容器、大司教の杖と王冠、精巧に装飾さ

れた福音書が収められています。これらの中には5世紀にまで遡るものもあり、アルメニアの芸術と

工芸の最高水準を示しています。

エチミアジン大聖堂は、アルメニア使徒教会の最高首長であるカトリコスの公式居所であり、教会

の行政の中心地です。すべての重要な教会会議はここで開かれ、新しい司祭の叙階式もここで執り

行われます。毎年、数万人の巡礼者が世界各地からここを訪れ、祈りを捧げミサに参加しています。

毎年9月の第2日曜日には「エチミアジン祭」が開催されます。この日、大聖堂とその周辺は数千人

の信者で埋め尽くされ、華やかな儀式、音楽、舞踊が織り交ぜられた祭りが行われます。カトリコ

スが直接司式する聖体拝領は祭りのハイライトであり、数百人の司祭と数千人の信者が共に聖体を

分かち合います。

周辺には多くの重要な建物が位置しています。神学校、博物館、図書館、そしてカトリコスの住居

などが一つの複合体を形成しています。この地域全体は2000年にユネスコ世界文化遺産に登録され

ました。ユネスコは「エチミアジン大聖堂とその周辺遺跡は、アルメニア教会建築の発展を示す独

自の証拠であり、キリスト教建築と芸術の進化に大きな影響を与えた」と評価しています。
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エチミアジン大聖堂は、アルメニアの歴史と運命を共に歩んできました。ペルシアの侵略、アラブ

の支配、モンゴルの略奪、オスマン帝国との戦争、ソビエト時代の宗教弾圧など、数々の試練の中

でもこの大聖堂は生き残りました。時には損傷し略奪されましたが、常に再建され修復されてきま

した。これはアルメニア民族の不屈の意志と信仰の力を象徴しています。

1991年にアルメニアがソビエト連邦から独立した際、エチミアジン大聖堂は再び民族的アイデンティ

ティの中心となりました。新たな独立国家の樹立を祝う特別ミサがここで執り行われ、カトリコス

は新しい時代の幕開けを宣言しました。今日でもエチミアジン大聖堂は、アルメニアの人々にとっ

て過去・現在・未来を結ぶ永遠の架け橋の役割を果たしています。エレバンからエチミアジン大聖

堂までは西へ約20キロメートル離れており、30分から1時間程度で到着できます。エチミアジン（

��������）は、アルメニア使徒教会の総本山であり、ユネスコ世界文化遺産に登録された

アルメニア・キリスト教の心臓部です。

（空港を中心に、首都エレバンの市街地とは反対側に位置するエチミアジン大聖堂）

お手軽な方法は、ミニバスであるマルシュルートカ（маршрутка）を利用することです。

エレバンの中心部にあるキリキア・バス停（��リ���）から出発し、共和国広場から北西へ徒

歩15分ほどのマシュトツ大通りとサヤト・ノヴァ大通りの交差点付近にあります。

202番または203番のマルシュルートカに乗車すればよく、バスのフロントガラスに「

��������」と表示されているか確認してください。料金は300～400ドラム（約1,000円）

と非常に安価で、乗車後に運転手または運賃徴収員に支払います。小銭を用意しておくと便利です。

初便は午前7時頃、最終便は午後8時頃で、15～20分間隔で運行されています。所要時間は約30～

40分、エチミアジン市内中心部で下車すればよく、運転手に「���� �����」（マイル・タ

チャル、大聖堂）と言えば案内してくれます。

下車後、大聖堂までは徒歩で5～10分です。ただし、座席がない場合は立って移動する必要があり、

荷物が多い場合は不便な点もあるため、その点をご留意ください。地元の人々と共に乗車する本格

的なローカル体験ができるという利点もあります。

便利な方法はタクシーを利用することです。Yandex TaxiやGG Taxiなどのアプリをダウンロードす

ると便利です。Yandex Taxiが最も人気があり、GG Taxiはアルメニアのローカルアプリです。片道

料金は約2,500～3,500ドラム（dram, ����、約8,000～11,000円）で、往復待ち時間込みの

場合は約5,000～6,000ドラム（dram, ����、約16,000～19,000円）です。路上で一般タク

シーを拾うこともできますが、その場合は出発前に料金を合意しておくのが良いでしょう。料金は

交渉により約3,000～5,000ドラム（dram, ����、約10,000～16,000円）程度で、メーター

の使用を要求するか、事前に料金を合意する必要があります。観光客向けの割高料金を警戒してく

ださい。

日帰りツアーに参加するのも良い方法です。通常はエチミアツィン大聖堂、聖ヒプシメ教会（St.

Hripsime, ����� ��������）、聖ガヤネ教会（St. Gayane, ����� ������）

、ズヴァルトノッツ大聖堂遺跡（Zvartnots, ��������）が含まれ、ガイドの説明を聞くこ

とができます。所要時間は4～5時間程度で、料金は1人あたり25～40ドル（約33,000～53,000

円）です。ホテルフロントで予約するか、GetYourGuideやViatorなどのオンラインプラットフォー
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ム、またはエレバンの市内旅行会社を通じて予約できます。共和国広場周辺で現地で募集している

人々から直接申し込むことも可能です。

バックパッカーの方にはミニバス（300～400ドラム、約1,000円）を、時間が重要な方にはタク

シー（2,500～3,500ドラム、約8,000～11,000円）を、複数の場所を効率的に回りたい方には日

帰りツアー（25～40ドル、約33,000～53,000円）を選ぶことをお勧めします。

入場料は無料で、毎日午前7時から午後8時まで開放されていますが、礼拝時間には観覧が制限され

る場合があります。外部では写真撮影が自由ですが、内部では礼拝中に撮影を控えるのが良いでしょ

う。

エチミアツィンで追加で訪れるべき場所として、聖グリゴリウス教会があります。徒歩10分の距離

にあり、7世紀に建築された非常に美しい教会です。聖ガヤネ教会は徒歩15分の距離にあり、630

年に建築されました。大聖堂隣接のエチミアツィン博物館では聖遺物や宝物を展示しており、入場

料は1,000ドラム（約3,300円）です。エチミアツィンとエレバン間に位置するズバルトノッツ大

聖堂遺跡は、7世紀の円形大聖堂の遺跡としてユネスコ世界文化遺産に登録されています。

半日午前コースで訪れる場合は、午前8時にエレバンを出発し、8時30分にエチミアツィン大聖堂に

到着します。8時30分から10時まで大聖堂を鑑賞し、10時から10時30分まで聖グリゴリウス教会、

10時30分から11時まで聖ガヤネ教会を訪れます。帰路には11時から11時30分までズバルトノッ

ツ大聖堂を訪れれば、正午にはエレバンに到着できます。午後コースの場合は、午後2時にエレバン

を出発し、2時30分から4時まで大聖堂と博物館を鑑賞し、4時から4時30分まで周辺教会、4時30

分から5時までズバルトノッツ大聖堂を訪れれば、5時30分にエレバンに到着します。

最適な訪問時間は午前9時から11時頃で、観光客が少なく光も良好です。日曜日の午前中はミサを

参観できますが混雑します。朝はエチミアツィンとズバルトノッツを、一日の行程としてはエチミ

アツィンとホル・ヴィラプ（『ホー・ヴィラプ』）、アルメニアのワイナリーを一緒に訪れるのが

お勧めです。

エチミアツィンはアルメニア・キリスト教の心臓であり、1700年の歴史を証する存在です。301年

の国教化以降、今日まで信仰の中心地として残るこの地は単なる観光地ではなく、アルメニア人の

魂が宿る聖地です。時間をかけてゆっくりと巡ることをお勧めします。

3. 千年にわたる独自神学伝統を継承するアルメニア使徒教会

アルメニア使徒教会（��� ���������� �������、Armenian Apostolic Church）

は、世界最古の国教会であり、独自の神学伝統を持つ東方キリスト教の一派です。教会名に含まれ

る「使徒」という言葉は、教会の起源がイエス・キリストの直弟子にまで遡るという信念を表して

います。

アルメニアの伝統によれば、キリスト教は二人の使徒によって初めてアルメニアに伝えられました。

タデオ使徒です。彼はイエスの十二弟子の一人であり、聖書では「ユダ・タデオ」または「レベオ

と呼ばれるタデオ」として言及されています。
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伝説によれば、タデオは40年代半ばにアルメニアを訪れ、当時のアルメニア王サントルク（サナト

ルク）の娘であるサンドゥクト公女をはじめ多くの人々を改宗させました。しかし王はこのことに

怒り、タデオと多くのキリスト教徒を処刑したと伝えられています。タデオはアルメニア初の殉教

者となり、その墓の上に建てられた聖タデオ修道院は、今日までイラン北西部に現存しています。

二人目の使徒はバルトロメオです。彼もイエスの十二弟子の一人であり、50年代にアルメニアを訪

れたと伝えられています。バルトロメオは主にアルメニア南部で活動し、多くの教会を建てました。

彼も結局殉教しましたが、伝説によれば生きたまま皮を剥がれるという恐ろしい方法で処刑された

とされています。

こうした初期の宣教活動にもかかわらず、キリスト教がアルメニアに広く広まり、公式の宗教とし

て確立したのは、前述の通り301年の聖グレゴリオとティリダテス3世の時代でした。301年以降、

アルメニア使徒教会は急速に組織化され、体系化されていきました。

教会の初期組織は階層的な構造に従っていました。

最上位にはカトリコスがいました。この称号はギリシア語の「カトリコス」に由来し、「普遍的」

または「全体の」という意味です。アルメニア語では「カトリコス」（���������）と表

記され、アルメニア使徒教会の最高指導者を意味します。聖グレゴリオが初代カトリコスであり、

この職は当初、彼の一族内で世襲されていました。

カトリコスの下には司教がいました。各司教は特定の地域を管轄し、その地域の教会を監督し、司

祭を任命しました。司教の下には司祭がおり、各教会でミサを執り行い、信者を世話しました。最

も下には補佐聖職者である助祭がいました。

アルメニア使徒教会の神学的発展において最も重要な出来事は、405年にメスロプ・マシュトツが

アルメニア文字を創案したことです。

教会史における革命的な瞬間でした。それ以前、アルメニアでは礼拝はギリシア語またはシリア語

で行われ、聖書も外国語で読まなければなりませんでした。しかし文字の創案により、聖書や典礼

書がアルメニア語に翻訳され、教会が真に民衆のものとなる契機となりました。

メスロプとその弟子たちは直ちに聖書翻訳作業に取りかかりました。ギリシア語およびシリア語の

原本を参照し、正確で美しいアルメニア語訳を完成させました。この訳はあまりにも優れていたた

め、「アルメニア聖書の女王」と称されました。5世紀のアルメニア語文学は「黄金時代」を迎え、

数多くの神学著作や歴史書が著されました。

（アルメニア文字でギリシア語聖書を翻訳し、写本を作成して配布する様子）

アルメニア使徒教会の神学は、初期のキリスト教公会議の決定に従いました。教会は325年のニカ

イア公会議と381年のコンスタンティノポリス公会議の決定を受け入れました。これらの公会議は

三位一体の教義を確立し、イエス・キリストの神性を明確にしました。

451年のカルケドン公会議において、アルメニア教会は重要な分岐点に立たされました。この公会

議はイエス・キリストの本性に関する論争を取り扱いました。公会議は、キリストが完全な神であ

りながら同時に完全な人間であり、この二つの本性が一つの位格の中で混ざり合わず、変化せず、
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分断されず、区別されずに結合されていると宣言しました。

アルメニア教会はこの決定を受け入れませんでした。これは神学的な理由だけによるものではあり

ませんでした。451年はアルメニアにとって非常に重要な年でした。その年5月26日、アルメニア

はアヴァライルの戦いでペルシアのササン朝と戦いました。この戦いは、ペルシアがアルメニアに

ゾロアスター教を強制しようとしたことに対する抵抗でした。戦いではアルメニアは敗れましたが、

この抵抗によりペルシアは宗教的強圧を放棄せざるを得なくなり、アルメニアのキリスト教信仰は

保存されました。

このような状況下、アルメニア教会はカルケドン公会議に参加することもできず、その決定を検討

する余裕もありませんでした。さらに、アルメニア教会はカルケドン公会議がネストリウス派を完

全に否定しきれなかったと考えていました。

アルメニア教会は、キリロスの神学に従いました。キリロスはアレクサンドリアの総大司教であり、

キリストの神性と人性が「一つの本性（ミャ・フィシス）」として結合されていると説きました。

これは「合成論あるいは統合論（ミャフィシス主義）」と呼ばれます。これが「単一本性論（モノ

フィシス主義）」とは異なる点です。単一本性論はキリストの人性が神性に吸収されると主張する

過激な立場ですが、合成論は二つの本性が完全に保たれつつも一つに結合されると主張します。

506年にドビン公会議において、アルメニア教会はカルケドン公会議の決定を公式に拒否しました。

これにより、アルメニア使徒教会は「非カルケドン派」または「東方正教会（Oriental Orthodox

Church）」の一員となりました。

同じ立場をとる教会には、コプト正教会、エチオピア正教会、シリア正教会などがあります。

このような神学的相違により、アルメニア使徒教会はローマ・カトリック教会および東方正教会（

ギリシア正教会、ロシア正教会など）と分離されました。

20世紀と21世紀に入り、神学的対話が再開され、多くの学者は、この相違は表現の問題に過ぎず、

本質的な信仰の相違ではないと主張しています。

アルメニア使徒教会の典礼は非常に独特で美しいものです。主要な典礼は「神聖な典礼」または「

パタラグ」と呼ばれます。この典礼は主に古典アルメニア語である「グラバル」で行われます。グ

ラバルは5世紀の文語体アルメニア語であり、現代に日常的に用いられる現代アルメニア語とはかな

り異なります。ラテン語がカトリック教会の典礼語であったように、グラバルはアルメニア教会の

聖なる言語と見なされています。

典礼は象徴的かつ儀式的な性質を持っています。司祭たちは華やかな祭服を身にまとい、香を焚き、

鐘やシンバルを用います。聖体拝領が典礼の中心であり、パンと葡萄酒がキリストの御身と御血に

変化すると信じられています。アルメニア教会では酵母を入れないパンを用いますが、これはカト

リック教会の慣習と同じであり、東方正教会（酵母入りパンを使用）とは異なります。

アルメニア使徒教会の聖 sacraments は七つあります。洗礼、堅信、聖体拝領、告解、結婚、聖職

授与、そして病人の聖 sacraments です。カトリック教会の七つの聖 sacraments と同じです。
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洗礼は通常乳幼児期に行われ、水に完全に浸す浸礼方式を用います。興味深いことに、アルメニア

教会では洗礼と堅信が同じ日に連続して行われます。堅信では聖油を額、目、耳、鼻、口、手、胸、

背に塗り、これは聖霊の恵みが全身に臨むことを象徴しています。

アルメニア使徒教会は聖人崇拝を非常に重視しています。最も敬愛される聖人は間違いなく聖グレ

ゴリオス照明者であり、そのほかにも聖リプシメ、聖ガヤネ、聖メスロプ・マシュトツなど多くの

アルメニア聖人がいます。また、普遍教会の聖人たちや聖母マリアを深く崇拝しています。

教会には多くの祝日と断食日が設けられています。最も重要な祝日は復活祭（ザティク）です。ア

ルメニア教会のクリスマスは独特です。アルメニア教会は1月6日にクリスマスと主顕祭（エピファ

ニア）を合わせて祝います。これは「テアルナダルツ」と呼ばれ、キリストの誕生と洗礼を同時に

祝います。これは古代キリスト教の慣習を保存したもので、4世紀以前はすべての教会がこうしてい

ました。

断食はアルメニアの霊性の重要な部分です。長い断食期間には、復活祭前の40日間の「大斎」があ

ります。この期間中、信者は肉、乳製品、卵を避け、祈りと悔悛に集中します。また、夏の「使徒

断食」、聖母昇天前の2週間の断食、そしてクリスマス前の断食などもあります。

アルメニア使徒教会は独身聖職制と既婚聖職制の両方を認めています。一般の司祭は結婚すること

ができ、多くの教会の司祭は既婚者です。しかし、司教は必ず独身でなければならないため、司教

は修道院出身者または未婚の司祭の中から選出されます。

修道院の伝統はアルメニア教会において非常に重要です。4世紀以来、多くの修道院が建てられ、こ

れらは霊性、学問、芸術の中心地となりました。タテヴ修道院、ハグパト修道院、ゲハルド修道院

などは中世において重要な大学であり、写本制作の中心地でした。

アルメニア使徒教会の音楽伝統も独特です。典礼音楽は主に無伴奏合唱で行われ、古代の旋法を用

います。最も有名なアルメニアの賛美歌は「シャラカン」です。これらは5世紀から伝えられてきた

もので、深い霊性と詩的な美しさを備えています。

アルメニア使徒教会は、1915年のアルメニア虐殺（アルメニア・ジェノサイド）の間に甚大な苦難

を味わいました。約150万人のアルメニア人がオスマン帝国によって虐殺され、その多くがキリス

ト教の信仰ゆえに殉教しました。数千の教会や修道院が破壊され、多くの聖職者が殺害されました。

ソビエト連邦時代（1920-1991年）にも、教会は深刻な弾圧を受けました。教会は閉鎖されたり他

の用途に転用されたりし、宗教教育は禁止されました。教会は地下で生き延び、1991年にアルメニ

アが独立を回復した際には急速に復興しました。

現在、アルメニア使徒教会は全世界に約900万人の信者を抱えています。約300万人がアルメニア

共和国に居住し、残りの信者はディアスポラ（離散）として世界各地に散在しています。ロシア、

アメリカ、フランス、レバノン、シリア、イランなどには大規模なアルメニア共同体があります。

教会には二つのカトリコス座があります。主たる座はエチミアジンにあり、「全アルメニア人のカ

トリコス」という称号を有しています。二つ目の座はレバノンのアンテリアスにあり、「大シリキ

アのカトリコス」という称号を有しています。このほかにも、エルサレムとコンスタンティノープ
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ルにはそれぞれ総主教座が存在します。

現在のエチミアジンのカトリコスはカレキン2世であり、1999年に選出されました。彼は世界各国

のアルメニア共同体を訪問し、他のキリスト教教会との対話を促進し、アルメニアの霊的遺産の保

存に献身しています。

現在のエチミアジン総主教、カレキン2世

アルメニア使徒教会は、今日においてもアルメニア人たちのアイデンティティと文化の核心です。

歴史、言語、音楽、芸術、そして何よりも信仰が、この教会を通じて世代から世代へと受け継がれ

ています。1700年以上にわたる長い年月の中で数々の試練を乗り越えながらも、使徒教会は絶え間

ない信仰と回復力によって生き延び、今日もなお世界中のアルメニア人たちの精神的故郷として残っ

ています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第4章 中世の栄光と修道院が守り抜いた文化

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. バグラトゥニ朝 - アルメニア中世ルネサンスの黄金期

9世紀から11世紀にかけてアルメニアを支配したバグラトゥニ朝（Bagratuni Dynasty、

����������）は、アルメニアの歴史において最も輝かしい時代を切り開きました。7世紀

から8世紀にかけてアラブの支配下で暗黒の時代を過ごしたアルメニアは、バグラトゥニ家の登場に

よって独立王国としての地位を回復しました。この時代はアルメニア中世文化の絶頂期であり、建

築、芸術、学問が花開いたルネサンスの時代でした。

歴史的にアルメニアを圧迫してきた地政学的要衝の勢力たち

バグラトゥニ家は元来、アルメニアの古くからの貴族家系でした。伝説によれば彼らはユダヤのダ

ビデ王の子孫であると主張しましたが、歴史的には古代アルメニアの土着貴族の家系でした。アラ

ブ支配の時代においても、アルメニア国内で相当な権力と影響力を維持していました。

アショト1世（Ashot I、���� �）は優れた政治手腕により、アラブのカリフとビザンツ帝国の

間に均衡を保ちながら、885年にアルメニア王として認められました。数百年ぶりにアルメニアが

再び独立王国となった歴史的瞬間でした。

バグラトゥニ朝の首都アニ（Ani, ���）を出発し、カース（Kars, ����）を経て、最終的に

再びアニへと戻ってきました。アニはシルクロードの主要な拠点であり、貿易の中心地でした。

首都のアニには、1001もの教会があったと伝えられるほど、宗教建築が発達していました。

アニ（Ani, ���）の遺跡は現在トルコ領内にあるため、アルメニアからはアクセスが困難ですが、

当時のアニは中世世界に名を連ねる巨大都市でした。人口は10万人を超えていたとされ、当時とし

ては驚異的な規模でした。

（現在トルコ領内にあるアニ遺跡には、数多くの聖堂の遺構が残されています）

「The Ruins of Ani ‒ The City of 1001 Churches」というキーワードで検索すれば、インターネッ

ト上で無数の写真を見ることができます。

アニ遺跡はトルコ領カース州にあり、アルメニア国境のすぐ隣に位置しています。アルメニアとト

ルコの陸路国境は1993年から閉鎖されているため、エレバンから直接行くことはできません。最も

良い方法は、ジョージアを経由してトルコに入り、カースからアニ遺跡へ移動することです。

エレバンからジョージアへ移動します。ミニバス、電車、または共同タクシーを利用でき、所要時

間は6～7時間程度です。トビリシからトルコのカースまではバスまたはミニバスで移動しますが、
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国境通過時間を含めるとかなりの時間を要します。カースからアニ遺跡までは車で45分から1時間

程度かかります。カースの特定の喫茶店の前でアニ遺跡往復観光バスが運行されることもあります

が、運行状況は現地で確認する必要があります。タクシーやレンタカーを利用すれば、最も速く便

利です。

トビリシまで行かず、ジョージアを通過してトルコのカースへ向かう方法もあります。最も現実的

なルートは、アルメニアのギュムリからジョージアのアクハルツィヘを経由してトルコ国境へ向か

うことです。

エレバンからギュムリまではマシュルトカまたは電車で行くことができます。ギュムリからジョー

ジアのアクハルツィヘまでは、マシュルトカが毎日午前10時に出発し、所要時間は約3.5時間、料

金は20ラリです。アクハルツィヘからトルコ

国境までは、ジョージア・トルコ国境であるトゥルクゲイジまたはポソフ国境を通過する必要があ

ります。アクハルツィヘからトルコ国境までは、タクシーを利用するか、ハイキングで移動するこ

ともできます。

確実な方法として、ギュムリではアルメニアの旅行会社がジョージアを経由してトルコ東部地域へ

の団体ツアーを運営しています。このツアーを利用すれば、一日で国境を越えてカルスに到着でき

ます。Live Tour Gyumri（電話 +374 33 177 447）は西部アルメニアツアー専門の業者で、一日

でカルスまで行ける一日ツアーを運営しています。このツアーではカルス、アニ遺跡、チルディル

湖を訪れ、費用は25,000アルメニアドラムです。Cascade Travel Caucasus（ウェブサイト

thecascadetravel.com）も、ギュムリからジョージアを経由してカルスへ向かう個人向けカスタム

ツアーを提供しています。

こうしたツアーでは、ジョージア国境通過に必要な手続きをすべて処理し、国境でガイドと車両を

乗り換えてトルコまで安全に移動できます。団体ツアーを利用すれば、約12時間でギュムリからカ

ルスに到着でき、車両の乗り換えが不要という利便性があります。個人タクシーを利用する場合、

ギュムリからアルメニア・ジョージア国境まで約60ドルかかりますが、交通手段の接続が不便な場

合があります。

トルコへの迂回ルートが長すぎる場合は、アルメニア国境近くの展望台からアニ遺跡を遠くから眺

める方法もあります。シラク地方のハイカゾル村近くの展望台は比較的アクセスしやすいです。た

だし国境地域であるためロシア軍が管理しており、はっきりと見るには望遠鏡が必要かもしれませ

ん。エレバンから公共交通機関で行くのは難しいため、ギュムリからガイド付きツアーを利用する

かレンタカーを借りるのが現実的です。遺跡内部を詳しく見学するには、ジョージアを経由してト

ルコのカルスへ向かうルートを選ぶ必要があります。遺跡のシルエットだけを遠くから眺めたいの

であれば、アルメニア側の展望台を訪れることも検討できます。

バグラトゥニ朝の王たちはキリスト教の信仰に基づいて国家を統治しました。王家は教会と緊密に

協力し、修道院や教会の建築を積極的に支援しました。

この時期に建設された数多くの修道院や教会は、アルメニア建築様式の完成を示しています。円形

の天井、円錐形の屋根、精巧な石細工はバグラトゥニ朝時代の特色でした。建築家たちは火山岩を

巧みに扱い、地震に強い構造を築き上げました。
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経済的にはこの時代は繁栄の時代でした。シルクロードを通じた貿易によって富を蓄積したアルメ

ニア商人たちは、ヨーロッパから中国まで活動しました。アルメニア商人の共同体は、コンスタン

ティノープル、ヴェネツィア、カイロ、トビリシなどの主要都市に拠点を置きました。彼らは絹、

香辛料、宝石を取引して莫大な利益を得、その富の一部は故郷の修道院や教会の建築に用いられま

した。

学問と芸術も大きく発展しました。修道院は学校を運営し、神学、哲学、数学、天文学を教授しま

した。写本製作は芸術の極致に達しました。写経師たちは羊皮紙に福音書や祈祷書を美しく写し、

ミニチュア画家たちは華やかな挿絵で本を飾りました。この時代の写本は現在もマテナダラン写本

博物館に収蔵されており、世界的な文化遺産として認められています。

グレゴール・ナレカチはこの時代を代表する神学者であり詩人でした。

彼はナレク修道院（����� ����）で生涯を過ごし、「嘆きの書（�����）」という傑

作を残しました。この書物はアルメニア語で書かれた最も偉大な霊的文学として評価されており、

2015年には教皇庁が彼を「教会博士（�������� ������）」として宣言しました。

ナレカチの詩は、個人の魂と神との関係を深く探求し、人間の罪と救済についての思索を込めてい

ます。

この繁栄は11世紀半ばから脅かされ始めました。東からセルジューク・トルコ人（�������

�������）の侵入が始まり、1045年にはビザンツ帝国がアニを占領しました。ビザンツはバ

グラトゥニ朝の最後の王ガギク2世（����� �）に王位を放棄するよう強要しました。アルメ

ニアは再び外敵の支配下に戻り、1064年にはセルジューク・トルコ人がアニを攻略して都市を破壊

しました。

バグラトゥニ朝の滅亡後もアルメニア文化は生き残りました。多くのアルメニア人が南のキリキア

（�������）地方に移住し、新たな王国を築きました。キリキア・アルメニア王国は13世紀

から14世紀にかけて繁栄し、十字軍（����������）と交流しながらヨーロッパ文化を取

り入れました。本土に残された修道院はバグラトゥニ時代の栄光を保持し、アルメニアのアイデン

ティティの中心地として残りました。

バグラトゥニ時代はアルメニア人にとって誇りの源です。この時期に作られた建築や美術品は、外

敵の支配下にあってもアルメニア文化がいかに強靭で創造的であるかを示しています。修道院は単

なる宗教施設ではなく、民族文化の宝庫であり、教育と芸術の中心地でした。ハチカル（

������、十字石）はこの時期に完成した独自の芸術形式で、石に刻まれた十字架や文様はア

ルメニア人の信仰と美的感覚を体現しています。

（グレゴール・ナレカチツィは、この時代を代表する神学者であり詩人でした。）

今日、アルメニアを旅して出会う数多くの修道院や教会は、ほとんどがバグラトゥニ朝時代、ある

いはその後に建設されたものです。これらは山奥や湖岸、峡谷の中に位置し、それぞれが固有の物

語を宿しています。これらの建造物は単なる観光地ではなく、アルメニア人の魂が宿る聖地です。

バグラトゥニ朝が残した遺産は、建造物や美術品だけでなく、困難な時代を耐え抜き信仰と文化を

守り抜いたアルメニア人の精神そのものです。
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バグラトゥニ朝の建築技術は驚くほど精巧でした。当時の建築家たちは、地震の多い地域の特性を

考慮し、柔軟な構造を設計しました。石と石の間に適切な隙間を設け、地震発生時に建物が倒壊せ

ず揺れるようにしたのです。こうした技術のおかげで、千年を超える建造物が幾度もの大地震を耐

え抜き、今日まで残っています。ドーム構造は重量を均等に分散させ安定性を高め、内部空間は音

響効果を考慮して設計されました。

経済的な繁栄は文化発展の基盤でした。王家や貴族たちは修道院に土地や財産を寄進し、商人たち

は貿易で得た利益の一部を教会に献納しました。修道院たちはこれらの財産を基に学校を運営し、

写本を制作し、貧しい人々を支援しました。一部の修道院では病院や宿泊施設を運営し、巡礼者や

旅人を世話しました。タテヴ修道院のような場所では数百人の修道僧が居住し、大学レベルの教育

機関として機能していました。

バグラトゥニ朝の宗教生活は非常に活発でした。毎日数回の祈りの時間があり、主要な祭日には盛

大な儀式が執り行われました。復活祭、クリスマス、主顕祭（エピファニア、

�������������������）などの大祭日には、数千人の信者が修道院に押し寄せ

ました。巡礼は信仰生活の重要な一部であり、人々は遠方から徒歩で聖地を訪れました。各修道院

は固有の聖遺物や宝物を保管しており、巡礼地としての価値を有していました。

音楽も宗教生活の核心でした。アルメニアの典礼音楽（liturgical music、�������

�������������）は、独特の旋律と和声を持っています。シャラカン（sharakan、

�������、聖歌）と呼ばれる聖歌は、複雑なメロディとリズムを特徴とし、熟練した聖歌隊

員のみが歌うことができました。一部の修道院には音楽学校があり、若者たちに聖歌を教えました。

こうした音楽の伝統は今日まで続き、アルメニア使徒教会（Armenian Apostolic Church、���

���������� �������）の礼拝で聴くことができます。

バグラトゥニ朝は国際関係においても巧みでした。王たちはビザンツ帝国、アラブ・カリフ国、ジョ

ージア王国（Kingdom of Georgia、�������� ��������������）の間で均衡

を保ちながらアルメニアの独立を守りました。外交的な結婚を通じて同盟を結び、貿易協定によっ

て経済的利益を確保しました。こうした均衡外交は、結局ビザンツの野望とセルジュク・トルコ人

の侵攻の前に崩壊しました。11世紀後半になると、アルメニアは再び分裂し、外圧の支配下に戻る

こととなりました。

それでもバグラトゥニ時代に形成された文化的基盤は消滅しませんでした。修道院はモンゴルの侵

略、ペルシアの支配、オスマン帝国の圧政の中でもアルメニア文化を保存し続けました。写本師は

絶えず写本を制作し、建築家は新しい教会を建て、詩人たちはアルメニア語で詩を詠みました。こ

うした文化的連続性があったからこそ、アルメニアは独立国家を失った後も民族としてのアイデン

ティティを維持することができたのです。

現代のアルメニア共和国（Republic of Armenia, ���������

���������������）において、バグラトゥニ時代は民族的誇りの源泉と見なされて

います。学校ではこの時代の歴史を詳しく教え、バグラトゥニ王の名にちなむ通りや建物が数多く

あります。エレバン（Yerevan, �����）のマテナダラン博物館にはこの時代の写本が展示され

ており、訪れる人々は千年前のアルメニア人たちの知恵と芸術性を直接目にすることができます。

修道院への旅は単なる観光ではなく、アルメニアの魂に出会う巡礼です。
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2. アルメニアの修道院 - 民族アイデンティティの砦

アルメニアを旅行する人々が最も驚くのは、山々や渓谷のあちこちに点在する無数の修道院です。

小さな国アルメニアには数百もの修道院と教会があり、単なる宗教施設ではなく、文化の中心地が

至る所にあります。外敵の侵略と迫害の中でも、修道院はアルメニアのアイデンティティを守り抜

いた要塞でした。教育、芸術、文学の中心地であった修道院は、今もアルメニア人たちの精神的故

郷です。

(1) 信仰と学問が花開いた知性の砦

アルメニアにおける修道院生活は、4世紀初頭にキリスト教が公認されて間もなく始まりました。初

期キリスト教がローマ帝国において迫害されていた時代、アルメニアは世界で初めてキリスト教を

国教とした国でした。301年、ティリダテス3世王が聖グレゴリオスの影響を受けてキリスト教を受

け入れ、多くの人が洗礼を受けました。真の信仰生活を求める人々の一部は、世俗を離れ、山や洞

窟で修行を始めるようになりました。

初期の修道僧たちは、エジプトやシリアの砂漠の教父たちから影響を受けました。砂漠の聖アント

ニウスや聖パコミオスの教えがアルメニアに伝えられ、多くの若者が一人、あるいは小規模な共同

体を結成して山中で祈りと瞑想に没頭しました。初期には自然の洞窟や簡素な石造りの家が住居で

した。時が経つにつれ、こうした小共同体が成長し、本格的な修道院へと発展していきました。

アルメニアの修道院の構造は独特です。多くの修道院は、外部と隔絶された山中や渓谷に位置して

います。これは修道僧たちが世俗の誘惑から離れ、ひたすら信仰生活に集中するためでした。同時

に、外敵から共同体を守るという実利的な理由もありました。厚い石壁と堅固な門、時には塔を備

えた修道院は、戦時中には避難所としての役割を果たしました。

修道院の中心には常に教会があります。教会はほとんどが十字型の平面を持ち、中央にはドームが

そびえています。ドームは空を象徴しており、内部から仰ぎ見れば、光が差し込む窓を通じて神聖

さを感じることができます。

教会内部は質素に装飾されています。華やかな装飾よりも、石の質感と建築の純粋な美しさが重視

されました。祭壇は東を向いており、これはイエス・キリストが再び来られる方向であると信じら

れていたからです。

教会の周囲には修道僧たちの住居があります。小さな部屋が回廊に沿って配置されており、各修道

僧は自室で祈り、学び、眠りました。共同食堂では一日に

修道院の写本室で一二度、共に食事をしました。食事は非常に質素で、ほとんどがパン、野菜、果

物で構成されていました。肉は特別な祭日のみに食べることができ、断食は修道生活の重要な部分

でした。

修道院には写本室がありました。ここは修道院文化の心臓部でした。写本師たちは羊皮紙に聖書や

祈祷書、神学書を丁寧に写写しました。

一冊の書を完成させるには数年を要することもありました。写経は単なる複製作業ではなく、祈り

と瞑想の行為でした。
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写経僧たちは一文字一文字に心を込め、余白には美しい挿絵を描き加えました。これらの写本は現

在もマテナーダラン博物館に収蔵され、世界文化遺産として認められています。

学校も修道院の重要な施設でした。若い修道僧はもとより、一般信徒の子供たちも修道院の学校で

教育を受けました。教育課程はアルメニア語の読み書きから始まり、聖書研究、神学、哲学、数学、

天文学まで多岐にわたりました。一部の大型修道院は大学レベルの教育機関へと発展しました。タ

テヴ修道院大学は中世において数百人の学生が学ぶ学問の中心地でした。ここで育った学者たちは

アルメニア全土で教師や聖職者として活躍しました。

修道院は経済的にも重要な役割を果たしました。広大な土地を所有する修道院は農業と牧畜を行い、

一部はワインや果物を生産しました。修道僧たちは自ら労働に参加し、これは修道生活の一部でし

た。「祈りて働け」という原則に従い、一日のスケジュールは祈りの時間と労働の時間に分けられ

ていました。生産された物資の一部は修道院の運営に用いられ、残りは貧しい人々に分け与えられ

たり、販売されたりしました。

修道院は病院と宿泊施設も運営していました。巡礼者や旅行者は修道院で無料で宿泊し、食事を提

供されました。病気の人は修道院の療養を受けました。中世において修道僧たちは薬草学に関する

知識が豊富であり、多くの人々が修道院を訪れて治癒を求めました。一部の修道院には薬草園があ

り、様々な植物を栽培していました。

修道院の一日は厳格なスケジュールで構成されていました。夜明けに起きて最初の祈りを捧げ、朝

食後は各自の任務を遂行しました。昼の祈りと食事の後再び働き、夕方には晩課の祈りで一日を締

めくくりました。夜間にも祈りの時間があり、一部の修道僧は夜通し祈りを捧げました。このよう

な規則正しい生活は、修道僧たちの霊的成長を支える枠組みでした。

修道院共同体には階層構造がありました。修道院長が共同体の霊的かつ行政的な指導者であり、そ

の下に様々な役職が存在しました。典礼を担う司祭、教育を責任を持つ教師、写本室を管理する司

書、財務を扱う会計、客人を迎える担当など、それぞれが役割を担っていました。すべての決定は

修道院長が行いましたが、重要な事項は共同体の会議で議論されました。

女性修道院も存在しました。数は少なかったものの、女性たちも修道生活を選ぶことができました。

女性修道院は大半が男性修道院と同様の構造と規則を持っていました。女性修道女たちも祈り、働

き、学びました。一部の女性修道女は優れた写本家として活動し、刺繍や織物などの工芸技術を発

展させました。

外部世界との関係も重要でした。修道院は孤立した場所でしたが、完全に世間と断絶していたわけ

ではありません。司教や総主教が修道院を訪問し、ミサを執り行い、祝福を与えました。貴族や王

たちも修道院を訪れて祈りを捧げ、献金をしました。一部の修道院は巡礼地として有名で、一年中

巡礼者が訪れました。修道院は地域共同体の霊的中心地であり、人々は重要な出来事があるたびに

修道院を訪れました。

修道院の建築は、地域の自然環境と調和して築かれました。建築家たちは周囲の景観を損なうこと

なく、修道院が精神的な聖地であることを感じさせる設計を行いました。多くの修道院が山肌に位

置し、遠くからでもその姿を望むことができ、信仰の灯台のような役割を果たしました。石を積み

上げる技術は極めて精巧であり、セメントを用いなくても堅牢な壁を構築しました。地震の多い地
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域であることを考慮し、柔軟な構造を採用したため、千年を超える建物が今日まで残存しているの

です。

修道院文化はアルメニアのアイデンティティの中核をなすものです。外圧による支配が続いた時代

においても、修道院はアルメニア語と文化を保存する最後の砦でした。アルメニア文字を創出した

メスロプ・マシュトツ（Mesrop Mashtots）も修道僧であり、彼が創出した文字は修道院で教えら

れ、用いられてきました。今日でも多くの修道院が活動しており、若者たちが修道生活を選ぶ姿が

見られます。修道院を訪れることは、アルメニアの歴史と文化を理解する最良の方法です。

(2) ゲハルト修道院（Geghard Monastery）、岩に刻まれた聖域

ゲハルト修道院（Geghard Monastery）は、アルメニアで最も神秘的な場所の一つです。エレバン

から東へ40キロメートル離れたアザト渓谷の奥深くに位置し、その一部は岩を削って造られていま

す。ゲハルトとはアルメニア語で「槍」を意味し、イエス・キリストの側腹を刺したロンギヌスの

聖槍が、かつてここに収められていたと伝えられています。現在、その聖槍はエレバンのエチミア

ジン大聖堂の博物館に収蔵されていますが、修道院はなおもその名を継承しています。

ゲハルドの歴史は4世紀までさかのぼります。初期キリスト教時代、修道僧たちはこの渓谷の洞窟で

修行を始めたのです。伝説によれば、聖グレゴリオス自身がここを訪れて祝福したといいます。最

初の修道院はアイリバンク（「洞窟修道院」）と呼ばれていました。9世紀にアラブ軍の侵攻で破壊

されましたが、12世紀と13世紀に再建されました。現在見られる建物の多くは、この時期に作られ

たものです。

修道院に近づくと、まず巨大な岩壁が視界を圧倒します。渓谷の赤い火山岩の崖は、まるで自然の

城壁のようです。駐車場から修道院までは短い遊歩道が続き、両側にはお土産を売る小さな店があ

ります。手作りのフルーツロールと、伝統的なパン「ガタ」を販売しています。甘くてサクサクと

したガタは非常に人気があります。

修道院の入口に入ると、まずカトリケ聖堂が見えます。1215年に建設されたこの聖堂は、典型的な

アルメニア十字型の教会です。内部は簡素で荘厳です。高い天井と小さな窓から差し込む光が神秘

的な雰囲気を醸し出しています。壁には十字架や幾何学模様が刻まれ、祭壇の背後には古代の碑文

があります。ミサが行われる時間に訪れると、アルメニアの典礼音楽を聴くことができます。石壁

に響く聖歌は深い余韻を与え、まるで天上の音楽のようです。

カトリケ聖堂の隣には、岩を削って作られた礼拝堂（チャペル、������）があります。これ

がゲハルトの真の神秘です。アヴァザン礼拝堂（������ ������）は、1240年頃、岩

山そのものを掘り起こして造られた空間です。内部に入ると、自然の岩と人工の彫刻が一体となっ

た驚くべき光景が広がります。天井には精巧な十字架や星の文様が刻まれており、音響効果も優れ、

小さな声も大きく響きます。中世の修道僧たちは、ここで賛美歌（シャルャカン、�������）

を歌い、神を賛美したに違いありません。

さらに奥に入ると、上部礼拝堂（����� ������）があります。ここは1283年に完成し、

プロシアン家（������� �������）の霊廟（ドムバラン、��������）でもあ

ります。中央ホールは八角形のドームで覆われ、壁面には獅子や鷲などの動物の彫刻が施されてい

ます。これらはプロシアン家の紋章（ズィナシャン、��������）でした。この家は当時ア
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ルメニアの有力貴族であり、修道院に多くの財産を寄進しました。その見返りとして、家族の霊廟

を修道院内に造る権利を得たのです。

ゲハルトで最も印象的な空間は、おそらく聖水礼拝堂（�������� ������）でしょう。

岩から湧き出る聖水（アグブユリ・ジュール、�������� ���り）があるこの小さな礼拝

堂は、修道院の中で最も神聖な場所とされています。水は一年中絶えず流れ、冷たく澄んでいます。

巡礼者はこの水を飲み、瓶に詰めて持ち帰ります。この水には癒しの力があると信じられ、多くの

人が病気の回復を祈願して水を飲みます。礼拝堂の壁には無数の十字架が刻まれており、これは巡

礼者が訪問を記念して残したものです。

修道院の外に出れば、渓谷の景観を楽しむことができます。周囲は切り立った岩壁に囲まれ、アザ

ト川（���� ���）が渓谷の下を流れています。春には野花が咲き渓谷を彩り、夏には緑の草

木が繁茂します。秋には紅葉が赤や黄色に染まり、冬には雪が積もって静かな美しさを演出します。

ここにある自然は、修道院の神聖さを一層際立たせています。

ゲハルドを訪れる旅行者たちは、しばしば時間が止まったかのような感覚を抱きます。狭い岩の通

路を歩き、千年前の修道僧たちの足跡を追うようです。暗く涼しい岩の礼拝堂で蝋燭（���）に

火を灯して祈りを捧げれば、世俗の喧騒は遠ざかり、内なる平和を感じることができます。ここは

宗教的な信念に関わらず、すべての人に精神的な体験をもたらす場所です。

ゲハルドの周辺には、他にも見どころが数多くあります。修道院の入口付近にはハチカル（十字架

石）が並んでいます。これらの十字架石は異なる時代に作られたもので、それぞれが独特の文様を

有しています。一部には単純な十字架のみが刻まれており、他のものには複雑な幾何学模様や植物

文様（�������� ����）が装飾されています。ハチカルを詳しく観察することも、ゲハ

ルド訪問の楽しみの一つです。

渓谷を少し上って歩くと、ストーンズ・シンフォニー（������� ������

��������）があります。自然が作り出した玄武岩の柱（������� �����）で、

まるで巨大なパイプオルガン（�����）のようです。垂直にそびえる六角形の柱が数百本集ま

る光景は驚異的です。この自然現象は火山活動によって形成されたもので、溶岩（����）が冷

える過程で規則的な形状の柱へと固まったものです。多くの人がここで写真を撮り、自然の神秘に

感嘆しています。

ゲハルドはユネスコ世界遺産（UNESCO World Heritage Site、��������-�

������������� �������������）に指定されています。ユネスコはこの

修道院を「自然と人間が創り出したものの完璧な調和」と評価しました。岩を削って造られた建築

技術と芸術的価値、そして周囲の自然景観が調和し、独自の文化的景観を形成しているのです。ア

ルメニア政府はこの遺産の保全に努めており、訪れる人々もこの貴重な場所を尊重して訪れるべき

です。

エレバンからゲハルドへのアクセスにはいくつかの方法があります。最も便利な方法はタクシーや

自家用車を利用することです。エレバン中心部から約40分で到着します。道路は舗装されており、

標識も明確です。公共交通機関を利用する場合は、まずガルニ村（Garni village、�����

�����）行きのミニバス（minibus、����������）に乗車し、そこからタクシーか徒
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歩でゲハルドへ向かう必要があります。ガルニからゲハルドまでは約7キロメートルあり、歩行を好

む方であれば、美しい渓谷沿いを約2時間かけてゆっくり歩くことも可能です。

エレバン市内のガイ（Gai）バス停付近から266番バスに乗車すれば、ゲハルド修道院の近くまで行

くことができます。バス料金は500アルメニアドラム（AMD）と非常に安価ですが、終点で下車し

た後は、美しい景観を楽しみながら約20～30分歩いて修道院まで向かう必要があります。ただし、

バスは定時運行ではなく、乗客が一定数揃ってから出発する方式のため、時間に余裕を持って計画

することをお勧めします。

タクシーでエレバン市内からゲハルド修道院までは約40分程度かかり、料金は約10,000アルメニ

アドラム（AMD）程度です。現地のタクシー配車アプリ「Yandex」が整備されており、出発前に料

金を確認して簡単に予約できるため、外国人旅行者でも不当な料金に怯えることなく安全に利用で

きます。

(地図の赤い点はゲハルト修道院とガルニ神殿の地域を示しています)

ガルニ神殿（Garni Temple、����� �����）とゲハルト修道院を一日のコースとして巡り

ます。ガルニ神殿はアルメニアに残る唯一のヘレニズム時代（Hellenistic period、

������������� �������������）の建築であり、1世紀に太陽神ミトラ

（Mithras、����）のために建てられた神殿です。異教の神殿とキリスト教の修道院を一日で訪

れることは、アルメニアの歴史の多様性を理解する良い方法です。また、ガルニ付近では伝統的な

ラヴァシュパン（lavash bread、�����）の作り方の実演を見たり、昼食を提供する家庭料理

店もあります。

(ガルニ神殿)

(ガルニ神殿からゲハルト修道院までの23キロのトレッキングコース)

ガルニ神殿、ゲハルト修道院、そして『石たちの交響曲』はエレバン近郊で最も人気のある観光地

であり、通常は一日の日程で一緒に巡られます。

ガルニの神殿は、アルメニアに残る唯一のヘレニズム様式の異教の神殿です。紀元1世紀に太陽神ミ

フルに献げられ、ローマ様式の柱と建築を備えています。4世紀にアルメニアがキリスト教を国教と

した際、多くの異教の神殿が破壊されましたが、ガルニは王夏の別荘の一部であったため保存され

ました。1679年の地震で崩壊しましたが、20世紀に復元され、峡谷を見下ろす三角形の崖の上に

位置しています。入場料は外国人基準で1,500アルメニア・ドラム（約5,000円）です。

「石たちの交響曲」は、ガルニ神殿下のアザト川峡谷に広がる巨大な柱状節理帯です。垂直にそび

える六角形の玄武岩の柱が、巨大なパイプオルガンのように見えるため、「玄武岩のオルガン」や

「石たちの交響曲」と呼ばれています。その規模は世界最大級であり、自然の驚異を感じられる場

所です。ガルニ神殿から見下ろすことも、峡谷の下に降りて柱の下から仰ぎ見ることもできます。

入場料は約200～1,000アルメニア・ドラム（約700～3,500円）程度です。

ゲハルト修道院はユネスコ世界文化遺産に登録された岩窟修道院です。その大部分は巨大な山の岩

壁を削って作られており、独特で雄大な雰囲気を醸し出しています。ゲハルトは「槍」を意味し、
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イエスが十字架に磔にされた際に側腹を刺したとされる伝説の聖槍をかつてここに保管していたこ

とに由来する名前です。4世紀に聖グレゴリウスによって設立され、12世紀から13世紀にかけて現

在の姿へと拡張され、中世アルメニアの修道院建築と装飾をよく保存しています。入場料は無料で

す。

ガルニ神殿とゲハルト修道院を結ぶ道路の直線距離は約10キロメートルです。しかし、アルメニア

の景観をゆっくりと味わいながら、約23キロメートルのトレッキングコースを歩いて移動すること

もできます。

ガルニ寺院を出発し、アザト川渓谷に沿ってゲハルト修道院まで至るハイキングコースがあり、こ

の道は「石の交響曲」と11世紀の中世の橋を通過します。ハイキングの全行程は約23キロメートル

で、標高差は約850メートルあります。

所要時間は約6～7時間程度で、中程度の難易度のコースです。ハイキングコースはアザト川に沿っ

て続き、高い崖に囲まれた美しい渓谷を通過します。コースの途中にはハブツタル修道院への道も

あり、ホスロブ森林保護区にもアクセスできます。ハイキングには快適な靴と十分な水分の準備が

必要で、4月から10月が最も適した時期です。

天候の良い春や秋には、エレバンからタクシーでまずガルニ寺院に到着し、ハイキングコースをゆっ

くり歩きながら「石の交響曲」とゲハルト修道院を両方見学した後、ゲハルト修道院からタクシー

またはマシュルートカに乗ってエレバンに戻ることも可能です。

この3箇所を訪れる最も一般的な方法はツアーを利用することです。ツアーを利用すれば最も便利で

効率的であり、交通と日程がすべて解決されます。通常、チャレンツァーチなどの他の名所も含ま

れており、グループツアーは約50ドル（約7万円）、プライベートツアーは約140ドル（約19万円）

程度です。

タクシーを貸し切れば日程を自由に調整でき、自宅前でのピックアップとドロップオフが可能です。

エレバンからガルニ、ゲハルト、そして「石の交響曲」をすべて訪れる一日のタクシー貸切費用は

約13,000～15,000アルメニアドラム（約45,000～52,000円）です。公共交通機関を利用すると

最も安価ですが、エレバンからマシュルートカでガルニ村まで行き（1人あたり300～500ドラム、

約1,000～1,700円）、その後現地のタクシーを追加で利用する必要があり、時間がかかります。

ガルニからゲハルトまでのタクシー料金は約3,000アルメニアドラム（約10,000円）です。

ゲハルドは生きた修道院です。今も修道僧たちが居住し、毎日礼拝を捧げています。訪問者は修道

院の霊的な雰囲気を尊重すべきです。多くの人々がこの場所の平和と神秘を心に刻んで帰ります。

岩窟礼拝堂で感じた畏敬の念、聖水の冷たさ、渓谷の静寂は長く記憶に残ります。ここは単なる観

光地ではなく、魂を清める巡礼地です。アルメニアを訪れるすべての人にゲハルドは必ず訪れるべ

き必須コースです。

(3) タテヴ修道院 ― 天と触れ合う霊的聖城

タテヴ修道院はアルメニア南部のシユニク地方（シユニク州、�������� ����）の深い

渓谷の上に位置しています。標高1,500メートルの高原の端に建てられたこの修道院は、まるで天

と地の間に浮かんでいるかのようです。ボロタン渓谷（ボロタン渓谷、������� ����）
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の切り立った崖の上で、修道院は千年以上も天に向かって屹立しています。

タテヴ（����）はアルメニア語で「翼をください（���� ��）」という意味を込めており、

修道院を創建した聖エウスタティオス（����� ���������）が祈りの中で叫んだ言葉

に由来すると伝えられています。

タテヴの歴史は9世紀にさかのぼります。895年、シユニクの君主アショト（����）とその妻シュ

シャン（������）がここに修道院を建立しました。この場所はそれよりもずっと昔から神聖

な場所として崇められていました。一部の歴史家たちは、キリスト教以前の時代にここに異教の神

殿（����������� �����）があったと推測しています。初期キリスト教時代には小

さな礼拝堂があり、9世紀になって本格的な修道院へと拡張されました。

10世紀から14世紀にかけて、タテヴはアルメニアで最も重要な学問の中心地でした。タテヴ大学（

����� ����������）は中世アルメニアにおいて最も権威ある教育機関であり、最大

500名の学生が学んでいました。神学、哲学、数学、天文学、音楽、写本技術など、多岐にわたる

科目が教えられました。グリゴール・タテヴァツィのような偉大な神学者たちがここで教えを説き、

数多くの優れた学者が輩出されました。タテヴの写本室で制作された書物は、アルメニア文化の宝

として崇められています。

タテヴの歴史は平坦なものではありませんでした。1170年の大震災により修道院の大部分が破壊さ

れ、再建には長い年月を要しました。14世紀後半にはモンゴルやトルコ人の侵攻によって略奪され

ました。17世紀にはペルシアの攻撃を受け、18世紀にはオスマン帝国の侵略によって再び被害を被

りました。それでも修道院は度重なる再建を遂げ、アルメニア人たちの不屈の意志を象徴する存在

となりました。

20世紀初頭のソビエト時代には宗教活動が禁止され、修道院は放置されて荒廃しました。1931年

の大震災により多くの建物が倒壊しました。アルメニアが独立した1990年代においても経済的な困

難から本格的な復元は困難を極めました。2000年代に入り、政府と民間の努力により大規模な復元

工事が開始されました。現在見られるタテヴの姿は、こうした粘り強い保存活動の結果なのです。

タテヴを訪れる最も劇的な方法は、世界最長の往復式ケーブルカーである「タテヴの翼（

����� ����）」に乗ることです。2010年に開通したこのケーブルカーは、ハリヅォル村

からタテヴ修道院まで5.7キロメートルを結びます。ボロタン渓谷の上320メートルを12分間移動

する旅は、それ自体が忘れられない体験です。足元には深い渓谷と蛇行する川が広がり、遠くには

雪に覆われた山々が連なります。ケーブルカーが修道院に近づくと、高原の端にそびえる荘厳な建

築物が視界に収まります。

ケーブルカーを降りると、短い道を進んで修道院の入口へと向かいます。修道院は頑丈な石壁に囲

まれており、まるで要塞のようです。これは単なる装飾ではなく、実際に外敵から共同体を守るた

めのものでした。入口をくぐると広い中庭が広がり、その中央には聖バルトロメオと聖パウロの大

聖堂がそびえています。この大聖堂は895年に建立された修道院の主要な建物で、十字型の平面と

高いドームが特徴です。

大聖堂の内部に入ると、高い天井と太い石の柱が荘厳さを一層引き立てます。壁にはフレスコ画の

痕跡が残っていますが、ほとんどは年月を経て褪せてしまいました。祭壇の背後には複雑な石細工
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があり、これは9世紀アルメニアの石工技術の粋を示しています。大聖堂の音響は驚くほど優れてい

ます。小さな囁きさえもドームの下で増幅され、神秘的な響きを生み出します。中世の修道僧たち

がここで聖歌を唱えた際の荘厳さを想像することができます。

大聖堂の隣には、聖グレゴリオス礼拝堂（����� ������� ������）があります。

この小さな建物は1295年に建設され、より繊細な彫刻で飾られています。入口上部のティンパヌム

（�������、半円形の装飾）には、聖母マリア（����� ������）と幼子イエスの

浮き彫りが刻まれ、周囲には天使（�������）や使徒（�������）が配置されていま

す。この礼拝堂は主に個人のための祈りの場であり、今も蝋燭を灯して静かに祈る人々の姿を見る

ことができます。

修道院敷地内で最も独特な構造物は、ガヴァザン（�������）と呼ばれる石柱です。この高

さ8メートルの石柱は修道院の広場の中央に立ち、精巧な十字架と幾何学模様で飾られています。驚

くべきことに、この石柱は動くのです。石柱の下部は球形の台座の上にあり、地震が発生すると揺

れます。これは中世のエンジニアたちの驚くべき知恵であり、地震の揺れを感知する初期の警報シ

ステムでした。今日でもこの石柱は依然として機能しており、人が押すと微かに揺れる様子を見る

ことができます。

修道院の壁際には、油工場とパンの窯の跡があります。これはタテヴが単なる礼拝の場ではなく、

自給自足の共同体であったことを示しています。修道僧たちはオリーブオイルを生産し、パンを焼

き、ワインを作りました。近くには図書館の写本室があった建物の遺跡もあります。現在はほとん

どが崩れ去っていますが、ここで数多くの貴重な写本が作られました。

タテヴ周辺の自然景観は息を呑むほど美しく、修道院が建つ高原から眺めるボロタン渓谷の眺めは

壮観です。深さ500メートルを超えるこの渓谷は、ボロタン川が数百万年をかけて削り出したもの

です。春には渓谷の斜面に野花が満開となり、夏には青々とした草原が広がります。秋には森が黄

金色に染まり、冬には雪が積もって銀世界となります。ここでの夕日は美しく、日が沈むと渓谷が

赤く染まり、修道院は最後の陽光を浴びて黄金色に輝きます。

タテヴへの訪問は精神的な巡礼であり、自然との出会いでもあります。多くの旅行者がここで深い

平和を感じます。世俗の喧騒から離れ、空に近い場所で自分自身と向き合う時間を持つことができ

ます。修道院周辺をゆっくりと歩きながら千年の歴史を思い浮かべ、ここを守り続けてきた修道僧

たちの献身を思うと、自然と畏敬の念が湧いてきます。

タテヴの近くにはタタヴィ修道院（������ ����）もあります。この小さな修道院はタテ

ヴから徒歩で約30分の場所にあり、あまり知られていませんが静かで美しい場所です。森の中の小

道を歩くこと自体が瞑想の時間となり、鳥の声と風の音だけが聞こえる静かな森で小さな修道院に

出会うと、まるで時空を旅したような感覚を覚えます。

（首都エレバンから比較的遠く離れたタテヴ修道院）

エレバンからタテヴまでは約250キロメートルの距離で、少し遠いです。車では約4時間かかります。

道は南へシユニク地方を貫き、途中には美しい風景が数多く見られます。グループでタクシーを貸

し切ったり、エレバン発の一日ツアーに参加したりすることも可能です。
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タテヴを訪れるのに最も適した時期は5月から10月です。この期間は天候に恵まれ、ケーブルカー

も正常に運行されています。夏は温暖な高原地帯であり、エレバンよりも涼しいです。冬は雪が多

く、ケーブルカーが運休となる日もあるため、訪問前に運行状況を確認することをお勧めします。

一日中屋外で過ごすことになりますので、歩きやすい靴と天候に合わせた服装をご用意ください。

タテヴはアルメニアで最も遠隔地の一つですが、その分訪れる価値のある場所です。ケーブルカー

に乗るスリル、修道院の荘厳さ、峡谷の自然美が調和し、忘れられない体験をもたらします。多く

の人がタテヴ訪問をアルメニア旅行のハイライトに挙げています。空へと続く翼を広げたかのよう

なこの修道院は、人間の信仰と自然の美しさが交わる聖なる場所です。

(4) ホル・ヴィラプ ― 信仰の深い洞窟から咲き誇る奇跡

ホル・ヴィラプ（Khor Virap、��� �����）は、アルメニアで最も象徴的な場所の一つです。

アララト平原の真ん中に位置するこの修道院は、アルメニア・キリスト教の発祥地であり、アララ

ト山を背景にした最も美しい景観を提供します。ホル・ヴィラプはアルメニア語で「深い穴（

��� ���）」を意味し、アルメニアをキリスト教国家へと改宗させた聖グレゴリオスが13年間

投獄されていた地下牢を指します。アルメニア語の発音では、「Kh」は韓国語の「�」よりも「�」

に近い激しい摩擦音です。「ホル・ヴィラプ」または「コル・ヴィラプ」と表記され、どちらも通

用しています。

ホル・ヴィラプの物語は3世紀末にさかのぼります。当時、アルメニアの王ティリダテス3世はキリ

スト教を弾圧していました。グレゴリオスはローマでキリスト教の教育を受けアルメニアに戻りま

したが、キリスト教徒であるという理由で逮捕されました。王は彼をアルタシャト王宮近くの地下

の穴に閉じ込めました。この穴はもともと罪人を処刑するためのもので、暗く湿った空間でした。

伝説によれば、グレゴリオスは13年間この穴に閉じ込められていましたが、奇跡的に生き延びまし

た。ある信心深い女性が毎日パンのかけらを投げ入れたといいます。その間、トグラト王は重い病

に冒され狂気におかれました。医師たちが治療できぬ中、王の姉が夢を見ました。夢の中で天使が

現れ、地下牢に囚われた聖者だけが王を治すことができると告げました。グレゴリオスを穴から引

き上げたとき、彼は骨と皮だけになっていましたが、なおも生きていました。

グレゴリオスは王のために祈り、王は治癒されました。奇跡を経験したトグラト王はキリスト教に

改宗し、301年にアルメニアを世界で最初のキリスト教国家と宣言しました。グレゴリオスはアル

メニアの初代カトリコスとなり、その子孫が数世紀にわたり教会を率いました。このような劇的な

改宗の物語は、アルメニア人の信仰のアイデンティティの核心となりました。

現在のホル・ヴィラプ修道院は17世紀に建設されたものです。ここはそれよりもはるか昔から聖地

でした。4世紀にはすでに小さな礼拝堂が建てられ、中世には修道院へと拡張されました。現在見ら

れる建物のほとんどは1662年に完成し、その後何度か修復されました。修道院はアララト平原を見

下ろす小さな丘の上に位置し、周囲はブドウ畑や果樹園に囲まれています。

ホル・ヴィラプを訪れる人々が最初に圧倒されるのは、アララト山の荘厳な姿です。トルコ領内に

あるものの、アルメニア人の心の中の聖山であるアララト山は、修道院からわずか数キロの距離に

あります。標高5,137メートルの大アララト（��� ������）と3,896メートルの小アララ

ト（���� ������）が並んでそびえる姿は驚異的です。晴れた日には、雪に覆われた頂が
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青空を背景に鮮明に見えます。この風景はアルメニアの象徴的なイメージとなり、数多くの写真や

絵画の題材となっています。

修道院の入口を過ぎると、まず聖ゲボルグ礼拝堂（Saint Gevork Chapel, ����� ������

������）が見えてきます。この小さな礼拝堂は19世紀に建設されたもので、シンプルで優雅

なデザインを備えています。礼拝堂内には聖ゲボルグ（聖ジョージ、Saint George, �����

�����）のイコン（icon, ����������）が飾られており、壁には信者たちが残した祈

りや願い事が書かれた紙が貼られています。多くの人々がここでろうそくに火を灯し、家族の健康

と幸福を祈っています。

礼拝堂の隣には、修道院の主要な教会である聖母マリア教会があります。この教会は17世紀建築の

優れた例であり、典型的なアルメニア式のドーム構造を有しています。内部はフレスコ画で飾られ

ており、聖書の場面や聖人たちの生涯が描かれています。祭壇の背後には華やかな装飾があり、天

井のドームにはイエス・キリストの姿が描かれています。日曜日のミサに参加すれば、アルメニア

典礼の美しさを体験することができます。

ホル・ヴィラプの真の核心は地下の牢獄です。聖堂の床には細い階段があり、それを降りると聖グ

レゴリオスが監禁されていた穴に到達します。階段は急で狭く、一度に一人しか降りることができ

ません。下るほどに温度が下がり、湿気を感じます。穴は地下6メートルの深さにあり、直径約4.5

メートルの円形の空間です。天井は低く、大人が立つことは困難です。

穴の中に入ると、強烈な感情が押し寄せてきます。この暗く狭い空間で13年間を過ごすなど、想像

するだけでも困難です。壁は粗く冷たく、唯一の光は上から差し込む薄明かりのみです。多くの巡

礼者がここで膝をついて祈ります。中には涙を流す人もいます。聖グレゴリオスの苦しみと忍耐を

黙想し、自らの信仰を振り返る時間です。穴内は狭く、複数人が同時にいることができないため、

順番を待つこともあります。

地下には第二の監獄もあります。ここは他の囚人たちが収容されていた場所で、聖グレゴリオスの

監獄よりやや広々としていますが、やはり暗く陰気です。地下に降りる人は少ないものの、より深

い体験を望む人々は両方の場所を訪れます。地下から上がるときは、生まれ変わったような感覚を

覚えます。闇から光へ、死から生命への象徴的な旅です。

修道院の外に出て周囲を散策するのも良いでしょう。修道院の背後には古い墓地があり、様々な時

代のハチカルが立っています。中には数百年の歴史を持つものもあり、精巧な十字架や文様が刻ま

れています。墓地から少し離れた場所には小さな丘があり、そこからはアララト山の眺望がより一

層美しく広がります。多くの写真家が、この丘から修道院とアララト山を一緒に捉えた写真を撮影

しています。

（聖グレゴリオスが13年間拘禁された地下監獄）

春にホーヴループを訪れると、周囲の畑がケシの花で赤く染まります。赤い花畑、古代の修道院、

雪に覆われたアララト山が調和した風景は、まるで絵画のようです。夏にはブドウが熟していく様

子を見ることができ、秋には収穫する農夫たちの姿が田園の平和をより一層高めます。冬には雪が

積もり、すべてが白く覆われ、アララト山と修道院が一つの色彩に統一された幻想的な風景が広が

ります。
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ホーヴループはアルメニアの人々にとって特別な意味を持っています。ここは単なる歴史的な場所

ではなく、民族のアイデンティティの根拠です。キリスト教への改宗はアルメニアの歴史における

転換点であり、その後のアルメニアの文化や芸術、文学はすべてキリスト教を中心に発展しました。

ホーヴループに立つと、アルメニアがいかに長いキリスト教の歴史を持つ国であるかを肌で感じる

ことができます。

ホリ・ビラップを見下ろすアララト山は、複雑な感情を呼び起こします。アルメニア人の心の聖山

ですが、現在はトルコ領土に属しており、直接訪れることはできません。1915年のジェノサイド（

大虐殺）とその後の歴史により、アララト山は喪失と郷愁の象徴となりました。同時に、アルメニ

ア人の不屈の意志と生存を象徴するものでもあります。ホリ・ビラップからアララト山を眺めるこ

とは、個人的な感動を超えた民族的な経験です。

エレバンからホリ・ビラップまでは約45キロメートルで、車で約40分です。南へ向かいM2高速道

路を走行し、アルタシャトで標識に従って修道院へ向かいます。道は舗装されており、見つけやす

いです。タクシーを利用することもでき、多くの旅行会社がホリ・ビラップを含む日帰りツアーを

提供しています。公共交通機関を利用する場合は、アルタシャトまでミニバスで移動し、そこから

タクシーまたは徒歩で修道院へ行くことができます。

ホリ・ビラップは他の名所とともに訪れるのに適しています。近くにはホリ・ビラップワイナリー

があり、アルメニアワインの試飲を楽しむことができます。ノラヴァンク修道院やゲハルド修道院

と組み合わせて、一日のコースとして巡ることも可能です。アララト山の眺めは朝または夕方が最

も美しいため、可能であればその時間帯に合わせて訪れることをお勧めします。夕暮れ時にアララ

ト山が黄金色に染まる光景は、生涯忘れられない思い出となります。

訪問する際は、敬虔な心構えが重要です。ホーリ・ビラップは観光地であると同時に、現在も活動

中の修道院であり、アルメニア人の聖地です。適切な服装で訪れ、静かに行動し、礼拝中には妨げ

ないよう注意が必要です。地下の牢獄へ降りる際は慎重になる必要があります。階段は急で滑りや

すい場合があるため、手すりをしっかり握り、ゆっくりと移動してください。閉所恐怖症のある方

は、降りる前によく検討してください。

ホーリ・ビラップを後にする際、多くの人々が心に深い印象を抱きます。聖グレゴリオスの忍耐と

信仰、一つの民族の劇的な改宗、失われた聖山の美しさと悲しみ、すべてがこの小さな修道院に込

められています。ホーリ・ビラップはアルメニアを理解する鍵であり、ここを訪れずにアルメニア

を正しく理解したとは言えません。

(5) ハグパト・サナヒン ― 中世の学問の双子の灯台

アルメニア北部のロリ地方、デベド渓谷（Debed Gorge、������ ����）には、二つの偉

大な修道院があります。ハグパト（Haghpat、������）とサナヒン（Sanahin、

�������）は互いに数キロしか離れていませんが、それぞれが独自の歴史と特徴を持ってい

ます。10世紀に建立されたこの二つの修道院は、中世アルメニアにおける最も重要な学問の中心地

であり、1996年にユネスコの世界文化遺産として共同で登録されました。これらはアルメニア建築

の傑作であり、中世の知識と芸術の宝庫でした。

（ハグパト修道院）
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ハグパト修道院は、976年にバグラトゥニ朝のアショト3世（アショト3世、���� �）王の妃、

ホスロヴァヌシ女王（ホスロヴァヌシ女王、������������ �������）によって

建立されました。ハグパトとはアルメニア語で「巨大な壁（���� ���）」を意味し、修道院

の雄大な構造を巧みに表しています。伝説によれば、ハグパトとサナヒンの建設を巡り、父と子の

建築家が競い合ったといいます。父がハグパトを、子がサナヒンを建てましたが、ハグパトが完成

した際、サナヒンの人々が「こちらの方が優れている（�� ����� ��� �）」と叫んだた

め、「サナヒン」という名が付けられたそうです。

ハグパトは深い森の中に位置し、神秘的な雰囲気を醸し出しています。修道院への道は細く曲がり

くねっており、周囲は古木（��� ���）と苔（������）に覆われています。村を抜けて

丘を登ると修道院が現れ、古びた石壁と苔むした屋根はまるで自然の一部のように感じられます。

入口をくぐると広々とした中庭があり、複数の建物が有機的に接続されています。

ハグパトの中心は聖ニサン大聖堂（����� ����� �����）です。991年から1001年

の間に建設されたこの聖堂は、十字型の平面と高いドームを特徴としています。内部は簡素ながら

荘厳で、太い石の柱が天井を支えています。壁にはフレスコ画の痕跡が残っていますが、ほとんど

は時の流れとともに消え去りました。聖堂の音響は優れており、小さな囁きさえもドームの下で増

幅されます。中世の修道僧たちの聖歌がこの地で響き渡った際の荘厳さを想像することができます。

聖堂の隣には、13世紀に建設された鐘楼（ベルタワー）があります。この鐘楼はアルメニアで最も

美しい鐘楼の一つであり、4層構造で精巧なアーチと彫刻で飾られています。鐘は今も鳴り響き、そ

の音は峡谷に反響して遠くまで届きます。鐘楼に登れば、周囲の山々と峡谷の絶景を楽しむことが

できます。遠くにはサナヒン修道院も見え、二つの修道院が互いを見守っているかのようです。

ハグパトで最も独特な建築物は書庫です。13世紀に建設されたこの建物は写本や書籍を保管する場

所であり、アルメニアで最も古い図書館の建物です。厚い石壁と小さな窓は、書籍を湿気や日光か

ら守りました。内部には書籍を収めていた棚の跡が残っています。ここでは数百冊の貴重な写本が

作られ、保管されました。

ハグパトの写本室は中世アルメニアの学問の中心地であり、多くの学者がここで学び、著述を行い

ました。

修道院の境内には複数のハチカル（十字架石）が立っています。その中で最も有名なのは「救いの

十字架石」で、1273年に彫刻家バフラム（ヴァフラム）によって作られた傑作です。ハチカルは複

雑で繊細な文様で飾られており、中央の十字架を取り巻く植物模様と幾何学模様が調和しています。

これはアルメニアの石工芸術の頂点と評価され、多くの芸術家や学者の研究対象となっています。

ハグパト修道院には食堂の建物もよく保存されています。この建物は1257年に建設され、高い天井

と広いホールが印象的です。中世の修道僧たちはここで沈黙を守りながら食事をし、一人が聖書の

節や聖人伝を朗読しました。食堂の一角には小さな説教壇があり、朗読者がそこに座りました。建

物の音響設計のおかげで、朗読者の声が空間全体に均等に響き渡りました。

ハグパトから数キロ離れた場所にサナヒン修道院があります。サナヒンはハグパトとほぼ同じ時期

に建設されましたが、より学問的な性格を強めていました。
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サナヒン・アカデミー（Sanahin Academy、�������� ��������）は、中世におい

て数学、天文学、哲学、神学を教える最高水準の教育機関でした。そして、グリゴール・マギスト

ロス（Grigor Magistros、������ ���������）やホヴハネス・サルカバグ（

Hovhannes Sarkavag、��������� ��������）といった偉大な学者たちがここで

教鞭をとりました。

サナヒンはハグパトよりもより開放的な場所に位置しています。村に近くアクセスが容易で、周囲

の景観もより見渡せます。修道院の入口には古びた橋があり、この石造りの橋は12世紀に建設され、

現在も使用されています。橋の片側には猫の彫像があり、旅人たちの注目を集めています。伝説に

よれば、この猫は橋を建設した女性建築家を表しているそうです。

（サナヒン修道院）

サナヒンの主要な教会は聖母マリア大聖堂（Cathedral of the Mother of God、�����

���������� �����）です。934年から966年の間に建設されたこの聖堂は、ハグパ

トの聖堂よりもやや古く、類似した建築様式を示しています。内部はより暗いですが、それがむし

ろ瞑想的な雰囲気を醸し出しています。祭壇の近くには古いイコンが保管されており、一部は数百

年の歴史を有しています。

聖堂の隣には、救世主教会（Church of the Savior、���������� �������）があ

ります。この小さな教会は957年に建設され、両教会を結ぶガビット（Gavit、�����）という

建物が特徴的です。ガビットは教会の入口ホールであり、礼拝前の信者が集まったり、重要な行事

が行われたりした空間です。サナヒンのガビットは大きく美しく、天井は複雑な石のアーチによっ

て支えられています。光の入り方が計算されており、一日の時間帯によって室内の雰囲気が劇的に

変化します。

サナヒンの図書館棟は1063年に建設され、ハグパットの書庫よりも大きく精巧です。この建物は単

なる書庫ではなく、学習の場でもありました。学生たちはここで写本を読み、議論し、研究を行い

ました。壁には学問の重要性を強調する碑文が刻まれています。「知恵は闇の中の光であり、無知

の鎖を断つ鍵である」という言葉は、中世の学者たちの精神をよく表しています。

サナヒンにも数多くのハチカル（hatchkar）があります。その中には非常に独特なデザインを持つ

ものがあり、学者たちの注目を集めています。あるハチカルには天文学の記号が刻まれており、こ

こで天文学が研究されていたことを証明しています。また別のハチカルには数式のように見える記

号があり、サナヒン・アカデミーの学問的レベルを窺わせます。

両方の修道院には鐘楼がありますが、その様式は少し異なります。ハグパットの鐘楼はより頑丈で

軍事的な印象を与えるのに対し、サナヒンの鐘楼はより優雅で装飾的です。これは両修道院の性格

の違いを反映しています。ハグパットはより閉鎖的で要塞のような存在でしたが、サナヒンはより

開放的で学問的な性格を持っていました。

両修道院の関係は競争的でありながら協力的でもありました。学問上の優位性を巡って競い合うこ

ともありましたが、危機の際には互いに支え合いました。モンゴル侵攻の時期、一方の修道院が攻

撃を受けると、もう一方が避難所を提供しました。写本も互いに交換し、知識を共有しました。こ

うした協力のおかげで、多くの貴重な文献が保存されることができました。



50

ハグパトとサナヒンは単なる宗教施設ではありませんでした。ここは中世アルメニアの知的中心地

でした。哲学者、神学者、数学者、天文学者、医師、音楽家たちが集まり、知識を交換しました。

一部の学者はギリシア語、シリア語、アラビア語の文献をアルメニア語に翻訳し、それによって古

代の知識が保存され、広められました。ヨーロッパのルネサンスの数百年も前に、ここでは古典学

問の復興が起きていました。

二つの修道院の写本は芸術作品でもありました。写本師たちは単にテキストを複製するだけでなく、

各ページを美しく装飾しました。余白には動物、植物、幾何学模様が描かれ、重要な章の最初の文

字は金箔で飾られました。一部の写本には当時の生活様式を示す挿絵があり、歴史研究にとって貴

重な資料となっています。

音楽も二つの修道院において重要な地位を占めていました。シャラカンを作曲し、教授する音楽学

校がありました。一部の作曲家たちは新しい旋律を創作し、それがアルメニアの典礼音楽の発展に

寄与しました。音楽は暗記法としても用いられました。長いテキストを暗記する際、旋律に合わせ

て歌えばより容易に記憶できたからです。

ハグパトとサナヒンの建築は、地震に対する深い理解を示しています。この地域は地震帯に位置し、

歴史上何度も大規模な地震に見舞われました。二つの修道院は千年以上も屹立し続けています。そ

の秘密は柔軟な構造にあります。石々は精巧に組み合わされていますが、わずかな動きを許容して

います。地震が発生すると建物全体がわずかに揺れますが、崩壊することはありません。これは現

代の耐震設計の原理と同一です。

周囲の自然もまた美しいです。デベド川が深い峡谷を刻みながら流れ、両岸には緑豊かな山々がそ

びえています。春には谷が緑に染まり、夏には涼しい川風が吹き抜けます。秋には紅葉が彩りを添

え、峡谷は黄金色と赤色に染まり、冬には雪が積もって修道院はより一層静謐で神秘的になります。

両方の修道院を訪問するには一日が必要です。エレバンを出発して北へ約160キロメートル進み、

車で約2時間半かかります。道は山を越えるため曲がりくねっており、美しい景観が続き退屈しませ

ん。アラベルディ村を通りますが、この村はかつて銅鉱山で有名でした。現在は静かな場所ですが、

ソ連時代の産業遺産が至る所に残っています。

ハグパトとサナヒンの間には約10キロメートルの距離があり、車で15分ほどで移動できます。歩行

を好む方は、両修道院の間をハイキングすることも可能です。山道を約2時間歩くと到着し、途中で

はデベド渓谷の美しい眺めを楽しむことができます。道はよく標識されていますが、ガイドや地図

を持参することをお勧めします。

両修道院の間を徒歩でトレッキングする方法は、「世界遺産トレイル」と呼ばれるハイキングコー

スを利用することです。

ハイキングコースはサナヒン修道院から始まりハグパト修道院まで続き、総距離は約11.8キロメー

トルです。所要時間は約3.5～4時間程度で、中程度の難易度です。標高は海抜830～1,040メート

ルの間で、トレイルの100%が良好な状態で見られます。コース途中には、1233年に建てられたカ

ヤン砦へ至る短い分岐道もあります。トレイルはデベド川渓谷に沿って続き、高い崖、森林、草原、

田舎の村を通過します。道にはアルメニアハイカー協会が設置した白-赤-白の標識があり、道に迷

うことはありません。
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両方の修道院の近くには小さなカフェやレストランがあり、昼食を楽しむことができます。現地の

料理であるハシュ（���、牛のスープ）やジンギャロフ・ハツ（��������� ���、ハー

ブのパン）を味わうことができます。地元の人々は非常に親切で、修道院についての話を語ること

を好みます。一部の家庭ではホームステイを提供しているため、一晩泊まって静かな田舎の生活を

経験することもできます。

ハグパトは、ソ連時代にノーベル文学賞を受賞したウィリアム・サロヤン（�������

�������）の祖先が暮らした村でもあります。彼はアルメニア系アメリカ人の作家であり、

故郷を偲びながら多くの作品を書きました。遺言により、彼の遺骨の半分はアルメニアに、もう半

分はアメリカに埋葬されました。ハグパトの村には、彼を記念する小さな博物館があります。

両方の修道院を訪れる際は、十分な時間をかけてゆっくりと巡ることをお勧めします。各修道院に

少なくとも2時間を割けば、建築物を詳しく見学し、周辺を散策して雰囲気を味わうことができます。

静かな朝や夕暮れ時に訪れると観光客が少なく、より平和な体験ができます。日曜日の朝に訪れれ

ば、礼拝に参加することも可能です。

ハグパトとサナヒンは、困難な時代にも学問と芸術を守り抜いた証です。叫びと迫害の中でも、こ

の地の修道僧たちは書物を写し、学生を教え、知識を保存しました。彼らの献身のおかげでアルメ

ニアの文化は生き延び、今日まで受け継がれています。

暖房も不十分な寒い冬、蝋燭の下で書物を写していた修道僧たちの姿を想像すると、自然と頭が下

がります。彼らが保存した知識は単なる過去の遺物ではなく、今日私たちが享受する文明の基盤で

す。ハグパトとサナヒンは、知識がいかに貴重であり、それを守るためにどれほどの犠牲が必要か

を思い起こさせる場所です。

(6) ノラバンク ― 赤い渓谷に刻まれた芸術の魂

ノラバンク（ノラバンク修道院）は、アルメニア南部のヴァヨツ・ゾル州アマグ渓谷の奥地に位置

しています。ノラバンクとはアルメニア語で「新しい修道院」を意味し、この修道院はすでに千年

近い歴史を有しています。周囲を囲む赤い岩壁と調和した修道院の姿は、アルメニアで最も美しい

景観の一つとして知られています。

ノラバンクの歴史は9世紀にさかのぼりますが、現在の建物の多くは13世紀から14世紀にかけて建

設されました。この時期、ノラバンクはオルベリアン家によって支えられました。オルベリアン家

はシユニク地方の有力貴族であり、修道院を自らの霊廟かつ文化の中心地として整備しました。家

系の司教たちがここに埋葬され、多くの財産が修道院に寄贈されました。

エレバンからノラバンクまでは南東へ約120キロメートルの距離です。車では約2時間かかり、最後

の区間はアマグ渓谷に沿って進みます。渓谷に入ると両側に赤い崖がそびえ立ち、道は次第に狭く

なります。この渓谷は数百万年にわたり水によって削り出されたもので、岩層の赤色は鉄分が酸化

して生じたものです。日光の加減で色合いが変化し、朝は明るいオレンジ色、正午には鮮やかな赤、

夕方には深い紫色を呈します。

渓谷の奥にたどり着くと、突然視界が開け、ノラバンクが姿を現します。赤い崖を背景に立つ黄土

色の修道院は、まるで自然の一部のようです。駐車場から修道院までは短い散策路が続き、周囲に
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は野花やハーブが生い茂っています。春には野生のバラとケシが咲き誇り道を彩り、夏にはタイム

とオレガノの香りが空気を満たします。

修道院の境内には三つの主要な建物があります。最も古いのは、9世紀から10世紀にかけて建設さ

れた聖カラペト教会（聖堂）です。この小さな教会は質素なデザインで、初期アルメニア建築の特

徴をよく示しています。内部は暗く狭いですが、それがむしろ敬虔な雰囲気を醸し出しています。

壁には古いフレスコ画の痕跡が薄く残っています。

二つ目の建物は、1275年に建設された聖グリゴリ教会です。この教会はオルベリアン家の霊廟とし

て使用され、内部には家構成員の墓があります。教会入口上のティンパヌムには精巧な彫刻があり、

キリスト、ペトロ、パウロが描かれています。周囲には獅子、鷲、雄牛などの動物が刻まれており、

福音書記者を象徴しています。

ノラバンクの真の宝石は、聖母マリア教会です。1339年に完成したこの二階建ての建物は、建築家

モムィクによる傑作です。モムィクは当時最高峰の建築家かつ彫刻家であり、ノラバンクを彼の生

涯の最高作としました。この教会はアルメニア建築史において独自の地位を占めています。二階建

ての教会は珍しく、外階段で上がるデザインは非常に革新的でした。

一階はオルベリアン家の霊廟として使用されました。暗い内部には墓石が置かれ、壁には家の紋章

が刻まれています。天井は低く、雰囲気は厳粛です。ここは死と永遠を黙想する空間でした。

2階へ続く階段は、教会の最も印象的な特徴です。狭い石段が建物の外壁に沿って垂直に伸びていま

す。階段の両側はすべて空いており、足元がすっぽりと見えます。中世には手すりさえなかったた

め、登ること自体が信仰の試練だったでしょう。現在は安全のために簡易的な手すりが設置されて

いますが、依然として登るには勇気が必要です。多くの訪問者は階段の下から眺めるだけで、登る

ことができません。

勇気を出して階段を登ると、2階の礼拝堂にたどり着きます。この小さな空間は光に満ちています。

四方に窓があり、太陽の光が溢れ込み、それは天国を象徴しています。1階の暗さと2階の光は、死

から復活へ、地上から天への旅路を表しています。この礼拝堂から眺める渓谷の眺めは、息を呑む

ほど美しいです。

教会の外壁の彫刻は芸術の極致です。モムクは石をまるで木のように繊細に扱いました。入口上の

ティンパヌムには、神が赤ん坊のイエスを抱く姿が彫られており、周囲には天使たちが取り囲んで

います。天使の翼、衣のしわ、顔の表情まで、すべてが生き生きと表現されています。これは13世

紀アルメニアの彫刻芸術の頂点です。

建物の柱にも複雑な文様が刻まれています。ぶどうのつる、ザクロ、花のような植物文様と幾何学

模様が調和しています。各柱が少しずつ異なるデザインを持っており、一つひとつ見比べる楽しみ

があります。モムクはこの彫刻たちに自らの署名を残しており、「モムク、私は罪人ですが、神の

恵みによってこの作品を完成させました」という謙虚な文句を刻みました。

修道院の敷地内には数多くのハチカルがあります。その多くはモムクの作品です。彼はハチカル制

作の巨匠でもあり、ノラヴァンクには少なくとも5点の傑作ハチカルを残しました。最も有名なのは

1308年に制作されたもので、中央の十字架を取り巻く文様はまるでレースのように繊細です。十字
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架の下には、イエスの十字架刑の場面が小さな浮き彫りで表現されています。

ノラヴァンクの周囲の自然は、修道院の美しさを一層引き立てます。赤い崖は時とともに色を変え、

夕暮れ時が最も劇的です。日が沈むと崖は燃えるような赤色に染まり、修道院はその赤い背景の前

で黄金色に輝きます。多くの写真家がこの瞬間を捉えるためにノラヴァンクを訪れます。

峡谷には多様な鳥が生息しています。ワシが高い空を旋回し、ツバメが崖の隙間に巣を作ります。

春には渡り鳥が戻り歌い、夏の夜にはフクロウの鳴き声が聞こえます。動物では、ヤギ、キツネ、

ウサギなどを見ることができ、運が良ければ絶滅危惧種のコーカサス・レオパード（

��������� ���������）の痕跡を発見することもあります。

ノラヴァンクの近くには小さなカフェがあり、休憩することができます。現地で生産されたワイン

やチーズを楽しむことができ、バヨツ・ゾル地方はアルメニア有数のワイン産地の一つです。アレー

ニ（�����）ブドウで作られた赤ワインは世界的に認められています。近いアレーニ村にはワ

イナリーがあり、ワイン試飲ツアーを楽しむことができます。

ノラヴァンクを訪れるのに最も適した時間は夕暮れ時です。観光客が減り、陽光が柔らかくなり、

峡谷の色が最も美しくなります。修道院で夕日を見るのは忘れられない経験です。夕日後は暗くな

るため、ヘッドランプや懐中電灯を持参することをお勧めします。峡谷の道には街灯がないため、

夜は非常に暗いです。

夏にはノラヴァンクで音楽祭が開催されます。室内楽や合唱が修道院の庭で演奏され、赤い崖に囲

まれた自然の円形劇場で聴く音楽は特別です。音響が優れており、楽器の音が峡谷に響き渡り、星

が輝く夜空の下でのコンサートは魔法のようです。

ノラバンクは規模が小さく、1時間から2時間あれば十分に巡ることができます。急がず、ゆっくり

と時間を過ごすのがおすすめです。修道院周辺を散策し、岩に座って峡谷を眺め、静寂の中で自分

自身と向き合う時間を持ちましょう。ここは観光地でもありますが、依然として精神的な聖地です。

ノラバンクの近くにあるアレーニの洞窟（アレーニの洞窟、������ ��������）は、

世界最古のワイン製造施設が発見された場所です。タテヴ修道院も同じ方向にあり、一日のコース

として一緒に訪れることができます。

多くの人々がモムクの天才性に感銘を受けます。建築家、彫刻家、画家、写経師として多才であり、

ノラバンクは彼のすべての才能が集約された作品です。赤い峡谷の中の修道院は、人間の創造性と

信仰が交わって生み出した奇跡です。自然の荘厳さと人間芸術の繊細さが調和する場所、それがノ

ラバンクです。

（7）セバナバンク ― セヴァン湖を守る千年の真珠

セバナバンク（セバナバンク、���������）は、アルメニアで最も大きな湖であるセヴァ

ン湖（セヴァン湖、����� ���）のほとりに位置する修道院です。かつては島だった半島の

上に建てられたこの修道院は、青い湖と空を背景に佇み、アルメニアで最も絵になる場所の一つで

す。セヴァン湖は標高1,900メートルの高地に位置する高山湖で、「コーカサスの真珠」と呼ばれ

ています。
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セバノバンクの歴史は874年にさかのぼります。シユニク公国のマリヤム姫（Princess Mariam、

������ ���������）がここに修道院を建立しました。当時は本土から隔たった孤島

であり、船でのみアクセスできる場所でした。この孤立した立地は、厳格な修道生活を送りたい修

道僧たちにとって理想的な場所でした。また、罪を犯した聖職者が懺悔し、時を過ごす場所でもあ

りました。

中世においてセバノバンクは重要な霊的中心地でした。最大300名の修道僧が居住し、学校と写経

室を運営していました。修道院は広大な土地と漁業権を所有し、経済的に自立していました。セヴァ

ン湖はサクラマスが豊富で、修道僧たちは魚を獲って食糧とし、一部を販売しました。セヴァン・

トラウト（Sevan trout、����� �����）は今もアルメニアの名物として有名です。

20世紀に入り、セバノバンクを取り巻く環境は劇的に変化しました。1930年代、ソビエト政府は

水力発電と灌漑のためにセヴァン湖の水位を低下させることを決定しました。湖から水を汲み出す

と水位は急激に低下し、島であった場所が半島となりました。湖の面積は元の3分の2に減少し、生

態系は深刻な被害を受けました。1960年代から環境保護運動が始まり、現在は湖の水位を回復させ

る取り組みが進められています。

エレバンからセバノバンクまでは北東へ約70キロメートルの距離です。車では約1時間かかり、道

路はよく舗装されています。セヴァン湖への道は美しいです。街を離れると山道を登り、標高が高

くなるほど気温は低下します。夏でもセヴァン湖はエレバンより約10度近く涼しく、アルメニア人

の避暑地として人気があります。

湖が見え始めると、その規模に驚かされます。セヴァン湖は面積1,240平方キロメートルで、韓国

のソヤン湖よりもはるかに大きいです。晴れた日には湖が深い青緑色を帯び、周囲の山々が湖に映

り込み、絵画のような風景を作り出します。湖の名前であるセヴァンはアルメニア語で「黒い修道

院」を意味しますが、遠くから見ると修道院が暗く見えるため、そう呼ばれるようになったそうで

す。

セヴァン村に到着すると、修道院へと続く階段が見えてきます。階段は合計約250段ほどで、やや

急ですが、決して難しくはありません。階段を登りながら振り返れば、湖の眺めは次第に壮観さを

増していきます。途中、休憩しながら写真を撮る人々の姿も多く見られます。標高が高いため息が

少し切れるかもしれませんが、ゆっくりと登ることをお勧めします。

階段を登り切ると、修道院の境内に到着します。広大な平地には二つの教会が建ち並び、周囲は古

びたハチュカルに囲まれています。元々は三つの教会がありましたが、一つは1930年代に破壊され

ました。現在残っている二つの教会は、聖十二使徒教会（聖アラクエロツ）と聖母マリア教会（聖

アストバチャチン）です。

聖十二使徒教会は二つの教会のうちより大きなもので、9世紀に建設されました。典型的なアルメニ

アの十字型教会で、黒い火山岩を用いて造られています。内部は簡素で暗いですが、静謐な雰囲気

は瞑想に適しています。壁は厚く、窓は小さく、外部の騒音や光が遮断されています。これは修道

僧たちが祈りに専念できるよう設計されたものです。

聖母マリア教会は少し小さく、同じ時期に建設されました。二つの教会は類似した建築様式を持っ

ていますが、細部の装飾には違いが見られます。この教会は聖母マリアに捧げられており、内部に
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は聖母のイコンが祀られています。多くの女性巡礼者が、ここでお子様の健康と幸福を祈願してい

ます。

修道院の境内で最も印象的なのは、湖の眺めです。360度のパノラマビューでセヴァン湖全体を一

望できます。北側には湖が果てしなく広がり、南側にはセヴァン村と遠くエレヴァン方面が見えま

す。東と西には雪山が湖を取り囲んでいます。風が吹くと湖に波が立ち、まるで海のように見えま

す。

修道院の周囲には数十基のハチカルが立っています。これらは異なる時代に作られたもので、それ

ぞれ異なる様式と文様を備えています。一部には単純な十字架のみが刻まれており、他のものには

複雑な幾何学模様が施されています。各ハチカルの背後には物語があります。あるものは戦いで亡

くなった戦士を悼み、あるものは修道院に寄付した後援者を記念しています。

セヴァナヴァンクは歴史的な場所であるだけでなく、自然の美しさを楽しむ場所でもあります。多

くの人が修道院を見学した後、周辺を散策します。半島の端まで歩けば湖がより近くに見え、水の

音を聞くことができます。春には野花が満開になり、夏には青々とした草原が広がります。秋には

周囲の山々が黄金色に染まり、冬には湖が凍りつき、銀の世界となります。

セヴァン湖は夏の避暑地として有名です。湖畔には多くのビーチやリゾートがあり、水泳や日光浴

を楽しむことができます。水は冷たく澄んでいますが、非常に清らかです。高山湖のため、夏でも

水温は18度程度しかなく、最初は冷たく感じますがすぐに慣れます。多くのアルメニア人は週末に

なると家族と共にセヴァンを訪れ、一日を過ごします。

湖畔には多くの食堂があり、新鮮なセヴァンサケを楽しむことができます。焼きサケ、サケのケバ

ブ、サケのスープなど、様々な料理が提供されています。アルメニアの自慢であるセヴァン固有種

のサケ「イシュハン（ishkhan）」は、残念ながら乱獲と環境破壊により野生種はほぼ絶滅し、現在

は養殖されたサケが主に食べられています。

セヴァン湖周辺には、他の見どころも数多くあります。北岸にはノラトゥス（ノラトゥス）墓地が

あり、そこには数百ものハチカールが立ち並んでいます。これは世界最大級のハチカール集積地で

す。一部は千年を超えており、それぞれが独自のデザインを誇っています。ノラトゥスを訪れるこ

とは、まるで屋外博物館を散策しているかのようです。

東岸にはハイラヴァンク（ハイラヴァンク）という小さな修道院があります。9世紀に建設されたこ

の修道院はセヴァナヴァンクほど有名ではありませんが、より静かで平和な雰囲気です。湖のすぐ

そばに位置しており、水の音を聞きながら瞑想することもできます。夕暮れ時にここから眺める湖

の景色は格別です。

セヴァン湖は生物多様性の宝庫でもあります。多様な鳥類が生息しており、ペリカンやカモメが多

く見られます。春と秋には渡り鳥が立ち寄り、バードウォッチャーにとって人気の場所です。湖に

はサクラマス以外にも多様な魚が生息しており、釣り許可区域ではスポーツフィッシングを楽しむ

ことができます。

セヴァン地域はウィンタースポーツでも有名です。近くにはチャフカドゾール（チャフカドゾール）

スキーリゾートがあり、冬にはスキーやスノーボードを楽しむことができます。ケーブルカーで山
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頂に昇れば、セヴァン湖と周囲の山々の雪景色を一覧できます。

セヴァナヴァンクを訪れるのに最も適した時期は5月から10月です。夏は天候が良く湖が最も美し

いですが、観光客も多くなります。春と秋は比較的静かで、9月は天候も良く人も少ないため理想的

です。冬は非常に寒く風が強く、凍りついた湖の風景は独特の美しさを持っています。

セバノバンクを訪れる際は、暖かい服装を準備してください。標高が高くエレバンよりずっと寒く、

湖畔では強い風が吹きます。夏でも夜は冷え込むため、羽織り物を持参することをお勧めします。

セバノバンクはエレバンから日帰りでも訪れやすい場所です。一泊するのも良いでしょう。湖畔の

日出と日没の両方を楽しめ、夜には星が降り注ぐような星空を堪能できます。セバノバンク村周辺

には多様な宿泊施設があり、選択肢が豊富です。

セバノバンクを後にする際、湖と修道院の静けさを心に刻みます。青い湖、静寂の修道院、澄んだ

空気、そして周囲の山々の荘厳さが調和し、完璧な一体感を醸し出しています。セバノバンクは自

然と霊性が交わる場所であり、アルメニアの美しさを象徴する存在です。

(8) 修道院ネットワーク、信仰と文化をつなぐ絆

アルメニアの修道院は単なる個別の宗教施設ではなく、広大なネットワークを形成していました。

このネットワークは精神的、文化的、経済的に結びつき、アルメニア社会の中核として機能しまし

た。修道院間には絶え間ない交流があり、それを通じて知識と伝統が保存され、伝播されました。

修道院ネットワークの中心には、エチミアジン大聖堂（エチミアジン）がありました。エチミアジ

ンはアルメニア使徒教会の総本山であり、カトリコスが居住する場所です。すべての修道院はエチ

ミアジンの霊的権威を認め、重要な決定はカトリコスの承認を得ていました。毎年主要な祭日には、

各修道院の代表者がエチミアジンに集まり会議を開き、教会の方向性を議論しました。

修道院の間には階層がありました。一部の大型修道院は複数の小型修道院を管理していました。タ

テヴ修道院はシユニク地方の小型修道院を監督し、ハグパトは北部地域の修道院の中心地でした。

こうした階層は行政的な効率性を高め、資源を効果的に配分するのに役立ちました。

修道僧たちは修道院の間を自由に移動しました。若い修道僧は複数の修道院で学び、さまざまな師

匠に出会いました。ある者は特定の修道院で神学を、別の修道院で哲学を、さらに別の場所で音楽

を学びました。こうした移動性のおかげで知識と技術が広まり、各修道院の長所が共有されました。

写本交換は修道院ネットワークの重要な機能でした。ある修道院で貴重な書物を入手すると、別の

修道院から写本師を派遣して写しを作りました。時には書物そのものを貸し出すこともありました。

これにより知識が保存され、拡散されました。モンゴル侵攻のような危機の際には、貴重な写本を

安全な修道院に移して保護しました。

経済面でも修道院たちは協力しました。豊作の年の修道院は凶作の修道院に食料を送りました。火

災や地震で被害を受けた修道院は、他の修道院の支援を受けて再建しました。裕福な修道院は貧し

い修道院の学生に奨学金を提供しました。こうした相互支援システムのおかげで、すべての修道院

が生存し、機能することができました。
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巡礼は修道院ネットワークを強化する重要な要素でした。信者たちは複数の修道院を巡礼し、精神

的成長を追求しました。ある者は生涯に一度、主要な修道院をすべて訪れる大巡礼を行いました。

巡礼者は各修道院の物語を他の場所に伝え、修道院同士の絆を強めました。巡礼は経済的にも重要

でした。巡礼者の献金や寄付金が修道院運営の重要な財源となったからです。

修道院ネットワークは、外勢の支配下において極めて重要でした。アルメニアが数百年にわたり独

立国家ではなかった間、修道院はアルメニアのアイデンティティを守る最後の砦でした。政治的中

心がない時期、エチミアツィンのカトリコスは事実上アルメニアの指導者として機能しました。外

国の支配者たちもこれを認め、アルメニア共同体との対話のためにカトリコスと交渉を行いました。

教育ネットワークとしての役割も重要でした。各修道院は特定の分野に専門性を持っていました。

タテヴは神学と哲学で、ハグパトとサナヒンは自然科学で、グラジャール（Gladzor、������）

は法学で有名でした。学生たちは自身の関心に応じて適切な修道院を選択し、卒業後は全国各地で

教師として活躍しました。こうした教育ネットワークのおかげで、アルメニアは中世において高い

識字率を維持することができました。

芸術と建築技術も修道院ネットワークを通じて広められました。優れた建築家や彫刻家は複数の修

道院の建設に参加しました。モムイクのような巨匠はノラバンクだけでなく、他の修道院の作品も

残しました。若い芸術家たちは巨匠の作業を手伝いながら技術を学び、後に独立して自身の作品を

制作しました。こうした継承システムのおかげで、アルメニアの建築と彫刻の独自な様式が維持さ

れ、発展しました。

音楽の伝統も修道院ネットワークを通じて保存されました。各修道院は固有のシャラカンレパート

リーを持っていましたが、重要な楽曲は迅速に他の修道院へ伝えられました。音楽家たちは修道院

を巡りながら新しい旋律を教えました。年次音楽競技会が開かれ、各修道院の聖歌隊が実力を競い

合うこともありました。こうした交流のおかげで、アルメニアの典礼音楽の統一性と多様性が同時

に保たれました。

医学の知識も共有されました。各修道院には薬草園があり、修道僧たちは薬草の治療効果を研究し

ていました。新しい治療法が発見されると、他の修道院と共有しました。一部の修道院には医学専

門書が所蔵されており、それを写写して他の修道院に配布しました。中世アルメニアの医学水準が

非常に高かったのは、こうした知識の共有のおかげでした。

修道院ネットワークは、災害時の救済システムとしても機能しました。戦争、飢饉、伝染病などの

災害が発生すると、影響を受けていない修道院が直ちに救済活動を開始しました。食料、医薬品、

宿泊施設を提供し、孤児を引き取って育てました。難民たちは修道院で仮の住処を見つけ、生計を

立て直すまでの間支援を受けました。こうした社会セーフティネットのおかげで、アルメニア社会

は繰り返される危機に耐えることができました。

外交面でも修道院ネットワークは重要でした。外国の教会や政治指導者との対話は、主に修道院を

通じて行われました。使節団は修道院を訪れて歓待を受け、会議を開催しました。重要な文書は修

道院で作成され、翻訳されました。十字軍時代には、西欧キリスト教世界との関係も修道院を通じ

て維持されました。
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修道院ネットワークはまた、情報伝達システムでもありました。ある地域で重要な出来事が起こる

と、その情報は修道僧たちを通じて全国に迅速に広がりました。王の即位、戦争の勃発、重要な人

物の死去などのニュースは、修道院ネットワークを通じて伝えられました。これは郵便システムが

発達していなかった時代において、非常に効率的なコミュニケーション手段でした。

精神的にも修道院ネットワークは、アルメニア人にとってアイデンティティの基盤でした。外国の

支配下にあっても、修道院はアルメニアの文化と言語を保存しました。アルメニア語が公式に使用

されない時期でも、修道院では引き続きアルメニア語で礼拝を行い、教えを授けました。これによ

り、アルメニアは数世紀にわたる外国の支配にもかかわらず、固有のアイデンティティを失いませ

んでした。

現代においても、修道院ネットワークの遺産は息づいています。独立したアルメニアにおいて、修

道院は再び活気を取り戻しています。若者たちが修道生活を選び、修道院学校も再開されています。

エチミアツィンは今なおアルメニア使徒教会の中心であり、世界中のアルメニア人ディアスポラの

精神的な中心地です。

修道院ネットワークは単なる過去の遺物ではありません。それは共同体、知識の共有、相互支援の

価値を示す生きた伝統です。今日の世界が直面する多くの問題、すなわち分断、孤立、知識の独占

に対する答えが、アルメニアの修道院ネットワークの歴史に見出せるかもしれません。中世のアル

メニアの修道院は、協力と共有を通じて個々の共同体が繁栄し、社会全体が強くなるモデルをすで

に実践していました。

3. ハチカール（十字石）：石に刻まれた祈り、永遠への芸術

ハチカールはアルメニア文化の中で最も独自で美しい表現の一つです。ハチカールとはアルメニア

語で「十字の石」を意味し、石に十字と複雑な文様を刻んだ石碑です。数千のハチカールがアルメ

ニア全土に点在しており、それぞれが独自のデザインと物語を宿しています。ハチカールは単なる

記念碑ではなく、信仰、芸術、歴史が一つに融合した文化遺産です。

ハチカールの起源は9世紀にさかのぼります。初期の形態は単純でした。平らな石に簡単な十字を刻

んだのみでした。時が経つにつれ、デザインは次第に複雑で精巧なものへと発展しました。10世紀

と11世紀にはハチカールの芸術は花開き、12世紀と13世紀には頂点に達しました。この時代のハ

チカールは、信じられないほど繊細な彫刻で飾られています。

ハチカルの基本構造は比較的一定しています。長方形の石板の中央には十字架があり、その下には

太陽や生命の車輪を象徴する円形の文様が描かれています。十字架の周囲や余白は多様な文様で彩

られています。最も一般的な文様はぶどうのつる、ザクロ、花、星、幾何学模様です。各要素には

象徴的な意味が込められています。

十字架は当然ながらキリストの磔刑を表しています。アルメニアのハチカルにおける十字架は独特

の形態を有しています。四つの腕の先端が広がったり、花びらのように装飾されていたりします。

これは十字架が死の象徴ではなく、生命と復活の象徴であることを強調するものです。十字架はし

ばしば生命の木として表現され、枝には葉や花が育ちます。
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ぶどうのつるは一般的な装飾モチーフです。ぶどうは聖餐式の葡萄酒を象徴し、キリストの血を表

します。つるは教会共同体を象徴し、各房のぶどうは信者を表します。ザクロは復活と永遠の生命

を象徴します。ザクロの多数の種は、教会の多くの構成員を象徴することもあります。

星や太陽の文様は天と永遠性を象徴しています。八角の星は一般的で、これは復活を表します。キ

リストは日曜日、すなわち週の八日目、つまり八番目の日に復活されたと考えられていたからです。

円形の文様は永遠性と完全性を表します。始まりも終わりもない円は、神の無限性を象徴していま

す。

幾何学模様は宇宙の秩序と調和を表現しています。対称的で反復的な文様は、創造の数学的な完全

さを表します。学者たちは、これらの文様は古代アルメニアのキリスト教以前の象徴に由来すると

主張しています。十字架と異教的な象徴が融合し、独自のアルメニア・キリスト教芸術が誕生した

のです。

ハチカールを制作する過程には、長い年月と高度な技術が求められました。まず適切な石を選定す

る必要があり、主に火山岩や石灰岩が用いられました。これらは彫刻が容易でありながら耐久性に

優れていました。石を平らに整えた後、職人はデザインの下書きを行いました。その後、ノミとハ

ンマーを用いて慎重に文様を刻んでいきました。

ハチカールの制作には数ヶ月から数年を要しました。職人は毎日数時間作業に励み、細部まで心を

込めて取り組みました。一部のハチカールはレースのように繊細で、石ではなく布で作られたかの

ように見えます。このような技術水準に達するには、数十年の経験が必要でした。

ハチカールの職人は尊敬される職業でした。著名な職人の作品は高値で取引され、裕福な後援者が

注文を行いました。一部の職人は自らの名を作品に刻みました。例えば、ティモテ（������）

、バフラム、モムクといった名前がハチカールから発見されています。これらの作品は今日、博物

館の宝として珍重されています。

ハチカールは様々な目的で作られました。最も一般的なのは墓碑です。亡くなった人を偲び、その

魂の平和を祈願するために建てられました。裕福な家系は華やかなハチカールを注文し、家系の威

光を示しました。墓碑のハチカールにはしばしば碑文が刻まれており、故人の名前、没年月日、時

には短い略歴や祈願文が記されています。

勝利を記念するハチカールもありました。戦争での勝利の後、王や将軍はハチカールを建ててその

勝利を記録しました。一部は平和条約の記念や、重要な政治的事件を示すために建てられました。

これらのハチカールは歴史的記録としての価値を有しています。

巡礼記念のハチカールも数多くありました。聖地巡礼を終えた人々がハチカールを建て、旅路を記

念したのです。一部の巡礼者は、自分が訪れた各聖地にハチカールを遺しました。こうしたハチカー

ルはしばしば巡礼路を示す道標の役割を果たしました。

寄付記念のハチカールもありました。教会や修道院に多額の寄付を行った人々は、自らの善行を記

録するためにハチカールを建てました。これは単なる自慢ではなく、他者にも寄付を促す意味も含

まれていました。ハチカールには寄付者の名前と寄付の内容が記されています。
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治癒や奇跡を記念するハチカールもありました。病から回復した人々や奇跡を経験した人々が、感

謝のしるしとしてハチカールを建てたのです。一部のハチカールは特定の聖人に捧げられ、人々は

その聖人の取りなしを求めてハチカールを訪れました。

ハチカールは単なる石の記念碑ではなく、霊的な力を持つものと考えられていました。人々はハチ

カールの前で祈りを捧げ、蝋燭を灯し、願い事をしました。一部のハチカールには奇跡を起こす力

があると信じられていました。病人がハチカールに触れれば治癒し、不妊の女性がハチカールに祈

れば子を授かれると信じられていたのです。

ハチカールには守護の意味もありました。村の入り口や橋、井戸のそばに建てられたハチカールは、

その場所を祝福し、悪から守ると信じられていました。一部のハチカールには守護を願う祈りが刻

まれています。「神よ、この村と住民を守護したまえ」といった文句です。

アルメニア全土には数万のハチカールが存在します。最も有名なハチカールの集積地はノラトゥス

の墓地です。ここには約900基のハチカールがあり、最古のものは9世紀にまで遡ります。ノラトゥ

スを歩くことは、ハチカール芸術の進化を直接目にすることと同じです。単純な初期のデザインか

ら複雑な後期の傑作に至るまで、すべての段階を見ることができます。

ゲハルド、ハグパト、セバノバンクといった修道院も多くのハチカールを所蔵しています。各修道

院は固有のスタイルのハチカールを持っており、専門家はハチカールを見るだけで、それがどの地

域で作られたのかを特定できます。北部地域のハチカールはより幾何学的で厳格な傾向がある一方、

南部地域のハチカールはより有機的で自由な傾向があります。

2010年、ハチカールの彫刻と象徴はユネスコ無形文化遺産に登録されました。ユネスコはハチカー

ルを「アルメニアのキリスト教信仰と民族アイデンティティの独自な表現」と評価しました。この

登録は、ハチカール芸術の保存と継承への取り組みに大きな力となりました。

残念ながら、多くのハチカールが歴史の中で破壊されました。外敵の侵攻時に破壊されたり、建築

資材として再利用されたりしました。アゼルバイジャンのナヒチェヴァン地域では、数千のアルメ

ニア製ハチカールが体系的に破壊されました。2005年、アゼルバイジャン軍はジュガの古代ハチカー

ル墓地を完全に破壊しました。これは文化的ジェノサイドとして非難されましたが、一度破壊され

たハチカールが戻ってくることはありません。

幸いなことに、アルメニアではハチカール芸術は生き続けています。現代の職人たちが伝統技術を

学び、新たなハチカールを制作しています。一部の職人は伝統的なデザインに忠実に従い、他の職

人は現代的な解釈を試みています。エレバンのカスケードのような現代建築にもハチカールが装飾

要素として用いられ、伝統と現代が融合しています。

ハチカールを造る技術は、師匠から弟子へと受け継がれます。若い職人は長年にわたり熟練した職

人の下で修行し、技術を磨きます。最初は単純な文様から練習を始め、次第に複雑なデザインへと

進んでいきます。独立して自分だけのハチカールを完成させるまでには、最低でも10年を要します。

ハチカールはアルメニアのアイデンティティの象徴です。ディアスポラの共同体は、教会や記念館

にハチカールを建て、故郷とのつながりを維持しています。2015年にはアルメニア虐殺100周年を

記念して世界各地にハチカールが建立されました。犠牲者を追悼し、生存者の回復力を称える意味
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が込められています。

ハチカールは信仰の表現であり、歴史の記録であり、共同体の記憶です。それぞれのハチカールの

背後には、人の物語があります。愛する人を失った悲しみ、勝利の喜び、神への感謝、未来への希

望。石に刻まれたこれらの物語は、千年が過ぎてもなお語りかけてきます。

ハチカールを理解することは、アルメニアの魂を理解することです。石のように堅固でありながら、

花のように繊細なアルメニア人の精神、苦難の中でも美しさを創造する力、死の前でも生命を歌い

上げる信仰。これらすべてがハチカールに込められています。アルメニアを旅してハチカールに出

会ったときは、立ち止まってよくよく見つめてみてください。石に刻まれた千年の祈りが、あなた

に語りかけてくるでしょう。

4. 筆写 - 信仰と修行、知識を繋ぐ修道僧たちの労働

アルメニアの写本伝統は、世界で最も豊かで美しいものの一つです。5世紀にアルメニア文字が創出

されて以来、アルメニア人たちは情熱的に本を写し、装飾を施してきました。千年を超える歳月を

かけて作られた数万点の写本のうち、約3万点が今日まで残っており、そのほとんどがエレバンのマ

タダラン研究所に収蔵されています。これらの写本は単なる書物ではなく、信仰、芸術、歴史が一

体となった文化遺産です。

写本の制作は修道院における最も重要な活動の一つでした。各修道院には写室があり、熟練した写

本師たちが羊皮紙に一字一字、心を込めて書き記していました。福音書一冊を完成させるには通常6ヶ

月から1年を要し、大規模な書物では数年かかることもありました。写本師は夜明けから日没まで作

業に明け暮れ、これは単なる労働ではなく、祈りの行為でした。

羊皮紙の調製もまた複雑な工程でした。羊や子牛の皮を石灰水に浸して毛を落とし、乾燥させて薄

く伸ばし、表面を滑らかに整えました。最高級の写本では、一枚の羊皮紙を作るのに数ヶ月を要し

ました。大聖書一冊には数百枚の羊皮紙が必要となるため、膨大な資源が投入されました。

インクもまた自ら調製しました。黒インクは木炭粉や煤を膠と混ぜて作られました。赤インクは主

要な見出しや重要な箇所に用いられ、朱砂などの鉱物や植物から抽出した染料が使われました。金

箔は最も重要な文字や挿画を飾るために用いられました。本物の金を粉砕して膠と混ぜた金泥を慎

重に塗り、乾かせば輝く金色となりました。

写本師は葦のペンや羽根ペンを用いました。ペン先を鋭く削り、繊細な線を描けるようにしました。

作業は非常に集中力を要するものでした。一度のミスでページ全体を台無しにしてしまう可能性が

あり、羊皮紙はあまりにも貴重で捨てることができませんでした。誤りがあった場合は慎重に削り

取り、書き直す必要がありました。

写本の最も印象的な特徴は、ミニアチュール挿画です。ミニアチュール画家たちは、狭い空間に驚

くべき細密さで情景を描き出しました。聖書の物語、聖人の生涯、歴史的出来事が生き生きと描か

れています。色彩には、鉱物、植物、昆虫から抽出された天然顔料が用いられました。青はラピス

ラズリから、赤はコチニール虫から、黄色はサフランから得られました。
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アルメニアのミニアチュールは独自の様式を持っています。人物は正面を向いていることが多く、

顔の表情は静かで霊的です。遠近法は西洋絵画とは異なり、重要な人物をより大きく描く階層的比

例を用いています。背景はしばしば金色であったり抽象的であったりして、情景を時間と空間を超

えた永遠の領域に位置づけます。

衣装や建築物の細部描写は非常に精巧です。衣服のしわ、宝石の輝き、建物の装飾はすべて細密に

描かれています。こうした細部は、当時の生活様式を研究する歴史家たちにとって貴重な資料とな

ります。どのような衣装を着ていたか、どのような建築様式が用いられていたか、どのような道具

が使われていたかは、写本の挿画から知ることができます。

縁飾りもまた芸術の一部でした。ページの縁に沿って、複雑な植物文様、動物、幾何学模様が描か

れています。一部の装飾は非常に幻想的で、鳥や竜、グリフォンなどの神話的生き物が登場します。

こうした装飾は単なる飾りではなく、象徴的な意味を担っていました。例えば、ぶどうのつるは教

会を、孔雀は復活を、獅子は勇気を象徴していました。

福音書の冒頭には特別な挿画がありました。福音書記者（マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ）の肖像

画が精巧に描かれています。記者たちは通常、机に向かって書物を書いているか、瞑想している姿

で描かれています。周囲には、各記者の象徴である天使、獅子、雄牛、鷲が描かれています。

重要な箇所の最初の文字は大きく、華やかに装飾されました。これを装飾大文字と呼び、それ自体

が小さな芸術作品です。文字の中に小さな情景が描かれることもあれば、文字が植物や動物の形に

変形することもありました。例えば、アルメニア語の最初の文字「�」は鳥の形に、「�」は木の

形に描かれることがありました。こうした装飾大文字はページに視覚的なリズムを与え、重要な箇

所を強調する役割を果たしました。

写本にはしばしば寄贈文（コロフォン、��������）が記されています。寄贈文は写本の末

尾に記された記録で、誰がいつどこでこの本を製作し、誰のために製作し、どのような困難に直面

したかを記述しています。一部の寄贈文は非常に個人的で感動的です。「私はバフラム、この福音

書を三年かけて写した。冬は手が凍りペンを持てず、夏は暑さで苦しんだ。主の御言葉を保存する

ために忍耐した」といった内容です。

寄贈文は歴史的資料としても貴重です。戦争、飢饉、疫病などの出来事が写写者の視点から記録さ

れています。「この本を写していた年に蝗の大群が来てすべての穀物を食い尽くした」や「モンゴ

ル軍が侵入し、修道院が焼かれた」といった記録は、歴史研究にとって重要な手がかりを提供しま

す。

写写者たちはしばしば自分の名前を残しましたが、常に謙遜な調子で記しました。「私は罪深い写

写者、グレゴールである。この本に誤りがあるなら、すべて私のせいであるので許しを乞う。この

本を読むすべての人よ、私のために祈ってほしい」といった文句は、写写者たちの信仰心と謙虚さ

を示しています。

一部の写本には特別な歴史があります。エチミアジン福音書（�������� ��������）

は6世紀に製作されたもので、現存する最も古いアルメニア写本のひとつです。この本には、イエス・

キリストが十字架に磔にされた際の釘の一部が収められていると伝えられ、アルメニア教会の最も

神聖な遺物のひとつです。
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ムグニ福音書（������� ��������）は11世紀の作品で、ミニアチュールの傑作とし

て評価されています。ほぼすべてのページが装飾され、色彩は現在も鮮やかです。この福音書はか

つてムグニ修道院に収蔵されていましたが、現在はマテナダランに所蔵されています。

キリキア写本（�������� ��������）は独自の様式を有しています。12世紀から

14世紀にかけてキリキア・アルメニア王国で制作されたこれらの写本は、十字軍との接触により西

欧美術の影響を受けています。より写実的な人物描写、豊かな色彩、動的な構図が特徴です。伝統

的なアルメニアの要素も依然として強く残っており、東西文化の独特な融合を示しています。

医学写本も重要なカテゴリーです。中世のアルメニアの医師たちは、ギリシア、アラブ、ペルシア

の医学文献をアルメニア語に翻訳しました。これらの写本には薬草の図、解剖図、治療法が詳細に

記録されています。一部の図は科学的に正確であり、植物学や医学史の研究にとって貴重な資料と

なっています。

歴史書や年代記も美しく写写されました。モセス・ホレンァツィ（������ ��������）

の『アルメニアの歴史（����� �����������）』や、キラコス・ガンザケツィ（

������� ���������）の年代記などの作品は、何度も写写されました。各写本は時

代と場所によって異なる挿画のスタイルを示しています。

文学作品も写写されました。グレゴール・ナレカチの『嘆きの書』、フリク（����）の詩、ネ

ルセス・シュノルハリ（������ ��������）の賛美歌などの作品が美しく写写され、

装飾されました。これらの写本は文学作品を保存しただけでなく、アルメニア語の発展にも貢献し

ました。

音楽写本は特別な範疇です。シャラカンや他の典礼音楽は独自の記譜法で記されました。アルメニ

アは独自の音楽記譜システムであるハズ（khaz、���）を開発しました。小さな記号がテキスト

上に示され、旋律の動きを表しました。この記譜法を読む方法はかつて忘れ去られていましたが、

20世紀に学者たちによって再発見され、古代アルメニア音楽の復元が可能となりました。

写本の制作は集団作業でした。写本抄写者がテキストを書き、ミニチュア画家が挿絵を描き、装飾

家が縁取りや大文字を飾り、製本家が最終的に本を綴じました。各専門家は各自の分野で最高級の

技術を発揮しました。大規模なプロジェクトでは複数の者が協力し、時には数年にわたって作業を

行いました。

製本もまた芸術でした。完成したページを木板に貼り付け、革や布で包んで表紙を作りました。裕

福な後援者のための写本は、象牙、金属、宝石で装飾された華やかな表紙を備えていました。一部

の表紙には聖書の場面が浮き彫りにされ、金箔やエナメルで飾られています。こうした表紙自体が

芸術作品であり、博物館で別個に展示されることもあります。

写本は非常に貴重であったため、特別に保護されました。修道院の図書館には最高のセキュリティ

が適用されていました。一部の写本には「この本を盗む者は神の裁きを受ける」という警告が記さ

れています。戦争や侵略の際には、最も貴重な写本を隠したり安全な場所へ移したりしました。

多くの写本が歴史の中で失われました。火災、略奪、破壊によって数万冊が永遠に消滅しました。

モンゴル侵攻の際、グラザール大学の図書館が焼失し、数千冊の写本が失われました。1915年のジェ
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ノサイドの際にも多くの写本が破壊されました。失われた写本一つ一つは、知識と芸術における取

り返しのつかない損失です。

幸いなことに、多くの写本が生き残りました。現在、マテナダランには約17,000冊の写本が収蔵さ

れており、これは世界最大級の古代写本コレクションの一つです。マテナダランは単なる博物館で

はなく、研究所でもあります。学者たちは写本の研究、保存処理、デジタル化の作業を続けていま

す。

デジタル化プロジェクトのおかげで、今では誰でもオンラインで多くのアルメニア写本を閲覧でき

ます。高解像度の画像でミニチュアの細部まで拡大して見ることができます。これは世界中の学者

がアルメニア写本を研究することを可能にし、この貴重な遺産の保存にも貢献しています。

エレヴァン市内に位置するマテナダランの建物自体も印象的です。1957年に完成したこの建物はソ

ビエト・クラシシズム様式で設計されていますが、アルメニアの伝統的要素も取り入れられていま

す。入口にはメスロプ・マシュトツの銅像があり、その周囲にはアルメニアの歴史における偉大な

学者や作家たちの彫像が並んでいます。建物の前の階段を登ることは、アルメニアの知の歴史を遡

る旅のようです。マテナダランはエレヴァン市中心部に位置しており、マシュトツ大通り53番地、

大通りの終点にある丘の上に建っています。火曜日から土曜日の午前10時から午後5時まで開館し、

日曜日と月曜日は休館です。エレヴァン市中心部からマシュトツ大通りを北へ進むと到着し、建物

の前にはアルメニア文字を創始したメスロプ・マシュトツの大型銅像があるため、容易に見つける

ことができます。

マテナダラン博物館には最も美しい写本が展示されています。訪問者は千年以上前のページを直接

見ることができます。色がまだ鮮やかで、金箔が輝いているのを見ると、驚かずにはいられません。

現代の書籍が数十年で色が褪せるのと対照的に、天然の顔料で作られた中世の写本は千年が経って

も美しさを保ちます。

エレヴァン市中心部に位置するマテナダラン博物館

最も小さな写本から最も大きな写本までが展示されています。最も小さなものは親指ほどの大きさ

で、拡大鏡なしでは文字を読むことができません。このような小さな本は、おそらくお守りとして

身につけておくために作られたのでしょう。最も大きな写本は重さが28キログラムにも及び、祭壇

の上でのみ読むことができました。ページをめくるのにも二人が必要でした。

写本の芸術は今日でも一部の芸術家によって伝統技術が学び、実践されています。羊皮紙に天然の

インクで文字を書き、伝統的なミニチュール技法で挿絵を描きます。彼らは伝統を生き生きと保ち、

新しい世代へと継承しています。

現代のアルメニアの芸術家たちは、伝統的なミニチュールからインスピレーションを得て新たな作

品を創作しています。絵画、グラフィックデザイン、イラストレーションにおいて、伝統的なミニ

チュールの色彩、構図、象徴を再解釈しています。これは、伝統が博物館に閉じ込められているの

ではなく、現代文化の一部として息づき続けていることを示しています。

写本はアルメニアの人々にとって特別な意味を持っています。本は単なる情報の媒体ではなく、神

聖な対象です。写本に対する敬愛は、今日におけるアルメニアの高い識字率と読書文化へとつながっ
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ています。アルメニアは、人口に対する書店と図書館の数が世界で最も多い国の一つです。

毎年10月の最初の土曜日は、メスロプ・マシュトツを記念する日です。マテナダランでは特別展と

行事が開催され、学生たちが訪れて写本の歴史を学びます。アルメニア語と文字を創り出したマシュ

トツへの感謝と、文字によって作られた美しい写本への誇りを表現する日です。

写本の伝統は、アルメニアが外敵の支配下にあっても自らのアイデンティティを維持し得た秘訣の

一つです。独立国家が存在しなかった時代においても、修道院の写本師たちはアルメニア語で書籍

を制作しました。各写本は「私たちはまだここにいる、私たちの言語と文化は生きている」という

宣言でした。羊皮紙に記された文字は、剣や銃よりも強力な武器でした。

マタダラーンを訪れることは、単なる博物館見学ではなく巡礼です。アルメニア人は子供たちを連

れて来て、祖先が残した遺産を見せます。「あれが私たちの誇りです。祖先たちは貧しく迫害され

ましたが、世界で最も美しい本を作りました」。こうした誇りは新しい世代へと受け継がれ、アル

メニアのアイデンティティの核心となります。

写本とミニアチュール芸術は、人間の精神の勝利を示しています。戦争、貧困、迫害の最中であっ

ても、人々は美を創造しました。生存のために戦いながらも、芸術のための時間を確保したのです。

これがアルメニア写本の真の意味です。単に古く美しい本ではなく、人間の不屈の意志と魂の美し

さへの証言です。

マタダラーンの訪問を強くお勧めします。2～3時間を投資して、驚異的なコレクションをご覧くだ

さい。千年前の修道僧が蝋燭の灯の下で丹精込めて描いたミニアチュールを拝見すれば、時空を超

えたつながりを感じることでしょう。その修道僧があなたがこの絵を見ることを想像したはずもあ

りませんが、彼の作品は千年を経てあなたの心を動かします。芸術の力であり、写本の魔法です。

アルメニア中世の栄光は、修道院、ハチュカル、写本に集約されます。これら三つはすべて信仰の

表現であると同時に、民族アイデンティティの表現でもありました。バグラトゥニ朝の繁栄期に形

成されたこの文化的伝統は、王朝が崩壊した後も生き残り、アルメニア人たちが最も暗い時代を耐

え抜く力となりました。

山奥深くに位置する修道院は、単なる宗教施設ではなく、知恵の砦でした。外部の世界が混乱に陥っ

た時、修道院の中では静かに書物が写され、学生たちが教えを受け、ハチカールが彫刻されました。

この静かなる献身がアルメニアの文化を保存しました。

石に刻まれたハチカールは、永遠への祈りです。人間の命は短くとも、石に刻まれた十字架は千年

にわたって耐え抜きます。各々のハチカールは「私はここに在り、私は信じた、私は愛した」とい

う、自らを宇宙と見なした個体の叫びであり、「私たちはここに在り、私たちは生き延びた」とい

う宣言でもあります。

修道僧たちは貧しくとも、彼らが作り上げた書物は王の宝物よりも貴重でした。精巧なミニアチュー

ルで装飾された写本は、魂の豊かさを示しています。外部の敵は土地を奪い、財産を略奪できたと

しても、羊皮紙に記された言葉やミニアチュールに込められた美しさは奪うことはできませんでし

た。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第5章 大国の狭間の生存ドラマ

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. オスマンとペルシア - 帝国の角力場となったアルメニア

アルメニアの地は、強大国たちの角力場でした。16世紀から19世紀にかけて、アルメニアはオスマ

ン帝国とペルシア（サファヴィー朝）の間で、絶えず分割と再分割を繰り返す運命をたどりました。

この時期、アルメニア人たちは自らの意思とは無関係に、二つの巨大なイスラム帝国の間で生き延

びるために必死の努力を払わなければなりませんでした。

オスマン帝国は14世紀後半から急速に膨張し始めました。アナトリア半島を掌握したオスマン帝国

は東へと領土を拡大し、アルメニア高原へと進出しました。1453年にコンスタンティノポリスを陥

落させ、ビザンツ帝国を滅ぼしたオスマン帝国は、もはや名実ともに大帝国へと成長しました。オ

スマン帝国のスルタンたちは、東のペルシアを牽制し、貿易路を確保するためにアルメニア地域を

必ず手中に収める必要があると考えました。

一方ペルシアでは、1501年にサファヴィー朝が興り、新たな強力な国家が誕生しました。サファヴィ

ー朝はシーア派イスラムを国教とし、ペルシアの伝統を復興させながら領土を拡大しました。サファ

ヴィー朝のシャー（王）たちも西へと領土を広げる過程で、自然とアルメニア地域に関心を寄せま

した。アルメニアは肥沃な農地と重要な貿易路が通る戦略的要衝であったからです。

1514年のチャルディランの戦いは、アルメニアの運命を決定づける重要な出来事でした。オスマン

帝国のスルタン・セリム1世とサファヴィー朝のシャー・イスマーイール1世が、イラン北西部のチャ

ルディラン平原で激突しました。オスマン帝国は当時ヨーロッパから導入された火砲とマスケット

銃で武装したイェニチェリ部隊を前面に押し出し、勝利を収めました。この戦いの結果、アルメニ

ア西部はオスマン帝国の領土となり、東部はペルシアの勢力圏下に置かれることになりました。

これが終わりではありませんでした。二つの帝国はアルメニアをめぐり戦争を続けました。1555年

のアマシヤ条約で一時的な平和が訪れましたが、長くは続きませんでした。この条約によりアルメ

ニアは公式に二つに分断されました。西部アルメニアはオスマン帝国が、東部アルメニアはペルシ

アが掌握しました。エレバンとその周辺地域はペルシア領土となり、エルズルムとヴァン湖周辺地

域はオスマン帝国の領土となりました。

17世紀初頭、再び戦争が始まりました。1603年から1618年まで続いたオスマン・サファヴィー戦

争は、アルメニアの土地を焦土としました。

ペルシアのシャー・アッバス1世は、オスマン軍が侵入するたびにアルメニア人らを強制的にペルシ

ア内陸へ移住させる政策を推進しました。1604年から1605年の間だけでも、約30万人のアルメニ

ア人が強制移住を余儀なくされました。彼らはイスパハン近くの新しい都市ニュー・ジュルファへ

移住させられました。
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このような強制移住政策には、戦略的な理由がありました。

シャー・アッバス1世は、オスマン軍がアルメニアを占領しても食料や人手を確保できないよう、焦

土作戦を展開しました。

同時に、アルメニア人の商業的才能と技術をペルシャの経済発展に活用しようとしていました。ニュ

ージュパのアルメニア人は実際にペルシャの国際貿易において重要な役割を果たしました。彼らは

インド、ロシア、ヨーロッパとの貿易を主導し、絹や香辛料、貴金属を取引しました。

1639年のカスル・シリン条約（ジュハブ条約）により、オスマン帝国とペルシャの間の国境が再び

確定されました。この条約で定められた国境線は第一次世界大戦までほぼそのまま維持されました。

アルメニアは完全に二つに分断されました。西部アルメニア人はオスマン帝国の臣民として、東部

アルメニア人はペルシャの臣民として生きることを余儀なくされました。

オスマン帝国支配下のアルメニア人はミレット制度の下で生活していました。ミレットとは宗教共

同体を意味する言葉で、オスマン帝国はキリスト教徒やユダヤ人などの非ムスリム集団を宗教別に

区分し、自治を認めました。

アルメニア・ミレットはコンスタンティノープルのアルメニア総大司教が率いました。アルメニア

人はジズヤという税金を納めなければならず、兵役は義務付けられず、ムスリムよりも低い法的地

位にありました。宗教の自由は認められ、自らの学校や教会を運営することができました。

コンスタンティノープルには大きなアルメニア共同体が形成されました。彼らは商業、金融、手工

業の分野で優れた能力を発揮しました。アルメニア商人たちはオスマン帝国の国際貿易において重

要な役割を果たしました。イズミルやアレッポのような貿易都市では、アルメニア商人たちはヨー

ロッパ商人とオスマン帝国を結ぶ仲介者として機能しました。一部のアルメニア人はスルタンの宮

廷で銀行家や財務顧問として働くこともありました。

西部アルメニアの農村地域に住むアルメニア人たちの生活は、はるかに過酷でした。彼らはクルド

人およびトルコ人の地主たちによる搾取を受け、法的な保護も十分に得られませんでした。

東部アナトリアの山岳地帯では、クルド人の部族長たちが実質的な権力を行使していました。アル

メニアの農民たちは過重な税金と不法な徴収に苦しめられ、時には暴力や略奪の被害者となりまし

た。オスマン政府には、これらの問題を解決する意志も能力も不足していました。

ペルシア支配下の東部アルメニア人たちの状況も、大きく異なるところはありませんでした。

サファヴィー朝はアルメニア人たちの宗教を認めましたが、彼らを二等市民として扱いました。ア

ルメニア人はジズヤ（人頭税）の納付を義務付けられ、公職への就任には制限がありました。商業

の分野では相当な自由を享受しており、ニュー・ジュルファのアルメニア商人たちは繁栄しました。

彼らはシャーから貿易の独占権を得て、インドとヨーロッパを結ぶ貿易網を構築したのです。

18世紀に入り、ペルシアは混乱に陥りました。1722年のアフガン族の侵攻によりサファヴィー朝

が崩壊し、複数の勢力がペルシアの支配権をめぐって争いました。この過程で東アルメニアはさら

に疲弊しました。アフガン族、オスマン軍、ペルシアの複数の軍閥がアルメニアの土地を略奪しま
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した。多くのアルメニア人が戦争と飢饉によって命を落としました。

1736年、ナディル・シャーがペルシアを再統一し権力を掌握しました。彼は強力な軍事力で領土を

拡大しましたが、暴政によって悪名が高かったです。ナディル・シャー治下において、アルメニア

人は重税と徴兵に苦しみました。1747年にナディル・シャーが暗殺された後、ペルシアは再び混乱

に陥り、これがロシアが南下政策を展開するきっかけとなりました。

この時期、アルメニア人は生存のためにさまざまな戦略を講じました。一部の者は支配勢力に協力

しながら経済的利益を追求し、一部の者は山岳地帯へ避難して自治的な共同体を維持しました。ア

ルメニア教会は民族のアイデンティティを守る中心的な役割を果たしました。修道院はアルメニア

の文化と学問の砦となり、写本を保存して教育を担当しました。

オスマンとペルシアの間で分断されたアルメニアは統一国家を形成できず、二つのイスラム帝国の

支配下に置かれました。アルメニア人は困難な状況の中でも自らのアイデンティティと文化を守り

抜きました。商業ネットワークは全世界に広がり、ディアスポラ共同体は互いに結びついていまし

た。これらのネットワークとアイデンティティは、後に民族運動が起こる基盤となりました。

2. ロシア帝国 - 新しい支配者と近代化の二重奏

18世紀末から19世紀にかけて、ロシア帝国の南下はアルメニアの歴史に決定的な転換点をもたらし

ました。ロシアは黒海とカスピ海に挟まれたカフカス地域へ勢力を拡大し、ペルシアおよびオスマ

ン帝国と衝突しました。この過程でアルメニアは再び大国の角力場となりましたが、同時に新たな

可能性も開かれました。

ロシアのカフカス進出はピョートル大帝の時代から始まりました。ピョートル大帝は1722年にペル

シア遠征を実行し、カスピ海西岸を占領しました。彼の後継者たちがこの地域を再び返還したもの

の、ロシアの南下政策は継続されました。エカチェリーナ2世の時代になると、ロシアはジョージア

と緊密な関係を築き始めました。ジョージアのキリスト教王国はイスラム勢力の圧力にさらされて

おり、ロシアの保護を切望していました。

1801年、ロシアは東部ジョージアを併合しました。これはロシアがカフカス南部へ本格的に進出す

る合図でした。ロシア皇帝アレクサンドル1世はカフカス地域を完全に掌握することを決意しました。

ロシアはこの地域が戦略的に重要であると判断しました。カフカスを掌握すればオスマン帝国とペ

ルシアを牽制でき、中央アジアやインドへの道も開かれました。

1804年、ロシアとペルシアの間で戦争が勃発しました。戦争は9年間続き、1813年のゴルゴスタ

ン条約で終結しました。この条約によりロシアは現在のアゼルバイジャンの大半を占領しました。

東部アルメニアはまだペルシア領として残っていました。エレバンやナヒチェヴァンを含む地域は

依然としてペルシアの支配下にあったのです。

アルメニア人たちはロシアを解放者として見なし始めました。ロシアはキリスト教国家であり、オ

スマン帝国やペルシアのイスラム支配よりもロシアの統治の方が優れていると考えられていました。

一部のアルメニア指導者はロシア軍に協力し、ロシアのカフカス征服を支援しました。エチミアツィ

ンのアルメニア教会の指導者たちもロシアを支持しました。彼らはロシアの保護の下で宗教的自由

と安全が保証されると信じていたのです。
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1826年、ロシアとペルシアの間で再び戦争が勃発しました。ペルシアのファト・アリー・シャーは、

ゴレスターン条約で失った領土の回復を目指しました。ロシア軍はペルシア軍を圧倒し、イヴァン・

パスキェヴィチ将軍率いる部隊は迅速に進攻してエレバンとタブリーズを占領しました。1828年の

トルクマンチャイ条約により戦争は終結し、この条約はアルメニアの歴史に画期的な変化をもたら

しました。

トルクマンチャイ条約により、エレバン・ハン国とナヒチェヴァン・ハン国を含む東部アルメニア

はロシア帝国に編入されました。アラス川がロシアとペルシアの国境となりました。これによりア

ルメニアは三つの帝国に分割されることになりました。西部アルメニアはオスマン帝国に、東部ア

ルメニアはロシア帝国に、そして一部の南部地域は依然としてペルシアに属していました。

ロシアは東部アルメニアをアルメニア州として編成し、エレバンを中心都市としました。ロシアの

行政体制が導入されました。ロシア政府はこの地域のアルメニア人人口を増やすため、積極的な政

策を展開しました。トルクマンチャイ条約には、ペルシア領土からアルメニア人がロシアへ移住で

きるという条項が含まれていました。1828年から1830年の間に、約5万人のアルメニア人がペル

シアからロシア領土へ移住しました。

オスマン帝国領土からも多くのアルメニア人がロシアへ移住しました。1828年から1829年のロシ

ア・オスマン戦争後、アドリアノポリ条約によりロシアは黒海東岸を掌握し、この地域にもアルメ

ニア人が定住しました。ロシア政府はアルメニア人を信頼できる住民と見なしていました。彼らは

キリスト教徒であり、商業や行政の分野で卓越した能力を有し、ロシアのカフカス支配に協力的で

した。

ロシアの支配下において、アルメニア人は相当な自由を享受しました。アルメニア使徒教会はロシ

ア正教会に次ぐ宗教として認められ、エチミアツィンのカトリコススはロシア帝国内のすべてのア

ルメニア人の霊的指導者として認められました。アルメニア人は自らの学校を運営し、アルメニア

語で教育を受けることができました。出版の自由も相対的に保障され、アルメニア語の新聞や書籍

が刊行されました。

19世紀半ば、ロシア領内のアルメニア人の間で文化的な目覚めが起き、この時期はアルメニア文学

のルネサンス期と呼ばれます。作家、詩人、学者たちがアルメニアの文化と歴史を研究し、新たな

作品を創作しました。ハチトゥル・アボビアンは近代アルメニア文学の父として知られています。

彼は古典アルメニア語ではなく、現代の口語体アルメニア語で小説を書きました。彼の作品『アル

メニアの傷』は、ペルシアとロシアの戦争を背景とした歴史小説でした。

ミカエル・ナランディアン、ラファエル・パトゥニアン、ペトロス・ドゥリアンといった作家たち

も活発に活動しました。彼らはアルメニアの歴史と伝統を再評価し、民族意識を高める作品を執筆

しました。これらの作品は単なる文学的価値だけでなく、政治的・社会的なメッセージも込められ

ていました。彼らはアルメニア人に対して教育の重要性を強調し、近代化を促しました。

トビリシはカフカス地方におけるアルメニア文化の中心地となりました。この都市には大きなアル

メニア共同体があり、アルメニア語の学校、劇場、出版社が繁栄しました。アルメニア人はトビリ

シの経済と文化生活において重要な役割を果たしました。多くのアルメニア商人や企業家が石油、

鉱業、貿易の分野で富を蓄積しました。
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19世紀後半、バクーの石油産業が急速に成長するにつれ、多くのアルメニア人がこの産業に投資し

ました。マンタショフ家、グカソフ家、リアノゾフ家といったアルメニアの石油財閥が現れました。

彼らは莫大な富を蓄積し、その一部をアルメニアの文化と教育の振興に充てました。これらの寄付

により、学校、図書館、劇場が建設されました。

ロシア帝国の近代化はカフカス地域にも影響を及ぼしました。鉄道が建設され、電信が敷設され、

近代的な行政制度が導入されました。1883年にバトゥミ・バクー鉄道が開通したことで、エレバン

も鉄道網に接続されました。これは経済発展と交流の増大をもたらしました。アルメニア人たちは

この近代化過程に積極的に参加しました。

ロシアの支配が常に肯定的だったわけではありません。19世紀後半、ロシアはロシア化政策を強化

しました。アレクサンドル3世とニコライ2世の時代、ロシア政府は少数民族の自治権を制限し、ロ

シア語とロシア正教を強制しました。1885年、ロシア政府はアルメニア教会の学校を閉鎖するか、

国家の管理下に置きました。アルメニア語による教育は制限され、ロシア語が必須の教育言語とな

りました。

1903年には、より深刻な事態が発生しました。ロシア政府がアルメニア教会の財産を没収する勅令

を発表したのです。これはアルメニア人たちの強い反発を呼び起こしました。アルメニア教会は単

なる宗教機関ではなく、民族のアイデンティティの象徴であり、学校や慈善事業を運営する社会機

関でもありました。アルメニア人たちは大規模なデモを行い、一部は武装抵抗も辞さませんでした。

アルメニア革命運動も登場しました。社会主義と民族主義の思想が若いアルメニアの知識人たちの

間に広まりました。1887年、フリストフォール・ミカエリアンを中心にマルクス主義研究の会が組

織されました。彼らはロシアの革命運動にも影響を受けました。アルメニア人たちはロシア帝国全

体の革命運動にも積極的に参加し、一部は社会革命党や社会民主労働党に入党しました。

1905年のロシア革命はカフカス地域にも大きな影響を与えました。アルメニア人も革命に参加し、

政治的自由と民族的権利を求めました。同時にアルメニア人とアゼルバイジャン（タタール）人の

間の民族対立も激化しました。1905年から1906年にかけてバクーや他のカフカス都市で、アルメ

ニア人とアゼルバイジャン人の間で流血の衝突が発生しました。この対立には、経済競争、宗教的

相違、ロシア当局の分断政策が複合的に作用しました。

20世紀初頭、ロシア領内のアルメニア人は複雑な状況に置かれていました。一方ではロシア帝国の

近代化と経済発展の恩恵を受け、多くのアルメニア人が教育を受け富裕層となり、都市の中産階級

を形成しました。他方では、ロシアの抑圧的な政策や民族差別に対する不満を抱いていました。彼

らはより多くの自由と権利を求め、最終的には民族自決権を夢見るようになりました。

ロシア帝国の支配はアルメニアに近代性をもたらしましたが、同時に新たな対立と問題も生み出し

ました。この時期の経験はアルメニア人たちに近代国家と市民社会への理解を植え付け、後に独立

国家を建設する基盤となりました。

3. 民族運動の胎動 - 自由への独立の夢

19世紀は世界的に民族主義が高揚した時期でした。ヨーロッパではギリシャ、イタリア、ドイツな

どが民族国家を建設し、バルカン半島の多くの民族もオスマン帝国から独立しました。このような
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時代の流れはアルメニア人にも大きな影響を与えました。オスマン帝国統治下の西部アルメニア人

は、自らの権利と安全を確保するための闘争を開始しました。

19世紀半ばまで、オスマン帝国のアルメニア人は、忠実な臣民として一般的に考えられていました。

彼らは「信頼できるミレット」と呼ばれていました。コンスタンティノープルのアルメニアの中産

階級と上流階級は、オスマン帝国の改革に協力し、帝国の近代化に貢献しました。多くのアルメニ

ア人が帝国の行政部、外交部、財務部で働いていました。アルメニア人の建築家、医師、銀行家、

企業家たちは、コンスタンティノープルの経済と文化生活において重要な役割を果たしました。

1839年、スルタン・アブデュルメジト1世はタンジマート（再編成）改革を宣言しました。この改

革は、オスマン帝国のすべての臣民に法の下での平等を約束するものでした。ムスリムと非ムスリ

ムとの差別を撤廃し、宗教に関係なくすべての人に同等の権利を与えるというものでした。1856年

には、より包括的な改革勅令が発表されました。理論上、アルメニア人も兵役に就き、公職に就く

ことができ、法廷ではムスリムと同等の証言権を持つようになりました。

しかし、現実は異なっていました。東アナトリアのアルメニア農村地域では、これらの改革はほと

んど実行されませんでした。クルド人の部族長たちとトルコ人の官僚たちは、依然としてアルメニ

ア人を搾取していました。土地紛争、税金徴収、法執行において、アルメニア人は不公正な扱いを

受けました。クルド人の略奪と暴力は続きましたが、オスマン政府はそれを適切に阻止できなかっ

たか、阻止しようとしませんでした。

1860年代から、アルメニア人の間で自覚と組織化が始まりました。コンスタンティノープルのアル

メニア知識人たちは国民議会を組織し、共同体の問題を議論しました。彼らは教育改革を推進し、

近代的な学校を設立しました。アルメニア語の新聞や雑誌が創刊され、文学や芸術が発展しました。

この時代の知識人たちは、アルメニア人に対し、自らの歴史と文化を自覚し、教育と近代化を通じ

て発展すべきだと主張しました。

次第に一部のアルメニア人は、単なる改革や啓蒙だけでは不十分だと考えるようになりました。オ

スマン帝国政府が約束した改革を実行せず、アルメニア人の苦難が続く中、より積極的な手段が必

要だという認識が広まりました。1870年代になると、アルメニア民族主義運動が本格的に始まりま

した。

1878年の露土戦争終結後に結ばれたサン・ステファノ条約とベルリン条約は、アルメニア人にとっ

て希望と失望を同時にもたらしました。サン・ステファノ条約には、アルメニア人が居住する地域

の改革をロシアが監督するという条項が含まれていました。しかしベルリン条約ではこの条項は弱

められ、欧州列強による共同監督へと変更されました。これは実効力を欠いた空虚な約束でした。

国際社会の無関心とオスマン帝国の弾圧に失望した一部のアルメニア人は、武装闘争を選択しまし

た。1880年代から1890年代にかけて、複数のアルメニア革命組織が結成されました。1887年に

ジュネーヴでアルメニア革命連盟（後にアルメニア革命連合、すなわちダシュナク党）が創設され

ました。この組織は社会主義と民族主義を結合したイデオロギーを持ち、武装闘争を通じてアルメ

ニア人の権利を奪還しようとしていました。

1890年には、フリストポル・ミカエリアンが創設したフチャク党（鐘の党）が活動を始めました。

彼らはマルクス主義の影響を受け、オスマン帝国内で革命を起こしてアルメニア自治を奪還しよう
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としました。彼らは東アナトリアへ武器を密輸し、アルメニアの農民を組織化し、時にはオスマン

官僚に対するテロ行為も実行しました。

1890年代半ば、東アナトリアで大規模な虐殺が発生しました。1894年から1896年の間に約10万

から30万人のアルメニア人が殺害されました。この虐殺は複数の要因が複合的に作用した結果でし

た。スルタン・アブデュルハミド2世はアルメニア革命運動を鎮圧するという名目で弾圧を承認しま

した。クルド人の非正規騎兵隊であるハミディエ部隊が組織され、アルメニアの村々を襲撃しまし

た。

欧州の列強はこの虐殺を非難しましたが、実質的な介入は行いませんでした。イギリス、フランス、

ロシアはそれぞれの利害のためにオスマン帝国に対して強力な圧力をかけませんでした。国際社会

の無関心はアルメニア人たちに深い裏切り感を抱かせました。この時期の虐殺は、20世紀初頭に勃

発するより大きな悲劇の前兆でした。

1908年の青年トルコ党革命により、オスマン帝国に一時的な希望が訪れました。青年トルコ党はス

ルタンの専制政治を終わらせ、立憲君主制を樹立しました。彼らはオスマン主義を掲げ、帝国のす

べての民族が平等に共存できると主張しました。アルメニア人たちはこの革命を歓迎し、青年トル

コ党と協力しました。ダシュナク党も青年トルコ党と同盟を結んでいます。

しかし、その希望は長く続きませんでした。1909年、アダナで再び大規模な虐殺が発生しました。

約2万から3万人のアルメニア人が殺害されました。青年トルコ党政府はこの虐殺を適切に阻止でき

ませんでした。さらに青年トルコ党は次第にトルコ民族主義へと傾斜しました。オスマン主義は放

棄され、トルコ化政策が推進されました。非トルコ人、すなわちアルメニア人やギリシャ人は、次

第に疑いと敵対の対象となりました。

一方、1912年から1913年のバルカン戦争でオスマン帝国が敗北したことで、状況はさらに悪化し

ました。青年トルコ党の強硬派は、帝国を救うためにはトルコ民族主義を強化すべきだと主張しま

した。エンヴェル・パシャ、タラート・パシャ、ジェマル・パシャからなる三頭政治が始まり、彼

らはトルコ化政策をより強力に推進しました。

他方、ロシア領内のアルメニア人たちも政治的に目覚めました。ダシュナク党はロシアのカフカス

でも活動し、社会主義と民族主義を結合した路線を追求しました。フチャク党とは異なり、ダシュ

ナク党は次第に穏健な路線をとり、合法的政治活動にも参加しました。1905年のロシア革命の際、

ダシュナク党は積極的に参加し、ドゥーマ（ロシア議会）選挙にも候補者を擁立しました。

1914 年、第一次世界大戦の勃発に伴い、アルメニア人たちは再び運命の分岐点に立たされました。

オスマン帝国はドイツと同盟を結び、戦争に参戦しました。ロシアとオスマン帝国は敵対関係とな

り、アルメニア人たちはその狭間に挟まれました。オスマン政府はアルメニア人らを潜在的な反逆

者として疑いました。ロシア軍にアルメニア人の義勇兵がいるという事実は、この疑念をさらに増

幅させました。

1915 年春、オスマン政府はアルメニア人らに対する大規模な追放と虐殺を開始しました。これは

20 世紀最初の大量虐殺であり、アルメニア民族にとって甚大な悲劇でした。約 150 万人のアルメ

ニア人が殺害され、あるいは追放の過程で死亡しました。数千年にわたって続いた西部アルメニア

のアルメニア人共同体は、事実上消滅しました。
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生き残ったアルメニア人たちは世界各地に散らばりました。一部はロシアのカフカスへ避難し、一

部は中東のフランスおよびイギリスの委任統治領へ、また一部はヨーロッパやアメリカへ移住しま

した。彼らは大量虐殺の悲劇を世界に伝え、正義を求めました。戦争の混乱の中で、国際社会の反

応は極めて限定的でした。ロシア領土内の東部アルメニア人にとっては新たな機会が訪れました。

1917 年のロシア革命により帝政が崩壊し、カフカス地域に権力の空白が生じました。1918 年 5

月 28 日、アルメニア人たちはついに独立共和国を宣言しました。アルメニア第一共和国の誕生で

す。小さく貧しく、戦争の傷跡に満ちていましたが、これは 6 世紀ぶりに誕生したアルメニアの独

立国家でした。

19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのアルメニア民族運動は、啓蒙と組織化から始まり、武装闘争

を経てついに独立へと至りました。その過程は多大な犠牲と苦痛に満ちていましたが、アルメニア

人たちは自らのアイデンティティと独立への夢を決して放棄しませんでした。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第6章 20世紀の悲劇と再生

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. 1915年アルメニア虐殺 - 忘れられないジェノサイド

1915年はアルメニアの歴史において最も暗い年として記録されています。オスマン帝国政府は、帝

国内のアルメニア人に対する組織的かつ計画的な虐殺を開始しました。20世紀最初の大量虐殺と見

なされており、アルメニア人たちはこれを「メツ・エゲルン」（大惨事）と呼んでいます。150万

人に及ぶアルメニア人が殺害され、あるいは強制追放の過程で死亡し、数千年にわたって続いたア

ナトリアのアルメニア共同体は事実上消滅しました。

虐殺の背景を理解するには、第一次世界大戦直前の状況を振り返る必要があります。1914年夏に戦

争が勃発すると、オスマン帝国はドイツおよびオーストリア＝ハンガリー帝国と同盟を結びました。

オスマン帝国の指導者たち、特にエンヴェル・パシャ、タラート・パシャ、ジェマル・パシャから

なる青年トルコ党の三頭政治は、帝国を救うために拡張主義的な政策を推進しました。彼らは汎ト

ルコ主義というイデオロギーを掲げ、中央アジアからアナトリアに至るすべてのトルコ系民族を一

つに統合しようとするものでした。

1914年冬、エンヴェル・パシャはカフカス戦線でロシアに対する攻勢を敢行しました。サラカミシュ

の戦いでオスマン軍は惨敗し、9万人を超える兵士が戦死または凍死しました。エンヴェル・パシャ

はこの敗北の責任をアルメニア人たちに転嫁しました。アルメニア人がロシア軍に協力し、オスマ

ン帝国を裏切ったと主張したのです。実際には一部のアルメニア人がロシア軍の義勇兵に参加した

ことは事実でしたが、大多数のオスマン帝国アルメニア人は帝国に忠実な臣民でした。多くのアル

メニア人がオスマン軍で服役していました。

1915年4月24日、コンスタンティノープルで約250名のアルメニアの知識人、作家、医師、弁護士、

政治家が逮捕されました。彼らは首都のアルメニア共同体を率いていたエリートたちでした。彼ら

の多くはその後殺害されました。今日、アルメニア人たちは4月24日を虐殺追悼の日として記念し

ています。この逮捕は、全国的な虐殺の発砲を告げる合図でした。

オスマン政府は一連の法令と命令を発表しました。表面上は「戦争の必要性」や「安全保障上の理

由」を掲げましたが、実際にはアルメニア人を排除しようとする意図が込められていました。5月

27日、タラート・パシャは「一時的移送令」を公布しました。この法律は、政府が「反逆行為やス

パイ活動」を理由に住民を強制移住させることができると規定していました。アルメニア人全体を

対象とした追放令でした。

東アナトリアのアルメニアの村々でまず追放が始まりました。オスマン憲兵隊と「テシュキラティ・

マフスサ」と呼ばれる準軍事組織が村を包囲しました。アルメニア人たちは数日、時には数時間の

猶予しか与えられず、荷造りをしなければなりませんでした。財産のほとんどは放置するか、安値

で売却せざるを得ませんでした。家、土地、店舗、家畜すべてを失いました。
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男性たちは女性や子供たちから引き離されました。若い男性たちはほとんどが村外へ引きずり出さ

れ、即座に処刑されました。銃殺され、ナイフで刺殺され、あるいは崖から突き落とされました。

一部は集団で縛り上げられ、川に投げ込まれました。オスマン政府はまずアルメニアの男性たちを

排除することで抵抗の可能性を断ち、女性や子供たちを無力化しようとしたのです。

女性、子供、老人たちは強制行軍に駆り出されました。彼らはシリア砂漠のデイル・エズ・ゾール

へと歩かされるよう命じられました。数百キロに及ぶ死の行軍でした。食料も水も医療支援もあり

ませんでした。猛暑の夏、人々は疲れ果て、飢えに苦しみました。多くの行進者が途中で倒れ、命

を落としました。倒れた人々は放置され、あるいは即座に殺害されました。

護送されていたアルメニア人たちはクルド人およびトルコ人の強盗団の襲撃を受けました。憲兵隊

はこれらの襲撃を防ぐどころか、むしろそれを助長しました。女性や少女たちは拉致され、性的暴

力を浴びせられました。多くの女性が強制的にムスリム家庭に売り飛ばされ、あるいはハレムへ連

れ去られました。幼い少女たちはトルコ人またはクルド人の家庭に引き取られ、イスラム教への改

宗を強要されました。これは単なる肉体的な殺害だけでなく、文化的・精神的な抹殺でもありまし

た。

ユーフラテス川とその支流は死体で埋め尽くされました。数千人のアルメニア人が川に投げ込まれ

ました。生きたまま投げ込まれた者もいれば、先に殺害された後に捨てられた者もいました。川は

血に染まり、下流の都市の住民たちは水を利用できないほどであったと伝えられています。歴史家

たちはこれらの証言を記録として残しています。

デイール・エゾール地域に到着したわずかな生存者たちは、砂漠の集団収容所へ送られました。こ

こも安全な避難場所ではありませんでした。収容所には食料も水も、休息の場もありませんでした。

人々は砂漠の灼熱の太陽の下で徐々に死んでいきました。1916年には、生き残ったアルメニア人た

ちさえも組織的に虐殺されました。ジェマル・パシャはデイール・エゾールにおけるすべてのアル

メニア人を排除する命令を下しました。

虐殺にはさまざまな手段が用いられました。銃殺、刃物による殺害、溺死、火刑、毒殺、餓死など

です。一部の地域では、アルメニア人たちが教会や納屋に閉じ込められ、焼き殺されました。子供

たちは岩に投げつけられたり、生きたまま埋められたりしました。妊娠中の女性の腹を切り裂く残

虐な行為も報告されています。一つの民族を抹殺しようとする計画的な大量虐殺でした。（アルメ

ニア虐殺記念館は、エレバンの市街地南西にあるツィツェルナカベルトの丘に位置しています。住

所は、8 Tsitsernakaberd Highway, Yerevan 0028, Armeniaです。）

オスマン帝国にいた外国人たちはこの惨禍を目撃し、記録しました。ドイツとオーストリアの外交

官たち、アメリカの宣教師たち、記者たちが報告書や手紙、日記を残しました。ドイツ大使ハンス・

フォン・ファンゲンハイムと彼の後任パウル・フォン・ヴォルフ＝メトテルニヒはベルリンに何度

も報告書を送りました。アメリカ大使ヘンリー・モルゲンソウは回顧録においてこの虐殺を詳細に

記録しました。彼はタラート・パシャとの対話を記録しながら、オスマン政府が意図的にアルメニ

ア人を排除しようとしたことを知ったと記しています。

アメリカの宣教師たちは重要な役割を果たしました。彼らはアルメニア人が運営する学校や病院で

働き、虐殺を直接目撃していました。宣教師たちは可能な限り多くのアルメニア人を救おうと努め
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ました。孤児院を設立して子供たちを匿い、医療支援を提供し、この惨禍を世界に伝えました。彼

らの証言は後に虐殺を証明する重要な証拠となりました。

ヨハネス・レプシウスというドイツの牧師は、オスマン帝国を訪問した後にアルメニア人の苦難を

記録した書籍を出版しました。彼はドイツ政府に対し、オスマン帝国に対して圧力をかけ虐殺を停

止させるよう求めました。しかしドイツは戦争の同盟国であるオスマン帝国を支持し、効果的な措

置を講じませんでした。戦争という状況の中で、国際社会の介入は限定的でした。

オスマン帝国内にも虐殺に反対する人々がいました。一部のトルコ人官僚や知事は追放命令を拒否

したり、遅らせようとしました。彼らはこれらの行為が道徳的にも戦略的にも誤っていると考えて

いました。しかし彼らは解任され、処罰されました。一部のクルド人やトルコ人は個人的にアルメ

ニア人の隣人を匿ったり、支援したりしました。彼らは自らの命を賭けて人間性を守りました。

戦争が終わった後の1918年、オスマン帝国は敗北し、青年トルコ党の指導者たちは逃亡しました。

新たなオスマン政府は戦犯裁判を開きました。1919年にコンスタンティノープルで軍事裁判が行わ

れ、一部の官僚が有罪判決を受けました。タラート・パシャ、エンヴェル・パシャ、ジェマル・パ

シャは欠席裁判で死刑を宣告されましたが、彼らはすでに海外へ逃亡した状態でした。

アルメニア人たちは自らの手で正義を実現しようとしました。「ネメシス作戦」と呼ばれる秘密計

画が実行されました。アルメニア革命同盟（ダシュナク党）のメンバーたちが大虐殺の首謀者たち

を探し出し、暗殺しました。1921年、ソロモン・テヒリリアンがベルリンでタラート・パシャを殺

害しました。ドイツの法廷で開かれた裁判でテヒリリアンは無罪判決を受けました。裁判の過程で

アルメニア大虐殺の真実が世界に知られるようになりました。

しかし、国際的な正義は実現されませんでした。1923年のロザン条約によりトルコ共和国が国際社

会で認められると、戦犯処罰の問題は事実上無効となりました。トルコの新しい指導者ムスタファ・

ケマル・アタテュルクは青年トルコ党と距離を置きましたが、大虐殺に対する責任を認めることは

ありませんでした。トルコ共和国はその後、一貫して大虐殺を否定する政策を維持しました。

生存者たちは世界各地へ散らばりました。多くのアルメニア人たちがロシアへ亡命し、一部はシリ

ア、レバノン、イラクなど中東地域へ向かいました。フランスはシリアとレバノンの委任統治領に

アルメニア難民を受け入れました。ベイルートとアレッポには大きなアルメニア共同体が形成され

ました。また、多くのアルメニア人たちがギリシャ、ブルガリア、ルーマニアへ行き、一部はフラ

ンス、アメリカ、アルゼンチンへ移住しました。

アルメニアのディアスポラは、ジェノサイドの記憶を保存し、世界に伝えることに献身してきまし

た。生存者たちの証言が収集され、記録されました。アルメニア人たちは4月24日を追悼の日と定

め、毎年犠牲者を悼んできました。彼らは、トルコ政府がジェノサイドを認め、国際社会がこれを

認めるために戦い続けてきました。これは単なる過去の出来事ではなく、正義と真実の問題でした。

20世紀後半から、多くの国や国際機関がアルメニア・ジェノサイドを公式に認め始めました。ウル

グアイが1965年に初めてジェノサイドを認め、その後多くの国が続きました。欧州議会、フランス、

ドイツ、ロシア、カナダ、アルゼンチン、イタリア、オランダ、ベルギー、ポーランドなどがジェ

ノサイドを認めています。アメリカは2019年に上下両院で、2021年にはバイデン大統領が公式に

ジェノサイドを認めています。
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トルコは依然としてこれを大量虐殺として認めていません。トルコ政府は、アルメニア人たちの死

は戦争の混乱の中で起きた悲劇であり、双方に犠牲者があったと主張しています。トルコは「大量

虐殺」という用語の使用に強く反対し、これを認める国々に対して外交的な圧力を加えています。

このような否定政策は、アルメニア人たちに続く苦痛となっています。

エレバンのチチェルナカベルトには、ジェノサイド追悼記念館が建てられています。そこには永遠

の火が燃え続け、犠牲者たちの名前が刻まれた壁があります。博物館には、生存者たちの証言、写

真、文書が展示されています。毎年4月24日になると、数十万人のアルメニア人たちがここを訪れ、

犠牲者を悼みます。世界各地のアルメニア人コミュニティも、この日に追悼行事を開催しています。

アルメニア虐殺は、20世紀における大量虐殺の先例となりました。ラファエル・レムキンが「ジェ

ノサイド（集団虐殺）」という用語を考案した際、アルメニア虐殺を念頭に置いていたと言われて

います。ホロコーストやルワンダ虐殺などその後の悲劇と比較研究され、人類が決して忘れてはな

らない歴史として記録されています。アルメニアの人々にとって1915年は単なる過去の出来事では

なく、現在も生きている記憶であり、正義を求める継続的な闘争です。

エレバンの中心部にある共和国広場（Republic Square, ��������������

��������）から虐殺記念館までは約4キロメートルの距離で、タクシーを利用すれば約10

分で到着します。公共交通機関を利用する場合は、地下鉄のサスニ・ダヴィト駅（Sasuntsi Davit,

�������� �����）で下車し、27番または68番のバスに乗って「ツィツェルナカベル

ド」停留所で降りれば目的地に到着します。徒歩で訪れる場合は、共和国広場からマシュトツ大通

り（Mashtots Avenue, ������� ������）を南へ下り、ハラズダン渓谷（Hrazdan

Gorge, ������� ����）を渡る橋を渡った後、丘の道を進むと着きますが、約40分かか

ります。坂道が急なため、タクシーの利用をお勧めします。

記念館は年中無休で、午前10時から午後5時まで開館しています（夏季は午後6時まで延長）。訪問

の際は、敬虔な心構えと適切な服装を心がけることが望ましく、4月24日の虐殺追悼日には多くの

アルメニア人が訪れ、非常に混雑します。

2. ソビエト時代 - イデオロギーの中での生存とアイデンティティの闘争

1920年12月、アルメニアはソビエト・ロシアに編入されました。1918年に独立を宣言したアルメ

ニア第一共和国は、2年半で歴史の彼方に消えました。ソビエト連邦の一員となったアルメニアは、

その後の70年間、共産主義体制の下で生きなければなりませんでした。この時期はアルメニア人に

とって抑圧と苦難の時代でしたが、同時に近代化と発展の時代でもありました。特に宗教と文化を

守ろうとするアルメニア人の努力は、ソビエト体制の無神論政策と絶えず衝突しました。

アルメニアがソビエト連邦に編入された背景を理解するには、1918年から1920年にかけての混乱

した状況を振り返る必要があります。第一次世界大戦とロシア革命、そしてオスマン帝国の崩壊に

より、カフカス地域は極度の混乱に陥りました。1918年5月に独立を宣言したアルメニア共和国は、

初めから大きな困難に直面しました。ジェノサイドから生き残った難民が次々とロシア領内に流入

し、食料や物資は極めて不足しており、周辺諸国との領土紛争も起こっていました。

1920年9月、トルコ軍が東へ進撃しアルメニアを侵攻しました。弱く孤立していたアルメニアは、

トルコの攻撃を防ぐ力を持っていませんでした。カルスが陥落し、トルコ軍はエレヴァンへと進撃
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しました。切迫した状況下、アルメニア政府はソビエト・ロシアに支援を求めました。レーニンの

ボリシェヴィキ政府はこれをカフカス地域を掌握する機会と捉えました。赤軍がアルメニアへ進撃

し、トルコ軍の進撃は止まりました。しかしその代償として、アルメニアは独立を放棄しなければ

なりませんでした。

1920年12月2日、アルメニア・ソビエト社会主義共和国が宣言されました。ダシュナク党が率いる

政府は崩壊し、ボリシェヴィキが権力を掌握しました。1922年、アルメニアはジョージア、アゼル

バイジャンと共にザカフカス・ソビエト連邦社会主義共和国の一員となり、1936年からはソビエト

連邦の構成共和国の一つとなりました。今やアルメニアの運命はモスクワで決定されるようになり

ました。

ソビエト体制は宗教に対して敵対的でした。マルクス・レーニン主義は宗教を「民衆のアヘン」と

見なし、共産主義社会では宗教は消滅すべき対象とされていました。しかし、アルメニア人にとっ

てアルメニア使徒教会は単なる宗教以上の意味を持っていました。教会は1700年にわたりアルメニ

ア民族のアイデンティティの中核でした。外国の支配下にあっても、教会はアルメニアの文化と言

語を保存する中心地でした。

1920年代前半には比較的穏健な政策が実施されました。レーニンの新経済政策（NEP）の時期には、

宗教に対する弾圧は比較的緩やかでした。エチミアツィンのカトリコス・ゲオルギ5世は、ソビエト

政権と協力する姿勢を示しました。彼はアルメニア教会を守るためには、新政権との妥協が必要だ

と判断したのです。1920年代半ばまで、教会は制限を受けながらも活動を続けることができました。

1928年、スターリンが権力を完全に掌握し急進的な政策を打ち出すと、状況は急変しました。スター

リンは宗教を根絶するための攻撃的な無神論キャンペーンを開始しました。1930年代はアルメニア

教会にとって最も暗黒の時代でした。数百の教会や修道院が閉鎖され、破壊されました。教会の建

物は倉庫、工場、博物館、さらには家畜舎へと転用されました。貴重な聖遺物や写本は押収され、

破壊されました。

聖職者は弾圧の主要な対象となりました。数千名の司祭が逮捕され、シベリアの強制労働収容所（

グラーグ）へ送られました。多くが拷問を受け、処刑されました。1930年にカトリコス・ゲオルギ

5世が死去した後、ソビエト当局は新たなカトリコスの選出を認めませんでした。エチミアツィンは

10年以上にわたりカトリコスなしで運営されなければなりませんでした。これはアルメニア教会の

体制を崩壊させようとする意図でした。

宗教教育は禁止されました。神学校は閉鎖され、新しい司祭を育成することができなくなりました。

子供たちに宗教を教えることは犯罪と見なされました。洗礼、結婚式、葬儀などの宗教儀式を行う

ことも困難になりました。公式には宗教儀式が禁止されていませんでしたが、それを行う人々は社

会的に烙印を押され、職を失ったり迫害を受けたりしました。

無神論のプロパガンダが大々的に展開されました。学校では子供たちは宗教が迷信であり、科学と

共産主義が真実であると学びました。共産党員は公に宗教を信じることはできませんでした。宗教

を信じていることが知られれば党から除名され、良い職に就くことはできませんでした。知識人、

芸術家、教師たちは特に注意を払わなければなりませんでした。しかし、多くのアルメニア人は密

かに信仰を守りました。自宅でこっそりと祈りを捧げ、聖像を隠し、祭日を静かに過ごしました。
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1930年代、スターリンの大粛清の時期、アルメニアも甚大な苦痛を味わいました。共産党幹部、知

識人、芸術家たちが「人民の敵」として逮捕され、処刑されました。数万人のアルメニア人がシベ

リアへ追放されました。アルメニアの古い文化や伝統も「ブルジョア的」あるいは「民族主義的」

という理由で攻撃されました。歴史書が書き換えられ、一部の歴史的事象は言及することさえでき

なくなりました。特に1915年の虐殺を公に議論することは禁止されました。

しかし、第二次世界大戦は状況を変えました。1941年、ナチス・ドイツがソ連を侵攻すると、スター

リンは国民を団結させるために政策を調整しました。ロシア正教会を含む伝統的な宗教に対する弾

圧が緩和されました。愛国心を高めるために、民族的アイデンティティや伝統文化が一定程度認め

られるようになりました。1943年、ついに新しいカトリコスの選出が許可されました。ゲヴォルク

6世がエチミアツィンのカトリコスとして選出されました。

アルメニア人たちは戦いで勇敢に戦いました。赤軍で奉職したアルメニア人は約50万人にのぼり、

そのうち10万人以上が戦死しました。イワン・バグラミアン元帥やアマザスプ・ババザニアン元帥

のような優れた軍事指導者も現れました。戦争の英雄たちにはアルメニア人が多く、これはアルメ

ニア人たちの名誉を高めることとなりました。戦争が終わった後、アルメニア教会や文化に対する

態度は少し和らぎました。

戦後、大規模な祖国帰還運動が展開されました。スターリンは海外に散らばったアルメニア人ディ

アスポラをソビエト・アルメニアへ帰国させる政策を推進しました。これは人口を増やし、アルメ

ニアを強化すると同時に、海外のアルメニア人たちをソビエトの影響力の下に置こうとする意図に

よるものでした。1946年から1948年にかけて、中東、ヨーロッパ、アメリカから約10万人のアル

メニア人がソビエト・アルメニアへ移住しました。

しかし、彼らを待っていたのは幻滅でした。約束された良質な住宅や仕事はなく、物質的な条件は

劣悪でした。さらに悪いことに、彼らは「外国から来た人々」として疑われ、監視されていました。

一部はスパイ容疑で逮捕され、収容所へ送られました。多くの祖国帰還者は帰国を後悔しましたが、

再び去ることはできませんでした。鉄のカーテンが彼らを閉じ込めたのです。

1953年にスターリンが死去し、フルシチョフが権力を握ると、「解�」の時期が訪れました。政治

的弾圧が緩和され、文化的自由が少し増大しました。グラーグに収容されていた多くの人々が釈放

されました。宗教に対する態度も少し和らぎました。しかし、根本的な変化はありませんでした。

依然として宗教は公式に推奨されず、無神論教育は続けられました。

1960年代から1970年代にかけて、アルメニアはソビエト連邦内において比較的発展した共和国と

なりました。産業化が進み、教育水準は向上し、生活水準も改善されました。エレバンは近代的な

都市へと変貌を遂げました。化学産業、機械製造、電子産業が発展し、コニャック生産はアルメニ

アの誇りとなりました。アララットブランドのコニャックはソ連全土で有名でした。

教育と科学も発展しました。識字率はほぼ消滅し、高等教育を受ける人口が大幅に増加しました。

エレバン国立大学はカフカス地域の主要な学術機関となりました。アルメニア科学アカデミーは物

理学、数学、化学、天文学など多くの分野で重要な研究を行いました。ビューラカン天文台は世界

的に認められた研究機関でした。
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アルメニアの文化と芸術も、限定的ではありましたが繁栄しました。ソビエト体制は芸術を統制し

ましたが、同時に支援もしました。国立劇場、オペラ劇場、博物館が運営されました。アラム・ハ

チャトゥリアンは世界的に有名な作曲家となりました。彼のバレエ音楽『ガヤネ』に収められた「

剣の舞」は、今なお多くの人々に愛される曲です。

映画産業も発展しました。セルゲイ・パラジャーノフ監督の『ザ・グラナード・カラーズ』（1969

年）は、アルメニアの文化と歴史を美しく表現した傑作として評価されています。ソビエト検閲と

の衝突によりパラジャーノフが投獄されることもありましたが、彼の作品はアルメニア芸術の独自

性を世界に示しました。アルメニア映画はモスクワ映画祭や国際映画祭で数回にわたり受賞しまし

た。

すべての芸術と文化は検閲の下にありました。「社会主義リアリズム」という公式の芸術路線に従

わなければならず、体制を批判したり民族主義的な内容は禁止されていました。1915年の虐殺は公

に議論できないテーマでした。1965年に虐殺50周年を記念してエレバンで大規模なデモが行われ

た際、ソビエト当局は驚きました。数万人のアルメニア人が街頭に立ち、虐殺を記憶し、正義を求

めました。これはソビエト時代には珍しい自発的な大衆デモでした。

この抗議活動の後、ソ連当局は譲歩し、エレバンに虐殺追悼記念館であるチチェルナカベルドの建

設を許可しました。1967年に記念館が完成し、永遠の火が点火されました。ソ連アルメニアにおい

てアルメニアの民族的アイデンティティを公に表現できる唯一の場所となりました。毎年4月24日

には、数千人の人々が犠牲者を追悼するためにこの地を訪れました。

宗教は依然として抑圧されていましたが、完全に消滅したわけではありません。エチミアツィンは

機能を維持し、カトリコスはアルメニア教会の象徴的指導者として残りました。一部の教会は開放

されており、特に祝祭日には多くの人々が教会を訪れました。高齢者は公に教会に通うことができ

ましたが、若者は注意が必要でした。しかし家庭内では多くの家が伝統を守り続け、復活祭やクリ

スマスを静かに祝い、子供たちに物語を伝えていました。

1970年代後半から1980年代初頭のブレジネフ時代の停滞期、ソ連経済は困難に直面しました。ア

ルメニアも例外ではありませんでした。腐敗が蔓延し、物資不足が日常化しました。人々は公式経

済よりも闇市場や個人的なつながりに依存しました。しかし同時に、アルメニア人の民族的意識は

次第に強まっていました。特にディアスポラとの接触が増えるにつれ、外部世界への認識が高まり

ました。

1985年にゴルバチョフがソ連共産党書記長に就任し、ペレストロイカ（改革）とグラスノスチ（公

開性）の政策が始まりました。これはソ連アルメニアにも大きな変化をもたらしました。言論の自

由が拡大し、政治的な議論が可能となりました。長年タブー視されていた主題を、今では公に語る

ことができるようになりました。虐殺に関する議論が活発化し、ナゴルノ・カラバフ問題が表面化

しました。

ナゴルノ・カラバフは住民の大半がアルメニア人でしたが、行政的にはアゼルバイジャンに属する

自治州でした。1988年、カラバフのアルメニア人たちがアルメニアへの編入を求めたことから紛争

が始まりました。エレバンでは大規模なデモが行われ、数十万人が街頭に繰り出しました。これは

ソビエト体制への挑戦であり、まもなく独立運動へと発展しました。
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1988年12月、大規模な地震がアルメニアを襲いました。スピタック、レニナカン（現在のギュム

リ）、キロバカン（現在のバナーゾル）などが破壊されました。約2万5千人が死亡し、50万人以上

が家を失いました。この災害はソビエト体制の無能さを露呈させました。救援活動は非効率的であ

り、建物が不十分で簡単に倒壊したことが明らかになりました。同時に、世界中のアルメニア人ディ

アスポラが力を合わせて支援する契機となりました。

1989年から1991年にかけてソ連が崩壊する中、アルメニアは独立へと歩みを進めました。アルメ

ニア民族運動は強力な政治勢力となり、共産党の支配は弱まりました。70年にわたるソビエト支配

は終わりを告げようとしていました。ソビエト時代はアルメニア人にとって抑圧と苦難の時代でし

たが、彼らは信仰とアイデンティティを放棄しませんでした。この粘り強さがやがて独立を可能に

しました。

3. 1991年の独立 - 自由を取り戻したアルメニアの新たな出発

1991年9月21日、アルメニアはソビエト連邦からの独立を宣言しました。国民投票で圧倒的な支持

を得てアルメニア共和国が誕生しました。6世紀ぶりにアルメニア人が再び完全な独立国家を持つ瞬

間でした。独立の喜びは長くは続きませんでした。新しい国家は経済崩壊、エネルギー危機、戦争

など、甚大な課題に直面しました。

独立への道は1988年から始まりました。ゴルバチョフの改革政策がソ連全域で民族主義運動を触発

しました。アルメニアではナゴルノ・カラバフ問題が政治的覚醒の契機となりました。1988年2月、

カラバフの地方ソビエトがアルメニアへの編入を決議しました。エレバンでは数十万人が街頭に繰

り出し、これを支持するデモを行いました。劇場広場は毎日大規模集会の場となりました。

アルメニア民族運動（HHSh）がデモを主導しました。レボン・テル＝ペトロシアン、バズゲン・マ

ヌキアン、ラフィ・ホバニシアンといった知識人や活動家が指導者として台頭しました。彼らは当

初はカラバフ問題に焦点を当てていましたが、次第に民主化、ひいては独立を要求するようになり

ました。ソビエト当局は抑圧しようとしましたが、大衆の支持を止めることはできませんでした。

1988年12月の大震災は皮肉にも独立運動を強化しました。ソビエト政府の無能な対応は人々にモ

スクワへの失望を抱かせました。ディアスポラを含むアルメニア人たちの自発的な救援活動は民族

的結束を強めました。人々は自ら問題を解決でき、またそうすべきだと感じるようになりました。

1989年、アルメニアとアゼルバイジャンの間の対立が激化しました。両側で暴力事件が発生し、数

万人の難民が発生しました。アゼルバイジャンに住むアルメニア人がアルメニアへ避難し、アルメ

ニアに住むアゼルバイジャン人がアゼルバイジャンへ去りました。事実上の人口交換でした。1990

年1月、バクーでアルメニア人に対するポグロム（集団虐殺）が発生し、ソビエト軍が介入しました

が、多くの犠牲者が出ました。

1990年5月、アルメニア最高ソビエト（議会）選挙が実施されました。アルメニア民族運動が議席

の過半数を占め、レボン・テル＝ペトロシアンが最高ソビエト議長に選出されました。実質的には

アルメニアの大統領の役割を担うものでした。共産党の一党独裁が終わり、多党制民主主義が始ま

りました。アルメニアはソ連内でも最も急速に民主化が進んだ共和国の一つとなりました。
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1990年8月、アルメニア最高ソビエトは独立宣言を採択しました。即時の独立ではありませんでし

たが、アルメニアが主権国家であることを宣言し、ソ連の法律よりもアルメニアの法律が優先され

ると明確にしました。漸進的な独立への重要な一歩でした。アルメニアは自国の軍隊創設、経済政

策の決定、外交関係の樹立を開始しました。

1991年、ソ連全体が急速に崩壊していました。バルト3国が独立を宣言し、ロシアのボリス・エリ

ツィンが改革派として台頭しました。8月にはモスクワでクーデターが試みられましたが失敗に終わ

りました。このクーデターの失敗はソ連の終焉を早めました。アルメニアを含む多くの共和国が独

立を加速させました。

1991年9月21日、国民投票が実施されました。「アルメニアがソ連邦から独立した民主共和国とな

ることに賛成しますか」という問いに対し、有権者の99.5%が賛成しました。投票率は95%でした。

これほど明確な民意の表明はありませんでした。同日、大統領選挙も実施され、レボン・テル＝ペ

トロシアンがアルメニア共和国の初代大統領に当選しました。

9月23日、アルメニア最高ソビエトは正式に独立を宣言しました。12月25日にソ連邦が正式に解体

されたことで、アルメニアの独立は国際的に認められました。アルメニアは国連に加盟し、世界各

国と外交関係を樹立しました。アメリカ、フランス、ロシアなど多くの国々がアルメニアを国家と

して承認しました。世界中のアルメニア人ディアスポラは、新たな祖国の誕生を祝いました。

独立の初期は非常に困難でした。アルメニアは深刻な経済危機に直面しました。ソ連の計画経済体

制が崩壊し、生産が急減したのです。ソ連時代、アルメニア経済は他の共和国と密接に結びついて

いましたが、そのつながりが断たれ、原材料や部品の供給が停止しました。多くの工場が閉鎖され、

失業率は急上昇しました。

より深刻だったのはエネルギー危機でした。アルメニアはエネルギーの大部分を輸入に依存してい

ました。1988年の大震災後、メツァモル原子力発電所が安全上の理由で閉鎖され、状況はさらに悪

化しました。アゼルバイジャンとの戦争により、アゼルバイジャンを経由するガスパイプラインが

遮断されたのです。トルコはカラバフ戦争を理由にアルメニアとの国境を封鎖しました。アルメニ

アはまさに孤立した島となりました。

1992年から1995年にかけて、アルメニアは「暗黒の冬」を過ごしました。電気は1日わずか数時

間しか供給されませんでした。暖房がないため、人々は厳しい寒さに震えました。木を伐採して暖

房燃料とし、エレバンの公園は木々が失われ裸同然となりました。エレベーターが作動しないため、

人々は高層アパートの階段を登らなければなりませんでした。水供給も不安定でした。冬には氷点

下の寒さの中で暖房なしで過ごす必要がありました。

食料も不足していました。パンを買うために長い列に並び、多くの基本的な食品が手に入りません

でした。インフレが急騰し、貯蓄は瞬く間に価値を失いました。中産階級が崩壊し、多くの人々が

貧困に陥りました。しかし、アルメニアの人々は驚くべき回復力を見せました。家族や共同体が互

いに支え合い、ディアスポラから送られた送金が多くの世帯を支えました。国際的な人道支援団体

も援助を提供しました。

同時にアルメニアもナゴルノ・カラバフ戦争を戦っていました。1991年から1994年にかけて、ア

ルメニアとアゼルバイジャンの間で全面戦争が勃発しました。公式にはカラバフのアルメニア人と
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アゼルバイジャン政府との間の戦争とされていましたが、実際にはアルメニアが深く関与していま

した。数千名のアルメニアの若者が志願してカラバフへ赴き、戦いました。数万人が戦死または負

傷しました。

戦争初期にはアゼルバイジャンが優勢でした。アゼルバイジャンは人口も豊富で資源も豊かでした。

しかしアルメニア軍は次第に戦況を逆転させました。1992年にシュシを奪還し、1993年にはカラ

バフとアルメニア本国を結ぶラチン回廊を確保しました。1994年5月、ロシアの仲介により休戦協

定が締結されました。アルメニアはカラバフとその周辺のアゼルバイジャン領土7地域を掌握しまし

た。約10万人のアルメニア人と60万人以上のアゼルバイジャン人が難民となりました。

この戦争での勝利はアルメニア人に大きな誇りをもたらしましたが、それは莫大な代償を伴うもの

でした。戦争費用により経済はさらに疲弊し、アゼルバイジャンおよびトルコとの関係が悪化して

孤立が深まりました。カラバフ問題は解決されず「凍結された紛争」として残り、これはアルメニ

アの安全保障と発展に引き続き影を落としていました。

1995年、アルメニアは新憲法を採択しました。大統領制共和政の体制を確立し、三権分立を規定し

ました。しかし実際には大統領に強大な権限が集中していました。テル＝ペトロシアン大統領は権

威主義的な手法で統治し、反対派を弾圧しました。言論の自由は制限され、選挙の公正さに疑問が

投げかけられました。1996年の大統領選挙は不正の疑いで汚染され、デモを鎮圧する過程で流血の

事態が発生しました。

経済的には次第に安定を取り戻し始めました。1995年にメツァモル原子力発電所が再稼働し、エネ

ルギー危機は緩和されました。市場経済への移行が進み、民営化も推進されました。国際通貨基金

（IMF）や世界銀行の支援を受け、経済改革が実施されました。インフレは抑制され、新しい通貨ド

ラムが導入されて安定しました。

ディアスポラの役割は非常に重要でした。世界中に散らばったアルメニア人たちが祖国を支援しま

した。アメリカ、フランス、ロシア、中東のアルメニア共同体が資金を送り、投資を行い、専門知

識を提供しました。カーク・ケルコリアンに代表されるアルメニア系アメリカ人の実業家たちは数

百万ドルを寄付しました。「ハヤスタン」やアルメニア基金のような組織が設立され、学校、道路、

病院の建設を支援しました。

1998年、テル＝ペトロシアンはカラバフ問題で妥協案を提示したことで強硬派の反発を買い、辞任

しました。ロベルト・コチャリアンが新大統領となりました。コチャリアンはカラバフ出身の強硬

な民族主義者でした。彼の政権期間（1998年～2008年）中、アルメニアは経済成長を遂げました

が、同時に権威主義が強まり、腐敗が蔓延しました。

1999年10月、議会でテロ事件が発生しました。武装した暴徒が議会議事堂に乱入し、バズゲン・

サルキシアン首相ら8名を殺害しました。アルメニア政治に大きな衝撃を与え、権力構造に変化をも

たらしました。背後関係については様々な憶測がありますが、真相は未だ明らかになっていません。

2000年代、アルメニア経済は急速に成長しました。年平均10%以上の成長率を記録しました。建

設ブームが起き、エレバンは大規模な再開発を遂げました。ソビエト時代の老朽化した建物が取り

壊され、現代的なビルが建てられました。カフェ、レストラン、ショッピングモールが増加しまし

た。IT産業が発展し、アルメニアは「カフカスのシリコンバレー」と呼ばれるようになりました。
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経済成長の恩恵は均等に分配されませんでした。腐敗した寡頭資本家たちが経済を掌握し、貧富の

格差は拡大しました。多くの人々が依然として貧困にあり、若者たちは職を求めて海外へ旅立ちま

した。ロシア、アメリカ、ヨーロッパへの労働移民は続き、人口減少が大きな問題となりました。

独立当時の350万人から、現在は300万人未満へと減少したのです。

政治的には民主主義の発展は遅れていました。選挙は定期的に実施されましたが、その公正性には

疑問が呈されました。野党は弾圧され、言論の自由は制限されました。市民社会は活発でしたが、

政治的な影響力は限定的でした。国際機関はアルメニアの民主主義水準を「部分的に自由な」国家

と評価しました。

2008年の大統領選挙は大規模なデモへと発展しました。セルジ・サルキシアンが当選しましたが、

野党は不正選挙を主張しました。デモ隊と警察の衝突により10人が死亡しました。サルキシアンは

2008年から2018年まで大統領として在任しました。彼の政権下では経済は成長を続けましたが、

腐敗と不平等も深刻化しました。2015年の憲法改正により議院内閣制へと移行し、サルキシアンは

2018年に首相となる計画を持っていました。

2018年、「ベルベット革命」と呼ばれる平和的な市民革命が起こりました。ニコル・パシニャンが

率いる大衆デモによりサルキシアンは辞任しました。パシニャンは首相となり、腐敗撲滅と民主主

義の強化を約束しました。アルメニア現代史における重要な転換点でした。初めて平和的かつ合法

的な方式で権力交代が実現したのです。

パシニアン政権は改革を推進しましたが、2020年の第二次ナゴルノ・カラバフ戦争という大きな試

練に直面しました。アゼルバイジャンがトルコの支援を受けて攻撃を開始し、44日間の戦争の末、

アルメニアは敗北しました。ナゴルノ・カラバフの大部分と周辺7地域をアゼルバイジャンに返還し

なければなりませんでした。これは大きな衝撃と挫折をもたらしました。独立以来30年以上にわた

り多くの困難に直面しましたが、アルメニアの人々は自らの国家を守り、発展させてきました。民

主主義のための闘いは続いており、若者たちは明るい将来への希望を抱いています。現代のアルメ

ニアは、古代の遺産と現代の挑戦の間で自らの道を探求しています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第7章 アルメニアの魂と文化的DNA

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. アルメニア使徒教会 - 2000年にわたる神学と典礼の宝庫

使徒教会は、世界で最も古くから存在する国家教会です。西暦301年、アルメニアはローマ帝国よ

りも先にキリスト教を国教と宣言しました。これは単に宗教を受け入れたというだけでなく、民族

のアイデンティティそのものを再定義する出来事でした。1700年以上にわたる歳月の中で、アルメ

ニア人にとって教会は単なる宗教機関ではなく、民族の生存と文化を守り抜いた砦でした。

アルメニア教会が「使徒教会」と呼ばれるのは、イエス・キリストの十二使徒のうち、タデオとバ

ルトロメオの二人が直接アルメニアの地を訪れ、福音を伝えたという伝承によるものです。彼らが

蒔いた種は、聖グレゴリオスによって花開きました。グレゴリオスは、当時のアルメニア王ティリ

ダテス3世を改宗させ、アルメニア全体をキリスト教国家へと変貌させました。グレゴリオスは「光

をもたらす者」という称号を得ましたが、これは彼が暗闇の中にあった民族に光をもたらしたこと

を意味しています。

アルメニア教会の神学は、初期のキリスト教公会議の決定に従いながらも、独自の特色を持ってい

ます。451年のカルケドン公会議の決定を受け入れなかった点で、他の東方正教会やカトリックと

区別されます。カルケドン公会議は、イエス・キリストの神性と人性が二つの本性として存在する

と宣言しましたが、アルメニア教会はこの二つの本性が一つに結合されているという立場をとりま

した。これを単性論とは区別される合性論あるいは統合論と呼びますが、実はこれは誤解から生じ

た名称です。アルメニア教会はイエスの神性のみを認めるのではなく、神性と人性が完全に一つに

結合されていると信じています。

このような神学的立場は、アルメニア教会がローマ・カトリックやビザンツ正教会とは異なる道を

歩むこととなりました。アルメニアはビザンツ帝国とペルシャ帝国の間に挟まれ、その後にはイス

ラム勢力とキリスト教勢力の間で生き残らなければなりませんでした。このような状況下で独自の

神学と教会体制を維持することは、民族のアイデンティティを守る核心的な手段でした。

アルメニア教会の典礼や礼拝儀式は、非常に古くから伝わる荘厳な特徴を持っています。礼拝は主

に古典アルメニア語であるグラバルで行われ、ラテン語がカトリックのミサで用いられるのと同様

です。典礼は数世紀にわたり形成され、エルサレムやシリア、ビザンツの影響を受けつつも、独自

のアルメニア的な色彩で再解釈されました。

最も重要な礼拝は聖体礼儀です。アルメニア語で「パタラグ」と呼ばれるこの儀式は、イエスの最

後の晩餐を再現するものです。典礼は三つの部分から構成されます。第一は準備礼拝で、聖職者が

祭壇を準備し聖歌を唱えて信者を整えます。第二は言葉の礼拝で、聖書を読み上げ説教を行います。

第三は聖体の礼拝で、パンと葡萄酒を祝聖して信者に分け与えます。
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典礼の特徴の一つは、香を多用する点です。礼拝中、司祭たちは香炉を持って教会内を巡り、香を

焚きます。これは祈りが天へと昇ることを象徴し、同時に空間を聖なるものとする意味があります。

香の煙が立ち上る中で、古語で唱えられる聖歌は神秘的で霊的な雰囲気を創り出します。

もう一つの特徴は、発酵させないパンを使用する点です。カトリックは発酵させないパンを、正教

会は発酵パンを使用しますが、アルメニア教会はカトリックと同じ方式に従います。葡萄酒は水と

混ぜず、純粋な葡萄酒のみを使用し、これはキリストの純粋な神性を象徴しています。

聖職者制度も独特です。最高指導者は「カトリコス」と呼ばれ、総主教に似た地位にあります。現

在、アルメニア教会には二人のカトリコスがいます。一人はアルメニア本国のエチミアジンに、も

う一人はレバノンのシリシアにいます。これはアルメニア人たちが歴史的に各地に散らばって暮ら

してきたためです。

司祭は結婚できますが、司教になるには独身でなければなりません。これは東方正教会の伝統と同

じです。司祭たちは黒い修道服を着て、円錐形の独特な帽子をかぶります。この帽子は「ベガル」

と呼ばれ、キリストの茨の冠を象徴するとも、ノアの箱舟が留まったアララト山を象徴するとも言

われています。

典礼暦、つまり宗教暦も独特です。アルメニア教会は1月6日にイエスの誕生と洗礼を共に記念しま

す。これは初期キリスト教の伝統に従うものです。多くのキリスト教教会が12月25日のクリスマス

と1月6日の主顕祭を別々に守るのとは異なります。

アルメニア教会には多くの聖人がいます。聖グレゴリオス照明者を始め、殉教者たち、修道者たち、

神学者たちが崇敬の対象です。特にジェノサイドの犠牲者たちも殉教者として記憶されています。

1915年にオスマン帝国によって虐殺された150万人のアルメニア人たちは集団殉教者として列聖さ

れました。これは民族の苦痛と信仰が一つに結ばれた独特な例です。

聖画、つまりイコンも重要な役割を果たします。アルメニア教会のイコンはビザンティン様式の影

響を受けていますが、より簡素で抑制された印象を与えます。

教会内にはイエス、聖母マリア、聖人たちのイコンが飾られており、信者は礼拝の前後にイコンの

前で祈りを捧げ、蝋燭を灯します。

アルメニア正教会の神学と典礼は、民族の歴史と不可分の関係にあります。数々の侵略と迫害の中

でもこの伝統を守り抜いたのは、単なる宗教的信仰ゆえではありません。それはアルメニア人とし

てのアイデンティティを守ることそのものでした。言語を禁止され、土地を奪われ、人々が散り散

りになっても、教会は残りアルメニア人たちを一つに結びつけてきました。

今日でも、世界中に散らばって暮らすアルメニア人にとって教会は故郷のような場所です。アメリ

カであれ、フランスであれ、ロシアであれ、中東であれ、アルメニア正教会がある場所では、彼ら

は同じ言葉で同じ典礼を体験し、共同体を形成します。これがアルメニア使徒教会が単なる宗教を

超えて、民族の魂そのものである理由です。

2. 修道院建築 - 石に刻まれた魂の象徴性と構造美
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アルメニアの山々と谷間を旅していると、驚くべき光景を目にします。険しい山の中腹や深い渓谷

の中に、数百年、時には千年を超える修道院が佇んでいます。これらの修道院は単なる宗教建築で

はなく、アルメニアの文化と精神の結晶です。建築一つひとつに信仰と芸術、歴史が溶け込んでい

ます。

アルメニアの修道院建築における最大の特徴は石です。アルメニアは火山岩に富む土地であり、特

に黒と赤の玄武岩や火山岩が豊富です。建築家たちはこの石を精巧に加工して建物を築きました。

セメントやモルタルの使用を最小限に抑え、石と石を正確に嵌め合わせて積み上げたため、数百年

が経過しても崩れ落ちない堅牢な構造を創り出すことができました。

修道院は通常、複数の建物群から構成されています。中心には礼拝堂があり、その周囲には修道僧

の宿舎、食堂、図書館、鐘楼などが配置されます。全体を城壁で囲むケースも多々ありますが、こ

れは単なる防御のためではなく、世俗の世界と区別された聖なる空間を創り出すためです。

礼拝堂の平面図はほとんどが十字型です。これを「集中型平面」と呼び、中央にドームがあり、そ

の下に四方向へ腕が伸びる形態をしています。ビザンティン建築の影響を受けていますが、アルメ

ニア独自の解釈が加えられています。アルメニアの教会はビザンティンの教会よりもより垂直的で

あり、外部装飾はより抑制されています。

最も印象的な部分はドームです。アルメニア教会のドームは円錐形に高くそびえています。これは

空へと向かう人間の霊的な渇望を象徴しています。ドーム内部で天井を見上げると、十字架やキリ

ストの姿が描かれていることが多くあります。光がドームの窓から差し込むと、その姿が神秘的に

輝き、まるで天から降りてくる神の光のように感じられます。

外観を見ると、壁面には精巧な彫刻が刻まれています。最も一般的なモチーフは十字架です。アル

メニアの十字架は独特で、単純な十字ではなく、腕の先端が広がり、その周囲に葡萄の蔓、ザクロ、

花などの文様が加えられています。これを「ハチカル」と呼び、それ自体が一つの芸術ジャンルで

す。ハチカルは石に刻まれた十字架の記念碑であり、修道院の周辺や墓地、巡礼の道に建てられて

います。

ハチカルの文様を詳しく見ると、驚くほど精巧な細工に気づきます。十字架を中心に幾何学模様が

対称的に広がり、その間には植物文様が繊細に刻まれています。同じハチカルは一つとしてなく、

それぞれが独自のデザインを持っています。これは職人たちの創造性と技術力を示す証拠です。

建築の象徴性はあちこちに隠れています。教会の方向はほとんどが東を向いています。これはイエ

スが再臨する際に東から来るとの信仰によるものです。したがって祭壇は東の端に位置し、入口は

西にあります。信者は西から入り、東に向かって礼拝を捧げます。

修道院の位置も象徴的です。多くの修道院が山の斜面や僻地に建っていますが、これは世俗を離れ

て神に近づこうとする修道僧たちの熱望を反映しています。同時に実用的な理由もありました。僻

地は侵略者の目に留まりにくく、戦争や迫害の時期には安全な避難所となることができました。実

際、多くの修道院がアルメニア文化を保存する最後の砦の役割を果たしました。

代表的な修道院を見てみましょう。まずゲハルド修道院です。ゲハルドは「槍」を意味し、これは

イエスを刺したローマ兵士の槍がこの地に保管されていたという伝説に由来します。この修道院の
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驚くべき点は、一部が岩壁に直接彫られていることです。自然の洞窟を拡張して礼拝堂を造り、天

井や壁には繊細な十字架や文様を刻みました。岩の中で響き渡る聖歌は、独特の音響効果を生み出

します。

ハグパトとサナヒン修道院は10世紀に建てられた大規模な修道院群です。ここは単なる礼拝の場で

はなく、学問と文化の中心地でした。図書館には数千冊の写本が収蔵され、修道僧たちは神学、哲

学、科学、医学を研究しました。建築的にも優れ、ユネスコの世界文化遺産に指定されています。

ホル・ビラプ修道院はアララト山を望む場所に位置しています。ここは聖グレゴリオスが13年間監

禁されていた地下の牢獄があり、アルメニア・キリスト教の始まりに関わる最も聖なる場所の一つ

です。地下牢獄へと続く狭い梯子を下ると、小さく暗い空間が現れます。そこでグレゴリオスがど

のように生存したかを想像すると、畏敬の念が湧いてきます。

タテヴ修道院は深い渓谷の上に建っています。ここを訪れるには、世界で最も長い往復ケーブルカー

に乗らなければなりません。修道院自体も印象的ですが、周囲の景観は圧倒的です。修道院から見

下ろせば、深い渓谷と谷が広がり、まるで世界の果てに立っているかのような感覚を覚えます。

修道院建築において光の使い方も重要です。小さな窓が戦略的に配置され、一日のうち特定の時間

に特定の部分を照らします。早朝に太陽が昇ると、東の窓から祭壇に光が注ぎ込み、正午にはドー

ムの窓から内部が明るくなります。この光の動きは、時間の経過と神の臨在を視覚的に体験させる

ものです。

音響も建築設計の重要な要素でした。ドームと壁の構造が音を増幅させ、小さな声さえも教会全体

に響き渡らせます。司祭が祭壇で低声で祈りを捧げても、後方の信者たちが聞こえるほど音響は優

れています。これは単なる偶然ではなく、建築家たちによる計算された設計でした。

修道院はまた社会的機能も果たしていました。中世において修道院は病院、学校、孤児院、旅人向

けの宿舎の役割も担いました。周辺の村々にとって修道院は精神的な中心であるだけでなく、実質

的な支援を受けられる場所でもありました。飢饉や戦争の時期には、修道院は食料を分け与え、避

難所を提供しました。

今日もこれらの修道院はなお機能しています。一部は観光地となりましたが、多くの場所では依然

として修道僧たちが居住し、礼拝を捧げています。巡礼者が訪れて祈りを捧げ、伝統的な典礼も続

けられています。これらの古びた石造りの建物は、過去と現在を結ぶ橋であり、アルメニア人たち

の霊的な旅路が今も続く生きた空間です。

3. 言語と文字 - グラバルに込められた民族の言語的誇り

言語は民族の魂です。アルメニア人にとってアルメニア語、とりわけ古典アルメニア語であるグラ

バルは、単なるコミュニケーション手段ではありません。それは信仰を収める器であり、文化を継

承する媒体であり、民族アイデンティティの核心です。グラバルの歴史は、アルメニア教会と文化

の歴史そのものです。

アルメニア語はインド＝ヨーロッパ語族に属しますが、独自の枝を形成しています。ギリシア語、

ペルシア語、ラテン語とは親戚関係にありますが、いずれとも異なる独自の言語です。数千年にわ
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たりコーカサス地域で発展し、周辺言語の影響を受けつつも、核心的な構造と語彙は独自性を保ち

続けてきました。

しかし、4世紀に至るまでアルメニア語には文字がありませんでした。口承のみで伝えられるか、ギ

リシア文字やシリア文字を借用する状況でした。これは大きな問題でした。聖書を翻訳することが

できず、したがって一般の人々は自らの言語で神の言葉を読むことができなかったのです。教育や

文化の発展にも限界がありました。

この問題を解決したのが聖メスロプ・マシュトツです。彼は神学者であり言語学者として、アルメ

ニア語の音を完璧に表現できる独自の文字を作ることを決意しました。これは単なる学問的なプロ

ジェクトではなく、民族の未来のための神聖な使命でした。

マシュトツは長年の研究の末、405年にアルメニア文字を完成させました。36文字で構成されるこ

の文字体系は科学的かつ体系的でした。各文字はアルメニア語の特定の音を正確に表現し、習得も

容易でした。文字の形も美しく、優雅な曲線と直線が調和し、まるで芸術作品のようでした。

伝説によれば、マシュトツは神の啓示を受けて文字を創始したといいます。彼が創始した最初の文

は聖書箴言の一節でした。「知恵を知り、訓戒を悟るために」。これは象徴的です。文字の目的が

単なる日常のコミュニケーションではなく、神の知恵を伝え学び得るものであることを示していま

す。

文字が作られるやいなや、聖書の翻訳作業が直ちに始まりました。マシュトツと彼の弟子たちは、

ギリシア語およびシリア語の聖書をアルメニア語に翻訳しました。この翻訳は非常に優れており、

「翻訳の女王」と称賛されました。原文の意味を正確に伝えつつ、アルメニア語の美しさを生かし

たからです。

5世紀はアルメニア文化の黄金期となりました。文字を得たことで、文学、歴史、哲学、科学などあ

らゆる分野で著作が次々と生まれました。この時期は「黄金時代」と呼ばれています。神学者たち

は教理書を書き、歴史家たちは民族の歴史を記録し、詩人たちは賛美歌を創作しました。

グラバル、すなわち古典アルメニア語は、この時期に形成された文語です。「グラバル」とは「書

かれたもの」を意味します。これは日常の口語とは区別された、格式高く高貴な言語でした。ラテ

ン語が中世ヨーロッパにおいて学問と宗教の言語であったように、グラバルはアルメニアにおいて

千年以上、同様の役割を果たしました。

グラバルの文法は複雑で精巧です。名詞は七つの格を持ち、動詞は多様な時制と法を表現すること

ができます。この複雑さは、微妙な意味の差異を表現するのに有利でした。神学的な論争や哲学的

な思索を精密に表現することが可能でした。

語彙も豊かでした。日常用語から抽象的な概念に至るまで、すべてを表現することができました。

ギリシア語やシリア語から借用した語彙もありましたが、大半は固有のアルメニア語の語根から作

られました。例えば「神学」を意味する語は、ギリシア語をそのまま借用するのではなく、アルメ

ニア語の語根から新たに造語されました。
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写本伝統も重要です。印刷術が発明されるまで、すべての書物は手書きで写されました。修道院の

写室において、修道僧たちは羊皮紙にグラバルで聖書や典礼書、神学書を写し取りました。この作

業は単なる複製ではなく、敬虔な修行でした。写写者は一字一字を丁寧に書き、書の余白には美し

い装飾を描き加えました。

アルメニアの写本は芸術作品です。初ページには精巧な装飾文字があり、重要な箇所には挿絵が描

かれます。福音書の四福音書の肖像画が描かれ、イエスの生涯を描いた絵画が含まれます。色彩は

華やかでありながら調和しており、金箔が用いられて光を浴びればきらめきます。

最も有名な写本はエチミアジン福音書です。6世紀に作られたこの書物は、現存するアルメニア語の

写本の中で最も古く、象牙製の表紙には聖母マリアと聖人たちが精巧に彫刻されています。内部に

は福音書全体が細密に書き写されており、アルメニアの国宝としてエチミアジン大聖堂の宝物庫に

保管されています。

グラバルは典礼言語としての役割も重要です。今日に至るまでアルメニア教会の礼拝はグラバルで

行われます。一般の信者は日常では現代アルメニア語を使用しますが、ミサに参加すれば千年前の

言語を聴くことになります。これは過去とのつながりを維持する手段です。同じ言葉と文法で祖先

が祈りを捧げていたという事実は、時を超えた共同体意識を生み出します。

グラバルで書かれた祈りや賛美歌は、リズムと音楽性に優れています。声に出して読めばまるで詩

のようです。特に聖ナレクの祈りは言語の美しさが極致に達しています。彼はグラバルの可能性を

最大限に活用し、神秘的で感動的な文句を数多く生み出しました。

言語は抑圧の時代において一層重要性を増しました。オスマン帝国の支配下でアルメニア語の使用

が禁止され教会が閉鎖された際、人々は密かにグラバルを教え、学びました。写本を地面に埋めて

隠し、戦争が終わった後に再び掘り起こして読み返しました。言語を守ることが、すなわち民族を

守ることだったのです。

ソビエト時代にもグラバルは弾圧されました。共産党は宗教を弾圧し、教会での礼拝を禁止しまし

た。しかしグラバルは「古典言語」という名目で学術研究は認められました。学者たちは表面上は

言語学を研究しているかのように見せながら、実際には伝統を保存し続けていました。

グラバルは生きた伝統です。神学校では依然としてグラバルを必須科目として教えています。司祭

になるにはグラバルで典礼を執り行える必要があるからです。一般大学でも古典語課程としてグラ

バルを提供しています。文学や歴史を専攻する学生たちは原典を読むためにグラバルを学びます。

アルメニア文字そのものも文化的象徴です。文字の形態は彫刻、絵画、デザインに用いられていま

す。エレバンにはアルメニア文字の記念碑があり、36もの巨大な石の文字が山の斜面に建てられて

います。人々はそこを訪れ、文字の間を歩きながら自らの言語と文化を記念します。

グラバルは単なる古い言語ではありません。信仰の器であり、祖先の声であり、民族のアイデンティ

ティを宿した宝です。千年を超える歳月の中で、数多くの祈りと賛美、涙と希望がこの言語で表現

されてきました。今日もアルメニアの教会ではグラバルによる聖歌が響き渡り、過去と現在、そし

て未来を繋いでいます。
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4. 音楽と詩、そして祈り ― シャラカンとナレクの霊性が宿る芸術

霊性の表現方法は多様ですが、その一つが音であるでしょう。修道院の石壁の間から響き渡る聖歌、

詩として書かれた祈り文、そしてそれらが生み出す霊的体験は、アルメニア文化の最も深い次元で

す。その中でもシャラカンという賛美歌の伝統と聖ナレクの祈り詩は、特別な地位を占めています。

シャラカンはアルメニアの典礼音楽の核心です。「連続する歌」あるいは「列になって歌う歌」を

意味します。シャラカンは単なる音楽ではなく、神学を歌で表現したものです。各賛美歌は特定の

教義や聖書の物語、聖人の生涯を取り扱っています。したがってシャラカンを歌うことは、神学を

学び信仰を告白する行為そのものです。

シャラカンの歴史は5世紀までさかのぼります。アルメニア文字が作られた直後、神学者たちはギリ

シア語やシリア語の賛美歌の翻訳を始めました。単なる翻訳に留まらず、アルメニア独自の旋律と

リズムを開発しました。これはアルメニアの民謡や伝統音楽の影響を受けたものです。

偉大なシャラカンの作曲家は、8世紀の聖コスタンティンと9～10世紀の聖グレゴリウス・ナレカチ

です。彼らは数百曲の賛美歌を作曲し、多くの曲が今日まで歌い継がれています。簡素でありなが

ら深みがあり、繰り返される旋律の中に瞑想的な雰囲気を宿しています。

シャラカンは西洋音楽の長調や短調とは異なる旋法を用います。これを「教会旋法」と呼びますが、

ビザンティン音楽に似つつもアルメニア独自の色彩を備えています。音程の間隔が独特で、時には

異国情緒を漂わせ、時には哀愁に満ちた響きとなります。

リズムも興味深いです。西洋音楽のように一定の拍子が繰り返されるのではなく、歌詞の自然な流

れに従います。グラバルの音節の長さに応じて音符の長さが決定されます。したがってシャラカン

を歌うには、グラバルの発音とリズムを正確に理解する必要があります。

シャラカンはほとんど無伴奏で歌われます。楽器なしに、人間の声のみで歌い上げます。これは初

期キリスト教の伝統に従ったものです。声は最も純粋な楽器であり、神への賛美に最も適している

と信じられていました。石造りの教会の音響効果と相まって、シャラカンはさらに神秘的に響きま

す。

合唱で歌われることもありますが、アルメニアの合唱は西洋の和声とは異なります。全員が同じ旋

律を歌いますが、わずかに異なる高さや音色で歌い上げます。これによって生まれる音は、まるで

一つの巨大な声のようでありながら、豊かな質感を持っています。

シャラカンの歌詞は詩的です。隠喩と象徴が豊富で、聖書のイメージが美しく織り込まれています。

例えば復活祭のシャラカンは、闇から光へ、死から生命への転換を歌います。クリスマス・シャラ

カンは、天から地へと降りてきた神の愛を描写します。

典礼の時期に応じて、異なるシャラカンが歌われます。待降節、聖誕節、四旬節、復活節など、各

時期ごとに固有の賛美歌があります。聖人の祭日にも、その聖人を記念する特別なシャラカンがあ

ります。したがって、一年を通じて多様なシャラカンを経験することになります。

聖ナレクの音楽と詩は特別な地位を占めています。グレゴール・ナレカチ（951-1003）は、10世

紀のアルメニアの修道僧であり、神学者、詩人、作曲家でした。彼はナレク修道院で生涯を過ごし、
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そこで偉大な霊的作品を創造しました。

ナレクの最も有名な作品は『悲嘆の書』です。アルメニア語では「マタヤン・ボガク」と呼ばれる

この書は、95の祈りから成り立っています。各祈りは罪の告白、悔い改め、そして神の慈悲を願う

内容を含んでいます。しかし、これは単なる悔悛文ではありません。それは人間の魂の最も深いと

ころを探求する詩的な旅です。ナレクの言語はグラバルの可能性を極限まで引き上げます。彼は新

しい言葉を生み出し、独自の文法構造を用い、驚くべきイメージを創造します。彼の文は長く複雑

ですが、リズムがあり、声に出して読めば音楽のように響きます。

例えば、ナレクは自らの罪を告白しながらこう記します。「私は地に落ちた種であり、嵐に舞う塵

であり、波にさらわれる砂です。」これらのイメージは人間の弱さを表現しながらも美しさを失い

ません。彼は神の慈悲をこう描きます。「あなたの慈悲は海よりも広く、空よりも高く、星の数よ

りも多きものです。」無限の神の愛を有限の言葉で表現しようとする試みです。この試み自体が霊

的な修行なのです。

『悲嘆の書』は個人の祈り書であると同時に、共同体の声でもあります。ナレクは「私」と語りな

がらも、すべての人類を代弁します。彼の罪の告白は個人的でありながら普遍的です。したがって、

この書を読むすべての人が自らの物語を発見することになります。この書はアルメニア人にとって

聖書に次ぐ重要な霊的テキストとなりました。人々は困難な時期にこの書を読み、慰めを得ました。

病床のそばで、戦場で、牢獄の中で、そして平凡な日常において、これらの祈りが朗読されました。

多くの人がこの書の一部分を暗誦できるほど、広く愛されています。

ナレクは2015年、教皇フランシスコによって「教会博士」に列せられました。これはカトリック教

会がアルメニア教会の聖人を公式に認めた稀有な事例です。これにより、ナレクの霊性がアルメニ

アのみならず、全キリスト教世界の宝であることが確認されました。

音楽と詩はアルメニア人の日常生活に深く浸透しています。家庭での祈り、巡礼の途上、祭りの記

念にシャラカンが歌われます。結婚式や葬儀にも特別な賛美歌があります。これは人生のあらゆる

瞬間が霊的な意味を持つことを示しています。現代においてもこの伝統は継承されており、アルメ

ニアの聖歌隊は世界各地を巡業してシャラカンを披露しています。コムシタス四重唱団のような著

名なグループは、古代の賛美歌を現代の聴衆に紹介しています。若き音楽家たちも伝統を学び、継

承しています。

YouTubeやストリーミングプラットフォームでは、数多くの録音を見つけることができます。しか

し、実際に教会で聴く体験とは異なります。石壁の間で響き渡る音、香りの匂い、蝋燭の光、そし

て共に祈る共同体の存在が生み出す全体的な体験は、録音では完全に再現できません。シャラカン

とナレクの霊性は、アルメニア人にとってアイデンティティの源泉です。言語が異なり、国が異な

り、世代が異なっても、同じ賛美歌を歌い、同じ祈り文を読むとき、彼らは一つになります。これ

が千年以上も散り散りに生きながら民族を一つに結びつけてきた力です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第8章 世界の中のアルメニア: ディアスポラの力

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. ディアスポラの起源 - 歴史的拡散とグローバルネットワークの構築

アルメニアのディアスポラは、世界で最も古く広範な民族離散の歴史の一つです。故郷を離れ世界

各地に散ったアルメニア人たちの物語は、単なる移住の歴史ではなく、生存と適応、そしてアイデ

ンティティの維持を描くドラマです。

その始まりは古代に遡ります。ローマ帝国時代、アルメニアの商人たちはシルクロードを往来し、

東西を結ぶ貿易共同体を形成しました。彼らはコンスタンティノープル、アレクサンドリア、エル

サレムなどの大都市に定住し、初期のディアスポラの基盤を築きました。この時代の移住は、主に

経済的機会を求めて自発的に行われました。

本格的な離散は11世紀から始まります。1071年のマンジケルトの戦いでビザンツ帝国がセルジュ

ク・トルコに敗北したことで、アルメニア高原は次第にトルコ系勢力の支配下へと置かれるように

なりました。これにより多くのアルメニア人が南へ移動し、キリキア地方に新たなアルメニア王国

を建国しました。キリキア・アルメニア王国は1198年から1375年まで地中海沿岸で繁栄しました

が、最終的にマムルーク・スルタン国に滅ぼされ、新たな離散の波が始まります。

14世紀から16世紀にかけて、アルメニア人たちはクリミア半島、ポーランド、ウクライナ、ルーマ

ニアなど東欧へと広がりました。特にリヴォフ（現在のウクライナ・リヴィウ）には活発なアルメ

ニア商人の共同体が形成され、独自の教会や学校を設立しました。彼らは現地社会と交流しつつも、

アルメニア語と伝統を守ろうと努めました。

16世紀初頭、オスマン帝国とサファヴィー朝ペルシアとの間の戦争は、さらなる大規模な移住を招

きました。両帝国の間に位置するアルメニア高原は絶え間ない戦場となり、多くのアルメニア人が

安全を求めてペルシアの内陸部やオスマン帝国の大都市へと移住しました。1604年、シャー・アッ

バス1世は数万人のアルメニア人をイランのイシュファハンへ移住させましたが、これが後に繁栄す

るニュー・ジュルファ共同体の始まりとなりました。

（世界各国に所在するアルメニア・ディアスポラ共同体）

19世紀に入り、ロシア帝国がコーカサス地方を征服したことで新たな局面を迎えます。1828年の

トルクマンチャイ条約により東アルメニアがロシア領となったことで、多くのアルメニア人がペル

シアやオスマン帝国からロシア領アルメニアへと移住しました。同時に、トビリシ（現在のトビリ

シ）、バクー、モスクワ、サンクトペテルブルクといったロシアの大都市にもアルメニア共同体が

形成されました。

最も悲劇的な章は20世紀初頭に記されます。1915年から1923年にかけてオスマン帝国で起こった

アルメニア人虐殺は150万人以上の命を奪い、生き残った人々は世界各地へと散らざるを得ません
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でした。これが現代アルメニア・ディアスポラの最大の要因です。

虐殺から生き延びた難民たちは主に中東、特にレバノン、シリア、エジプト、イラクへと避難しま

した。フランスの委任統治領であったレバノンとシリアは多くのアルメニア難民を受け入れ、彼ら

はベイルートとアレッポに大規模な共同体を形成しました。フランス本国へ向かった人々はマルセ

イユやパリに定住し、アメリカへ渡った人々はボストン、ロサンゼルス、ニューヨークに根を下ろ

しました。

第二次世界大戦後、中東の政治的不安定は新たな移住の波を生みました。1948年のイスラエル建国、

1950年代のエジプト革命、1975年から始まったレバノン内戦、そして近年のシリア内戦は、中東

のアルメニア共同体を再び分散させることとなりました。多くの人々がヨーロッパ、北米、オース

トラリアへと再移住しました。

ソ連の崩壊も新たな離散をもたらしました。1991年にアルメニアが独立しましたが、経済的な困難

と1988年の大規模地震、ナゴルノ・カラバフ紛争により、数十万人がロシア、ヨーロッパ、アメリ

カへと職を求めて旅立ちました。これは経済的な移住の性格が強いものでしたが、結果としてディ

アスポラ人口をさらに増加させることとなりました。

アルメニアのディアスポラは約700万から1000万人と推定され、本国の人口300万人の2倍以上に

達します。彼らはロシア（約200万人）、アメリカ（約150万人）、フランス（約60万人）、レバ

ノン（約15万人、シリア内戦以前）、アルゼンチン（約13万人）、イラン（約12万人）、カナダ

（約10万人）など、世界中の100以上の国々に分布しています。

ディアスポラ共同体の特徴は、強い民族的アイデンティティと組織化です。主要なディアスポラ地

域にはアルメニア使徒教会、学校、文化センター、政治組織が存在します。教会は言語と文化を継

承する中核機関として機能してきました。ディアスポラはまた政治的にも活発で、アルメニア虐殺

の承認運動、ナゴルノ・カラバフへの支援、本国への経済支援などにおいて重要な役割を果たして

います。

各地のディアスポラが現地の文化と融合しながらも、独自のアルメニア的アイデンティティを維持

している点です。レバノンのアルメニア人はアラビア語とアルメニア語の両方を話し、フランスの

アルメニア人はフランス文化とアルメニアの伝統を結びつけています。アメリカの2世、3世は主に

英語を使用しますが、依然として自分自身をアルメニア人として認識しています。

ディアスポラは祖国に対して経済的支援を提供し、国際社会においてアルメニアの声を代弁し、新

たなアイデアや技術を祖国に伝える役割を果たします。これらのネットワークは、小さな国アルメ

ニアが世界舞台で影響力を行使できる重要な資産です。

2. 世界へ広がった民族ネットワーク

アルメニア・ディアスポラの最も大きな集中地は、ロシア、ヨーロッパ、そして中東です。各地域

の共同体はそれぞれ異なる歴史的背景と現在の課題を抱えていますが、すべてアルメニアのアイデ

ンティティを維持しようとする強い意志を示しています。
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ロシアのアルメニア共同体は、ディアスポラの中で最も規模が大きいです。推計200万から250万

人に及ぶ人々が、モスクワ、サンクトペテルブルク、ソチ、ロストフ・ナ・ドヌなどロシア全土に

分布しています。ロシアとアルメニアの関係は19世紀のロシア帝国時代まで遡り、アルメニア人た

ちはオスマン帝国とペルシアの圧力から逃れるため、ロシアを保護者として見ていました。

ロシアのアルメニア人たちは経済的に非常に成功しています。多くの人々が商業、建設業、飲食業、

製造業に従事しており、一部はロシアの政治や経済の最上層部にも進出しています。モスクワには

豪華なアルメニア使徒教会の聖堂があり、アルメニアの学校や文化センターも活発に運営されてい

ます。特にソチは「ロシアにおけるアルメニア」と呼ばれるほどアルメニア人の割合が高いです。

ロシア国内のアルメニア人コミュニティは、時として反移民感情や民族主義の標的となることもあ

ります。2000年代半ばには一部の地域でアルメニア人を対象とした暴力事件が発生し、経済危機の

時期には「外国人が職を奪う」という非難の対象となりました。それでもなお、ロシアとアルメニ

アは軍事同盟関係を維持しており、ロシアはアルメニアの安全保障において重要な役割を果たして

います。

ヨーロッパにおけるアルメニア人ディアスポラは、フランスを中心に形成されています。フランス

には約60万人のアルメニア系住民が居住しており、パリ、マルセイユ、リヨンに大規模なコミュニ

ティが存在します。フランスとアルメニアの関係は十字軍時代まで遡りますが、現代のコミュニティ

の多くは1915年の虐殺後に到着した難民の子孫です。

フランスのアルメニア人は、文化、芸術、政治の分野で目覚ましい活躍を見せています。有名なシャ

ンソン歌手シャルル・アズナヴール（本名：シャヌール・アズナヴリャン）、映画監督アンリ・ヴェ

ルヌイ、政治家パトリック・デベジアンらはアルメニア系です。フランスは2001年にアルメニア虐

殺を公式に認めた最初の主要な西側諸国の一つであり、アルメニア系フランス人の政治的影響力が

これを可能にしました。

パリのアルメニア人地区は文化的中心地です。9区と10区を中心に、アルメニア料理のレストラン、

食料品店、書店、教会が密集しています。毎年4月24日の虐殺追悼日には大規模な集会と行進が行

われ、フランスの政治家たちも参加します。パリのアルメニア大聖堂は単なる宗教施設ではなく、

コミュニティの社会的・文化的な中心点です。

ドイツにも約10万人のアルメニア人が居住しており、1990年代以降は経済的な移民が多数を占め

ています。ケルンはドイツ国内のアルメニア人コミュニティの中心地であり、教会や文化協会が活

発に活動しています。イギリスのアルメニア人コミュニティは相対的に小規模ですが、ロンドンを

中心に専門職従事者が多く、学術やビジネスの分野でネットワークを形成しています。

中東のアルメニア共同体は、最も古いディアスポラのひとつです。レバノンとシリアは1915年の虐

殺以降、最も多くの難民を受け入れた国々であり、かつてそれぞれ40万人と30万人のアルメニア人

が暮らしていました。しかし、レバノン内戦とシリア内戦により多くの人々が再び去り、現在は大

きく減少しています。

中東のアルメニア人たちは、独特な二重のアイデンティティを育んできました。彼らはアラビア語

を話しアラブ文化に親しみつつも、キリスト教の信仰とアルメニア語、伝統を維持しています。多

くの人々が中産階級以上の経済的地位を享受し、金細工、商業、製造業、専門職に従事しています。
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イランのアルメニア共同体は特別な地位を占めています。イスラム共和国であるにもかかわらず、

イランはアルメニア人を公式に認められた少数民族として扱い、議会には予約された議席もありま

す。テヘランとイシュファハンには約12万人のアルメニア人が暮らしており、彼ら独自の学校と教

会を運営しています。イシュファハンのニュー・ジュルファは17世紀以来続く歴史的共同体であり、

アルメニア文化遺産の宝庫です。

中東のアルメニア共同体が直面する課題は政治的不安定です。2011年以降のシリア内戦によりアレッ

ポのアルメニア地区は破壊され、数万人がレバノン、アルメニア本国、あるいは西洋へ避難しまし

た。レバノンも経済危機と政治的混乱により、多くのアルメニア人が去っています。イラクのアル

メニア共同体はサダム・フセイン政権とその後の混乱の中でほぼ消滅しました。

中東のアルメニア共同体は、数十年にわたる戦争と迫害にもかかわらず、教会と学校を再建し、文

化を保存し、次世代にアイデンティティを伝えてきました。中東のアルメニア教会は単なる礼拝の

場ではなく、難民救済、教育、社会福祉の中心地として機能しています。

(1) レバノン・ベイルート - ブルジュ・ハマド共同体

ベイルートのブルジュ・ハマドは、世界で最も独特かつ活気あるアルメニア人ディアスポラ共同体

の一つです。ベイルートの北東に位置するこの地域は「レバノンの小さなアルメニア」と呼ばれ、

街路にはアルメニア語の看板が並び、アルメニア料理や音楽が溢れています。

ブルジュ・ハマドの歴史は悲劇から始まります。1915年のオスマン帝国によるアルメニア人大虐殺

を生き延びた難民たちが、シリアの砂漠を越えてレバノンに逃れてきました。当時フランス委任統

治領であったレバノンはこれらを受け入れ、当初はベイルート港近くの仮設テント村で生活させま

した。1920年代初頭、フランス当局はベイルートの北東部の湿地帯と農地を難民に割り当て、これ

がブルジュ・ハマドとなりました。

初期の定住者たちは極度の貧困の中で暮らしていました。彼らは木製の板とトタンで仮の住居を建

て、マラリアや病気に苦しみました。多くの人が故郷を離れる際、身につけていたのは衣服だけで

した。生存者の証言によれば、夜になると子供たちの泣き声と親たちのため息がキャンプ全体に響

き渡ったといいます。

しかしアルメニア人たちは驚くべき回復力を見せました。彼らは金細工、靴作り、木工、裁縫といっ

た伝統的な技術を活用して小さな作業場を開設し始めました。女性たちは刺繍やレース製作で収入

を補いました。1930年代になると、ブルジュ・ハマドは急速に成長する商業地区へと変貌を遂げま

した。細い路地には店舗や作業場が立ち並び、アルメニア語の看板が現れました。

共同体の中心には教会がありました。アルメニア使徒教会は単なる宗教機関ではなく、社会福祉、

教育、文化活動の中核でした。聖グリゴリイ啓蒙者大聖堂をはじめとする多くの教会が建てられ、

各教会は付属学校を運営しました。これらの学校はアルメニア語、歴史、文化を教え、アイデンティ

ティを保存する重要な役割を果たしました。

ブルジュ・ハムードは政治的にも組織化されました。ダシュナク、ランカバール、フンチャクとい

う3つの主要なアルメニア政党がそれぞれの支持基盤を確立しました。これらは青年組織、スカウト

団体、スポーツクラブを運営し、共同体を結束させました。政治的傾向は異なりましたが、すべて
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がアルメニアのアイデンティティの保存とジェノサイドの認定という共通の目標を共有していまし

た。

1950年代から1960年代はブルジュ・ハムードの黄金期でした。レバノン経済が繁栄するにつれ、

アルメニア共同体もともに成長しました。ブルジュ・ハムードは中東全域のアルメニア製品製造と

流通の中心地となりました。金細工職人は精巧な装飾品を制作し、靴職人は高級靴を生産し、機械

工場は各種部品を製造しました。多くの家族が中流階級へと昇進し、子女を大学に進学させること

ができるようになりました。

文化的にもブルジュ・ハムードは花開きました。アルメニアの劇場、映画館、文化センターが開館

しました。有名なアルメニアの歌手や音楽家が公演を行い、文学サロンでは詩や小説が朗読されま

した。アルメニア語の新聞や雑誌が発行され、出版社はアルメニア語の書籍を印刷しました。ブル

ジュ・ハムードは単なる居住地域ではなく、生きたアルメニア文化の宇宙でした。

1975年から1990年まで続いたレバノン内戦は、ブルジュ・ハムードに大きな打撃を与えました。

この地域はしばしば交戦地となり、砲撃や狙撃によって多くの住民が命を落としたり負傷したりし

ました。店舗や住宅が破壊され、多くの家族が安全を求めて他国へ移住しました。しかし、大半の

人々は残って共同体を守り抜きました。戦争中も学校は可能な限り開校し、教会は避難所や救援セ

ンターの役割を果たしました。

内戦終結後、ブルジュ・ハムードはゆっくりと再建されました。1990年代から2000年代前半にか

けて新しい建物が立ち並び、商業活動も再び活気を帯びました。アルメニア本国の独立（1991年）

は、共同体に新たな誇りをもたらしました。多くのレバノン系アルメニア人が本国を訪れるように

なり、一部は投資や事業開始を行いました。

現在、ブルジュ・ハムードを歩けば独特の雰囲気が感じられます。主要通りであるアルメニア通り

には、宝石店、家電店、食料品店、レストランが並んでいます。看板のほとんどはアルメニア語で、

アラビア語と英語が併記されています。通りを歩く人々の間では、アルメニア語が自然に聞こえて

きます。パン屋では伝統的なラバシパンやガタ菓子を販売し、レストランではドルマ、ケバブ、バ

クラバを提供しています。

ブルジュ・ハムードの建築は機能的でありながら、文化的アイデンティティを反映しています。建

物の多くは実用的なコンクリート構造ですが、教会や文化センターにはアルメニア建築の要素が取

り入れられています。聖グリゴリ大聖堂は伝統的な円錐形のドームと十字架を備え、内部はアルメ

ニアの聖人たちのイコンで飾られています。教会の壁には、ジェノサイド犠牲者を追悼する銘板が

掲げられています。

教育は依然として共同体の最優先事項です。ブルジュ・ハムドゥには複数のアルメニア学校があり、

数千名の生徒が通っています。これらの学校はレバノン政府のカリキュラムに従いながらも、アル

メニア語・歴史・文化に重点を置いて指導を行っています。生徒たちはアラビア語、アルメニア語、

英語、フランス語のいずれかを学ぶ、3か国語または4か国語による教育を受けます。学校は単なる

学習の場ではなく、アルメニアのアイデンティティを次世代に継承する核心的な手段です。

しかし、ブルジュ・ハムドゥは現在、さまざまな課題に直面しています。レバノンの経済危機、特

に2019年以降の金融崩壊は共同体に大きな打撃を与えました。レバノン・ポンドの価値が暴落した
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ことで、多くの商人や製造業者が苦境に立たされています。電気や水の供給が不安定であり、イン

フレにより生活費が急騰しました。その結果、特に若年層がより良い機会を求めてアルメニア本国

や西欧へ移住するケースが増えています。

2020年8月のベイルート港湾爆発事故は、ブルジュ・ハムドゥにも被害をもたらしました。地域の

多くの建物が損傷し、一部のアルメニア住民も犠牲となりました。しかし、共同体は再び回復力を

示し、再建に取り組みました。教会やNGOが被害者支援のために迅速に動き、世界各地のディアス

ポラから支援が寄せられました。

ブルジュ・ハムドゥは、変化する人口構成にも適応しつつあります。シリア内戦以降、多くのシリ

ア難民がブルジュ・ハムドゥへ流入し、その中にはアレッポ出身のアルメニア人も含まれています。

彼らは同じ言語と文化を共有していますが、レバノン系アルメニア人とは異なる経験を持っていま

す。共同体はこれらを歓迎し支援する一方で、統合という課題にも直面しています。

若者のアイデンティティも進化しています。3世、4世のレバノン・アルメニア人は、祖父母の世代

とは異なる方法でアルメニア性を体験します。多くの人がアルメニア語を流暢に話せず、アラビア

語や英語の方が快適です。しかし、大半は依然として自分をアルメニア人として自認し、文化行事

や宗教儀式に参加しています。ソーシャルメディアは、彼らが本国や他のディアスポラとつながる

新たな手段を提供しています。

ブルジュ・ハムードの意義は、単にアルメニア人が多い地区であるという点を越えています。ここ

は、虐殺の生存者たちが廃墟から立ち上がり、新しい人生を築いた回復力の象徴です。ここは、多

文化の中東において少数民族がアイデンティティを維持しながら、より広い社会に貢献できること

を示す事例です。そしてここは、アルメニア・ディアスポラのダイナミズムを如実に示す生きた証

拠です - 絶えず変化し挑戦に直面しながらも、決して消滅することのない共同体の姿です。

(2) シリア - アレッポの千年の教会と学校

シリアのアレッポはかつて、中東で最も規模が大きく繁栄したアルメニア共同体の本拠地でした。

2011年のシリア内戦以前、約10万から15万人のアルメニア人がアレッポに居住し、都市の経済と

文化において重要な役割を果たしていました。アレッポのアルメニア共同体は教会と学校を中心に

組織され、これらの機関は単なる宗教的・教育的機能を越え、共同体の心臓であり魂でした。

アレッポのアルメニアの歴史は中世にまでさかのぼりますが、現代の共同体の起源は1915年の虐殺

にあります。オスマン帝国による虐殺と追放から生き延びた数万人のアルメニア人たちが、シリア

の砂漠を越えてアレッポに避難しました。当時オスマン帝国の一部であったアレッポは虐殺の主要

な舞台の一つでしたが、同時に生存者たちが集まる集結地でもありました。一部のアラブ人やクル

ド人たちは命がけでアルメニア人らを匿い、西洋の宣教師たちは救済活動を行いました。

1920 年代、フランスがシリアを委任統治するにあたり、難民たちに定住する機会が与えられまし

た。フランス当局はアレッポ北東のスレイマニエ地区をアルメニア難民に割り当て、この地域は急

速に「アルメニア地区」として知られるようになりました。当初はテントや仮設の住居から始まり

ましたが、やがて恒久的な住宅、店舗、教会、学校が建てられました。
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アレッポのアルメニア共同体の中心には教会がありました。アルメニア使徒教会は複数の教区に分

かれており、それぞれの教区が独自の教会と付属学校を有していました。最も重要な教会の一つは、

旧市街に位置する「40 人の殉教者大聖堂」です。この聖堂は 15 世紀に初めて建立されましたが、

その後何度も再建され、アルメニア使徒教会の美しい建築と聖画を誇りました。

スレイマニエ地区には、聖エリヤ教会をはじめとする多くの新しい教会が建てられました。これら

の教会は単に日曜日の礼拝の場ではありませんでした。毎日開放され、洗礼、結婚式、葬儀はもと

より、共同体の会議、慈善活動、文化行事の場としても機能しました。教会の広場は子供たちの遊

び場であり、大人たちの社交の場でもありました。特に 4 月 24 日のジェノサイド追悼の日や 9 月

21 日の独立記念日といった重要な日には、教会が共同体全体を一つに結ぶ中心となりました。

アレッポのアルメニア教会たちは、驚くべき文化遺産を保存していました。古代の写本、聖画、典

礼用具、歴史的な文書が教会の図書館や博物館に収蔵されていました。一部の写本は中世に遡り、

アルメニアの書道と細密画芸術の傑作でした。これらの遺物は単なる骨董品ではなく、アルメニア

民族の連続性を証明する生きた証でした。

教会に次ぐほど重要なものが学校でした。アレッポには数十のアルメニア語学校があり、数千名の

生徒が通っていました。これらの学校はさまざまな教派や政治組織によって運営されていました。

カレン・ザデ学校、グルベニアン学校、スルペリアン学校などが最も有名でした。各学校はシリア

政府のカリキュラムに従いながらも、アルメニア語・歴史・文化に相当な時間を割いていました。

アレッポのアルメニア語学校の特徴は、高い教育水準でした。生徒たちはアラビア語、アルメニア

語、英語、フランス語を学ぶ多言語教育を受けました。教員の多くはアルメニア人で、多くが本国

やレバノンの大学で教育を受けていました。学校は単に読み書きを教える場所ではなく、アルメニ

アのアイデンティティを形成する場でした。生徒たちはアルメニアの詩や歌を学び、歴史的出来事

を記念し、伝統的な舞踊や音楽を習いました。

学校はまた、社会的移動の梯子でもありました。多くの貧しい家庭の子供たちが、学校教育を通じ

て専門職や事業への道を開くことができました。卒業生たちはアレッポ大学やダマスカス大学、あ

るいはレバノンやヨーロッパの大学へと進学しました。教育を重んじる文化のおかげで、アレッポ

のアルメニア人からは医師、弁護士、エンジニア、教授などが多く輩出されました。

学校や教会以外にも、アレッポには豊かな文化インフラがありました。アルメニア文化センター、

青年会、スポーツクラブ、スカウト組織が活発に活動していました。ハマスギエン文化協会のよう

な団体は、演劇公演、音楽会、講演会を定期的に開催しました。アルメニア図書館には数千冊のア

ルメニア語書籍や雑誌が所蔵されていました。夏になると、子供たちは教会や青年会が主催するキャ

ンプに参加しました。

アレッポのアルメニア人は経済的にも成功を収めていました。多くの人々が伝統的に金細工、靴作

り、皮革製品、織物業に従事していました。アレッポは数世紀にわたり中東の主要な商業中心地で

あり、アルメニア商人はそのネットワークの重要な一部でした。中には大規模な製造業や輸出入事

業を営む者もいました。アルメニア地区の店舗や工房は常に賑わい、誠実な職人技で高い評価を得

ていました。
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アルメニア人はまた、アレッポの社会的多様性にも貢献しました。アラブ人、クルド人、他のキリ

スト教共同体と平和に共存していました。多くのアルメニア人はアラビア語を流暢に話し、一部は

アラブ文化に深く統合されていました。同時に、彼らは独自のアイデンティティを維持し、シリア

社会は概ねこの多様性を尊重していました。

2011年にシリア内戦が勃発すると、すべてが変化しました。アレッポは最も激しい戦闘が行われた

都市の一つとなり、スレイマニエのアルメニア地区は交戦地域の真ん中に位置することになりまし

た。教会や学校、住宅や店舗が砲撃や空襲によって破壊されました。数百人のアルメニア人が命を

落とし、さらに多くの人々が負傷しました。

最も象徴的な損失は殉教者大聖堂の破壊でした。2015年に反政府勢力の砲撃により聖堂の鐘楼が崩

れ、建物の大部分が損傷しました。数世紀にわたる聖像や写本が失われました。他の多くの教会や

学校も同様の運命を辿りました。カレン・ザデ学校は廃墟となり、聖エリヤ教会も深刻な被害を受

けました。

共同体の構成員の大半が去っていきました。一部はダマスカスやシリアの他の地域へ避難し、多く

の人々がレバノン、アルメニア本国、あるいは西洋へ移住しました。2011年に15万人だったアレッ

ポのアルメニア人は、2020年頃には2万人未満に減少しました。代々受け継がれてきた家族がバラ

バラになり、再び会うことのできない者もいました。

それでも残された人々は驚くべき回復力を見せました。戦争中も一部の教会は開かれ続け、司祭た

ちは命がけで礼拝を執り行いました。教会は避難所、救済センター、医療支援の場へと変貌しまし

た。一部の学校は廃墟の中でも授業を続け、教師たちはボランティアで教えました。共同体組織は

食料、医療品、生活必需品を配布しました。

2016年末にシリア政府軍がアレッポを再奪還した後、ゆっくりと再建が始まりました。一部のアレ

メニア人が帰還し、教会と学校の修復作業が開始されました。アルメニア本国政府と世界のディア

スポラが再建を支援しました。40人の殉教者大聖堂は部分的に修復され、礼拝が再開されました。

いくつかの学校も再び門を開きました。

かつての活気を取り戻すのは困難です。経済は崩壊し、多くの若者が未来に希望を見出せず、次々

と去っていきます。残された共同体は高齢化しており、学校の生徒数はかつての一部に過ぎません。

かつて賑わっていたアルメニア地区の通りは静まり返り、多くの建物は依然として破壊されたまま

です。

アレッポのアレメニア人たちは諦めません。彼らは、祖先が1915年以降の廃墟から共同体を再建し

たように、再び再建することを誓います。教会の鐘の音はなお響き、学校の教室にはなお子供たち

の笑い声が聞こえます。アレッポのアレメニア共同体の物語は終わっていません。それは続いてお

り、かつてより小さく弱くとも、なお生き、希望を抱いています。

アレッポの教会と学校は単なる建物ではありません。そこは共同体のアイデンティティ、記憶、希

望が具現化された場所でした。その破壊は物理的な損失を超え、文化的かつ精神的な損失です。し

かし、歴史が示すように、建物は壊されても共同体の精神はそう簡単に折れません。アレッポのア

レメニア人たちはどこにいても、教会と学校を再建し、言語を教え、信仰を守り続けます。それが

彼らが千年以上続けてきたことだからです。
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(3) イラン・イスファハンのニュー・ジュルファとヴァンク修道院

イラン・イスファハンのニュー・ジュルファとヴァンク修道院は、アルメニア・ディアスポラの歴

史において最も独自性が高く、文化的に豊かな場所の一つです。400年以上の歴史を誇るこの共同

体は、アルメニアとペルシアの文化が見事に融合した姿を示しており、今日に至るまで活気あるア

ルメニア生活の中心地として残っています。

サファヴィー朝時代の強制移住

ニュー・ジュルファの物語は、17世紀初頭のペルシアとオスマン帝国の間の地政学的な競争に始ま

ります。サファヴィー朝のシャー・アッバス1世（在位1588-1629）は、ペルシアを強力な帝国へ

と築こうとしました。彼はオスマン帝国との戦争において戦略的要衝であるアルメニア地方を支配

しようとしましたが、この地域をオスマンに完全に奪われる危機に直面していました。

1604年、シャー・アッバスは大胆な決断を下しました。アラス川流域の繁栄するアルメニア都市ジュ

ルファおよび周辺地域の住民を、強制的にペルシアの内陸部へ移住させるというものです。これは

焦土作戦の一環であり、オスマン軍がこの地域を占領しても得るものがなくなるようにするためで

した。同時に、シャー・アッバスはアルメニア商人の経済的才能と貿易ネットワークを自らの首都

イスファハンへ引き寄せ、ペルシア経済を活性化させようとしたのです。

強制移住は悲劇的なものでした。約30万人のアルメニア人が冬の間、山岳地帯を越えてイスファハ

ンへ行軍しなければなりませんでした。多くの者、特に老人や子供たちが寒さ、飢え、病気で命を

落としました。

イスファハンに到着したアルメニア人たちは、ザヴィンデ・ルド川の南岸に居住地を割り当てられ

ました。ここはシャーの豪華な宮殿と庭園がある北側の地域から川によって隔たれていましたが、

経済活動に参加するには十分に近接していました。彼らは故郷を記念してこの居住地を「ニュー・

ジュルファ」（ペルシア語でJolfa-ye Now）と名付けました。

シャー・アッバースはアルメニア人たちに大きな自治権と特権を与えました。地方自治を行うこと

ができ、教会を建て、信仰を自由に実践することができました。貿易においても特別な権利を得た

のです。アルメニア商人たちはペルシアの貴重な絹貿易を独占的に扱うようになり、その繁栄の基

礎となりました。

17世紀半ばからニュー・ジュルファは驚異的な繁栄を享受しました。アルメニア商人たちはペルシ

アの絹をインド、東南アジア、遠くヨーロッパまで輸出する広大な貿易ネットワークを構築しまし

た。アムステルダム、ヴェネツィア、リヴォルノ、マルセイユといったヨーロッパの都市だけでな

く、マニラ、マカオ、カルカッタにも貿易拠点を設けました。ジュルファ商人たちのネットワーク

は世界で最も精巧な貿易システムのひとつであり、近代初期の世界経済の重要な部分を担っていま

した。

富の蓄積とともにニュー・ジュルファは文化的にも花開きました。17世紀末には人口は3万人から5

万人に達し、13の教会、修道院、数百の店舗や工房がありました。通りは活気に満ち、アルメニア

語が公用語でした。裕福な商人たちは豪華な邸宅を建て、芸術家や学者を支援しました。
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ペルシア・アルメニア混合建築様式と壁画

ニュー・ジュルファの建築は、アルメニアとペルシアの伝統が美しく融合した独自の様式を発展さ

せました。これは単なる折衷ではなく、両文化の最高要素が有機的に結合された新たな美学の誕生

でした。

ヴァンク修道院（正式名称は聖救世主大聖堂、Holy Savior Cathedral）は、この混合様式における

最も偉大な傑作です。1606年に着工され1664年に完成したこの聖堂は、外観上は典型的なサファ

ヴィー朝ペルシア建築のように見えます。建物はペルシア式の煉瓦で築かれ、ドームはペルシアの

モスクで見られる丸みを帯びた形態を呈しています。黄褐色とベージュ色の煉瓦は、イスファハー

ンの他のイスラム建築と調和しています。

しかし、聖堂の内部に入ると、全く異なる世界が広がります。内部は豪華なフレスコ画で完全に覆

われています。壁、天井、ドーム、アーチ、すべての表面が聖書の物語、聖人の生涯、天国と地獄

の情景、花と幾何学模様で飾られています。これらの壁画は17世紀後半に描かれたもので、アルメ

ニア、ペルシア、そしてヨーロッパのバロックの影響が独特に融合しています。

壁画の色彩は息を呑むほど美しく、金箔、ターコイズブルー、コバルトブルー、赤、緑が見事に調

和しています。特にドーム内部の天国の情景は黄金色に輝き、天使たちや聖人たちがキリストを取

り囲んでいます。ペルシアの細密画の繊細さとアルメニアの宗教芸術の霊性が交わり、独自の視覚

言語を創り出しています。

最も印象的なのは最後の審判の場面です。聖堂の西側の壁全体を覆うこの巨大なフレスコ画は、天

国と地獄を対比させています。上部には救われた魂が天使に導かれて天国の庭園に入る様子が描か

れ、下部には罪人が火の中で苦しむ地獄の情景が鮮やかに描かれています。これらの場面は中世ヨー

ロッパの宗教画の伝統に従っていますが、人物の衣装や装飾要素にはペルシア的な細部が含まれて

います。

壁画には歴史的な場面も含まれています。1604年の強制移住の場面を示し、アルメニア人たちが山

を越えてペルシアへ行軍する様子が描かれています。シャー・アッバースとアルメニアの司教たち

の出会いを描写しています。これらの場面は共同体の集合的記憶を保存する重要な役割を果たして

います。

聖堂のタイル装飾も注目すべき点です。アルメニアの十字架やキリスト教の象徴がペルシアの花模

様や書道的な文様と結合されています。一部のタイルにはアルメニア語の碑文が刻まれており、他

のタイルにはペルシアの詩が記されています。これは二つの文化の平和な共存と相互影響を視覚的

に示しています。

ヴァンク修道院以外にも、ニュー・ジュルファにはベツレヘム教会や聖マリア教会など、多くの美

しい教会がありました。それぞれが独自の建築的特徴を持っていますが、すべてがペルシア・アル

メニアの混合様式を共有しています。一部の教会はサファヴィー朝の庭園建築を取り入れており、

教会の前にペルシア式の庭園と噴水があります。

裕福なジュルファの商人たちの邸宅はペルシア式の中庭住宅の構造に従っていますが、内部装飾に

はアルメニアのキリスト教の要素が含まれています。一部の邸宅には個人礼拝堂があり、壁には聖
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家族や聖人のイコンが飾られていました。同時に、天井や壁の漆喰装飾やステンドグラスの窓はペ

ルシアの伝統に従っています。

融合とは単なる様式の混合ではありません。それは、アルメニア人たちがペルシャの環境に適応し

ながらも自らのアイデンティティを維持した様式を象徴しています。外観はペルシャ的でありなが

ら内側はアルメニア的な建築は、外形的にはペルシャ社会に統合されつつも内面的にはキリスト教

アルメニアのアイデンティティを守り続けた共同体の比喩です。

世界初の印刷機と写本文化の中心地

ジュルファは単なる貿易の中心地ではなく、アルメニアの文化と学問の灯台でした。特に印刷と出

版の分野において先駆的な役割を果たしました。

1636 年、ジュルファに中東初のアルメニア印刷機が設立されました。これはグーテンベルクがヨー

ロッパで印刷機を発明してから約 180 年後のことですが、中東地域においては画期的な出来事でし

た。この印刷機はホジャ・アブラハムというアルメニアの司教によって設立され、彼はヨーロッパ

で印刷術を学んできました。

最初の印刷物は 1638 年に刊行された詩集でした。その後、ジュルファの印刷所は聖書、典礼書、

神学論文、文法書、歴史書など、多様なアルメニア語の書籍を出版しました。これらの書籍はジュ

ルファだけでなく、オスマン帝国、ロシア、インドのアルメニア共同体へと配布され、世界中のア

ルメニア人々を文化的に結びつける役割を果たしました。

活版印刷の導入はアルメニア文化に革命的な影響を与えました。それ以前は書物は手書きで写す必

要があったため、非常に貴重で高価でした。活版印刷によって書物はより安価に、広く普及するよ

うになり、識字率の低下と教育の普及を促しました。ニュー・ジュルファのアルメニア家庭では、

聖書や祈祷書を所有することが一般的になりました。

しかし、印刷が導入されたからといって写本文化が消失したわけではありません。むしろニュー・

ジュルファは、アルメニア写本芸術の最後の偉大な中心地の一つとなりました。ヴァンク修道院や

他の教会のスクリプトリウム（写本室）では、美しい装飾写本が引き続き制作されました。

17世紀と18世紀にニュー・ジュルファで制作された写本は芸術的傑作です。細密画家たちはペルシ

アの細密画技法をアルメニアの写本伝統と融合させました。福音書の余白は、金箔を施した花模様、

鳥、幻想的な動物たちで飾られました。福音記者（マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ）の肖像画はペ

ルシアの宮廷画の影響を受け、華やかな衣装と精巧な背景で描かれました。

一部の写本には、後援者の肖像画も含まれています。裕福な商人たちは、自分自身と家族の肖像画

を福音書に描き入れるよう依頼しましたが、ペルシア風のターバンとローブを着ていても、キリス

ト教の十字架を手にしていることがよくありました。これらの肖像画は、当時のジュルファのアル

メニア人の衣装、装飾品、社会的地位に関する貴重な視覚資料です。

ヴァンク修道院の図書館は、これらの写本の宝庫でした。中世から近世初期にかけてのアルメニア

写本が数百点所蔵されていました。一部はニュー・ジュルファで制作されたものですが、他の一部

はアルメニア本国やキリキアから持ち込まれたものです。これらの写本は、聖書テキスト、典礼書、
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歴史年表、医学論文、哲学著作など、多岐にわたる主題を扱っています。

18世紀、ニュー・ジュラはアルメニア啓蒙主義の中心地の一つとなりました。学者や神学者が集ま

り、アルメニア語の文法を標準化し、歴史を研究、ヨーロッパの新しい思想をアルメニア語に翻訳

しました。ヴァンク修道院の学校は高等教育機関へと発展し、神学だけでなく数学、天文学、医学

も教授しました。

ニュー・ジュラは、他のアルメニア共同体との文化交流においても重要な役割を果たしました。イ

ンドのマドラス（現在のチェンナイ）やカルカッタのアルメニア共同体は、ニュー・ジュラ出身の

移住者によって設立されたもので、彼らはニュー・ジュラで印刷された書籍を携え、インドのアル

メニア人たちに供給しました。イスタンブールやエルサレムのアルメニア印刷所も、ニュー・ジュ

ラの技術者たちから技術を学びました。

現在、ヴァンク修道院博物館には、この豊かな文化遺産の一部が展示されています。訪問者は17～

18世紀の装飾写本、初期の印刷本、アルメニア書道の傑作を見ることができます。一部の写本はあ

まりにも貴重で特別の保存環境に収められていますが、デジタル複製版を通じて研究者がアクセス

できます。

ニュー・ジュラの印刷と写本文化は、単に本を作る以上の意味を持っていました。それはアルメニ

ア語とアイデンティティを保存する核心的な手段でした。祖国を離れペルシャに暮らしていても、

人々は書物を通じて自らの文化的ルーツとつながることができました。聖書や典礼書は宗教的アイ

デンティティを維持し、歴史書は民族的誇りを育み、文学作品はアルメニア語を生きた言語として

維持しました。

ディアスポラの精神性を象徴する空間

ヴァンク修道院とニュー・ジュラは、単なる歴史的遺跡や観光名所ではありません。それはアルメ

ニア・ディアスポラの霊性の生きた象徴であり、故郷を離れても信仰とアイデンティティを維持し

得ることを示す証です。

アルメニア人にとって教会は民族アイデンティティの核心でした。301年にアルメニアが世界で初

めてキリスト教を国教として採用して以来、アルメニア使徒教会は単なる宗教機関ではなく、民族

の魂そのものでした。幾多の帝国の支配下にあっても、教会はアルメニア語、文化、集団的記憶を

保存する役割を果たし続けました。

ヴァンク修道院は、この伝統をペルシアの地で継承しました。毎週日曜日には、古代アルメニア語

で神聖な典礼（ディヴァイン・リトゥルギア）が執り行われ、信者たちは数世紀にわたり変わら賛

美歌を唱えました。典礼の薫り、蝋燭の光、聖歌の響きは、信者たちを霊的に本郷のエチミアジン

大聖堂やエルサレムの聖ヤコブ教会へと結びつけました。

教会の暦が共同体のリズムを決定しました。クリスマス（アルメニア教会では1月6日に記念）、復

活祭、聖母マリアの昇天祭、聖グレゴリウス啓蒙者祭などの主要な祝日には、ニュー・ジュラ全体

が祝いました。これらの日は単なる宗教行事ではなく、共同体全体が一つに集まる社会的・文化的

な出来事でした。
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特に意味深いのは4月24日の虐殺追悼日です。1915年の虐殺はニュー・ジュラの直接の経験ではあ

りませんでしたが、20世紀以降、全世界のアルメニア人にとっての集団的トラウマとなりました。

毎年この日、ヴァンク修道院では特別礼拝が執り行われ、犠牲者への祈りが捧げられます。これは、

ニュー・ジュラが単にイランの地域共同体ではなく、グローバルなアルメニア・ディアスポラの一

部分であることを思い起こさせるものです。

ヴァンク修道院は巡礼地としても機能しています。世界中のアルメニア人たちがニュー・ジュファ

を訪れ、この場所の歴史的・精神的遺産を体験します。アメリカやフランスで育った若いアルメニ

ア人たちがここを訪れ、自らのルーツとつながる感覚を抱きます。鮮やかな壁画の前に立ち、彼ら

は祖先が苦難の中でも信仰と文化を守り続けた物語を聞きます。

修道院はまた、個人的な霊性の空間でもあります。多くのイラン出身のアルメニア人たちは、人生

の重要な瞬間、すなわち洗礼、初聖餐、結婚、葬儀をヴァンク修道院で執り行いたいと願っていま

す。ここで生まれ育った人々にとって、ヴァンクは単なる歴史的記念物ではなく、個人的な記憶と

感情が宿る場所です。

ヴァンク修道院はイスラム圏のイランにおいてキリスト教アルメニアのアイデンティティの象徴と

して機能すると同時に、宗教間対話と相互尊重のモデルも示しています。イランのムスリムたちが

ヴァンクを訪れ、その芸術的な美しさに感銘を受け、アルメニア文化について学びます。イラン政

府はヴァンクを国家文化遺産として保護し、観光名所として宣伝しています。

2008年、ヴァンク修道院を含むイスファハーンのアルメニア教会群がユネスコの世界文化遺産に登

録されました。これは国際的にその文化的・歴史的な重要性が認められたことを意味します。ユネ

スコはこれらの教会を「アルメニアのキリスト教芸術と建築がペルシャ文化とどのように相互作用

したかを示す優れた証拠」と評価しました。

ニュー・ジュファとヴァンク修道院は、現在も課題に直面しています。イランのアルメニア共同体

は次第に縮小しています。1979年のイスラム革命以前、イランには約30万人のアルメニア人が居

住していましたが、現在は約10万から12万人と推定されています。若者たちはより良い経済的機会

を求めてアメリカ、カナダ、ヨーロッパ、あるいはアルメニア本国へと移住しています。

イランの政治的・経済的な状況も共同体に圧力をかけています。国際制裁は経済を困難にし、保守

的なイスラム政権下で宗教的少数者として生きることは、時に微妙な差別を経験させることがあり

ます。それでもイラン政府はアルメニア人を公式に認められた少数民族として扱い、議会に予約議

席を提供し、独自の学校や教会を運営することを許可しています。

ニュー・ジュラの物理的遺産も保存が必要です。400年もの歴史を持つ建物は、自然な老朽化、汚

染、あるいは不適切な修復によって損傷を受けています。ヴァンク修道院の壁画は湿気と温度の変

化によって少しずつ褪せています。国際機関やアルメニア・ディアスポラが保存プロジェクトに資

金を提供していますが、さらなる努力が必要です。ヴァンク修道院とニュー・ジュラは依然として

生命力を保っています。毎週日曜日の鐘の音はなお響き、信者たちはなお集まります。アルメニア

学校の子どもたちはなお自らの言語と歴史を学んでいます。ニュー・ジュラの通りではなおアルメ

ニア語が聞こえてきます。
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ヴァンク修道院は単なる過去の記念物ではありません。それはディアスポラの回復力と適応力が生

きている証です。それはアルメニア人たちがいかに見知らぬ土地に根を下ろし、現地の文化と調和

しながらも独自のアイデンティティを維持してきたかを示しています。それは信仰がいかに共同体

を一つに結び、苦難の時期に希望を提供し、世代を超えてアイデンティティを伝承するかを象徴し

ています。

今日ヴァンク修道院を訪れる人々、アルメニア人であれそうであれ、それは単に美しい芸術作品を

見るだけではありません。彼らは400年にわたる生存と繁栄、苦難と回復、喪失と保存の物語を目

撃します。彼らは小さな民族がいかに大国の間で自らの声を維持し、文化的豊かさを世界に貢献で

きるかを見ます。そして彼らは、ディアスポラが単に故郷を失った人々ではなく、複数の世界をつ

なぐ架け橋となり、新たな形の美しさと意味を創造し得ることを学びます。

3. 北米大陸のアルメニア ― アメリカ・アルゼンチン・ウルグアイ

北米大陸は、20世紀におけるアルメニア・ディアスポラの最も重要な目的地となりました。アメリ

カは最も多くのアルメニア人が居住する国であり、南米のアルゼンチンとウルグアイも相当なコミュ

ニティを形成しています。それぞれが独自の環境の中で、ユニークなアルメニア系アメリカ人のア

イデンティティを発展させてきました。

アメリカへのアルメニア人の移民は、19世紀末に始まりました。1890年代、オスマン帝国のアブ

デュルハミド2世による虐殺（ハミディアン虐殺）を逃れたアルメニア人たちが初めてアメリカに到

着しました。彼らは主に東海岸のボストン、ニューヨーク、ニュージャージーに定住し、一部は中

西部のデトロイトやシカゴへと向かいました。初期の移民の多くは貧しく、工場や繊維産業で労働

者として働きました。

本格的な移住は、1915年の虐殺の後に始まりました。1920年代までには、数万人の生存者と難民

がアメリカに到着しました。1924年に移民法が成立し、アジアや東欧からの移民が制限されたこと

で、アルメニア人にも影響が及びました。それでもなお、1930年代までに約5万から7万人のアル

メニア人がアメリカに定住しました。

第二次世界大戦後、新たな移住の波が始まりました。ヨーロッパの難民キャンプにいたアルメニア

人たちがアメリカへ再定住し、1950年代から1960年代にかけては中東からの移民が増加しました。

1975年に始まったレバノン内戦も移住を促す要因となりました。1980年代と1990年代には、イ

ラン革命とソ連崩壊により、イランとアルメニア本国から大規模な移民が行われました。

現在、アメリカには約100万から150万人のアルメニア系アメリカ人が暮らしています。最も集中

的に居住している地域はカリフォルニア州、特にロサンゼルス大都市圏です。グレンデイル市はア

メリカ国内でアルメニア人の割合が最も高く、人口の約40%がアルメニア系です。ハリウッド、バー

バンク、パサデナにも大規模なコミュニティがあります。カリフォルニア州には約50万から70万人

のアルメニア人が住んでおり、「リトル・アルメニア」という愛称で知られています。

東部ではボストン大都市圏（特にウォータータウン）が伝統的なアルメニアの中心地です。ニュー

ヨーク州、ニュージャージー州、ミシガン州デトロイト郊外にも相当なコミュニティがあります。

フロリダ州やテキサス州にも拡散しています。
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アメリカにおけるアルメニア系コミュニティの特徴は、高い教育水準と経済的成功です。多くの2世、

3世は医師、弁護士、エンジニア、教授などの専門職、ビジネス、芸術、エンターテインメント分野

で活躍しています。有名なアルメニア系アメリカ人としては、リアリティ番組のスターであるカダ

シアン家、ロックバンド「システム・オブ・ア・ダウン」、祖母がアルメニア人だったコメディア

ン・ジョージ・カーリン、映画監督のアトム・エゴヤン、投資家のカーク・ケルコリアンなどが挙

げられます。

政治的にもアルメニア系アメリカ人は活発です。米国政府がアルメニア虐殺を公式に認定するよう、

数十年にわたりロビー活動を行ってきました。アルメニア国民委員会（ANCA）やアルメニア議会

（アメリカアルメニア会議）は強力なロビー組織です。2019年に米国下院と上院がアルメニア虐殺

の公式認定決議を可決したことは、ディアスポラの粘り強い努力の結晶でした。

アメリカのアルメニア共同体は組織化されています。使徒教会、カトリック、プロテスタントなど、

数百の教会、学校、文化センター、政治組織が存在します。ロサンゼルスの聖グレゴリウス啓蒙者

大聖堂は、西半球で最も大きなアルメニア使徒教会の聖堂です。ボストンにはハイデパークに歴史

的なアルメニア・ヘリテージ・パークがあり、ジェノサイドを偲んでいます。

教育も優先事項です。アルメニア語の学校があり、一部は幼稚園から高校までの完全なカリキュラ

ムを提供しています。UCLAやUSCのような主要大学には、ディアスポラの寄付によって設立された

アルメニア研究プログラムがあります。南カリフォルニア大学（USC）のアルメニア研究所は世界

的に有名です。

アメリカのアルメニア共同体は、同化とアイデンティティの維持の間の緊張を経験しています。3世

代目と4世代目はアルメニア語をほとんど話せず、英語が主要言語です。異民族間の結婚も増加して

おり、多くのアルメニア系アメリカ人が非アルメニア人と結婚しています。若者は自分を「アルメ

ニア系アメリカ人」として定義しますが、その意味は祖父母の世代とは異なります。

興味深いことに、ソーシャルメディアとデジタル技術は、新しい形のアルメニアのアイデンティティ

を可能にしています。若いアルメニア系アメリカ人は、Instagram、YouTube、TikTokを通じてア

ルメニアの音楽、料理、文化を共有しています。オンラインのアルメニア語学習プラットフォーム、

ポッドキャスト、YouTubeチャンネルが言語と文化を広めています。2020年のナゴルノ・カラバ

フ戦争中には、数千名の若いアルメニア系アメリカ人がソーシャルメディアを通じてアルメニアを

支援する運動を展開し、数百万ドルの人道支援を募りました。

南米のアルメニア・ディアスポラはあまり知られていませんが、やはり重要です。アルゼンチンに

は約13万人、ウルグアイには約1万9千人のアルメニア人が住んでいます。彼らの歴史もアメリカと

同様に、1915年のジェノサイドから始まります。

1920年代から1930年代にかけて、数千名のアルメニア難民がオスマン帝国の残虐な追放から生き

延び、中東から南米へと移住しました。一部はレバノンやシリアで数年間滞在した後、新たな機会

を求めて大西洋を渡りました。アルゼンチンとウルグアイは当時、移民に対して比較的開放的であ

り、経済も成長していました。

ブエノスアイレスは南米におけるアルメニア人ディアスポラの中心地となりました。パレルモやフ

ロレスなどの地区にアルメニア共同体が形成され、教会、学校、文化センターが設立されました。
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初期の移民たちは貧しい状況でしたが、勤勉さと起業家精神によって急速に経済的基盤を築きまし

た。多くの人々が繊維、皮革製品、宝石、カーペットの事業を始めました。

アルゼンチンにおけるアルメニア人の特徴は、多言語能力にあります。彼らはアルメニア語、スペ

イン語、そして多くの場合、フランス語や英語も話します。これは彼らの移住経路を反映したもの

であり、オスマン帝国で生まれ、中東のフランス委任統治領を経て南米に到着する旅路です。

アルゼンチンのアルメニア共同体は文化的に非常に活発です。ブエノスアイレスには複数のアルメ

ニア使徒教会とカトリック教会があり、それぞれの教会が附属学校や文化センターを運営していま

す。アルメニア虐殺博物館も存在し、歴史の保存と教育を行っています。毎年4月24日には大規模

な追悼行事が開催され、ブエノスアイレス市内で数千人が行進します。

1990年代、アルゼンチンはアルメニア虐殺を公式に認めた南米初の国家となりました。2000年に

はブエノスアイレスにアルメニア虐殺記念碑が建立されました。これらの成果は、アルメニア系ア

ルゼンチン人の政治的影響力を示しています。

スポーツも統合の媒体です。ブエノスアイレスには「クラブ・アトレティコ・アルメニア」という

クラブがあり、サッカー、バスケットボール、バレーボールのチームを運営しています。それは社

会的な中心点であり、若者がアルメニアのアイデンティティとつながる場所です。

ウルグアイのモンテビデオにも同様の共同体があります。規模は小さいものの緊密に組織されてお

り、教会や文化協会が活発に活動しています。ウルグアイは2004年にアルメニア虐殺を認定しまし

たが、これは小さくても影響力のあるアルメニア共同体の努力によるものです。

南米のアルメニア人はしばしば「二重のディアスポラ」と呼ばれます。彼らは本土のアルメニアだ

けでなく、中東のレバノンやシリアともつながっています。多くの家族は現在もベイルートやアレッ

ポに親戚を抱えており、中東の料理や音楽が彼らの文化に溶け込んでいます。同時に、彼らはラテ

ンアメリカの文化も深く吸収しました。タンゴ、マテ茶、アサード（アルゼンチン風のバーベキュー

）は彼らの日常の一部となっています。

ブラジルにも約4万人のアルメニア人が住んでおり、主にサンパウロに集中しています。チリ、ベネ

ズエラ、メキシコにも小さな共同体があります。それぞれの共同体は規模は小さいものの、教会や

文化組織を維持し、アイデンティティの保存に努めています。

カナダも主要なアルメニアディアスポラの国です。約10万人のアルメニア系カナダ人がおり、主に

トロントとモントリオールに集中しています。カナダの共同体はアメリカと類似した特徴を示しま

すが、カナダの多文化主義政策のおかげで、アイデンティティの保存により恵まれた環境を享受し

ています。

アメリカ大陸のアルメニア共同体は祖国と強い絆を維持しています。多くの人々がアルメニアを訪

問し、祖国経済に投資し、家族へ送金を行っています。1991年の独立以降、特にこうしたつながり

が強化されました。2020年のナゴルノ・カラバフ戦争の際には、アメリカのディアスポラが数千万

ドルを募り、人道支援と復興に貢献しました。
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同化の圧力も存在します。アメリカやカナダでは若年層が主流社会に深く統合されており、一部で

はアルメニア語を失いつつあります。共同体の指導者たちは、言語教育、文化プログラム、青年組

織を通じてこれに対処しようとしています。

興味深いことに、「ディアスポラ観光」が増加しています。若いアルメニア系アメリカ人やアルゼ

ンチン人がルーツを探訪するためにアルメニアを訪れ、一部は数ヶ月あるいは数年間、祖国で働い

たり学んだりしています。これはディアスポラと祖国の間に新たな形のつながりを生み出していま

す。

アメリカにおけるアルメニアのディアスポラは成功の物語です。虐殺の難民として到着した人々の

子孫たちは、今や議会、企業、大学、芸術界で影響力ある地位を占めています。彼らは受け入れた

国に貢献しながらもアルメニアのアイデンティティを維持し、祖国を支援するとともに、世界中に

アルメニア文化を広めています。これはディアスポラが単なる損失ではなく、文化的豊かさや超国

家的つながりの源泉となり得ることを示す事例です。

4. 祖国とのつながり ― 送金、文化、教育、信仰によって結ばれた絆

アルメニア本国と世界各地に散らばるディアスポラとの関係は、単なる感傷的な絆ではありません。

それは経済的、文化的、政治的、精神的な次元において、本国の生存と発展に実質的に貢献する多

層的なつながりです。このつながりは、送金、文化交流、教育支援、そして信仰という四つの主要

な環を通じて維持されています。

経済的つながり：送金と投資

ディアスポラの経済的貢献は、アルメニア経済において決定的に重要です。世界銀行の資料による

と、アルメニアは対GDP比の送金割合において世界で最も高い国の一つです。2019年時点でのアル

メニアの送金額はGDPの14％に達し、年間20億ドルに相当します。

送金の大部分は、ロシアで働くアルメニア人から寄せられています。ロシアには約200万人のアル

メニア人が居住しており、多くがモスクワやサンクトペテルブルクで働きながら本国の家族に定期

的に送金しています。この送金は数百万世帯の生計を支え、特に地方の農村地域では主要な収入源

となっています。

家族間の支援を超えて、多くのディアスポラのアルメニア人は本国への事業投資も行っています。

米国、フランス、ロシアで成功したアルメニアの起業家たちが、アルメニアに製造業、IT企業、ホ

テル、レストランを設立しています。IT産業におけるディアスポラの投資は特に顕著です。エレバ

ンは「コーカサスのシリコンバレー」と呼ばれ、多くの技術系スタートアップがディアスポラの投

資家の支援を受けています。

ディアスポラ債券（ディアスポラ・ボンド）も画期的な資金調達手法です。イスラエルの先例にな

らい、アルメニア政府は時折ディアスポラを対象に債券を発行し、インフラプロジェクトや経済開

発に必要な資金を調達しています。ディアスポラのアルメニア人は、単なる投資収益だけでなく、

愛国心からこれらの債券を購入します。
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不動産市場もディアスポラの影響力を受けます。多くのディアスポラのアルメニア人がエレバンや

故郷の村に家やアパートを購入します。一部は定年後の帰国を計画しており、他の人々は休暇用や

投資目的です。これは不動産市場を活性化させますが、同時に地元住民にとっては価格上昇を招く

こともあります。

慈善活動や人道支援も重要です。1988年のスピタク大地震以降、再建のために数億ドルが寄付され

ました。2020年のナゴルノ・カラバフ戦争の間には、世界中のディアスポラが「アルメニア基金」

や他の組織を通じて1億ドル以上を募金しました。

脆弱性も存在します。ロシア経済が困難に直面するたびに（例えば2014-2015年のルーブル危機）、

送金が急減し、アルメニア経済に即座の打撃を与えます。これは経済の多角化の必要性を浮き彫り

にしています。

文化的つながり：言語、芸術、伝統の保存と交流

文化的な次元において、ディアスポラと祖国の関係は双方向的です。ディアスポラは祖国の文化を

保存し、広める役割を果たす一方、祖国はディアスポラに対して文化的なルーツとアイデンティティ

を提供します。

言語は最も重要な文化的な結びつきです。アルメニア語は独立した語族を形成する固有の言語であ

り、5世紀に作られた独自のアルファベットを有しています。ディアスポラ共同体は世代を超えて言

語の保存に努めてきました。世界中のアルメニア語学校はアルメニア語を教授しており、一部は週

末学校として、他の一部は正規学校として運営されています。

近年では、オンラインプラットフォームが言語学習の場を提供しています。「HyeLearning」や「

Armenian Virtual College」のようなウェブサイトは無料でアルメニア語講座を提供し、世界中どこ

からでもアクセス可能です。YouTubeチャンネルではアルメニア語のレッスンが提供され、言語学

習アプリも開発されています。これにより、3世代、4世代のディアスポラが祖先の言語を再発見す

ることが可能になります。

文学や芸術においても活発な交流があります。ディアスポラの作家たちはアルメニア語だけでなく、

英語やフランス語、ロシア語で作品を執筆し、アルメニアの経験を世界に伝えています。アメリカ

の小説家クリス・ボジャリアンは『砂の城の少女たち』でジェノサイドを取り上げベストセラーと

なりました。フランスの作家アンドレイ・マキネ（アルメニア系）はゴンクール賞を受賞していま

す。

音楽は強力な結びつきです。伝統的なアルメニア音楽は、アルメニアの管楽器であるドゥドゥクの

切ない音色で知られています。ディアスポラの音楽家ジョヴァン・ガスパリアンはドゥドゥクを世

界に紹介し、その音楽は映画『グラディエーター』のサウンドトラックにも使用されました。若い

世代は伝統と現代を融合させ、アメリカのシステム・オブ・ア・ダウンのようなバンドはアルメニ

アのアイデンティティとロック音楽を結びつけています。

映画も重要な媒体です。アトム・エゴヤンなどのディアスポラ出身の監督たちは、アルメニアの歴

史とアイデンティティをテーマに作品を制作しています。彼の映画『アララト』（Ararat, 2002）

はジェノサイドを取り扱い、国際的な注目を集めました。本国の映画祭にはディアスポラ出身の監
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督たちが招待され、その作品は本国の観客に新たな視点を提供します。

視覚芸術の分野でも交流が活発です。世界的なインスタレーション・アーティスト、ペーター・フェ

ッターマン（ペイクではなく）のようなアルメニア系芸術家たちが国際舞台で活躍しており、エレ

バンの現代美術館（Modern Art Museum of Yerevan）ではディアスポラ出身の芸術家たちの作品

が展示されています。

料理は親しみやすいつながりです。ドルマ（ぶどうの葉に包んだ米と肉）、ケバブ、ラバシパン、

バクラヴァは、世界中のアルメニアの家庭やレストランで愛されています。ディアスポラはこれら

の料理を現地の文化と融合させることもあります。例えば、ロサンゼルスのアルメニア料理店では、

アルメニア料理にカリフォルニア流の工夫を加えています。

祭りと記念日も共同体を一つに結びつけます。4月24日のジェノサイド追悼日は、世界中のアルメ

ニア人が同時に記念する日です。エレバンのジェノサイド記念館からパリ、ロサンゼルス、シドニー

に至るまで、アルメニア人たちはろうそくを手に行進し、犠牲者を追悼します。9月21日の独立記

念日も同様に、世界中で祝われます。

教育的つながり：奨学金、交換プログラム、知識の継承

教育は、ディアスポラと祖国を結ぶもう一つの重要な絆であり、次世代への投資です。

奨学金プログラムは、最も直接的な教育支援です。多くのディアスポラ組織や富裕な個人が、祖国

の学生向けの奨学金を提供しています。アルメニアの学生が国内の大学だけでなく、海外の名門大

学で学ぶことを可能にしています。例えば、「AGBU（アルメニア一般慈善連合）」は、世界中に数

百の奨学金を提供する最大のアルメニア慈善団体です。

交換プログラムは、ディアスポラの若者が祖国を体験する機会を提供します。「Birthright

Armenia」プログラム（イスラエルのBirthrightプログラムをモデルにしています）は、ディアスポ

ラの若者に、数週間から数ヶ月にわたりアルメニアでボランティア活動やインターンシップを行う

機会を提供しています。参加者はNGO、学校、企業で働き、祖国と直接つながります。多くの参加

者が、この経験が自身のアルメニアとしてのアイデンティティを強化したと語っています。

逆方向の交流もあります。アルメニアの学生がディアスポラの国で学び、一部はそこで定住します。

これは新たなディアスポラを生み出しますが、同時に祖国と定住地とのネットワークを強化します。

彼らはしばしば祖国に戻り、海外で学んだ知識や技術を適用します。

大学間の協力も増加しています。エレバン国立大学やアルメニア・アメリカン大学などの機関は、

ディアスポラの大学とパートナーシップを結んでいます。教員の交換、共同研究プロジェクト、ダ

ブルディグリープログラムが実施されています。米国や欧州の主要大学はアルメニア研究センター

を設立しており、これらはディアスポラの寄付者たちの支援を受けています。

エリヴァンで開催される国際サマースクールでは、ディアスポラの学生を招き、アルメニアの歴史、

文化、言語を集中的に学習させます。これは学習だけでなく、世界中のアルメニアの若者同士のネッ

トワーキングの機会も提供します。ディアスポラの組織は、アルメニア語の教科書、歴史書、文化

資料を制作し、世界中のアルメニア学校に配布しています。オンライン図書館やデジタルアーカイ
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ブでは、希少なアルメニア写本や歴史文書をデジタル化し、世界中の研究者や学生がアクセスでき

るようにしています。

信仰によるつながり：教会の統合的な役割

アルメニア使徒教会は、ディアスポラと祖国を結ぶ最も古く、強力な制度です。301年に世界で初

めてキリスト教を国教に採用して以来、教会は単なる宗教機関ではなく、アルメニアのアイデンティ

ティの守護者でした。

教会の本部はエチミアジンにあり、ここはアルメニア使徒教会のバチカンとも呼べます。すべての

アルメニア総大司教はここで選出され、就任します。エチミアジン大聖堂は301年に建てられた世

界最古の聖堂の一つであり、ユネスコの世界文化遺産です。

世界中のアルメニア教会は、エチミアジンと精神的に結びついています。教区司祭はエチミアジン

から任命され、または承認を受け、重要な教会問題についての指針を得ます。地理的に分散したディ

アスポラに統一性と連続性を提供しています。

巡礼は信仰の絆を具体化します。毎年、数千名のディアスポラ・アルメニア人が、エチミアジンや

アララト山が見える場所にあるコル・ビラプ修道院、岩に刻まれた中世の修道院であるゲハルド修

道院などの聖地を訪れます。これらの巡礼は宗教的な経験であるだけでなく、祖国との情緒的・文

化的な再接続でもあります。

教会はまた、社会福祉と教育の中心です。世界各地のアルメニア教会は、日曜学校、青年グループ、

慈善活動などを組織しています。レバノン内戦やシリア内戦のような危機の際には、教会が難民救

済の最前線に立ってきました。教会のネットワークは、ディアスポラの異なる地域間や祖国へと支

援を届ける効率的な手段となっています。

現代において、教会はディアスポラにおけるアイデンティティの中核としての役割に挑戦されてい

ます。西洋の若年層は教会への参加が減少し、世俗化が進んでいます。しかし、教会は適応してい

ます。多くの教会で、現代的な青年プログラム、英語での礼拝、ソーシャルメディアの活用が導入

されています。一部の司祭はポッドキャストを開始したり、YouTubeチャンネルを運営したりして、

若年層との対話を図っています。

虐殺追悼も教会の重要な役割です。毎年4月24日、世界各地のアルメニア教会で特別礼拝が執り行

われます。エチミアジンでは、総大主教が司式する大規模な追悼式が行われ、数万人が参加します。

これは単に過去を記憶するだけでなく、ディアスポラを一つの民族として結びつける儀式です。

教会はまた、ディアスポラ間の架け橋としての役割も果たしています。例えば、ロサンゼルスのア

ルメニア人がパリを訪れた際、現地のアルメニア教会を訪れ、そこで歓迎され、地域社会とつなが

ります。教会は、超国家的なアルメニア・ネットワークのノード（拠点）なのです。

挑戦と未来

つながりの紐は強固ですが、挑戦にも直面しています。現地国家への同化は、特に第3世代、第4世

代のディアスポラにおいてアイデンティティを弱体化させます。経済的依存は脆弱性を生み出しま

す。ロシアの経済危機は即座にアルメニアに影響を及ぼします。政治的な相違も、時としてディア
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スポラと本国との間に緊張を生み出します。

技術の発展は、新たな形態のつながりを可能にします。ソーシャルメディア、ビデオ通話、オンラ

インプラットフォームは、ディアスポラが本国とリアルタイムでつながることを可能にします。バー

チャルな共同体が形成され、国境を越えた協力が実現します。クラウドファンディングプラットフォ

ームは、ディアスポラが本国のプロジェクトに直接貢献することを可能にします。

「多重アイデンティティ」の受容も新たなトレンドです。若いディアスポラは、自らを「アルメニ

ア系アメリカ人」や「アルメニア系フランス人」として自然に位置づけ、両方の文化をともに受け

入れます。これは伝統的なアイデンティティの概念とは異なりますが、21世紀のグローバル化され

た世界においては自然な進化と言えるかもしれません。

本国とディアスポラの関係は、単なる一方的な支援ではありません。それは相互的で動的な交換で

す。ディアスポラは本国に対して経済的支援、国際的な声、知識と技術を提供します。本国はディ

アスポラに対して文化的ルーツ、アイデンティティの源泉、精神的故郷を提供します。この関係は、

小さな国アルメニアが世界舞台においてその規模を遥かに超える影響力を持つことを可能にする核

心的な資産です。

祖国はディアスポラに対してより多くの参加機会を提供し、帰国を容易にし、二重国籍や投票権の

ような制度的な結びつきを強化すべきです。ディアスポラは言語と文化を次世代に継承し、祖国を

支援し、国際社会においてアルメニアの代表者としての役割を継続すべきです。この相互の努力が

続く限り、アルメニア民族は地理的に分散していても一つの共同体として残り続けるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第9章 今日のアルメニアと未来

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. 首都エレバン ― 古代と現代が出会う都市

エレバンはアルメニアの首都であり、同国最大の都市です。紀元前782年に建設されたと伝えられ

ており、ローマより29年も早く建てられた世界最古の都市の一つです。エレバンという名前は、ノ

アの箱舟がアララト山に停まった後、ノアがここを見て「エレバニ」（現れた）と叫んだことに由

来するという伝説があります。

エレバンの最大の特徴は、都市全体がピンク色を帯びている点です。これは建物のほとんどが、火

山岩の一種であるピンク色の火山岩で建てられているためです。夕暮れ時になると、都市全体が柔

らかなバラ色に染まり、「ピンクの都市」や「バラの都市」という愛称で呼ばれます。このような

独特の景観は、都市に温かく居心地の良い雰囲気を加えています。

（エレバン市内中心部の共和国広場）エレバンの中心には共和国広場があります。この広場はソ連

時代である1924年に建築家アレクサンドル・タマニアンによって設計され、古典的なアルメニア建

築様式とソ連の計画都市の概念が見事に調和しています。広場周辺には政府庁舎、国立歴史博物館、

国立美術館、中央郵便局などの重要な建物が配置されており、すべてがピンク色の火山岩で建てら

れて統一感を与えています。夕暮れになると、広場の噴水では音楽に合わせて水と照明が踊るショー

が展開され、エレバンの市民や観光客から大きな人気を集めています。

エレバンには、アルメニアの悲劇的な歴史を記憶させる重要な場所があります。それがチツェルナ

ケルトの丘に建てられた虐殺記念館です。ここは1915年にオスマン帝国によって行われたアルメニ

ア人虐殺を追悼するために1967年に建立されました。記念館の中心には、12の玄武岩の柱が円形

に配置されており、これはオスマン帝国の支配下にあった12のアルメニア地域を象徴しています。

柱は内側に傾いており、哀悼の意を表しています。中央には永遠の炎が燃え続けており、毎年4月

24日の虐殺追悼日には数十万人の人々がここを訪れて追悼します。

（エレバンの市内どこに設置されている天然水飲み場）

エレバンの近代的な姿は、北の大通り沿いに広がっています。この通りは、高級店、カフェ、レス

トランが並ぶエレバンのシャンゼリゼとも呼べる場所です。特にアルメニア独特のカフェ文化が発

達しており、街中いたるところで人々がコーヒーやコニャックを飲みながら、のんびりと時間を過

ごしている様子を見ることができます。アルメニアはコニャックの生産でも有名で、アララト・コ

ニャックは世界的に認められた名品です。ウィンストン・チャーチルもこのコニャックの熱烈なファ

ンだったと伝えられています。

エレバンの文化の中心地として、カスケードを挙げることはできません。これは都市の中心部から

丘の上まで続く巨大な階段状の建築物で、1971年に建設が始まり、2009年に完成しました。572
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段の階段からなるこの構造物は単なる階段ではなく、屋外美術館です。各階には彫刻作品が展示さ

れており、内部には現代美術館であるカフスジアーン・センターがあります。階段を上りながらエ

レバンの市内を一望でき、晴れた日には遠くアララト山まで見渡すことができます。多くの若者が

ここで出会い、芸術家たちがパフォーマンスを行い、観光客が写真を撮るエレバンの代表的な名所

です。

エレバンはまた、教育と科学の中心地でもあります。エレバン国立大学は1919年に設立されたアル

メニア最高峰の高等教育機関で、数多くの学者や専門家を輩出してきました。アルメニアは人口に

対する博士号保持者の割合が非常に高く、ソ連時代から続く強力な教育の伝統を誇っています。特

に数学、物理学、コンピュータサイエンスの分野では、優れた人材が数多く生まれています。

エレバンはIT産業のハブとして急成長を遂げています。「コーカサスのシリコンバレー」とも称さ

れるほど、ソフトウェア開発やスタートアップの生態系が活発です。多くのグローバルIT企業がエ

レバンに開発拠点を置き、若いプログラマーたちが世界市場に向けて活躍しています。政府もデジ

タル経済を国家発展の核心戦略と位置づけ、積極的に支援しています。

(エレバンの中心街にあるキャスケードの建物内エスカレーターを利用してもよい)

食文化も非常に豊かです。アルメニア料理は中東、地中海、ロシアの食文化の影響を受けています

が、独自のアイデンティティを保っています。ケバブ、ドルマ（ぶどうの葉に包んだご飯）、ラバ

シ（薄いパン）、ハリサ（鶏肉と小麦の粥）といった伝統料理から、現代的に再解釈されたフュー

ジョン料理まで多様です。ベルニサジ市場は伝統工芸品とともに新鮮な果物、野菜、香辛料を販売

する場所で、エレバンの日常を感じられる場所です。

交通システムも徐々に近代化されています。地下鉄は1981年に開通し、現在1路線が運行されてい

ます。ソ連時代に建設された地下鉄駅は豪華なシャンデリアや大理石の装飾で飾られており、それ

自体が見どころとなっています。最近ではバスシステムの改善やシェアサイクルサービスの導入な

ど、環境に優しい交通手段が拡大されています。

エレバンの人々の生活は家族と共同体を中心に回っています。夕方には家族で一緒に食事を楽しみ、

週末には親戚と集まって時間を過ごします。もてなしの文化が強く、客人を自宅に招いて食事をも

てなすことを重要視しています。こうした伝統的価値観と現代的な生活様式が共存する姿が、今日

のエレバンの様子です。

エレバンは季節ごとに異なる魅力を見せます。春には apricot の花が満開になり、夏には暑い日差

しの中でカフェのテラスが活気を帯びます。秋にはぶどうの収穫期を迎えてワイン祭りが開催され、

冬には雪に覆われたアララト山を背景にした都市の風景が特に美しいです。このようにエレバンは

3000年の歴史と現代文明が調和し、過去と未来が共存する独特の都市です。

2. セヴァン湖 - アルメニアの青い宝石、自然がもたらした巡礼路

セヴァン湖は、アルメニアにとって最も貴重な自然資源であり、魂そのもののような存在です。標

高1900メートルに位置するこの湖は、コーカサス地域で最も大きな高山湖であり、面積は約1240

平方キロメートルに及びます。セヴァンという名前はアルメニア語で「黒い修道院」を意味し、湖

の半島にあるセヴァンヴァンク修道院に由来するという説があります。
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セヴァン湖の水は驚くほど澄んでおり、清らかです。晴れた日には湖の奥深くまで見渡すことがで

きます。水の色は空の色によって刻一刻と変化し、朝は銀色に、昼間は深い青緑色に、夕暮れ時に

は黄金色に輝きます。この移りゆく美しさゆえに、アルメニアの人々はセヴァン湖を「空から落ち

た青玉」と呼んでいます。

セヴァン湖は単なる観光地ではなく、アルメニア国民の生存に直結する資源です。この湖はアルメ

ニア全体の用水の約90%を供給しており、飲料水、灌漑用水、水力発電に利用されています。また、

湖にはセヴァンマスをはじめとする多様な魚が生息し、重要な食糧源となってきました。セヴァン

マスはアルメニアの名物で、特有の赤い身と香ばしい味わいで知られています。

しかし、20世紀にはセヴァン湖は深刻な危機に直面しました。ソ連時代である1930年代から、農

業と水力発電のために湖の水が大量に取水され、水位が急激に低下しました。50年間で水位はなん

と20メートルも低下し、湖の面積も15%以上減少しました。水質も悪化し、生態系が脅かされまし

た。これはアルメニア国民にとって大きな衝撃であり、湖を救うための取り組みが始まりました。

1960年代から環境保護運動が起こり、学者や市民がセヴァン湖の保全のために声を上げました。そ

の結果、政府は湖の使用を制限し、他の水源の開発に着手しました。1981年にはアルパ＝セヴァン

トンネルが建設され、他の川の水をセヴァン湖に導くようになりました。これらの努力により湖の

水位は徐々に回復していますが、完全な復元にはまだ多くの時間を要します。

セヴァン湖を訪れる人々がまず訪れるのはセヴァンヴァンク修道院です。この修道院は9世紀に建立

され、元々は島にありましたが、湖の水位が低下した現在では半島となっています。修道院へは

300段を超える階段を上らなければなりませんが、階段を登るにつれて広がる湖の眺めは息を呑む

ほど美しいです。頂上に立てばセヴァン湖全体が一望でき、遠く山脈が湖を取り囲む壮観な景色を

眺めることができます。

セヴァンヴァンクは聖母マリア教会と使徒教会の二つの教会から成っています。どちらも典型的な

アルメニア建築様式で建てられており、黒い玄武岩で造られた建物は長い年月の痕跡を色濃く残し

ています。修道院内部は質素ですが、石に刻まれた十字架や文様は当時の職人たちの卓越した技を

物語っています。ここは中世に修道僧たちが修行し聖書を写経していた場所で、今も静かな瞑想と

祈りの場として愛されています。

セヴァン湖周辺には歴史的な場所も数多くあります。北岸にはハグパトとディリジの修道院があり

ます。10世紀から13世紀にかけて建設された中世アルメニア建築の傑作としてユネスコの世界文化

遺産に登録されています。これらの修道院は単なる宗教施設ではなく、中世アルメニアの学問と芸

術の中心地でした。修道僧たちはここで写経を行い、音楽を作曲し、哲学を研究しました。

セヴァン湖は保養地としても人気が高いです。夏になるとアルメニアの人々が家族や友人と共に湖

を訪れ、水泳や日光浴を楽しみます。湖畔にはビーチ、レストラン、宿泊施設が整備されています。

特に新鮮な湖魚を焼いて食べることは、セヴァン湖訪問の白眉です。レストランでは、獲れたての

サクラマスや白身魚を炭火で焼き、レモンとハーブを添えて提供しており、その味わいは格別です。

セヴァン湖周辺は自然愛好家にとって天国です。湖周辺にはセヴァン国立公園が整備されており、

多様な野生動物や植物を観察できます。春と秋には渡り鳥がここを通過し、特にアルメニアカモメ

はセヴァン湖のみで繁殖する希少種です。湖周辺の山岳地帯にはハイキングコースが整備されてお
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り、トレッキングを楽しむ人々が多数訪れます。

南へ向かうとノラトゥス墓地があります。ここは世界最大規模のハチカール（十字架石）の集積地

です。ハチカールはアルメニア特有の石造芸術品で、石に十字架と複雑な文様を精巧に刻んだもの

です。ノラトゥスには9世紀から17世紀にかけて作られた約900個のハチカールがあり、それぞれ

が独自のデザインと物語を秘めています。夕暮れ時に訪れると、夕日に映えるハチカールが醸し出

す神秘的な雰囲気を体験できます。

セヴァン湖はアルメニアの人々にとって単なる自然景観以上の意味を有しています。ここは民族の

アイデンティティと結びついた精神的な場所です。多くのアルメニアの詩人や作家がセヴァン湖を

主題に作品を執筆し、画家たちは湖の美しさをキャンバスに描き出しました。家族の重要な行事や

休暇の際にセヴァン湖を訪れることは、アルメニアの人々にとって一つの伝統となっています。

持続可能な観光開発への関心が高まっています。政府や環境団体は、湖の生態系を守りつつ、観光

客が美しい自然を楽しめるよう努めています。エコフレンドリーな宿泊施設が増え、ゴミ管理も強

化されています。セヴァン湖はアルメニアの過去と現在、そして未来を結ぶ象徴的な場所であり、

今後も大切に保存され、後世に継承されるべき貴重な遺産です。

3. ナゴルノ・カラバフの紛争と平和への課題

ナゴルノ・カラバフは南コーカサス地方に位置する小さな土地ですが、アルメニアとアゼルバイジャ

ンの間で30年以上続く対立の核心です。面積は約4,400平方キロメートルで済州島よりやや大きい

程度ですが、ここをめぐる紛争は数万人の命を奪い、数十万人の難民を生み出し、地域全体の発展

を阻んできました。

ナゴルノ・カラバフという名前は、ロシア語とトルコ語が組み合わさったものです。「ナゴルノ」

はロシア語で「山岳」を意味し、「カラバフ」はトルコ語で「黒い庭」を意味します。

アルメニア語では「アルツァフ」と呼ばれ、これは古代からアルメニア人がこの地域を呼んでいた

名前です。このように、名前自体が両者の歴史的主張が交錯していることを示しています。

紛争の根源は深いです。歴史的にナゴルノ・カラバフはアルメニア王国の一部であり、中世にはア

ルメニアの貴族たちが統治していました。4世紀からキリスト教を受け入れたアルメニア人たちは、

この地に多くの教会や修道院を築きました。しかし、イスラム教を信じるトルコ系民族たちがこの

地域に移住してくるにつれ、民族構成は複雑化しました。ペルシャやオスマン帝国の支配を経て、

時にはアルメニア人が、時にはトルコ系住民が多数を占めるようになりました。

現代の紛争は、20世紀初頭のロシア革命とソ連成立の過程で始まりました。1918年にロシア帝国

が崩壊すると、アルメニアとアゼルバイジャンはそれぞれ独立を宣言し、ナゴルノ・カラバフの帰

属を巡って衝突しました。1920年にソ連がこの地域を占領した後、1923年にスターリンはナゴル

ノ・カラバフをアゼルバイジャン・ソビエト社会主義共和国の自治州に編入しました。当時、この

地域の人口の約94％がアルメニア人であったにもかかわらずです。この決定は、ソ連の分割統治政

策の一環でした。異なる民族を分断し対立を煽ることで、中央政府への依存度を高めようとする意

図がありました。
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ソ連時代を通じて、ナゴルノ・カラバフのアルメニア人たちは差別を経験しました。アルメニア語

教育は制限され、経済投資は不足し、アルメニアとの交通や通信は遮断されました。一方、アゼル

バイジャン政府はトルコ系住民の移住を奨励しました。これらの政策に対し、ナゴルノ・カラバフ

のアルメニア人たちは継続的にアルメニアへの編入を求めましたが、受け入れられることはありま

せんでした。

1980年代後半、ソ連の改革・開放政策であるペレストロイカとグラスノストが進行するにつれ、抑

圧されていた民族対立が表面化し始めました。1988年2月、ナゴルノ・カラバフ自治州議会はアル

メニアへの編入を正式に要請しました。これに対しアゼルバイジャン政府が強硬に反発したことで、

両者の間で暴力衝突が始まりました。1988年2月、アゼルバイジャンのスンガイトでアルメニア人

に対する大規模な虐殺が発生し、紛争はさらに激化しました。

1991年にソ連が崩壊すると、アルメニアとアゼルバイジャンはそれぞれ独立国家となり、ナゴルノ・

カラバフも独立を宣言しました。これに続いて全面戦争が勃発しました。1991年から1994年にか

けて続いた第一次ナゴルノ・カラバフ戦争では約3万人が死亡し、100万人以上の難民が発生しまし

た。戦争の結果、アルメニアとナゴルノ・カラバフのアルメニア系勢力がこの地域と周辺7地区を掌

握しました。1994年にロシアの仲介で休戦協定が結ばれましたが、平和条約は締結されず、紛争は

凍結状態のまま残りました。

その後の約26年間、小規模な衝突はありましたが全面戦は避けられました。しかし2020年9月、第

二次ナゴルノ・カラバフ戦争が勃発しました。今回は状況が全く異なっていました。アゼルバイジャ

ンはトルコの軍事支援を受け、現代式兵器、特にドローンを大量に使用しました。アルメニアは旧

式兵器体系で対抗せざるを得ず、6週間の戦争で敗北しました。2020年11月にロシアの仲介で休戦

協定が結ばれ、アルメニアはナゴルノ・カラバフの大部分と周辺地域をアゼルバイジャンに引き渡

すことになりました。ロシアの平和維持軍が一部地域に駐留することとなりました。

2020年の戦争での敗北はアルメニア社会に大きな衝撃を与えました。数千人の兵士が戦死し、多く

の家族が愛する人を失いました。ナゴルノ・カラバフに住んでいた数万人のアルメニア人が故郷を

離れなければなりませんでした。千年以上アルメニア人によって守られてきた教会や修道院、文化

遺産がアゼルバイジャンの管理下に入り、その保存に対する懸念が高まりました。実際、戦争後に

は一部のアルメニア文化遺産が破壊または損傷したとの報告もあります。

2023年9月、アゼルバイジャンはナゴルノ・カラバフに残る地域に対して突如として軍事作戦を開

始しました。24時間以内にナゴルノ・カラバフのアルメニア系政府は降伏し、住民の大半がアルメ

ニアへ避難しました。約10万人に及ぶアルメニア人が数日のうちに故郷を離れました。ナゴルノ・

カラバフのアルメニア系政府は公式に解体され、これにより30年以上続いたナゴルノ・カラバフの

事実上の独立に幕が下りました。

この紛争は単なる領土問題ではなく、歴史、宗教、民族のアイデンティティが複雑に絡み合った問

題です。アルメニア人にとってナゴルノ・カラバフは代々住み続けてきた土地であり、中世アルメ

ニア文化の中心地でした。この地域にある多くの教会や修道院は、アルメニアの歴史とアイデンティ

ティの重要な一部です。一方、アゼルバイジャンは国際法上の主権を主張し、領土保全の原則を強

調しています。また、この地域にはトルコ系住民も居住しており、戦争中にも彼らが被害を受けた

と主張しています。



121

国際社会はこの紛争を解決するために様々な努力を払ってきました。OSCE（欧州安全保障協力機構）

のミンスク・グループが仲介を試みましたが、30年間にわたり意味のある進展は得られませんでし

た。ロシアは伝統的にアルメニアの同盟国でしたが、近年はアゼルバイジャンとの関係も強化し、

中立的な立場をとっています。トルコはアゼルバイジャンを積極的に支援し、イランは国境を接す

る当事者として懸念を表明しました。西側諸国は概して傍観していました。

アルメニアは困難な選択に直面しています。伝統的な同盟国であるロシアがウクライナ戦争により

余力を失い、アルメニアを十分に保護できていないことへの失望感が大きいです。アルメニアは西

側諸国との関係強化を図っており、米国やEUとの協力を拡大し、NATOとの訓練にも参加していま

す。地政学的な位置のため、ロシアとの完全な決別は容易ではありません。

平和への道は険しいものです。アルメニアとアゼルバイジャンは国境画定、交通路の開設、戦争捕

虜の交換などをめぐって交渉を進めていますが、進展は遅れています。両国民の間には深い不信と

敵対感が残っています。アルメニア人はナゴルノ・カラバフを失った喪失感と文化遺産の破壊に対

する怒りを感じています。アゼルバイジャン人は領土を取り戻しましたが、依然としてアルメニア

が占領していた地域の再建と難民の帰還の問題を抱えています。

真の平和のためには、歴史的真実に対する共通の理解、文化遺産の保護、少数民族の権利の保障、

経済協力、そして何よりも和解と寛容の精神が必要です。これは数年で達成できる目標ではなく、

世代を超えて成し遂げられるべき課題です。ナゴルノ・カラバフ紛争は、狭い土地を巡る争いがい

かに大きな悲劇を生みうるか、平和がいかに尊いものであるかを示す事例です。

4. デジタル時代のアルメニア - テクノロジー革新とスタートアップ強国への飛躍

アルメニアのデジタル転換は驚くべき速度で進んでいます。2010年代以降、アルメニア政府はIT産

業を国家発展の中核戦略と位置づけました。「デジタル・アルメニア」政策を通じて電子政府サー

ビスを拡大し、IT教育を強化し、スタートアップ生態系を育成しました。その結果、アルメニアは

「コーカサスのシリコンバレー」と呼ばれ、地域のITハブとして確立されました。

アルメニアのIT産業の成長は、複数の要因が結びついた結果です。

第一に、ソ連時代から続く強力な数学および科学教育の伝統があります。アルメニアは人口に対す

るエンジニアの比率が非常に高く、プログラミングオリンピックで優秀な成績を収める学生も多数

います。

第二に、英語能力が高く、グローバル市場とのコミュニケーションが容易です。

第三に、人件費が相対的に低くながら技術水準は高く、コストパフォーマンスに優れています。

第四に、政府が税制優遇や規制緩和を通じてIT企業を積極的に支援しています。

アルメニアには数百社のIT企業があり、約2万人以上がIT産業に従事しています。マイクロソフト、

グーグル、IBM、シスコといったグローバル企業がエリヴァンに開発センターを置いています。アル

メニアの企業も世界市場に進出しており、PicsArtはアルメニア発の画像編集アプリで、全世界で数

億人が利用しています。
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アルメニア政府はデジタルガバナンスにも積極的に取り組んでいます。電子政府ポータルを通じて、

市民は各種の行政サービスをオンラインで利用できます。税務申告、事業登録、出生届などの手続

きを自宅で行えるようになり、利便性と透明性が大幅に向上しました。

教育分野でもデジタル革新が進んでいます。政府は小・中・高等学校でプログラミング教育を義務

化し、教員向けにデジタルリテラシー教育を実施しています。民間部門でもコーディングブートキャ

ンプ、オンライン講座、ITアカデミーが急増しています。チューモセンターは、青少年にIT、デザ

イン、ロボティクスなどを無料で指導する革新的な教育機関として国際的な注目を集めています。

ここで学んだ多くの青少年がITスタートアップを創業したり、グローバル企業に就職したりしてい

ます。

しかし、課題も存在します。何よりもデジタル格差が問題です。首都エレバンや大都市は急速に変

化していますが、農村地域では依然としてインターネットへのアクセスが限られており、デジタル

技術を活用する能力が不足しています。高齢層は新しい技術の使用に困難を抱えています。この格

差が社会的不平等を深める恐れがあるため、政府は農村地域のインターネットインフラの整備とデ

ジタル教育の拡大に努めています。

デジタル技術は、こうした文化遺産を保存し、伝える新たな手段となっています。アルメニア国立

図書館は、古代の写本をデジタル化してオンラインで公開しています。マタダララン（古代写本保

管庫）の貴重な資料もスキャンされ、世界中の研究者がアクセスできるようになりました。アルメ

ニア正教会の典礼音楽、伝統舞踊、民俗芸術も動画として記録され、YouTubeなどのプラットフォー

ムで共有されています。これにより、世界中のアルメニア人ディアスポラが自らのルーツとつなが

ることができます。

ソーシャルメディアはアルメニアのコミュニティをつなぐ重要な手段となりました。世界中に散ら

ばる1,000万人のアルメニア人ディアスポラは、フェイスブック、インスタグラム、ティックトッ

クを通じて互いに交流し、アルメニア文化を共有しています。アルメニア料理のレシピ、伝統衣装

の写真、民謡の動画が広く広がり、若者たちが自らの文化を新たに発見し、誇りを持つようになり

ました。特に2020年のナゴルノ・カラバフ戦争では、ソーシャルメディアが情報共有と国際世論の

形成において重要な役割を果たしました。

アルメニア語の保存も重要な課題です。デジタル環境において英語が支配的となる中で、少数言語

が脅かされています。しかしアルメニアはこれに積極的に取り組んでいます。アルメニア語キーボー

ド、翻訳プログラム、スペルチェックツールが開発されました。グーグルやアップルのようなグロー

バル企業もアルメニア語のサポートを開始しています。アルメニア語版ウィキペディアも活発に運

営され、知識の民主化に貢献しています。若者たちはソーシャルメディアでアルメニア語と英語を

混ぜた独自の言語文化を築きつつあります。

デジタル創作の分野でもアルメニアのアイデンティティが表現されています。アルメニアのデザイ

ナーたちは伝統文様を現代的に再解釈し、グラフィックデザイン、ファッション、プロダクトデザ

インに応用しています。ハチカル（十字架石）の文様、伝統的な絨毯の模様、古代文字の美しさが

デジタルアートにインスピレーションを与えています。アルメニアの音楽家たちは、伝統楽器であ

るドゥドゥクとカマチャの音色を電子音楽と融合させたフュージョン音楽を創作しています。融合

とは、伝統を飾られた過去ではなく、息づく現在へと変えることです。
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ゲーム産業もアルメニア文化を伝える媒体となっています。アルメニアの開発者たちは、自国の歴

史や神話を題材としたゲームを制作しています。例えば、アルメニアの古代王国、伝説の英雄、歴

史的戦闘を舞台にしたゲームがあります。これらのゲームを通じて、若者や外国人がアルメニアの

歴史を楽しく学ぶことができます。

観光産業においてもデジタル技術が活用されています。拡張現実（AR）アプリを用いれば、古代遺

跡で過去の姿を再現して見ることができます。例えば、廃墟となったズヴァルトノツ大聖堂でアプ

リを実行すると、7世紀の雄大な姿が画面に現れます。仮想現実（VR）ツアーを通じて、遠く離れ

た人々もアルメニアの文化遺産を体験することができます。これらの技術は、文化教育と観光振興

の両方に貢献しています。

デジタル時代におけるアルメニアのアイデンティティは固定的なものではなく、絶えず進化を続け

ています。伝統を守りつつ過去に縛られず、革新を受け入れつつアイデンティティを失わないバラ

ンスを探り続けています。若い世代は世界市民でありながら、同時に誇り高いアルメニア人として

育っています。彼らはシリコンバレーで働きながら、自宅ではアルメニア料理を食べ、グローバル

な音楽を聴きつつもアルメニアの民謡も愛し、英語でコミュニケーションを取りつつもアルメニア

語で考えています。

技術を文化の敵ではなく、ともに進む仲間として受け入れます。世界化を脅威ではなく機会と捉え

ます。アルメニアは小さな国ですが、長い歴史と豊かな文化を有しています。デジタル技術は、こ

れらの資産を世界と共有し、次世代に継承し、新たな表現方法で伝える強力な手段です。アルメニ

アがデジタル時代においていかにして自らのアイデンティティを維持し発展させていくかを見守る

ことは、すべての文化が直面する共通の課題を理解する上で多くの示唆を与えてくれます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第10章 旅行者のためのアルメニアガイド

← 前の章

全章を見る

次の章 →

アルメニアは、世界で最も古いキリスト教国家であり、独自の文化遺産を有する国です。コーカサ

ス山脈の険しい地形に位置するこの小さな国は、3,000年以上にわたる歴史と深い霊性、そして温

かいもてなしの精神で訪れる人々を迎えます。このガイドは、アルメニアを初めて訪れる旅行者が

知っておくべき核心情報をまとめたものです。

1. 訪問前に知っておくとよい歴史・宗教の常識

アルメニアを正しく理解するためには、この国の歴史と宗教を知る必要があります。アルメニアは

紀元前6世紀から独立王国として存在し、301年に世界で初めてキリスト教を国教として採用しまし

た。これはローマ帝国がキリスト教を公認した約12年前のことであり、アルメニア人のアイデンティ

ティにおいてキリスト教信仰が占める比重の大きさをよく示しています。

アルメニア使徒教会は、東方正教会やカトリックとは区別される独自の教会です。451年のカルケ

ドン公会議において、キリストの神性と人性の結合に関する神学的論争をめぐり、他の教会から分

離しました。アルメニア教会は、イエス・キリストの神性と人性が一つに結合されているとする「

単性論」を堅持しました。このような神学的独立性は、アルメニア人の民族アイデンティティと深

く結びついています。

アルメニアの歴史は、生存と抵抗の歴史でもあります。地理的にペルシャ、ローマ、ビザンツ、オ

スマン帝国、ロシアなど大国の間に位置し、絶え間ない侵略と支配を受けてきました。特に1915年

から1923年にかけてオスマン帝国で発生したアルメニア人虐殺（ジェノサイド）は、約150万人の

アルメニア人の命を奪い、現代のアルメニア人の集合的記憶に深い傷として残っています。

1991年にソ連から独立した後、アルメニアは民主主義と市場経済体制を採用しましたが、隣国アゼ

ルバイジャンとのナゴルノ・カラバフ紛争により苦難を強いられてきました。2020年と2023年の

戦争で多くの領土を失いましたが、アルメニア人たちは依然として強い民族的アイデンティティと

文化的誇りを保っています。

アルメニアを訪問する際に知っておくと役立つ文化的特徴がいくつかあります。アルメニア人は家

族中心主義であり、客人をもてなす伝統が根付いています。教会や修道院を訪問する際は、身なり

を整えることが望ましく、女性の方は頭を覆うスカーフを持参すると便利です。写真撮影は概ね許

可されていますが、礼拝中はお控えになるのが礼儀です。

アルメニア文字は405年にメスロプ・マシュトツによって創始された独自のアルファベットで、36

文字（後に2文字追加）で構成されています。この文字体系はアルメニアの文化とアイデンティティ

の核心であり、エレバンにはアルメニア文字を記念する記念碑公園も存在します。
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アルメニアの国家的象徴であるアララト山は実際にはトルコ領内にありますが、アルメニア人にとっ

ては聖なる山とされています。聖書においてノアの箱舟が着陸したと伝えられるこの山は、アルメ

ニアの国章にも描かれており、エレバン市内の至る所でその姿を見ることができます。

食文化もアルメニアを理解する上で重要です。ラバシ（薄焼きパン）、ドルマ（ブドウの葉に包ん

だ料理）、ケバブ、ハリサ（小麦と肉を煮込んだ粥）、そしてコニャックが有名です。アルメニア

のコニャックはチャーチルが愛好していたとされるほど品質に優れています。食事の際に乾杯する

際は「ゲンアツ（Genats、健康のために）」と言います。

2. 主要観光地と修道院 - 必ず訪れるべき聖地

アルメニアの聖地巡礼は、この国の魂に出会う最も優れた方法です。各聖地は独自の歴史と建築的

な美しさを備えており、山々と峡谷の劇的な自然景観と調和しています。

エチミアジン大聖堂はアルメニア使徒教会の総本山であり、エレバンから西へ約20kmの場所にあ

ります。

301年にキリスト教が国教とされた直後に建立されたエチミアジン大聖堂は、世界最古の聖堂の一

つです。ここはアルメニア教会のカトリコス（総大司教）が滞在する場所であり、ユネスコの世界

文化遺産に登録されています。大聖堂内部には、イエスを刺したとされる「聖槍」の一部が保管さ

れていると伝えられています。

エチミアジンという名称自体は「唯一の子が降り立った場所」という意味であり、聖グレゴリオス

が幻の中で、イエス・キリストが天から降りて大聖堂の跡地を指定されるのを見たという伝説に由

来しています。聖堂周辺には7世紀に建立された聖リプシメ教会と聖ガヤネ教会があり、一緒に巡る

ことができます。訪問には2～3時間ほどで十分であり、博物館では貴重な宗教遺物を見ることがで

きます。

ゲハルト修道院は、エリバンから東へ約40キロメートル離れたアザト川の渓谷の崖に位置していま

す。

4世紀に創建されたこの修道院の名前は「槍」を意味しており、イエスを刺した聖槍がここに保管さ

れていたためです（現在はエチミアジンにあります）。ゲハルトの特徴は、修道院の大部分が巨大

な岩を削って作られている点です。岩を貫いて作られた教会内部は優れた音響効果を誇り、運が良

ければアルメニアの聖歌を聴く特別な体験ができます。13世紀に建立された本堂や岩窟教会は、ア

ルメニア中世建築の傑作として評価され、ユネスコの世界文化遺産にも登録されています。修道院

への道にはガバニ城塞とアザト湖があり、合わせて見学できます。ゲハルトの入口では、伝統的な

パンであるラバシを焼いて販売する様子を見ることができ、焼きたての温かいラバシを味わうのも

素晴らしい経験です。

タテヴ修道院は、アルメニア南部のシウニク州、ボロタン渓谷の上空、標高1,500メートルに位置

する荘厳な修道院です。9世紀に建立されたタテヴは、中世アルメニアの重要な大学であり文化の中

心地であり、最盛期には1,000名以上の修道僧が居住していました。
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「タテヴの翼」と呼ばれる世界最長の（5.7キロメートル）往復ケーブルカーを利用します。12分

間のケーブルカーの旅の間、ボロタン渓谷の息を呑むような景観を楽しむことができます。

修道院には、聖ペトロと聖パウロに献堂された本堂、聖グレゴリオ教会、そして地震を感知すると

いう伝説のガビト（揺れる柱）などがあります。タテヴはエレバンから約250km離れており、日帰

りよりも1泊2日の日程で訪れることをお勧めします。現地の旅行会社の日帰りツアーを利用しても

構いません。近くには「悪魔の橋」と呼ばれる自然の岩橋や温泉があり、一緒に巡ることができま

す。ホル・ヴィラプ修道院はアララト平原に位置し、背後にそびえるアララト山の雄大な姿で有名

です。

ここは、アルメニアをキリスト教国家とした聖グレゴリオが13年間地下牢に監禁されていた場所で

あり、アルメニアのキリスト教化の聖地です。修道院の名前自体が「深い穴」を意味しています。

狭い階段を降りて地下6mの暗い牢獄へと入ることができますが、閉所恐怖症の方はご注意ください。

17世紀に再建された現在の聖堂建築は比較的簡素ですが、アララト山を背景にした風景はアルメニ

アで最も象徴的なイメージの一つです。夕暮れ時に訪れると、アララト山が黄金色に染まる壮観な

光景を楽しむことができます。ホル・ヴィラプはエレバンの南へ約45kmの場所にあり、トルコ国

境に非常に近いため、国境の鉄条網も眺めることができます。

ノラバンク修道院は、赤い岩の峡谷に位置する13～14世紀の修道院で、アルメニアで最も美しい修

道院の一つに数えられています。エレバンの南東へ約120km離れたアマグ峡谷の奥にあり、峡谷へ

至る道自体が美しいです。ノラバンクのハイライトは、1339年に建築家モミクが設計した2階建て

の聖母マリア教会（スルブ・アストヴァツァツィン）です。

教会正面の繊細な彫刻と、2 階へと続く狭く急な外階段が印象的です。主聖堂である聖ヨハネ洗礼

者教会には、優れた十字架石（ハチャカル）が数多くあります。ノラバンクを取り巻く赤い崖と、

修道院のクリーム色の石が調和した風景は、特に夕暮れ時に絶景を呈します。入口付近にはワイン

を味わえる場所もあり、アルメニアの古代のワイン文化を体験することができます。

セヴァン湖とセヴァナバンクは、エレバンから北東へ約 60km の場所に位置しています。

セヴァン湖は標高 1,900m に位置するコーカサス地域最大の高山湖で、面積は約 1,240km²に及

びます。澄んだ青い水と周囲の山脈の絶景により「アルメニアの真珠」と呼ばれています。湖の半

島（かつては島でしたが、水位低下により半島となりました）に位置するセヴァナバンクは 9 世紀

に建立され、丘の上から眺める湖の眺めは圧巻です。

黒色の火山岩で建てられた 2 つの教会（聖アラケレツと聖アストバトサチン）が現存しています。

夏にはビーチで水泳を楽しむことができ、地元の人々にも人気のある保養地です。湖周辺のレスト

ランではサケの料理を楽しむことができますが、セヴァン湖のサケ（イシュハン、「王子」を意味

する）はアルメニアの名物です。セヴァン湖は冬も美しいですが、訪れるのに最も適した時期は 5

月から 9 月です。サグモサバンク修道院は 13 世紀初めに設立された古代アルメニアの修道院で、

絵画のようなカサハ峡谷の崖の縁に位置しています。この修道院複合施設は、聖シオン聖堂、聖ア

ストバチャシン教会、ナルテックス、書庫、そして鐘楼で構成されています。

サグモサバンクは、代々細やかに保存されてきた古代写本のコレクションとして特に有名であり、

これはアルメニアの豊かな精神的・文化的遺産を反映しています。宗教的な役割に加え、この修道
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院は中世の著名な学者や啓蒙主義者たちが学び、アルメニアの思想の発展に貢献した教育センター

としても機能しました。

厳格かつ抑制された美しさで知られるこの修道院の建築様式は、息を呑むような山岳風景と完璧に

調和し、アルメニアの永続的な遺産を象徴するサグモサバンクの威厳をさらに際立たせています。

特に峡谷の縁に佇む修道院の姿は、眩暃するほどに壮観な光景を呈します。晴れた日には遠くアラ

ラト山の雪に覆われた峰まで一望でき、より特別な体験を提供します。

エレバンからサグモサバンクまでは約50キロメートルで、車では約50分から1時間ほどかかります。

M3高速道路を北上し、アラガツ方面へ進むと着きます。公共交通機関を利用する場合は、エレバン

のキリキアバス停からアシュタラク行きのマルシュルートカに乗車し、アシュタラクでタクシーを

利用するか、徒歩で約3キロメートル移動する必要があります。近隣のホヴハンナヴァンク修道院と

共に訪れることをお勧めします。両者の距離は約5キロメートルです。入場は無料であり、早朝や夕

暮れ時に訪れると、峡谷と修道院が織りなす幻想的な風景を楽しむことができます。

ディリジャンは「アルメニアのスイス」と称される美しい山岳リゾート都市です。エレバンの北東

約100キロ、セヴァン湖の北約40キロに位置しています。鬱蒼とした森に囲まれたこの地域はディ

リジャン国立公園の一部であり、新鮮な空気とミネラルウォーターで知られています。

（ディリジャン旧市街の建物風景）

旧市街は19世紀のアルメニア伝統建築様式で復元され、工芸品店やギャラリー、カフェが並んでい

ます。ディリジャンの近くには3つの美しい修道院があります。ハグハルチン修道院は11～13世紀

に建立された修道院で、鬱蒼とした森の中に位置し、3つの教会と食堂建物が調和して配置されてい

ます。

ゴシャバンク修道院は12～13世紀の修道院で、精巧なハチャカル（十字架の彫刻石）で有名であり、

中世アルメニアの著名な学者ミヒタル・ゴシュの名にちなんで名付けられました。アハルチン修道

院も森に隠された宝石のような場所です。ディリジャンはハイキングを好む旅行者に特におすすめ

で、パルズ・リチの滝トレイルなど複数のハイキングコースがあります。

エレバンから東へ約30km離れたガルニ村には、アルメニアで最もユニークな2つの名所があります。

ガルニ神殿は1世紀に建立されたヘレニズム様式の神殿で、太陽神ミトラに献げられたとされていま

す。この神殿はアルメニアに残る唯一のギリシア・ローマ様式の柱建築であり、旧ソ連全体でも唯

一保存されているヘレニズム建築です。

（ガルニ神殿は、キリスト教が国教となった後、アルメニアに唯一残された神殿です）

イオニア式の24本の柱が長方形の構造を支えており、柱頭には精巧なアカンサスの葉の彫刻が施さ

れています。ガールニ神殿は紀元301年にキリスト教が国教として採用された後も破壊されること

なく王宮の夏別荘として利用されていましたが、1679年の地震によって崩壊しました。1969年か

ら1975年にかけては、元の石材を用いてアナスタイルシス技法で再建され、元の部材は約3分の1

を占め、残りは同じ色と材質の新しい石材で補完されました。
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神殿が建つ崖の下にはアザト川渓谷が広がり、晴れた日にはアララト山を望むことができます。神

殿の近くには王宮の跡地やモザイクで装飾された浴場跡も残っています。

ガールニ神殿のすぐ下にある渓谷には、「石の交響曲」と呼ばれる自然の奇跡が隠されています。

シンフォニー・オブ・ストーンズは約4,000万年前の火山活動によって形成された玄武岩の柱から

なる自然記念物で、数千本の六角形と五角形の玄武岩の柱が最高50メートルの高さまでそびえてい

ます。高温の溶岩が急激に冷却して収縮した結果、このような驚くべき幾何学的な形態に割れたの

です。これらの柱が巨大なオルガンのパイプのように見えることから「玄武岩のオルガン」とも呼

ばれ、アザト川のせせらぎと調和して真の「交響曲」を奏でています。

（ガールニ神殿のすぐ隣にある石の交響曲の柱状節理帯）

入場料は300ドラム（約1ドル未満）と非常に安価で、営業時間は午前9時から午後6時までです。

ガルニ神殿からここへ下る道は未舗装の砂利道で約2km、徒歩では35分ほどかかります。道は所々

で凸凹しており、傾斜が急な箇所もあるため、歩きやすい靴の着用が推奨されます。上る際に疲れ

る場合は、小型列車型の「ガルニ・エクスプレス」を利用することも可能です。玄武岩の柱の近く

には11世紀に築かれた中世の橋があり、ホスロブの森国立保護区へと繋がっています。渓谷沿いに

さらに歩けばアジャト貯水池に到着します。この地域は写真撮影の名所としても人気が高く、結婚

写真の撮影地としても頻繁に利用されています。

アンベルド城塞は、アラガツ山の南斜面に位置し、標高2,300メートルを超える中世アルメニア建

築の傑作です。「雲の中の城塞」という意味を持つこの名前は、その高い標高を巧みに表現してい

ます。7世紀に建設されたこの城塞は、アルメニアの王子たちの戦略的な防衛拠点であり、夏の別荘

としても機能していました。城塞の敷地内には、巨大な石壁、円形の塔、宮殿、そして11世紀に建

立されたスルブ・アストバトサチン教会が構えています。

二つの川が合流する地点に位置し、深い渓谷に囲まれたアンベルドの自然の防衛線は、ほぼ攻め落

とせないほどでした。城塞の壁は厚さが4メートルに達する箇所もあり、巨大な玄武岩のブロックで

建設されています。城塞内部には、浴場、秘密の通路、給水施設の遺構が今も残っています。

アンベルドからは、アララト山、アラガツ山、そして11世紀のバフラマセン教会と渓谷が織りなす

絶景を眺めることができます。エレバンからは約50kmの距離にあり、ベウラカン天文台があるベ

ウラカン村の近くにあります。冬は積雪が多くアクセスが困難なため、5月から10月の間に訪れる

ことをお勧めします。アンベルドを訪れた後、さらに上り続ければ、アラガツ山の頂上付近にある

カリ湖に到着します。ここは標高3,200メートルを超える高山湖です。

アレーニワイン地域は、6,000年以上にわたるブドウ栽培とワイン醸造の歴史を持つ場所です。こ

の地域の中心にあるアレーニ＝1洞窟は、考古学的に極めて重要な意義を有しています。洞窟からは

約6,100年前と推定される世界最古のワイン醸造施設が発見され、ブドウ圧搾機、ブドウの種子、

壺、発酵槽などが出土しました。また、洞窟からは5,500年前の世界最古の革製靴も発見されてい

ます。

アレーニ村自体は、アルメニア固有の品種であるアレーニブドウで作られたワインで知られていま

す。この黒く甘いブドウは、豊かな風味を持つワインを生み出します。村には複数の地元ワイナリー

があり、ワインの試飲を楽しむことができます。毎年10月にはアレーニワインフェスティバルが開
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催されます。

アレーニはノラバンク修道院への道中に位置しており、一緒に訪れるのに適しています。村の近く

には14世紀に建立されたアストバトサチン教会もあります。この地域の山岳風景は、段々畑のブド

ウ畑や小さな農家によって美しく彩られており、特に秋の収穫期に訪れると、活気ある雰囲気を感

じることができます。

カラフンズ（ゾラツ・カレール）は、アルメニア南部シウニ州のシシアン村付近に位置する先史時

代の遺跡で、しばしば「アルメニアのストーンヘンジ」と呼ばれています。科学的調査の結果、カ

ラフンズは約7,500年前と推定され、世界最古の天体観測所の一つと考えられています。遺跡は7ヘ

クタールの広さにわたり、200基以上の巨大な玄武岩の石が楕円形と円形の配置を成しています。

石の大きさは0.5メートルから3メートルまであり、重量は最大10トンに達します。中央部には、2

つの同心円状に石が配置されています。

特徴は、約80個の石に穿たれた精巧な穴です。これらの穴はさまざまな角度から穿たれており、天

体観測に使用されたと推定されています。一部の石は、冬至、夏至、月食の周期などの天体現象と

整列しています。

(カラ・フンツ遺跡)

カラ・フンツという名前は、「石」を意味する「kar」と「音」を意味する「hunj」に由来しており、

風が石の穴を通過する際に笛のような音を奏でるためです。ゾラツ・カレルの名前は「力の石」ま

たは「垂直の石」を意味します。

入場料は大人1,500ドラムで、学生と年金受給者は半額です。12歳未満の児童は無料です。アルメ

ニア語ガイドは3,000ドラム、英語またはロシア語ガイドは5,000ドラムです。営業時間は月曜日

から土曜日の午前10時から午後6時までで、入場は午後5時30分まで可能です。シシアン市内には、

カラ・フンツの発掘遺物を展示する小さな博物館があります。カラ・フンツは光害がほとんどない

地域であるため、夜空の観測にも依然として優れた場所です。望遠鏡を持って星を観察する訪れる

方も多く見られます。

ズヴァルトノツ聖堂（ズヴァルトノツ寺院）

エレバンから西へ約20キロ、車で30分ほどの場所にあるズヴァルトノツ聖堂は、7世紀のアルメニ

ア建築における最も輝かしい傑作です。「ズヴァルトノツ」とは古代アルメニア語で「天使の館」

または「天の軍勢」を意味し、641年から661年にかけてカトリコス・ネルセス3世の指揮のもとに

建設されたこの円形大聖堂は、中世アルメニア建築において類を見ない独創的な構造を誇っていま

した。不幸にも930年頃の強力な地震によって完全に崩壊し廃墟となりましたが、その遺跡だけで

も当時の荘厳な美しさを十分に推し量ることができます。

聖堂は高さ約45メートルの3階建てで、異なる大きさの3つの円筒が順に積み上げられ、その上に球

状のピラミッド型ドームが載せられた形をしていました。外観は32面体の多角形で構成され、遠く

から見ると完璧な円形に見え、内部はギリシア十字型のテトラコンチ構造でした。建物全体を支え

る4本の巨大な柱は高さ20メートルに達し、階段状の台座の上に立つ聖堂の壁は、ぶどうのつる、

ザクロの枝、精巧な幾何学模様で装飾されていました。
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聖堂の壁を飾っていた腰の高さまでの人物像です。自由な姿勢と衣装の細やかな表現、ほぼ肖像画

のような顔の描写は、中世アルメニア人の姿を生き生きと伝えています。一部の像は建築道具を持っ

ており、そのうちの一つには「ヨハン」という名前が刻まれており、彼が聖堂建設の総責任者であっ

たと推測されます。バスケット型の柱頭には鷲の彫刻が施されており、これは空を象徴するドーム

を支える鷲の姿で、アルメニアにおいて唯一の形態です。

20世紀初頭、著名なアルメニアの建築家トロス・トロマニアンが発掘と復元作業を開始し、彼の研

究に基づいて1940年代に部分的な復元が行われました。驚くべきことに、パリのサン・シャペル聖

堂のフリーズにはノアの箱舟とともにズヴァルトノツ聖堂が描かれており、トロマニアン氏の復元

設計が正確であったことが証明されました。1937年に開館した現場博物館には、聖堂の復元模型や

巨大な石板の破片、日時計、ぶどう房やザクロの文様などが展示されており、2000年にユネスコ世

界文化遺産に登録されました。

エレバンからズヴァルトノッツへ行く方法は簡単です。エレバンの中央駅または北部バスターミナ

ルからエチミアジン行きのバスまたはミニバス（マルシュルートカ）に乗車し、ズヴァルトノッツ

で下車するだけです。タクシーを利用すれば、エレバン市内から30分以内で到着します。エチミア

ジン大聖堂を併せて訪問することを強くお勧めします。エチミアジンはズヴァルトノッツからわず

か5キロメートル離れており、一日のスケジュールで両方を巡ることができます。聖堂の遺跡はズヴァ

ルトノッツ国際空港の近くに位置しており、空港からも容易にアクセス可能です。また、多くの旅

行会社がエチミアジンとズヴァルトノッツを含む半日ツアーを運営しています。

ノラトゥス墓地はアルメニアで最も大規模な古代ハチカール（十字架の石）の集積地であり、中世

の芸術的・精神的遺産を秘めた神秘的な場所です。ここには数百もの精巧に彫られた墓碑が立ち並

んでおり、多くは16世紀から17世紀に作られたものですが、最も古いものは約千年前にさかのぼる

と推定されています。

古代の職人たちが石に刻んだ文様は非常に多様です。装飾的なデザインや聖書の場面だけでなく、

結婚の儀式、鳥や動物、そして日常の風景まで描かれています。それぞれのハチカールは独自の芸

術作品であり、一つを完成させるには数ヶ月にわたる献身的な努力が必要だったと言われています。

墓地全体を歩いていると、まるで時を遡って中世のアルメニアに戻ったかのような神秘的で超現実

的な雰囲気が感じられます。ここはアルメニアの深い精神的伝統と古代の歴史を直接体験できる特

別な空間です。夕暮れ時に訪れると、石に反射する光がよりドラマチックな情景を演出し、写真撮

影にも最適です。

エレバンからノラトゥスまでは約90キロメートルで、車では約1時間30分かかります。セヴァン湖

方面へ向かうM4高速道路を走り、ゲハルクニク州のノラトゥス村に入れば到着です。公共交通機関

を利用する場合は、エレバンの北部バスターミナルからセヴァン行きのミニバス（マルシュルート

カ）に乗り、ノラトゥスで下車できます。セヴァン湖に近接しているため、両方を訪れるコースを

お勧めします。入場は無料ですが、現地のガイドを雇えば、ハチカールに込められた歴史的意味や

象徴をより深く理解できます。

チャグカゾールは、マルマリク川渓谷に位置するアルメニアで最も人気のあるスキーリゾートです。

「花の谷」という意味を持つこの村は、エレバンの北東へ約50キロメートルにあり、標高1,800～

2,800メートルに位置しています。
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冬にはスキーやスノーボードを楽しむことができ、1日リフト券は約12,000ドラムです。スロープ

は初心者から中級者向けのコースが中心で、森を抜けるルートもあります。ケーブルカーで山頂ま

で上がれば、周囲の山脈の絶景を堪能できます。夏にはハイキング、ジップライン、マウンテンバ

イク、乗馬など多様な屋外アクティビティを楽しめ、スパリゾートでリラックスすることも可能で

す。

村には中世の美しいケチャリス修道院があります。この修道院群は11～13世紀に建立され、4つの

教会と礼拝堂で構成されています。チャグカゾールはソ連時代、オリンピック選手たちのトレーニ

ング拠点であり、今も清浄な空気と高い標高により、スポーツ訓練に最適な場所として知られてい

ます。近隣のメガラゾール村には、独特なストリートアート、滝、ハイキングトレイルがあり、合

わせて訪れる価値があります。

エリムは天然温泉で知られるアルメニアで最も人気のあるスパタウンです。シウニ州に位置するこ

の都市は、エレバンから南へ約175キロメートルにあり、標高2,000メートルを超える高地に位置

しています。40以上の天然温泉があり、さまざまなリゾートホテルやスパ施設が整っています。水

のギャラリーでは、5つの石の壺から湧き出る無料のミネラルウォーターを味わうことができ、それ

ぞれが異なる効能と温度を持っています。

エリムのミネラルウォーターは、消化器系疾患、腎臓疾患、神経系疾患などに効果があるとされて

います。エリム滝は高さ70メートルで、アルメニアで2番目に大きな滝です。晩春には冷たい空気

が滝の周辺に滞留し、独特の雰囲気を醸し出します。秋には周囲の森が黄金色と赤色に染まり、美

しい景観を演出します。

エリムからタテヴ修道院までは約100キロメートルの距離で、多くの旅行者がタテヴを訪れた後、

エリムで一泊し温泉を楽しみます。町にはケーブルカーもあり、周囲の峡谷の景色を楽しむことが

できます。

ギムリはアルメニアで2番目に大きな都市で、約3,000年の歴史を持つ古代の定住地です。エレバン

から北西へ約126キロメートルに位置し、19世紀から20世紀初頭の建築がよく保存されており、「

博物館都市」と呼ばれています。都市中心のバルダナッツ広場からクマイリ歴史地区を巡ることが

でき、ここは屋外博物館のように歴史的な建物で溢れています。セブ・グル要塞やパリホテル（ソ

連時代には産婦人科病院として使用されました）などの建築が印象的です。

（アルメニア第2の都市ギムリの市街地）ジトクチャヤン社会生活博物館（入場料1,000ドラム）は、

19世紀から1920年代までの地域の生活様式を示しており、アスラマジャン姉妹博物館（入場料

300ドラム）はアルメニア女性の平等のために尽力した2人の芸術家の作品を展示しています。

ギュムリは1988年の大震災で大きな被害を受けましたが、復旧の過程で多くの歴史的建造物が復元

されました。この都市はアルメニア文化の中心地であり、独特のユーモア感覚や方言でも有名です。

ギュムリのレストランでは伝統的なアルメニア料理を楽しむことができ、地ビールであるギュムリ

ビールも人気があります。

エレバンの市内にも見逃せない名所が数多くあります。
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カスケード・コンプレックスはエレバンの象徴的な建築で、572段の階段からなる巨大な階段状の

構造物です。1920年代の建築家アレクサンドル・タマニャンの都市計画に最初に構想され、1971

年に着工しましたがソ連崩壊により中断され、2002年にアルメニア系アメリカ人の慈善家ジェラー

ル・カベスジアン氏の支援により再建が再開されました。カベスジアン氏はこのプロジェクトに1億

2,800万ドルを寄付しました。

カスケード内部にはエスカレーターがあり、気軽に上ることができます。各階には現代美術作品が

展示されており、カベスジアン芸術センターではジェラール・カベスジアン氏の個人所蔵品から

5,000点以上を展示しています。フェルナンド・ボテロ、リン・チャドウィック、ハウメ・フレン

サ、バリー・フラナガンなど、世界的な芸術家たちの作品を鑑賞できます。

カスケード前の庭園には、ボテロの3作品『ローマの戦士』『猫』『たばこを吸う女』が展示されて

おり、最も人気のあるフォトスポットとなっています。カスケードの頂上からはエレバン市内の全

景が一望でき、天候が良ければアララト山も眺めることができます。頂上付近には「アルメニアの

母」像と勝利公園があります。エスカレーターは毎日午前8時から午後8時まで運行され、展示ギャ

ラリーは金曜、土曜、日曜の午前10時から午後8時まで開放されています。

共和国広場はエレバンの中心であり、都市の象徴的な場所です。1928年に建設され、ソ連の記念碑

的様式とアルメニアの伝統様式が見事に調和しています。広場は5つの主要な建物に囲まれており、

建物の柱やアーチには繊細な古代アルメニアの文様が装飾されています。広場の建物はピンク色と

黄色を帯びた火山岩で造られており、「ピンク・シティ」と呼ばれるエレバンの特徴をよく表して

います。

広場の中央には噴水があり、5月初めから秋の中旬まで、毎晩華やかな音楽噴水ショーが開催されま

す。噴水は様々なジャンルの音楽に合わせて水を舞い上げ、照明と相まって幻想的な光景を演出し

ます。このショーは無料で、多くの市民や観光客が集まって楽しんでいます。広場周辺にはアルメ

ニア国立歴史博物館や国立美術館があり、アルメニアの歴史と文化を深く理解することができます。

共和国広場は国慶日や重要な国家的行事の際に、祭典やパレードが行われる場所でもあります。

マタダラン（メスロプ・マシュトツス写本研究所）は、エレバンの北側マシュトツス通りに位置し、

世界で最も重要な写本保存庫の一つです。ここには23,000点以上の写本、巻物、断片が所蔵されて

います。コレクションには5世紀から中世にかけての聖書写本、歴史記録、哲学書、医学書、数学書

などが含まれており、一部は世界に唯一の写本です。

展示館には、美しく彩色された細密画で装飾された写本が展示されており、火災や戦争によって一

部が焼失した書籍も展示され、歴史の困難さを物語っています。建物の外観は印象的なブルータリ

ズム様式の灰色の構造で、それ自体が建築的な価値を持っています。

マタダランの前には、405年にアルメニア文字を創始した人物であるメスロプ・マシュトツスの像

が立っています。開館時間は火曜日から土曜日の午前10時から午後5時30分までで、月曜日と日曜

日は休館です。入場料は1,500ドラムです。マタダランは2013年にユネスコ世界記憶遺産に登録さ

れました。

チチェルナカベルト虐殺追悼館は、1915年から1923年にかけてオスマン帝国で起こったアルメニ

ア人虐殺の犠牲者を追悼するための場所です。
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記念碑の中央には永遠の炎を灯す追悼廟があり、12本の高い玄武岩の石板がその炎に向かって傾い

ています。記念碑の一部である高さ44メートルの花崗岩の尖塔は、アルメニア民族の精神的再生と

大胆な精神を象徴しています。尖塔の基部から頂上まで伸びる亀裂は分断されたアルメニア民族（

大半がアルメニア国外に居住）を象徴し、尖塔自体は再生への意志を表しています。

記念館の隣には、虐殺に関する写真、文書、新聞記事、映画などを展示する博物館があり、この悲

劇的な歴史を深く理解することができます。毎年4月24日の虐殺追悼日には、数十万人のアルメニ

ア人がここを訪れて追悼します。火曜日から日曜日の午前10時から午後5時まで開放され、月曜日

は休館です。入場は無料です。チチェルナカベルトを訪れることは、アルメニアの歴史とアイデン

ティティを理解するために不可欠な経験です。

ノル・ボロ通りは、カスケード複合体と共和国広場を結ぶ現代的な歩行者専用道路で、エレバンの

現代性を象徴しています。全長約1キロメートルのこの通りには、洗練されたガラス張りの建物、高

級店舗、そして無数の屋外カフェが並んでいます。地下には大型ショッピングモールがあり、夏の

暑さを避けたりショッピングを楽しんだりすることができます。

通りを歩いていると、地元の人々と観光客が混じり合う活気ある雰囲気を感じることができます。

ノル・ボロ通り周辺にはエレバンの最高級ホテルやレストランが密集しており、エレバン・オペラ・

バレエ劇場も近くにあります。この通りは昼間も素晴らしいですが、夜に照明が点灯すると、より

美しい姿を披露します。

ベルニサジ市場はエレバンで最も有名な屋外工芸品市場で、週末には特に活気に満ちています。こ

こではアルメニアの伝統工芸品、骨董品、美術品を購入でき、職人の方々と直接お話しすることも

できます。市場では手作りの絨毯、細密画、伝統衣装、木彫り、陶器、十字架の石像レプリカ、伝

統楽器、宝石、絵画などが販売されています。価格交渉も可能で、親切な店主たちが自らの作品に

ついて喜んで説明してくれます。

ベルニサジは特に土曜日と日曜日に最も盛大に開催され、アルメニアの文化を体験し、ユニークな

記念品を購入するのに最適な場所です。市場は共和国広場から徒歩圏内にあります。

3. 祭りと巡礼の日程 - アルメニアの息づく伝統を体験する

アルメニアの祭りと宗教行事は、この国の文化と伝統を生き生きと体験できる機会です。多くの祭

りはキリスト教の伝統と深く結びついていますが、季節や農耕文化を反映した民俗祭礼もあります。

クリスマスと公現祭（1月6日）はアルメニアで最も重要な宗教祭日です。多くのキリスト教諸国が

12月25日にクリスマスを祝うのに対し、アルメニア使徒教会はイエスの誕生と洗礼（公現祭）を共

に1月6日に祝います。

これは初期キリスト教の伝統に従ったものです。この日、エチミアツィン大聖堂では総大主教が執

り行う盛大なミサが捧げられ、聖水祝福の儀式が行われます。多くの信者が氷のように冷たい水に

飛び込む伝統もあります。エレバン市内や全国各地の教会では特別礼拝が執り行われ、家族が集まっ

て伝統料理を分かち合う時間となります。
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復活祭（ザティク）はアルメニアでも最も重要な祝日の一つです。日付は西方教会とは異なる場合

があります。アルメニア教会がユリウス暦を使用しているためです。復活祭前の四旬節期間中、多

くの信者が断食を行い、復活祭当日には教会で特別ミサが捧げられます。

伝統的に卵を赤く染めますが、これはキリストの血を象徴しています。復活祭の挨拶は「クリスト

ス・ハリアリ・イ・メロロツ（キリストが死から復活されました）」であり、それに対する返礼は

「オルニャリ・エ・ハルウチュン・クリストシ（キリストの復活を賛美します）」です。

バルダバル（ヴァルダバル）は7月に開催される独特な水祭りです。元々は古代の異教信仰における

水の女神アスティクを記念する祭でしたが、キリスト教化後はイエスの変容を記念する祝日と結び

つきました。

この日、アルメニア全国で人々が互いに水をかけ合い、年齢や地位に関係なく誰でも水浴びを体験

できます。通りは水をかける人で溢れ、特に子供たちが楽しそうに参加します。外国人旅行者も例

外ではないため、この時期に訪れる場合は濡れる覚悟が必要です。予備の衣類と防水バッグの準備

をお勧めします。

ブドウ祝福祭（8月中旬）は、アルメニアのワイン生産の伝統を記念する祭典です。アララト平原の

アラニ村で開催される祭りが有名で、総主教がブドウを祝福する儀式が行われます。古代から続く

アルメニアのブドウ栽培とワイン醸造の伝統を反映しています。実際、アルメニアは世界最古のワ

イン生産地の一つであり、6,100年前の醸造施設が発見されたこともあります。

独立記念日（9月21日）は、1991年のソ連からの独立を記念する国慶日です。エレバンの共和国広

場では軍事パレードと文化公演が開催され、夜には華やかな噴水ショーと花火が披露されます。こ

の日、多くのアルメニア人が街に出て祝賀行事に参加し、国家的な誇りを表現します。

アルメニア人虐殺追悼日（4月24日）は、1915年にオスマン帝国から始まったアルメニア人虐殺を

追悼する日です。この日、数十万人のアルメニア人がエレバンのツィチェルナカベルト虐殺記念館

を訪れ、犠牲者を追悼します。街は静かで厳粛な雰囲気であり、多くの店舗やレストランが休業し

ます。旅行者もこの日の意味を理解し、敬意を払う態度を示すことが重要です。

ワイン祭（10月）はアレーニ村などで開催される収穫祭で、伝統的な方法でブドウを踏みワインを

作る様子を見学でき、様々なアルメニアワインを試飲できます。民俗音楽や踊りの公演も同時に行

われます。

エレバン・ワイン・デイズ（5月）は首都エレバンで開催される現代的なワインフェスティバルで、

国内外のワイン生産者が参加し、ワイン試飲、音楽公演、食事などを楽しむことができます。

巡礼を計画される場合は、主要な祭日に合わせて訪れると特別な儀式をご覧いただけます。この時

期は宿泊施設が混雑し、価格も上昇するため、事前の予約が必須です。一般的な教会の礼拝は日曜

日の午前中に執り行われ、主要な修道院では毎日礼拝が行われています。

4. 食・音楽・芸術 ― 五感で感じる日常のアルメニア文化

アルメニアの日常文化を理解するには、食、音楽、芸術を体験する必要があります。これら三つは

アルメニア人のアイデンティティと深く結びついており、数千年の歴史を反映しています。
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アルメニア料理は、中東、地中海、コーカサスの影響が融合した独自の料理伝統を誇ります。主食

は小麦で作られたパン「ラヴァシュ（Lavash）」で、薄く柔らかいフラットブレッドであり、

2014年にユネスコ無形文化遺産に登録されました。伝統的には地下オーブン「トニール」で焼かれ、

焼きたてのラヴァシュの風味は格別です。ラヴァシュはチーズ、ハーブ、肉などを包んで食べたり、

そのまま食べたりします。

ドルマ（Dolma）は、ブドウの葉やキャベツの葉で調味した肉と米を包んで作るアルメニアの代表

的な料理です。牛肉または羊肉を刻み、米、玉ねぎ、ハーブを混ぜた具をブドウの葉で丁寧に包ん

で蒸し煮にします。冬にはブドウの葉の代わりにキャベツやナス、ピーマン、トマトの芯をくり抜

き、肉を詰めたバージョンも人気です。韓国の方々が好む「サム」の文化に似ており、抵抗感なく

楽しめます。ヨーグルトソースやニンニクソースを添えると一層美味しくなります。特に夏に新鮮

なブドウの葉で作ったドルマは爽やかな香りが格別で、一口かじると肉汁たっぷりの肉と米が口いっ

ぱいに広がります。エレバンの伝統的なレストランや家庭でよく見られ、アルメニア人の祝祭日や

特別な日に欠かせない必須料理です。

ケバブには様々な種類がありますが、最も代表的なものは「ホロヴァツ（Khorovats）」と呼ばれ

る串焼きです。豚肉、羊肉、鶏肉などを炭火で焼き、屋外でのピクニックの際に特に人気がありま

す。ケバブと一緒に焼いた野菜とラバシを添えて食べます。

ハリサ（Harisa）は小麦と鶏肉または羊肉を長時間煮込んで作る粥のような料理で、特に冬や復活

祭に食べられます。バターを加えると味がより一層良くなります。韓国のソルロンタンやコムタン

を連想させます。夜明けからゆっくりと煮込んだ出汁は白く濃厚で、コラーゲンが豊富で健康食と

しても人気が高いです。伝統的に朝食として食べられ、特に寒い冬や二日酔いの翌日の回復食とし

て最高です。出汁にはたっぷりのニンニクを加えて潰し、塩で味を調え、ラバシパンをちぎって入

れるのが正統な方法です。韓国の回復食のように温かい出汁が胃をほぐし、牛のすね肉は柔らかく

コリコリとした食感が絶品です。通常はウォッカやアルメニアのブランデーと共に食べられ、現地

の人は「ハリサを食べる時は酒を飲まないと本味ではない」と言います。エレバンのハリサ専門店

は朝早くから営業しており、ボリュームがあり安価です。ホロヴァツはアルメニアの伝統的な炭火

バーベキューで、韓国の肉料理文化を愛する方々にとって最高の選択肢です。豚肉、牛肉、羊肉、

鶏肉を大きく切り、玉ねぎ、ニンニク、ハーブ、ワイン、酢で作ったタレに数時間から一日ほど漬

け込み、炭火で焼きます。串に刺して焼いた肉は外側はサクサク、内側はしっとりとしており、ス

モーキーな香りが絶品です。焼いた野菜（トマト、ナス、ピーマン）と共に提供され、ラバシ（伝

統パン）に包んでハーブ、玉ねぎ、レモン汁と共に食べると全く油っこくありません。アルメニア

人は週末になると家族と屋外でホロヴァツのパーティーを楽しみ、これは韓国のサムギョプサルパー

ティーと非常に似た文化です。

ジョバツは、肉と様々な野菜を壺や鍋に入れて長時間煮込んだアルメニア風のシチューです。韓国

のキムチチゲやドンジャンチゲのように温かいスープ料理を好む韓国の方には非常に馴染み深い味

わいです。羊肉や牛肉をベースに、ジャガイモ、トマト、ナス、ピーマン、玉ねぎなど様々な野菜

が入り、ハーブやスパイスで風味を加えます。伝統的な方法では、トニール（地下の窯）の余熱を

利用してゆっくりと煮込み、こうして作られたジョバツは、肉が骨から離れるほど柔らかく、野菜

はスープを吸って深い味わいとなります。熱い壺のままテーブルに出され、湯気が立ち上る様子は

韓国のトッパギ料理に似ています。ラバシパンでスープを浸して食べたり、ご飯と混ぜて食べると、

体が温まり満足感があります。
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セヴァン湖で獲れるサケ（イシュカン、Ishkhan）は「王子」という意味を持つアルメニアの特産魚

で、韓国の方々に人気の魚料理です。新鮮なサケにニンニク、レモン、ハーブを加え、炭火やオー

ブンで焼き上げ、外はサクサク、中はしっとりとして、生臭さは全くありません。セヴァン湖周辺

のレストランの多くはサケ料理を専門としており、湖を眺めながら食べる新鮮な焼きサケはアルメ

ニア旅行のハイライトです。韓国の鯖焼きやアジ焼きを好む方なら、この料理をぜひ試すべきで、

柔らかい身は骨が少なく食べやすいです。焼き野菜やハーブサラダ、レモンのスライスと共に提供

され、サケの身にレモン汁をかけると、さっぱりとした爽やかな味わいが絶品です。

ガタ（Gata）はバターをふんだんに使った甘いペイストリーで、地域ごとに様々なバリエーション

があります。お茶やコーヒーと一緒に楽しむのに適しており、お土産としても人気です。エレバン

のアジア料理レストランに関する情報を整理いたします。

韓国料理店「キムヤム（Kim Yum）」は、エレバンのメスロプ・マシュトツ通り39/12番地および

エレブニ・モール内に位置し、韓国ストリートフードを専門とするレストランです。

中華料理店としては、北京レストラン（Beijing Restaurant）がナランディアン通り1番地にあり、

中国・日本・タイ料理を幅広く提供しています。オールド北京（Old Beijing）はトゥマニャン通り9

番地にある中華料理専門店で、200種以上の中国料理を堪能できます。ドラゴンガーデン（Dragon

Garden）はアラミ通り76番地にあり、中国・日本・タイ料理を提供する活気あふれるレストランで

す。メイド・イン・チャイナ（Made in China）はトゥマニャン通り19/37番地にある中華料理店で

す。ニュータオ（New Tao）は中華料理専門のレストランとして知られています。

ベトナム料理店としては、ヤンポ（JanPho）がナランディアン通り47番地にあり、ベトナムのヌー

ドル料理「フォー」と日本ラーメンで有名なアジアン・フュージョンレストランです。フォー・ア

ルメニア（PhoBo Armenia）は共和国通り71番地1階にあり、ベトナム出身のシェフが12時間煮込

んだ出汁で本格的なフォーを提供するベトナム料理専門店です。コヨ（Koyo）はノザン・アベニュー

5番地にあるパンアジアン・フュージョンレストランで、アジア料理の体験を提供しています。

気をつけるべき点は、料理は全体的に韓国よりも塩辛いことです。塩分を非常に少なくしてほしい

場合は、注文時に必ずお伝えください。

旬の果物もアルメニアの自慢です。特に apricot（アプリコット）はアルメニアの象徴的な果物で、

アルメニアのラテン語名自体がアプリコットの学名（Prunus armeniaca）に含まれています。夏に

は甘いチェリー、桃、イチジクを、秋にはザクロ、柿、ぶどうをお楽しみいただけます。

アルメニアのブランデーは世界的に有名です。1887年から生産されているアララトブランドが最も

有名で、ウィンストン・チャーチルが愛好していたとされています。エレバンのアララト・ブラン

デー工場では見学と試飲を提供しています。ブランデー以外にもアルメニアはワイン生産の長い歴

史を持ち、近年では現代的なワイナリーが良質なワインを生産しています。

アルメニアのコーヒーも独特です。トルコ式コーヒーに似ていますが、アルメニア人はこれを「ア

ルメニア・コーヒー」と呼んでいます。細かく挽いたコーヒーをジェズヴェ（小さな銅の鍋）に入

れ、ゆっくりと煮立てて作られ、カップの底にはコーヒーの滓が残ります。この滓で占うという伝

統もあります。
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アルメニアの音楽は古代から続く独特の伝統を持っています。中世の宗教音楽であるシャラカンは

単旋律の聖歌で、ニュウマ記譜法で記されています。この聖歌はアルメニア教会の礼拝で今も歌わ

れており、ゲハルのような岩窟教会で聴くと特別な音響効果を楽しむことができます。

伝統的な民謡音楽も豊かです。代表的な楽器にドゥドゥクがあり、桜の木で作られたリード楽器で、

哀愁深く深い音色を奏でます。ドゥドゥクの演奏は2005年にユネスコ無形文化遺産に登録され、映

画『グラディエーター』のサウンドトラックにも使用されて世界的に知られるようになりました。

名演奏家ジヴァン・ガスパリヤン（1928-2021）の演奏は特に有名です。

その他の伝統楽器には、弦楽器のカンチャ、打楽器のドール、管楽器のズルナ、弦楽器のカノンな

どがあります。エレバンのカフェやレストランでライブ演奏を聴くことができ、伝統音楽の公演会

場もあります。

現代アルメニア音楽は、伝統と現代を融合させようとする試みが活発です。ジャズ、ロック、エレ

クトロニック音楽に伝統的な楽器や旋律を組み合わせた実験的な音楽家が多くいます。

アルメニアの美術と建築は、独自の美意識を示しています。最も特徴的な芸術はハチカル（

Khachkar、十字架の彫刻石）です。これは石に十字架と精巧な幾何学模様を彫り込んだもので、そ

れぞれが独自のデザインを持っています。ハチカルは記念碑、墓石、あるいは祈りの対象として用

いられ、2010年にユネスコ無形文化遺産に登録されました。ゴシャバンクやゲハルドでは特に美し

いハチカルを見ることができます。

アルメニアの教会建築は、独自の様式を発展させました。円錐形または円錐状の屋根、石造りの中

央ドーム、そして外壁の繊細な彫刻が特徴です。アルメニア人は石造りの達人であり、地震の多い

地域であるにもかかわらず、1,000年以上も前に建てられた建物が今もなお立っています。

細密画（ミニチュア絵画）もアルメニア芸術の重要な一部です。中世の写本に描かれた精巧な細密

画は、聖書の場面、聖人たち、そして日常生活を描いています。エレバンのマテナダラン（古文書

博物館）では、こうした貴重な写本を見ることができます。

現代アルメニア美術も活発です。エレバンには国立美術館、現代美術館、そして多くのギャラリー

があり、現代アルメニアの作家たちの作品を楽しむことができます。北部大通り（ノザン・アベニュ

ー）やサリアン通り周辺には多くのギャラリーが集まっています。

絨毯の製作もアルメニアの伝統工芸です。アルメニア絨毯は独自のデザインと色彩を持ち、天然染

料を使用しています。エレバンのベルニサジ蚤の市や工芸品店では、伝統的な絨毯を購入すること

ができます。

日常でアルメニアの文化を体験するには、現地のレストランで食事をしたり、伝統音楽の公演を見

たり、ベルニサジ市場を訪れたり、現地の皆さんと会話を楽しむのがおすすめです。アルメニアの

人々は概して親切で、客人をもてなす伝統があり、旅行者に対して自国の文化を喜んで紹介してく

れます。

5. ブランデーとワイン

(1) アルメニアのブランデー - フランスが認めた「コニャック」の伝説
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アルメニアのブランデーの伝説は、1900年のパリ万国博覧会に始まります。当時、エレバン・ブラ

ンデー・カンパニーのオーナーだったロシアの企業家ニコライ・シュストフは、大胆な挑戦を行い

ました。自社の最高級ブランデーのサンプルを、ブラインド・テイスティング大会に密かに出品し

たのです。その結果は驚くべきものでした。アルメニアのブランデーがグランプリ（大賞）を受賞

したのです！

この出来事により、フランス・コニャック協会は衝撃に陥りました。自尊心の高いフランス人たち

が、自国の名品ブランデーよりもアルメニア・ブランデーを高く評価したのです。フランス・コニャ

ック協会はアルメニア・ブランデーの卓越した品質を認め、正式に「コニャック（Cognac）」とい

う名称の使用を許可しました。本来「コニャック」という名称は、フランスのコニャック地方で生

産されたブランデーのみが使用できる地理的表示として厳格に保護されている名称です。シャンパ

ンがシャンパーニュ地方でのみ生産される発泡性ワインにのみ付与されるのと同じです。しかし、

アルメニアは唯一、例外を認められたのです。

しかし、この栄光は永遠ではありませんでした。第二次世界大戦終結後、この権利は取り消され、

2013年にアルメニア政府がEUに対し「コニャック」名称の使用を再度許可するようロビー活動を

行いましたが失敗しました。現在は「アルメニア・ブランデー（Armenian Brandy）」としてのみ

販売することができます。それでもアルメニア現地では、依然として自国のブランデーを「アルメ

ニア・コニャック（Armenian Cognac）」と呼び、誇らしく思っています。

(2) ニコライ・シュストフの天才的なマーケティング戦略

シュストフは単に良い酒を作ることに留まりませんでした。彼は時代を先取りしたマーケティング

戦略を駆使しました。

彼は世界中の高級レストランに同僚たちを派遣し、「アルメニア（またはアララト）ブランデーを

注文する」よう指示しました。当然、ほとんどのレストランにはそのようなブランデーはなく、レ

ストランの主人たちは顧客の要望に応えるために供給先を探す必要がありました。

自然と需要が創出され、アルメニア・ブランデーの認知度は急上昇しました。現代のマーケティン

グ担当者が見ても感嘆するほど賢明な事業戦略でした。

(3) 1945年ヤルタ会談 - チャーチルとスターリンのアルメニア・ブランデー逸話

アルメニア・ブランデーの最も有名な逸話は、1945年2月のヤルタ会談で起こりました。

第二次世界大戦が終戦間近となる中、クリミア半島のヤルタでウィンストン・チャーチル（イギリ

ス首相）、ヨシフ・スターリン（ソ連書記長）、フランクリン・ルーズベルト（アメリカ大統領）

が、戦後のヨーロッパおよび世界秩序の再編について議論するために集まりました。

この歴史的な会談において、スターリンはチャーチルにアララト・ブランデーの最高級品である「

Dvin（ドヴィン）」を振る舞いました。この酒は当時、ソ連において最高級の贈り物かつ贈収賄の

代名詞となる名品ブランデーでした。

チャーチルは、このブランデーを一口飲んだ途端、完全に魅了されました。彼はその場でスターリ

ンに対し、このブランデーを定期的に送るよう求め、スターリンは快く承諾しました。
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その後、チャーチルは毎年、ソ連からアララト・ドヴィンのボトル400本を贈られたと伝えられて

います。チャーチルは、トレードマークであるシガを吸いながらアルメニアのブランデーを楽しむ

ことを大変好んだそうです。

チャーチルだけでなく、ソ連の高官の間でもアルメニアのブランデーは最高の贈り物であり、贈収

賄の手段として知られていました。共産圏全体において、アルメニアのブランデーは最高品質の象

徴でした。

(4) アルメニア・ブランデーの製造の秘密

アルメニア・ブランデーがフランスのコニャックに匹敵する品質を誇る理由はなんでしょうか？

まず、古典的なフランス式製造法が挙げられます。1877年、ネルセス・タイランとバシリ・タイロ

フという2人の事業家兄弟がエレバン・ブランデー会社を設立したことで、アルメニアのブランデー

産業が始まりました。彼らはフランスでワイン製造技術を学び、帰国して二重蒸留（ダブル・ディ

スティレーション）の概念を導入しました。アルメニア・ブランデーは、フランスのコニャックと

同様に伝統的な二重単式蒸留方式を用いています。これはフランス・コニャックの製造工程とほぼ

同じです。

次に、アララト平原の在来ブドウ品種を使用します。アルメニア・ブランデーは主に在来種のブド

ウで作られます。つまり、アルメニア固有の土壌と気候で育った特別なブドウを使用するのです。

特にアララト平原で栽培されるブドウは糖度が18～20%と、ブランデー製造に最適化されています。

この地域は、聖書に登場するノアの箱舟が着岸したとされるアララト山のふもとでもあります。

最後に、オーク樽による熟成方式があります。アルメニア・ブランデーはフランス・コニャックと

同様にオーク樽で熟成されます。特に高級ブランデーの場合、カラバフ・オーク（カラバフ・オー

ク）の樽で熟成されることもあります。一般的なコニャックは最低3年間熟成され、星3つ（★★★）

で表示されます。ヴィンテージ・コニャックは最低6年以上熟成され、コレクション可能なコニャッ

クはヴィンテージ・コニャックにさらに3年以上熟成されます。特筆すべき点は、アルメニア・ブラ

ンデーがオーク樽だけでなく、オークの棒を追加したエナメル容器でも熟成できることです。

アルメニアを代表するブランデーブランド

アララト（Ararat）は、1877年から生産されているアルメニア・ブランデーを代表するブランドで

す。アララト山にちなんで名付けられたこのブランドは、3年から20年まで熟成された製品を販売

しています。アララト・ドヴィン（Ararat Dvin）はチャーチルが愛した伝説のブランデーであり、

アララト・エレブニ（Ararat Erebuni）はドライフルーツとヘーゼルナッツの風味が特徴です。ア

ララト・アクタマール（Ararat Akhtamar）の10年物は、コストパフォーマンスに優れた高級ブラ

ンデーとして評価されています。

ノイ（NOY）はエレバンにあるアララトブランデー工場で生産される、もう一つの有名ブランドで

す。ブランデー、ワイン、ウォッカを同時に生産する総合蒸留所です。

シャトー・ナムス（Chateau Namus）は17年熟成の超高級ブランデーで、価格は約17,000ルーブ

ル（約40万円）です。マネ（Mane）はカラバフのオーク樽で熟成されたプレミアムブランデーで、
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価格は40,000ルーブル（約100万円）以上です。

(5) アルメニアのワインの歴史 - 世界最古のワイナリー

アルメニアはブランデーだけでなく、ワインの歴史においても重要な地位を占めています。

紀元前6100年、世界最古のワイナリーがアルメニアに存在していました。2007年、アルメニア南

部のアレニ（Areni）の洞窟で考古学者たちが驚くべき発見をしました。紀元前6100年にワインを

大量に醸造していた施設が発見されたのです！この洞窟からは、ワイン醸造用の土器数点、ブドウ

圧搾機、直径1メートルを超える大型土器（足でブドウを踏み潰して圧搾したと推定されるもの）、

ブドウの種子、ブドウの皮、ブドウの枝の破片が発掘されました。

これは現存する最も古いワイナリーとして公式に認定されています。以前、ジョージア、トルコ、

イランなどでもワイン関連の遺物が発見されていましたが、これほど完璧な大量生産施設を備えた

ワイナリーとしてはアルメニアが最初です。興味深いことに、このアレーニ村では現在もワインを

生産しており、洞窟や村の名前をそのまま冠したアレーニ（Areni）というぶどう品種を使用してい

ます。

紀元前7000年頃、ぶどう栽培の起源もこの地域で始まりました。考古学者の研究によると、紀元前

7000年頃、トルコ、アルメニア、イランにまたがるコーカサス南部地域で初めてぶどうを栽培した

痕跡が発見されています。ここは聖書でノアが洪水後に定住し、ぶどうを植えたというアララト山

（Ararat）の近くでもあります。聖書創世記には「ノアが方舟から出るとすぐに、まずぶどうの木

を植え、その実を収穫してぶどう酒を作り、飲んで酔った」という記録があります。

アルメニアのワインの特徴を振り返ると、ジョージアやアゼルバイジャンほど有名ではありません

が、それに劣らぬほどワイン文化が発達しています。アララト平原の肥沃な土壌と日差しはぶどう

栽培に最適であり、固有の在来ぶどう品種を使用しています。8000年以上にわたるワイン醸造の歴

史を誇り、現代でもアレーニやヴァンクなどで高品質なワインを生産しています。

(6) 訪れるべきアルメニアのブランデー名所

エレバン・ブランデー会社（Yerevan Brandy Company）はエレバン市内に位置し、英語でのツアー

を提供しています（事前予約必須）。ベーシックツアーは3年物と10年物の試飲で約4,500AMD（

約10,000円）、プレミアムツアーは10年物、15年物、20年物の試飲で約10,000AMD（約

23,000円）です。特別な空間である「ヘッド・ステイト・ルーム」では、各国の大統領や首相が訪

れた際に、その名前で醸造されたブランデーを詰めたオーク樽が展示されています。特にロシアの

エルツィン元大統領がここを頻繁に訪れたと言われています。

ノイ（NOY）ブランデー工場はエレバン川の対岸に位置し、ブランデー、ワイン、ウォッカを同時

に生産する総合工場です。

なぜアルメニアのブランデーは特別なのか？

アルメニアのブランデーは単に美味しいお酒ではありません。それは8000年にわたるブドウ栽培の

歴史の結晶であり、1900年のパリ万博でフランスを凌駕した誇りです。チャーチルとスターリンが

愛した伝説の酒であり、ソ連時代には最高級の贈答品として知られた名品でもあります。フランス
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の製法とアルメニアの在来ブドウが完璧に融合して生まれた傑作です。

冷戦時代、共産圏においてアルメニアのブランデーはフランスのコニャックに代わる最高級のブラ

ンデーとして君臨していました。現在では「コニャック」という名称を公式に使用することはでき

ませんが、その品質は依然として世界最高水準です。

アルメニアを旅行される際は、必ずエレバン・ブランデー会社を訪問し、見学ツアーに参加して、

チャーチルが愛したその味わいを直接体験してください。アララト山を眺めながら飲むアルメニア

のブランデー一杯は、8000年の歴史を口の中で感じる特別な体験となるでしょう。

6. エレバンとアルメニアの交通・移動方法 - 実践的な旅行のヒント

仁川空港からアルメニアの首都エレバンまでは直行便がなく、少なくとも一度は経由する必要があ

ります。主な経由都市にはドバイ、イスタンブール、ドーハ、モスクワなどがあり、航空便の選択

によって所要時間や料金が大きく異なります。

経由便ではイスタンブールを経由する路線が人気で、トルコ航空やペガサス航空を利用できます。

仁川からイスタンブールまでは片道で約27万ウォンから41万ウォン程度、往復ではおよそ30万ウォ

ンから70万ウォンの範囲です。イスタンブールからエレバンまではさらに約2時間17分かかり、ペ

ガサス航空の場合、片道は約15万ウォン台から始まります。

ドバイを経由する路線もあり、主にエミレーツ航空を利用します。仁川からドバイまでは片道で約

19万ウォンから64万ウォン程度、往復ではおよそ23万ウォンから82万ウォンです。ドバイからエ

レバンまでは約3時間30分かかります。

ドーハを経由するカタール航空の路線も選択肢の一つです。エレバンからソウルへの往復基準でカ

タール航空は約94万ウォンから95万ウォン程度、LOTポーランド航空を利用すれば約94万ウォン

から、ルフトハンザドイツ航空は約118万ウォン程度です。

航空券を安く購入するには、2～3ヶ月前に予約するのがお勧めです。火曜日や水曜日の出発便は比

較的安価です。また、日程を柔軟に変更できれば、より良い価格を見つけることができます。総飛

行時間は乗り換え時間を含め、約12時間から22時間程度かかります。

アルメニアの空港から市内への移動は、事前に空港でヤンデックス・タクシーのアプリをインストー

ルし、同アプリでタクシーを呼ぶのが最も便利です。アプリの使い方はカカオ・タクシーと同じで

す。目的地は英語またはアルメニア語でグーグル検索して入力してください。タクシー料金は約1万

ウォン前後で、それほど負担になる価格ではありません。

アルメニアを旅行するには、交通システムを理解することが重要です。首都エレバンと地方都市を

結ぶ交通手段、料金、そして便利な移動方法についてご紹介します。

エレバンの市内交通は、比較的多彩なオプションを提供しています。人口約110万人のエレバンで

は、公共交通とタクシーが十分に整備されています。

地下鉄（メトロ）はエレバンで最も安価な交通手段です。1981年に開通したエレバン地下鉄は単一

路線（10駅）で、都市の中心部を南北に貫通しています。料金は2025年現在、100アルメニア・
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ドラム（AMD、約0.25ドル）で非常に安価であり、距離に関係なく一律料金です。地下鉄の入口窓

口でトークンを購入し、改札口に入れるだけで利用できます。

アルメニアでは、ティメニのような交通カードは存在しません。

地下鉄は午前6時30分から夜11時まで運行しており、発車間隔は5～10分です。ロシア時代から建

設された歴史ある、装飾的なソビエト様式の駅を見ることができます。ただし路線が限られている

ため、観光地へ直接行くのは難しいです。

バスとマルシュルートカ（ミニバス）はエレバンの主要な交通手段です。バス料金は100 AMD、マ

ルシュルートカは100～150 AMD程度です。硬貨での現金支払いが必要です。交通カードやクレジッ

トカードでの決済はまだ利用できません。

マルシュルートカはソビエト時代からコーカサス地域で一般的な交通手段で、決まった路線を運行

する小型のミニバンです。停留所はありますが、どこでも手を振れば停車し、降車も可能です。運

転手に「カンネク（止めてください）」と言えば大丈夫です。路線番号はフロントガラスに表示さ

れていますが、旅行者にはやや複雑に感じるかもしれません。料金は乗車後に運転手に直接支払い

ます。

ヤンデックス・タクシーは便利な移動手段です。ロシアのウーバーサービスで、アプリをダウンロー

ドしクレジットカードを登録すれば利用できます。英語でも使用可能で、目的地を入力すると自動

的に料金が計算されます。カカオ・タクシーと同じです。エレバン市内のほとんどの距離は700～

1,500 AMD（約1.75～4ドル）程度で非常に安価です。タクシー料金が安いため、過度に心配せず、

エレバン近郊の主要観光地もタクシーで移動しても問題ありません。ヤンデックス・タクシーのア

プリで概算料金を事前に確認しておくことをお勧めします。

空港から市内までは、2,000～3,000 AMD（約5～8ドル）程度でアプリタクシーを利用できます。

ボルトも同様のサービスと価格帯を提供しています。

ヤンデックスを利用すれば、言語の壁なく快適に移動でき、料金が明確なので不当な請求を心配す

る必要がありません。車両は通常5分以内に到着し、運転手の情報や車両番号を事前に確認できるた

め安全です。現金での支払いも可能ですが、カード登録の方がより便利です。

一般タクシーもありますが、メーターを使用しない場合が多く、乗車前に料金の交渉が必要です。

市内の短い距離では1,000 AMD、やや遠い距離では1,500～2,000 AMD程度が適正です。ホテル

から呼んだタクシーは、やや割高になる可能性があります。

「Yandex Taxi」アプリの画面の一部

レンタカーはアルメニア旅行の自由度を高めてくれます。エレバンには複数のレンタカー業者があ

り、1日あたり約25,000～40,000 AMD（約60～100ドル）で車両を借りることができます。国

際運転免許証が必要であり、一部の業者では韓国運転免許証の公証付き翻訳本を要求することもあ

ります。アルメニアの道路状況は主要道路は概ね良好ですが、田舎や山岳地域では未舗装道路が多

く、道が狭く曲がりくねっているため注意が必要です。運転文化はやや攻撃的であり、交通信号を

厳守しない場合もあります。
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駐車はエレバン市内ではやや難しい場合がありますが、ほとんどのホテルが駐車場を提供していま

す。レンタカーを利用すれば、公共交通機関ではアクセスが難しい修道院や自然景観を自由に訪れ

ることができ、時間に余裕があり運転に自信がある方にとっては良い選択です。

運転手付きの車両貸し出しは、レンタカーよりもさらに便利なオプションです。一日あたり約

40,000～70,000 AMD（約100～175ドル）で運転手と車両を同時に利用できます。ホテルや旅

行会社を通じて予約が可能で、運転手が観光地についての解説をしてくれることも多いです。複数

人で旅行する場合は費用を分担できるため経済的です。

都市間の交通は主にマルシュルートカ、バス、鉄道を利用します。

マルシュルートカはアルメニアで最も一般的な都市間交通手段です。エレバンの複数のバスターミ

ナル（キリカミア・ターミナルが主要ターミナル）から全国各地へマルシュルートカが発着してい

ます。料金は距離によって異なりますが、非常に安価です。

例えば：

マルシュルートカは定時表がありますが、乗客が満車になると出発するケースも多々あります。座

席は先着順であり、繁忙期には早めに到着して席を確保することをお勧めします。荷物は車両の後

部または屋根に積み込まれ、大型荷物の場合には追加料金が発生する可能性があります。

バスはマルシュルートカよりも大きく快適ですが、路線は限られています。主要都市間にはバスサー

ビスがあり、料金はマルシュルートカと同程度か、やや高めです。

列車は遅く路線も限られていますが、独特の体験を提供します。エレバンからジョージアのトビリ

シやバトゥミへ向かう夜行列車があり、国内線としてはエレバンからギュムリ、エレバンからセヴァ

ンへの路線があります。列車はマルシュルートカより遅いものの、より快適で景色を楽しむことが

できます。

ツアーと日帰り旅行：エレバンの多くの旅行会社やホステルでは、人気観光地への日帰りまたは数

日間のツアーを提供しています。料金はツアーの内容によりますが、少人数グループツアーは1人あ

たり約15,000～30,000 AMD（約40～75ドル）程度です。ツアーには交通、ガイド、場合によっ

ては入場料や食事が含まれています。一人旅や運転が難しい場合に便利な選択肢です。

自転車：エレバン市内および一部の地方では自転車のレンタルが可能です。エレバンには自転車道

が徐々に増えつつありますが、交通量の多い場所では注意が必要です。自転車の1日レンタル料は約

3,000～5,000 AMD（約7.5～12.5ドル）です。

交通アプリと地図：Googleマップはエレバンおよびアルメニア全国でよく機能し、公共交通機関の

ルートも概ね提供しています。Yandexマップも有用で、特にマルシュルトカ（路線バス）の路線を

探す際に役立ちます。オフライン地図をダウンロードしておけば、インターネット接続が不安定な

地域でも便利です。

交通費用の概要：アルメニアの交通費は西欧や米国に比べて非常に安価です。市内交通の1日分とし

て2,000～3,000 AMD（約5～7.5ドル）で十分であり、Yandexを主に利用すればさらに便利です。

都市間の移動も安価なため、予算旅行者にとって非常に優れた目的地です。
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交通利用のヒント：

7. 両替、ATM、クレジットカード、SIMカード - 旅行準備に必須の情報

アルメニアに到着したら、まず解決すべき実用的な問題がいくつかあります。ズヴァルトノツ国際

空港（Zvartnots International Airport）から始め、金融や通信に関するヒントをご紹介しましょう。

空港到着：エレバンのズヴァルトノーツ国際空港は、市内から西へ約12kmに位置しています。空

港は小さく現代的で、案内標識はアルメニア語、ロシア語、英語で表示されています。

入国審査は非常に迅速に進行し、韓国の方は2025年現在、180日間の無査証滞在が可能です。

両替：アルメニアの通貨はアルメニア・ドラム（AMD）です。2025年11月現在の為替レートは、

おおよそ1ドル＝390ドラム、1ユーロ＝420ドラム、1,000円＝290ドラム程度です。（為替レー

トは変動するため、必ずご確認ください）

空港到着ロビーには複数の両替所があります。為替レートは市内よりやや不利ですが、大きな差は

ありません。最初はタクシー代や初日の経費として50～100ドル程度のみ両替し、残りは市内で両

替することをお勧めします。空港の両替所は24時間営業で、主要通貨（ドル、ユーロ、ルーブルな

ど）の両替が可能です。

エレバン市内の為替レートは空港よりやや有利で、特に共和国広場周辺とアボヴィャン通りには多

くの両替所があります。両替所は「����������（ポハナラム、両替）」の表示があり、

ほとんどが正確な為替レートを掲示しています。両替する際は為替レートを確認し、手数料がある

か尋ねるのが良いでしょう。多くの両替所は手数料なしで両替してくれます。両替後はすぐに金額

を確認することを忘れないでください。

ATMと現金の引き出し：空港の到着ロビーには複数のATMがあります。HSBC、Ardshinbank、

Ameriabank、InecobankなどのATMを利用でき、ほとんどがVISA、Mastercard、Maestro、

Cirrusのネットワークに対応しています。ATMでの現金引き出しは、両替所よりも有利な為替レー

トが適用されることが多く、便利です。ただし、銀行手数料がかかる場合があるため（カード発行

銀行の海外ATM手数料ポリシーによります）、一度に多額を引き出す方が、複数回に分けて引き出

すよりも経済的です。

ATM利用時には英語のオプションを選択できます。引き出し限度額はATMやカードによって異なり

ますが、通常は1回あたり100,000～200,000 AMD（約250～500ドル）程度です。PIN番号入力

時は周囲に注意し、ATMは銀行内や管理された場所で利用するのが安全です。

エレバン市内にはATMが非常に多く、現金が必要な際に簡単に探すことができます。銀行、ショッ

ピングセンター、主要な通りにATMがあり、ほとんどが24時間利用可能です。

クレジットカード・デビットカードの利用：アルメニア、特にエレバンではクレジットカードの利

用が徐々に普及しています。VISAとMastercardが最も広く受け入れられており、American

Expressは利用可能な場所が限られています。

カードが一般的に利用できる場所：
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カードが使用できない、または困難な場所:

アルメニア旅行の際には、十分な現金を常に携帯することが重要です。1日に10,000～20,000

AMD（約25～50ドル）程度の現金を持っておくのが良いでしょう。

カード決済では、ドルやユーロでの決済よりもドラムでの決済の方が為替レートが有利です。一部

の店舗では外貨での決済を勧められることもありますが、必ず現地通貨での決済を求めてください。

非接触決済（コンタクトレス）も徐々に普及しており、多くの場所でApple PayやGoogle Payが利

用可能です。

モバイルバンキングと決済アプリ: アルメニアでは、Idramという現地のモバイル決済アプリが人気

です。現地の電話番号での認証が必要となるため観光客には利用が難しいですが、一部の飲食店や

店舗ではこのアプリでの決済のみを受け付けている場合もあります。

SIM カード：アルメニアでモバイルインターネットを利用するには、現地の SIM カードを購入する

のが経済的です。空港の到着ホールには主要な通信会社のブースがあり、すぐに購入できます。現

地の旅で通訳や翻訳をチャット GPT などの AI で迅速に行うには、現地の SIM カードを購入するの

が最も効果的です。

アルメニアの主要な通信会社：

料金とプラン（2025 年基準、参考用）：

SIM カード購入時に必要なもの：

空港で SIM カードを購入すれば、スタッフがセットアップと有効化を支援してくれます。通常 5～

10 分で利用可能です。市内中心部にも通信会社の店舗が多く、いつでも追加データのチャージやプ

ランの変更ができます。

アルメニアのモバイルネットワークは、エレバンや主要都市、観光地では4G/LTEの高速で安定した

接続が可能です。ただし、山岳地帯や孤立した地域では電波が弱かったり、届かなかったりするこ

とがあります。

データローミング：韓国通信社の海外ローミングを利用することも可能ですが、費用は格段に高く

なります。短期間の訪問でない限り、現地のSIMカードを利用する方がはるかに経済的です。

eSIM：一部の最新スマートフォンはeSIMに対応しており、AiraloやHolaflyなどのサービスを通じて

オンラインでアルメニアのeSIMを購入できます。出発前に事前に購入してアクティブ化できるため

便利ですが、料金は現地のSIMカードよりやや高めです。

Wi-Fi：エレバンのほとんどのホテル、カフェ、レストランでは無料Wi-Fiが利用可能です。共和国広

場や北部大通り（ノーザン・アベニュー）などの一部の公共施設でも無料Wi-Fiを利用できます。た

だし、セキュリティが重要な作業（オンラインバンキングなど）は、公共のWi-Fiを避けることをお

勧めします。

空港から市内への移動：
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その他の金融アドバイス:

以上でアルメニア旅行のための実用的な情報をまとめました。アルメニアは豊かな歴史と文化、美

しい自然、そして温かい人々に恵まれた魅力的な旅先です。このガイドが皆様のご旅行をより豊か

で快適なものにするお手伝いができれば幸いです。

8. AIに写真一枚アップロードするだけで、通訳から情報検索まですべてスムーズに

海外旅行で最ももどかしい瞬間は、言語の壁に直面した時です。メニューが読めず何を注文すべき

か迷ったり、街の標識やバス案内が理解できず道に迷ったりすることもあります。しかし今では、

スマートフォンとAIがあれば、こうした困難を簡単に解決できます。

Gemini、ChatGPT、またはClaudeのようなAIチャットボットに写真をアップロードするのです。こ

の方法の利点は、単にテキストを翻訳するだけでなく、状況を理解してアドバイスまでしてくれる

点にあります。

レストランでメニューの写真にAIを送り、「このメニューからベジタリアンが食べられる料理を推

薦してください」と尋ねると、AIはメニューを翻訳した上でベジタリアン向け料理を選び、各料理

の特徴まで説明してくれます。また、「アレルギーがあるのですが、この料理にピーナッツは含ま

れていますか？」といった具体的な質問も可能です。韓国人の口に合う料理を推薦してほしいと頼

むこともできます。

駅やバス停で複雑な時刻表を見て困ったときにも、AIは非常に役立ちます。時刻表の写真にアップ

ロードし、「午後3時以降に空港へ行くバスを探してください」と頼むと、AIが時刻表を分析して該

当するバス番号、出発時刻、運賃まで整理してくれます。現地の言葉で書かれた切符や航空券が理

解できない場合も、写真を撮って「この切符から座席番号とプラットフォームを探してください」

と尋ねれば、すぐに答えを得ることができます。

観光地で歴史的建造物や彫刻を見て疑問に思ったときにも、AIは素晴らしいガイドの役割を果たし

ます。建物や像の写真に「これが何なのか説明してください」と頼むと、AIはその建造物の歴史や

意味、訪問時の注意点などを教えてくれます。博物館や美術館で作品の横にある説明文が現地の言

葉のみで書かれている場合も、説明板を撮影して翻訳を依頼すれば、作品をより深く鑑賞すること

ができます。

ショッピングの際にも、AIによる写真翻訳は必須です。化粧品や食品の成分表示や使用方法が現地

の言葉のみで書かれている場合、写真を撮って「この製品の成分と使用方法を韓国語で説明してく

ださい」と頼めばよいのです。特に薬局で薬を購入する際には一層重要で、薬の説明書の写真を送っ

て「この薬の効能と副作用、服用方法を教えてください」と尋ねれば、安全に薬を購入することが

できます。

宿泊先で洗濯機やエアコンなどの家電製品の使い方がわからない場合も、操作パネルを撮影してAI

に尋ねれば、各ボタンの機能が説明されます。現地のスーパーマーケットで見たこともない果物や

食材を発見したときは、写真を撮って「これが何で、どのように食べるのか教えてください」と尋

ねれば、調理法まで知ることができます。
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AI を旅行情報の検索に活用する方法も様々です。旅行前に AI に「エレバンで 3 日間旅行する予定

ですが、おすすめの日程を作成してください。歴史遺跡と現地の料理が好きです」と伝えれば、カ

スタマイズされた旅行計画を受け取ることができます。現地に到着しても、「今いる共和国広場付

近で夕食に適した現地の飲食店を教えてください」のように、リアルタイムで情報を得ることがで

きます。

街を歩いている際に発見した興味深い店舗やレストランの看板を撮影し、「このお店に関する情報

とレビューを教えてください」と伝えれば、AI が店名を認識して関連情報を検索してくれます。ま

た、現地の新聞やポスターを見てどのような行事なのか気になる場合も、写真を撮って尋ねれば、

行事の内容や参加方法を知ることができます。

緊急時においても、AI の写真翻訳は命綱となります。病院で診断書や処方箋を受け取ったが現地の

言語のみで記載されている場合、写真を撮って翻訳すれば、自分の健康状態を正確に把握できます。

警察署や大使館で受け取った書類も同様に翻訳して理解することができます。

これらの AI 機能を活用するためには、いくつかの準備が必要です。

まず出国前に、Gemini、ChatGPT、または Claude のアプリをスマートフォンにインストールし、

使い方を覚えておいてください。

海外では、データローミングや現地のSIMカード、eSIMを準備してインターネット接続を確保する

ことも重要です。

もしインターネットが不安定な地域を旅するのであれば、Google翻訳のオフライン言語パックを事

前にダウンロードするか、重要な情報はスクリーンショットとして保存しておくことをお勧めしま

す。写真を撮る際は、テキストが鮮明に写るように焦点を合わせ、十分な照明を確保してAIが正確

に認識できるようにしましょう。メニュー表や標識が長すぎる場合は、複数枚に分けて撮影し、順

番にアップロードすれば大丈夫です。

AIによる写真翻訳や情報検索機能は、今や海外旅行の必須ツールとなりました。言語の壁に悩まさ

れることなく挑戦し、現地の人々のように自由に旅を楽しみ、予期せぬ状況でも慌てることなく過

ごせるでしょう。スマートフォン一つで世界があなたの遊び場となる時代、AIと共により豊かで素

晴らしい旅に出かけましょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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エピローグ

← 前の章

全章を見る

アルメニア。世界地図において爪先ほどの小さな国だが、そこに込められた歴史の重みはどの土地

よりも深く、重かった。苦難の中でも自らのアイデンティティを守り続けた、生々しい魂の国であ

る。

歴史そのものが驚異であった。アララト山を聖山とし、ウラルトゥ王国からティグラネス大王の帝

国に至るまで、シルクロードの交差点で花開いた文明は、ローマとペルシアの間で綱渡り外交を繰

り広げながら生き延びた、熾烈な生存の記録であった。

「世界最初のキリスト教国家」という肩書きは、単なる飾り言葉ではなかった。301年、聖グレゴ

リウスとティリダテス3世の出会いから始まったキリスト教の国教化は、その後の1,700年にわたり

アルメニア民族を一つに結ぶアイデンティティの核心となった。エチミアジン大聖堂、ゲハルト修

道院、タテヴ修道院……岩を削って造られたこれらの聖なる空間は、単なる建築物ではなく、侵略

と迫害の中でも信仰を守り続けた民族の砦であった。

修道院は祈りと学問の殿堂であり、写本を通じて知識を継承する図書館であり、ハチカルという独

創的な芸術を創造した工房でもあった。ノラバンクの赤い渓谷、セバノバンクのセヴァン湖、ハグ

パトとサナヒンの双子の塔……それぞれの修道院に宿る物語は、それ自体が一つのドラマである。

1915年の150万人に及ぶ組織的な虐殺の前でも生き延びた人々は、世界各地に散りディアスポラと

なった。しかし彼らは消え去らなかった。レバノン、シリア、イラン、アメリカ、アルゼンチン

……世界のあちこちでアルメニア共同体は教会と学校を建て、自らのアイデンティティを守り続け

た。

本書は、生存の歴史、信仰の力、文化の底力に関する物語です。

小さな国がどのように数千年の歴史を守り抜いてきたのか。大国の間に挟まれた民族が、いかにし

て自らのアイデンティティを失わずに耐え抜いてきたのか。虐殺とディアスポラという悲劇を経験

しながらも、いかにして再び立ち上がることができたのか。

その答えは至る所に刻まれています。岩に刻まれた十字架のように、修道院の壁に刻まれた祈りの

ように、グラバル文字で記された写本のように。アルメニアはすべてを石と信仰に刻み、後世へと

伝えました。それこそが、彼らが生き残った理由です。

アルメニアを訪れたくなるでしょう。エレバンの街を歩き、ピンク色の建物を眺め、ゲハルト修道

院の岩の隙間から響き渡る聖歌を聞き、セヴァン湖の青い波の前で静寂に浸りたくなるでしょう。

そしてその旅は、単なる観光ではなく、一つの民族の魂と出会う巡礼となるはずです。

2025年の晩秋、金京珍が、人生の小さな仕草をもって本書を執筆いたします。

← 前の章
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